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明
ら
か
に
な
る
事
柄
に
つ
い
て
市
民
に
報
告
す
る
た
め
、
玉
島
乙

島
守
屋
家
文
書
調
査
報
告
会
１
・
２
を
平
成
二
十
九
年
度
と
令
和

元
年
度
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
の
報
告
を
も
と
に
し
て
、
新
た
な
執
筆
者
も
加
え
、

本
号
で
は
守
屋
家
文
書
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
近
世
初
期
の
水
谷

勝
隆
支
配
時
期
に
お
け
る
乙
島
村
の
採
石
事
情
と
領
主
か
ら
の
法

度
、
近
世
中
期
の
庄
屋
継
嗣
と
氏
宮
を
め
ぐ
る
問
題
、
近
世
後
期

を
生
き
た
守
屋
家
出
身
の
医
師
・
書
家
、
近
世
後
期
を
中
心
に
開

発
さ
れ
た
乙
島
新
田
と
流
作
場
を
め
ぐ
る
論
考
が
揃
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
守
屋
家
文
書
を
丁
寧
に
読
み
込
み
、
考
察
を
加
え
た

力
作
ぞ
ろ
い
で
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

読
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
特
集
の
論
考
を
味
読
さ
れ
、
豊

か
な
世
界
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
目

録
や
カ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
守
屋
家
文
書
を
研
究
等
に
大
い
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）　

　

玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
は
、
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
庄
屋
な
ど

を
勤
め
た
守
屋
家
伝
来
の
文
書
で
す
。

　

守
屋
家
文
書
に
つ
い
て
は
、『
倉
敷
の
歴
史
』
第
二
十
五
号
で

史
料
群
紹
介
を
掲
載
し
て
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
平

成
二
十
七
年
と
平
成
二
十
八
年
に
も
倉
敷
市
は
守
屋
家
か
ら
計
約

一
万
三
千
点
（
概
数
）
の
文
書
を
追
加
で
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

　

守
屋
家
は
、
乙
島
が
島
で
あ
っ
た
時
期
に
島
へ
渡
っ
て
開
発
し

た
と
さ
れ
、
代
々
乙
島
村
庄
屋
を
勤
め
、
地
域
の
中
で
中
核
的
存

在
の
家
で
す
。
そ
の
た
め
、
守
屋
家
文
書
は
質
量
と
も
非
常
に
豊

富
で
、
地
域
の
歴
史
研
究
の
素
材
と
し
て
重
要
で
す
。
守
屋
家
文

書
は
九
州
大
学
と
倉
敷
市
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
で
は
、
所
蔵
す
る
守
屋
家
文

書
に
つ
い
て
一
点
ず
つ
カ
ー
ド
作
成
を
進
め
て
お
り
、
カ
ー
ド
を

も
と
に
目
録
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
略
な
目
録
も
一
部
公
開

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
整
理
を
進
め
る
一
方
、
文
書
群
か
ら

特
集
―
玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
―

特
集
に
あ
た
っ
て
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そ
う
し
た
中
、
近
年
新
た
に
倉
敷
市
所
蔵
と
な
っ
た
守
屋
家
文

書
の
中
に
、
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
に
お
け
る
近
世
初
期
の
採
石

事
情
を
伝
え
る
古
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
多
く
は
年
紀
の
な
い
書
状
だ
が
、
発
給
・
受
給
者
の
特

定
や
関
連
史
料
と
の
突
合
せ
に
よ
り
、
年
代
を
は
じ
め
領
主
・
商

人
・
地
域
住
民
と
石
場
と
の
か
か
わ
り
方
、
石
材
の
供
給
先
、
採

石
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
で
き
る
内
容

を
も
つ
。
乙
島
村
の
石
場
と
い
う
今
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
採
石
地
の
情
報
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ

り
、
小
稿
で
は
こ
れ
ら
を
紙
幅
の
許
す
限
り
翻
刻
紹
介
し
、
近
世

初
期
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
石
材
供
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

一　

近
世
初
期
の
乙
島
村
の
領
主
と
守
屋
一
族

　
　
　

は
じ
め
に

　

近
世
の
初
め
頃
（
十
七
世
紀
前
半
）、
江
戸
城
・
大
坂
城
・
駿
府

城
と
い
っ
た
幕
府
の
関
係
城
郭
、諸
大
名
の
居
城
の
築
城
と
改
修
、

新
田
開
発
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
高
石
垣
や
築
堤
に
必
要
な
石
材

の
需
要
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
。
瀬
戸
内
海
に
は
こ
う
し
た
需
要

に
応
え
た
と
さ
れ
る
採
石
地
が
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
石
切
り
場

（
当
時
の
史
料
表
記
は
「
石
場
」「
町
場
」
な
ど
）
の
跡
や
切
り
出
さ
れ

て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
石
垣
用
材
（
残
石
・
残
念
石
）
な
ど
、
目
に
見

え
る
遺
構
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
瀬
戸
内

海
の
島
嶼
部
や
沿
岸
地
域
の
石
場
に
つ
い
て
記
録
し
た
当
時
の
古

文
書
は
、
石
切
り
場
遺
構
の
数
に
比
し
て
少
な
く
、
供
給
や
管
理

の
あ
り
さ
ま
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
文
字
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
で
き
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

近
世
初
期
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
の
石
場
と
水
谷
勝
隆
の
地
域
開
発

畑　
　
　

和　

良
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七
月
二
十
八
日
、
勝
隆
は
五
万
石
の
高
を
維
持
し
た
ま
ま
「
備
中

松
山
城
主
被　

仰
付
」
れ
て
い
る（

（
（

。
成
羽
藩
時
代
の
水
谷
氏
領
の

構
成
に
つ
い
て
は
従
来
全
く
未
知
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
七
年
辰

正
月
五
日
付
け
の
伊
藤
定
行
（
三
右
衛
門
）・
野
沢
内
記
連
署
書
状

に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
連
署
者
の
ひ
と

り
伊
藤
定
行
が
「
成
羽
」
か
ら
庄
屋
中
へ
指
示
を
送
っ
た
こ
と
を

示
す
史
料
が
存
在
す
る
こ
と（

（
（

、
慶
安
二
年
時
点
で
伊
藤
・
野
沢
両

人
が
備
中
松
山
藩
水
谷
氏
領
の
「
御
代
官
」
と
し
て
松
山
に
い
た

こ
と
を
示
す
史
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と（

（
（

か
ら
、
彼
ら
は
成
羽
藩
時

代
以
来
の
水
谷
氏
家
臣
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
永
十
七
年
正
月
五
日

の
連
署
書
状
は
、
そ
の
伊
藤
・
野
沢
両
名
が
乙
島
・
連つ

ら
じ
ま島

・
西
阿

知
・
片
島
・
山
田
・
久
代
・
草
田
・
下
倉
の
八
か
村
庄
屋
中
に
対

し
江
戸
米
渡
し
手
形
や
御
蔵
に
残
っ
て
い
る
米
の
分
量
の
書
付
を

提
出
す
る
よ
う
指
令
し
た
も
の
で
あ
り
、
水
谷
勝
隆
が
成
羽
藩
主

で
あ
っ
た
寛
永
十
七
年
時
点
で
乙
島
村
・
連
島
村
な
ど
八
か
村
が

水
谷
氏
領
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
寛
永
十
九
年
に

水
谷
氏
が
備
中
松
山
藩
主
と
な
っ
た
後
も
乙
島
村
は
松
山
藩
水
谷

氏
領
と
し
て
引
き
継
が
れ（

（
（

、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の
御
家
断
絶

ま
で
五
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
水
谷
氏
が
領
有
し
た
。

　

十
七
世
紀
に
お
け
る
乙
島
村
の
領
主
の
変
遷
は
以
上
の
通
り
だ

　

ま
ず
、
小
稿
で
扱
う
乙
島
村
の
近
世
初
期
の
概
況
に
つ
い
て
、

ま
と
め
て
お
き
た
い
。高
梁
川
河
口
部
右
岸
に
位
置
す
る
乙
島
は
、

十
七
世
紀
中
葉
に
本
格
化
す
る
新
田
開
発
に
よ
っ
て
陸
続
き
と
な

る
ま
で
、
海
中
の
島
で
あ
っ
た
。
織
豊
期
に
は
毛も

う
り
て
る
も
と

利
輝
元
が
領
有

し
て
い
た
が
、
毛
利
氏
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ケ
原
合
戦

で
西
軍
に
味
方
し
て
東
軍
徳
川
家
康
に
敗
北
し
、
備
中
国
全
土
を

喪
失
す
る
。
徳
川
政
権
は
備
中
国
に
幕
府
領
を
設
定
し
、
そ
れ
以

外
の
領
域
を
細
か
く
分
割
し
て
数
千
石
～
二
万
石
て
い
ど
の
小
規

模
領
主
た
ち
の
所
領
と
し
た
。
ま
た
、
細
分
化
さ
れ
た
所
領
が
錯

綜
す
る
備
中
国
を
一
元
的
に
支
配
・
統
括
す
る
た
め
、
徳
川
政
権

は
「
国
奉
行
」
と
し
て
小
堀
正ま

さ
つ
ぐ次

・
政ま

さ
か
ず一

父
子
を
送
り
込
ん
だ（

（
（

。

当
時
の
備
中
国
に
お
け
る
幕
府
領
や
私
領
の
配
置
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
く
、
近
年
の
三
宅
正
浩
氏
に
よ
る
検
討
で
小
堀
氏
知

行
地
の
解
明
が
進
展
し
た
が（

（
（

、
乙
島
村
の
所
属
は
不
明
で
あ
る
。

　

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
因
幡
国
若わ

か
さ桜

鬼
ヶ
城
主
山
崎
家い

え
は
る治

が

備
中
国
成な

り
わ羽

に
転
封
と
な
り
、
乙
島
村
は
成
羽
藩
山
崎
氏
領
に

編
入
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
山
崎
氏
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
四
月
、

一
万
石
を
加
増
の
う
え
で
肥
後
国
天
草
へ
転
封
さ
れ
、
翌
年
六
月

五
日
常
陸
国
下
館
藩
主
の
水み

ず
の
や
か
つ
た
か

谷
勝
隆
が
新
領
主
と
し
て
成
羽
へ
入

り
、五
万
石
の
地
を
支
配
し
た（

（
（

。三
年
後
の
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）
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二　

乙
島
村
の
採
石
を
め
ぐ
っ
て

１
．
石
場
（
採
石
地
）
の
位
置

　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
以
降
、
何
度
か
作
成
さ
れ
た
乙
島

村
の
明
細
帳

（
（1
（

に
は
石
場
（
採
石
場
）
の
存
在
や
石
材
採
掘
に
関
す

る
項
目
は
な
い
。
近
世
地
誌
や
地
域
の
史
書
に
も
乙
島
の
採
石
に

触
れ
た
も
の
は
な
く
、
高
梁
川
河
口
部
右
岸
の
島
嶼
部
で
石
材
の

採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
守
屋
家
文
書
の
関
係
史
料
や
地
域
伝
承
の
掘
り
起
こ
し
か

ら
、
石
場
が
ど
の
あ
た
り
に
存
在
し
た
の
か
考
え
て
み
よ
う
。

史
料
１　

浅
口
郡
乙
島
村
書
立
（
別
２
‐
37
‐
２
）

　
　
　
　
　

浅
口
郡
之
内
乙
嶋
村

一
、
高
三
百
九
石
壱
斗
五
合

　
　
　
　

内

　
　
　

田
拾
七
町
壱
反
壱
畝
廿
三
歩
半

　
　
　
　
　

分
米
百
七
拾
八
石
六
斗
五
合

　
　
　

畠
弐
拾
八
町
四
反
六
畝
廿
八
歩

　
　
　
　
　

分
米
百
三
拾
壱
石
四
升

　
（
中
略
）

一
、
高
百
拾
弐
石
四
升
五
合　
　
　
　

本北
泉

村

が
、
乙
島
村
に
は
守
屋
氏
を
名
乗
る
在
地
有
力
者
が
い
た
。
一
次

史
料
で
確
認
で
き
る
最
古
の
乙
島
村
庄
屋
守
屋
家
当
主
は
四
郎
右

衛
門
と
い
う
人
物
で
、
慶
長
十
三
年
の
乙
島
村
名
寄
帳
に
そ
の
名

前
が
み
え
る（

（1
（

。
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
ご
ろ
乙
島
村
庄
屋
の
地

位
を
引
き
継
い
だ
守
屋
又
三
郎
は
、
そ
の
後
改
名
し
て
惣
兵
衛
尚

次
（
宗
兵
衛
と
も
表
記
）
を
名
乗
っ
た（

（1
（

。
近
世
初
期
乙
島
村
の
住
民

構
成
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
「
乙
島
村
家
付
人
付
牛
馬
共
」
の
う

ち
現
存
最
古
の
寛
永
十
八
年
十
二
月
十
五
日
分
に
よ
る
と
、
四
郎

右
衛
門
と
惣
兵
衛
（
又
三
郎
）
は
親
子
で
、
寛
永
十
八
年
当
時
惣

兵
衛
が
五
十
九
歳
、
親
四
郎
右
衛
門
が
七
十
七
歳
だ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る（

（1
（

。
惣
兵
衛
は
寛
永
二
十
年
ま
で
守
屋
家
の
戸
主
だ
っ
た

が
、
正
保
二
年
ま
で
に
嫡
子
の
左
平
次
吉
尚
（
佐
平
次
・
左
平
治
と

も
表
記
）
に
代
替
わ
り
し
、
惣
兵
衛
の
た
め
に
隠
居
所
が
作
ら
れ

て
い
る（

（1
（

。
個
別
の
証
文
や
書
状
類
を
確
認
す
る
と
、
左
平
次
の
初

出
は
寛
永
十
七
年
八
月
ご
ろ
で（

（1
（

、
同
二
十
年
六
月
ご
ろ
か
ら
庄
屋

役
を
段
階
的
に
引
き
継
ぎ
、
同
年
の
う
ち
に
左
平
次
へ
の
代
替
り

が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
が
窺
え
る（

（1
（

。
こ
の
守
屋
惣
兵
衛
・
左
平
次

二
代
に
関
わ
る
史
料
中
に
、
乙
島
村
で
採
石
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
文
書
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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六
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
「（

上
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゟ

　
　
　
（
墨
引
）　　

乙
嶋
庄
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
兵
衛
殿　
　

永
嶋
左
次
右
衛
門
」

史
料
３　

乙
島
村
切
石
付
帳
写
（
別
２
‐
68
‐
２
‐
４
）

乙
嶋
村
切
石
付
帳
之
移
し
覚

　

長
石

一
、
拾〵
五

一
、
卅〵
五　
　
　

明
神

一
、 

三
十
三　
　

か
め
の
く
ひ

一
、
弐
拾
九　
　

阿
ミ
た
山

　
　

〆
百
二

　

大
石

一
、 

百〵
二
十
六

一
、
上〵
石
二
十
一

一
、 

四〵
百
卅　
　
「　
　

明
（
圏
線
囲
い
）

神

一
、 

三〵
つ　
　
　
　
　

上
石　

」

一
、 

五
つ　

か
め
く
ひ　

上
石

一
、
弐
百
七
拾
五　
　
　

か
め
の
く
ひ

一
、 
二〵
百
四
十
内
一
つ
上
石

（
中
略
）

一
、
高
五
拾
九
石
壱
斗
七
升
九
合　
　

玉
島

（
中
略
）

一
、
高
五
拾
壱
石
八
斗
九
升
九
合　
　

泉
屋

（
中
略
）

一
、
高
八
拾
五
石
九
斗
八
升
弐
合　
　

城
分

（
中
略
）

名
所

一
、
や
ぶ　

但
御
石
場
、
庄
や
所
ゟ
南
道
七
町

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　
　

正
保
四
年　
　
　
　
　
　
　

庄
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

亥
ノ
七
月
二
日　
　
　

左
平
次
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
平
左
衛
門
尉
様　

上
ル
引
へ

史
料
２　

永
嶋
左
次
右
衛
門
書
状
（
別
２
‐
56
‐
11
）

態
申
遣
候
、
や
ふ
の
は
な
宮
山
之
は
ま
は
た
ゟ
左
兵
衛
居
申

候
た
わ
を
き
り
而
、
石
場
日
用
衆
へ
御
渡
し
被
成
候
き
、
其

元
に
て
よ
く
此
三
大
夫
と
申
候
人
と
相
談
被
申
、
御
渡
し
尤

ニ
候
、
具
義
ハ
三
大
夫
可
被
申
候
間
、
御
聞
ま
い
ら
せ
候
、

右
之
外
ハ
一
切
と
ら
せ
申
ま
し
く
候
、
其
心
得
尤
候
、
恐
々

謹
言
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辰
ノ
五
月
五
日　
　
　

乙
嶋
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
兵
へ
（
印
）

永
嶋
佐
次
右
衛
門
様

　

史
料
１
は
、
乙
島
村
が
水
谷
勝
隆
の
統
治
下
に
お
か
れ
て
い
た

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
七
月
に
当
時
の
庄
屋
守
屋
左
平
次
が
藩

庁
に
提
出
し
た
乙
島
村
の
概
況
申
告
書
で
あ
る
。
本
村
・
玉
島
・

泉
屋
・
城
と
い
っ
た
村
内
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
石
高
を
記
し
た

後
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
「
や
ぶ　

但
御
石
場
」
の
存
在
を
書
き
記

し
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
乙
島
村
の
「
や
ぶ
」
＝
養や

ぶ父

地
区
に
藩
が
把
握
す
る
採
石
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る（

（1
（

。
史

料
２
は
永
島
佐
次
右
衛
門
と
守
屋
惣
兵
衛
と
の
間
で
や
り
取
り
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
永
島
氏
が
そ
の
姓
か
ら
水
谷
氏
家
臣
と
考
え
ら

れ
る
こ
と（

（1
（

、
惣
兵
衛
の
庄
屋
在
職
期
間
が
寛
永
二
十
年
ま
で
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
史
料
１
の
数
年
前
に
あ
た
る
寛
永
十
六
～
二
十
年

（
一
六
三
九
～
四
三
）
の
間
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
史
料
に

よ
っ
て
、「
や
ふ
の
は
な
宮
山
之
は
ま
は
た
」
か
ら
「
左
兵
衛
居

申
候
た
わ
」
を
区
切
っ
た
範
囲
が
明
確
に
「
石
場
」
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
養
父
ヶ
鼻
の
戸
島
神
社
の
あ
る
宮
山
と
そ
の
山
麓
の
浜

辺
、
宮
山
か
ら
後
方
へ
続
く
丘
陵
地
を
含
む
一
定
の
範
囲
で
石
取

り
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
ミ
た
山

　
　

〆
千
九
十

　

小
一
、
弐
百

一
、 

三
百
一　
　
　
　

明
神

一
、 

二〵
百
五
十
四　
　

か
め
の
く
ひ

一
、 

四〵
百　
　
　

阿
ミ
た
山

　
　

〆
千
百
五
十

　

寛
永
十
七
年

　
　

辰
ノ
五
月
五
日

　

奉
行
永
嶋
左
次
右
衛
門
殿

史
料
４　

乙
島
村
切
石
数
覚
（
別
２
‐
68
‐
２
‐
３
）

　
　
　

切
石
数
之
覚

一
、 

百
弐
ハ　
　
　
　
　
　

長
石
也

一
、 

千
九
拾
ハ　
　
　
　
　

大
石
也

一
、 

千
百
八
拾
ハ　
　
　
　

小
石
也

　
　
　

三
口
合
弐
千
三
百
七
拾
二

右
之
通
、
慥
ニ
預
り
申
候
、
日
用
之
衆
ニ
御
渡
被
成
候
て
、

御
奉
行
衆
様
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
、

　
　
　

以
上
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た
と
の
言
い
伝
え
の
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
自
治
体

史
や
郷
土
誌
に
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
地
元
に
は
関
連
す

る
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
言
い
伝
え
と
史
料
１
・
２

の
内
容
と
の
一
致
か
ら
、
戸
島
神
社
が
鎮
座
す
る
丘
陵
一
帯
が
乙

島
村
の
石
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
現
在
海
浜
部
の
埋
立

が
進
行
し
往
時
の
状
況
を
想
像
し
に
く
い
が
、
昭
和
初
年
ま
で
戸

島
神
社
の
あ
る
丘
陵
先
端
は
水
島
灘
に
面
し
て
い
た
。
そ
の
山
麓

部
の
浜
辺
に
は「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
」（
漢
字
表
記
は
磊
石
。
刎
石
・
飛
石
と
も
）

と
呼
ば
れ
る
岩
場
が
あ
り
、
古
写
真
に
そ
の
様
子
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
（
写
真
１

（
（2
（

）。「
宮
山
之
は
ま
」
が
石
場
に
含
ま
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た
岩
場
が
存
在
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

史
料
３
は
、
乙
島
村
で
切
り
出
さ
れ
た
石
材
を
種
類
ご
と
に
集

計
し
た
帳
簿
で
、
寛
永
十
七
年
辰
五
月
五
日
付
で
永
島
佐
次
右
衛

門
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
史
料
４
は
史
料
３
に
付
随
し
て
同
日
に

書
か
れ
た
も
の
で
、
乙
島
村
庄
屋
惣
兵
衛
が
史
料
３
に
示
さ
れ
た

石
材
を
預
か
る
こ
と
を
永
島
佐
次
右
衛
門
に
伝
え
、
普
請
場
へ
の

運
搬
の
た
め
の
「
日
用
之
衆
」
へ
の
石
材
受
け
渡
し
は
「
御
奉
行

衆
様
」
の
方
で
差
配
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
。
史
料
３

に
「
奉
行
永
島
左
次
右
衛
門
」
と
あ
り
、
史
料
２
で
採
石
に
関
す

る
指
示
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
永
島
氏
は
普
請
工
事
に
お

　

こ
の
石
場
の
位
置
に
つ
い

て
、
地
元
の
事
情
に
詳
し
い

上
田
龍
彦
氏
よ
り
、
戸
島
神

社
の
北
東
に
地
域
で
「
ち
ょ

う
ば
」
＝
丁
場
と
呼
ば
れ
て

い
る
土
地
が
存
在
す
る
こ

と
、
大
坂
城
築
城
の
際
に
こ

の
地
で
採
掘
さ
れ
た
石
が
石

垣
用
材
と
し
て
運
び
出
さ
れ

（上）写真１　ゴロゴロ石
（滝澤家文書Ⅳ ‐ 4‐ 22 ‐ 24『浅口郡史
蹟名勝天然記念物』所載）

（左）図１　乙島の石場位置図
（滝澤家文書Ⅳ ‐ 4 ‐ 24 ‐ 3 玉島町管内
全図〈昭和 12 年〉をベースに改変）
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２
．
栗
石
採
取
を
め
ぐ
っ
て

　

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
石
場
で
採
掘
さ
れ
た
石
材
は
、史
料
３
・

４
に
「
切
石
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
切
り
出
し
整
形
さ

れ
た
大
型
石
材
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
守
屋
家
文
書

に
は
「
栗
石
」
の
取
扱
い
に
関
わ
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
栗

石
（「
く
り
い
し
」
ま
た
は
「
ぐ
り
い
し
」）
と
は
、
玉
石
よ
り
小
さ
く
、

砂
利
よ
り
大
き
い
土
木
建
築
用
石
材
を
指
す
。
径
一
〇
～
一
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
丸
い
石
を
い
い
、
基
礎
工
事
の

敷
な
ら
し
材
な
ど
に
用
い
、
石
垣
の
基
礎
固
め
や
裏
込
め
へ
の
使

用
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
乙
島
村
で
は
栗
石
採
取

を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。
以
下
に
関
係
史

料
を
示
し
、
検
討
を
加
え
た
い
。

史
料
５　

加
藤
久
八
ほ
か
連
署
書
状
（
別
２
‐
７
‐
１
‐
１
‐
１
）

尚
々
、
田
地
ニ
か
ま
い
無
之
所
を
ハ
く（

栗
）り

石
御
取
せ
候
て

可
然
存
候
、
か
な
ら
す
〳
〵
御
代
官
衆
、
又
ハ
い
つ
か
た

ゟ
も
御
さ（

指
図
）

し
す
ニ
御
さ

（
座
）候

や
、
御
返
事
ニ
ゟ
此
方
ゟ
可

申
入
た
め
ニ
候
、
以
上

一
筆
申
入
候
、
然
者
乙
嶋
村
ニ
て
大
坂
日
用
衆
く（

栗
）り

石
取
申

候
処
ニ
、
貴
殿
御
百
性
衆
お
さ
へ
被
申
候
由
、
承
及
候
、
田

畠
ニ
か
ま
い
申
所
ニ
候
て
た
れ
ハ
日
用
衆
と
あ（

相
対
）

い
た
ひ
に
致

い
て
石
材
の
手
配
を
掌
る
奉
行
を
務
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
守
屋
惣
兵
衛
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
大
小
の
石
材

に
は
「
明
神
」「
か
め
の
く
ひ
」「
阿
ミ
た
山
」
と
い
う
具
合
に
切

り
出
し
地
点
と
思
わ
れ
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
神
」
は

史
料
１
・
２
に
石
場
と
し
て
明
記
さ
れ
る
戸
島
神
社
の
宮
山
周
辺
を

指
し
、「
か
め
の
く
ひ
」
は
乙
島
南
西
端
の
柏
島
と
の
間
の
入
り
江

に
臨
む
丘
陵
突
端
部
「
亀
ノ
首
」、「
阿
ミ
た
山
」
は
現
在
の
玉
島

市
街
中
心
部
、
後
に
羽
黒
神
社
・
清
滝
寺
が
置
か
れ
た
阿
弥
陀
山

＝
玉
島
を
指
す
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
乙
島
村
の
範
囲
で
は
養

父
の
御
石
場
以
外
に
亀
ノ
首
・
阿
弥
陀
山
で
も
石
材
採
取
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
う
ち
、
亀
ノ
首
は
長
く
採
石

地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
七
月
、

水
害
で
破
壊
さ
れ
た
乙
島
村
前
新
田
・
井
ノ
浦
の
堤
防
復
旧
工
事

の
際
、「
柏
島
い
な
り
町
」
の
「
石
切
庄
兵
衛
」
が
「
亀
ノ
首
」
で

堤
防
石
垣
修
理
用
の
石
材
を
切
り
出
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
、
近
世
前
期
の
乙
島
村
に
養
父
の
御
石

場
・
亀
ノ
首
・
阿
弥
陀
山
と
い
っ
た
複
数
の
採
石
場
が
存
在
し
、

領
主
に
よ
る
普
請
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
に
用
い
る
石
材
の
供
給

地
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
１
）。
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別
可
被
下
候
、

御
書
札
具
ニ
拝
上
仕
候
、
如
御
意
、
大
坂
日
用
衆
ミ
か
け
六

兵
衛
舟
ニ
爰
元
栗
石
と
ら
せ
候
へ
と
被
仰
候
へ
共
、
爰
元
百

性
と
も
、
く（

栗
）り

石
こ
わ
し
く
ち
す
き
仕
所
を
他
国
之
者
ニ
と

ら
れ
申
候
へ
ハ
、
所
之
百
性
か（

飢
）つ

ゑ
申
候
間
、
迷
惑
御
座
候

故
、
く
り
石
と
め
申
候
、
今
迄
ハ
日
々
ニ
中
ま
舟
十
五
六
艘

預
り
栗
石
入
申
候
、
け
に
〳
〵
他
国
舟
に
成
共
と
ら
せ
候
へ

と
思
召
候
ハ
ヽ
、
所
之
者
共
栗
石
こ
を
し
売
可
申
候
間
、
左

様
御
心
得
候
ハ
尤
存
候
、
恐
々
、

　
　
　
　

午
ノ

　
　
　
　
　

卯
月
十
四
日

賀（
加
）藤

久
八
殿

河
合
庄
太
夫
殿

野
沢
金
兵
衛
殿

有
木
清
右
衛
門
殿

佃
伊
左
衛
門
殿

　

返
事
之
移（

写
し
）し

史
料
７　

鶴
見
久
政
・
坂
田
伊
織
連
署
書
状
（
別
２
‐
71
‐
１
‐

５
）

以
上

候
様
ニ
尤
ニ
存
候
、
左
様
ニ
も
無
之
所
ハ
御
と
ら
せ
候
て
可

然
存
候
、
乍
去
御
代
官
衆
ゟ
之
御
指
図
御
座
候
哉
、
御
報
待

入
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
久
八

　
　
　

卯
月
十
四
日　
　

□
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

河
合
庄
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

野
沢
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
口
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

有
木
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
良
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

佃
伊
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
（
花
押
）

乙
嶋
村
庄
や

　
　
　
　

惣
兵
衛
殿

史
料
６　

守
屋
惣
兵
衛
書
状
案
（
別
２
‐
７
‐
１
‐
５
）

尚
々
、
日
用
衆
手
舟
と
申
事
ハ
無
御
座
候
、
お
と
と
し
七

月
ニ
も
手
舟
と
被
申
候
て
備
前
舟
被
入
候
所
を

殿
様
へ
得
御
意
申
、
お（

追
い
上
げ
）

い
あ
け
申
候
、
又
今
度
も
ミ
か
け

舟
を
被
入
候
間
、
め（

迷
惑
）

い
わ
く
さ
ニ
と
め
申
候
、
能
々
御
分
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候
、
為
其
一
筆
如
此
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

卯
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
嶋
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し（
塩
屋
カ
）

ほ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
兵
衛

　
　
　
（
墨
引
）　

乙
嶋　
　
　
　

 

あ（淡
路
屋
カ
）

わ
ち
や

　
　
　
　
　
　
　
　

宗
兵（

マ
マ
）様　

　
　
　
　

弥
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
　々

中
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
右
衛
門
」

史
料
９　

加
藤
久
八
ほ
か
四
名
連
署
書
状
（
別
２
‐
７
‐
１
‐
１
‐

２
）

尚
々
、
申
立
な
く
候
へ
と
も
、
其
元
御
百
性
に
も
御
と
ら

せ
う
ら
せ
可
有
之
候
、日
用
衆
に
も
御
と
ら
せ
可
被
成
候
、

以
上

先
日
日
用
衆
栗
石
之
儀
ニ
付
、
申
入
候
処
ニ
、
合
点
不
被
成

候
間
、
則
成
羽
之
両
人
衆
へ
各
申
分
之
通
、
具
ニ
申
遣
候
処

ニ
、
日
用
衆
手
つ
か
へ
不
申
候
様
ニ
と
此
方
へ
も
申
来
候
、

早
々
御
取
止
可
然
存
候
、
為
御
心
得
如
此
候
、
か
し
く

一
筆
申
入
候
、
然
者
日
用
衆
ゟ
乙
嶋
に
て
栗
石
取
可
申
由
ニ

て
舟
遣
候
処
ニ
、
お
い
か
へ
し
取
ら
せ
不
申
候
由
、
此
方
へ

断
申
来
候
、
諸
々
ゟ
と
ら
せ
申
筈
ニ
極
有
之
申
候
間
、
無
相

違
と
ら
せ
可
被
申
候
、
村
中
之
者
も
取
売
被
申
候
ハ
苦
か
ら

す
候
、
日
用
ニ
も
と
ら
せ
村
中
ゟ
も
取
売
可
申
候
、
為
其
如

此
候
、
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　

坂
田
伊
織

四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

  （
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

鶴
見
金
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
政
（
花
押
）

乙
嶋
村
庄
屋

　
　

宗
兵
衛
殿

史
料
８　

し
ほ
や
太
郎
兵
衛
ほ
か
二
名
連
署
書
状
（
別
２
‐
７
‐
１

‐
３
）以

上
先
日
者
乍
御
報
令
拝
見
候
、
仍
栗
石
場
之
儀
、
諸
々
よ
り
取

申
候
筈
ニ
御
座
候
故
、
六
兵
衛
舟
差
遣
候
へ
ハ
、
何
角
与
御

申
被
成
、
御
と
ら
せ
な
く
候
ニ
付
、
御
奉
行
様
へ
御
断
申
候

へ
ハ
、
無
相
違
と
ら
せ
申
候
は（

筈
）つ

ニ
候
間
、
舟
差
遣
申
様
ニ

と
御
意
被
成
候
、
則
六
兵
衛
舟
差
越
候
間
、
御
と
ら
せ
頼
申
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検
地
帳
に
領
主
側
の
検
地
役
人
と
し
て
伊
藤
三
右
衛
門
・
野
口
新

左
衛
門
・
石
川
伝
助
と
連
署
し
て
奥
書
を
記
入
し
て
い
る（

（2
（

。
寛

永
十
七
年
段
階
の
連
島
の
領
主
は
成
羽
藩
主
水
谷
勝
隆
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
有
木
守
良
は
水
谷
氏
家
臣
と
判
断
で
き
、
彼
と
連
署
す

る
加
藤
・
河
合
・
野
沢
・
佃
氏
も
水
谷
氏
家
臣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
史
料
７
の
発
給
者
鶴
見
金
弥
の
名
は
、「
水
谷
史
」
所
収

御
家
内
之
記
に
載
っ
て
お
り（

（2
（

、
彼
も
水
谷
氏
の
家
臣
と
わ
か
る
。

　

一
方
、
史
料
６
の
加
藤
久
八
ほ
か
四
名
宛
書
状
に
は
差
出
人
の

署
名
が
な
い
。
だ
が
、
宛
先
の
後
ろ
に
「
返
事
之
移
し
」（
写
し
）

と
記
さ
れ
、
史
料
５
の
乙
島
村
庄
屋
惣
兵
衛
宛
加
藤
久
八
ほ
か
四

名
連
署
書
状
に
対
す
る
返
書
と
し
て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
守
屋
惣
兵
衛
が
加
藤
氏
ら
に
送
っ
た
返
書
の
写
し
（
本
人

控
え
）
と
判
断
で
き
る
。
史
料
８
の
発
給
者
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
が
、
や
は
り
「
六
兵
衛
舟
」
に
よ
る
石
材
採
取
に
つ
い
て
守
屋

惣
兵
衛
と
や
り
取
り
し
た
文
面
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
史
料
と
同

時
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
了
解
で
き
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
史
料
５
～
９
は
水
谷
氏
家
臣
団
お
よ
び
関

係
者
と
乙
島
村
庄
屋
守
屋
惣
兵
衛
と
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
史

料
群
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
水
谷
勝
隆
が
成
羽
藩

主
と
し
て
乙
島
村
を
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
寛
永
十
六
年
六
月

　
　
　
　
　
　

加
藤
久
八

　
　

卯
月
十
八
日　
　

□
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

河
合
庄
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

野
沢
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

有
木
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

　
　
　
　

佃
伊
左
衛
門

乙
島
村
庄
や

　
　
　

惣
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参

　

史
料
５
～
９
は
内
容
・
日
付
の
連
続
性
か
ら
み
て
、
あ
る
年
の

四
月
に
発
生
し
た
「
大
坂
日
用
衆
ミ
か
け
六
兵
衛
舟
」
に
よ
る
乙

島
村
の
栗
石
採
取
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
や
り
と

り
し
た
一
連
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
史
料
に
も
年
紀
が
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
発
給
者
・
受
給
者
の
名
と
内
容
か
ら
、
そ
の

年
次
を
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

史
料
５
・
９
連
署
状
の
署
名
者
有
木
清
右
衛
門
守
良
は
、
寛
永

十
七
年
（
一
六
四
〇
）
庚
辰
十
一
月
八
日
付
連
島
之
内
東
浦
山
開
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く
、
大
坂
町
人
が
採
石
を
請
け
負
う
ケ
ー
ス
が
寛
永
年
間
後
期
～

慶
安
年
間
ご
ろ
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う（

（2
（

。
倉
敷
市
域

の
六
口
島
に
お
け
る
大
坂
城
石
垣
普
請
用
の
採
石
に
関
す
る
史
料

に
も
、
そ
う
し
た
経
緯
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

一
、
宰
相
様
御
代
に
は
同
六
口
島
に
て
大
坂
御
普
請
之
砌
、
大

坂
之
塩
屋
惣
五
郎
と
申
日
用
頭
に
御
運
上
に
て
石
場
被
遣

候
、
石
を
切
り
申
候
、
又
其
後
も
大
坂
之
美
作
屋
勝
右
ヱ

門
と
申
日
用
頭
に
是
も
御
運
上
に
て
石
場
被
遣
候
、
右
両

人
の
切
申
石
共
を
塩
飽
之
船
に
積
、大
坂
江
上
り
申
時
は
、

帆
一
端
に
付
銀
子
五
分
宛
帆
役
私
共
取
申
候
事

（
（2
（

、

　

岡
山
藩
主
池
田
忠
雄
（
宰
相
様
）
は
六
口
島
で
大
坂
城
普
請
に

用
い
る
石
材
を
採
掘
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
大
坂
之
塩
屋
惣
五
郎
」

「
大
坂
之
美
作
屋
勝
右
ヱ
門
」
と
い
う
日
用
頭
に
運
上
銀
を
納
入

さ
せ
る
代
わ
り
に
石
場
の
採
掘
権
を
与
え
て
石
を
切
り
出
さ
せ
、

切
り
出
し
た
石
材
を
塩
飽
舟
で
大
坂
へ
運
搬
し
た
と
あ
る
。「
日

用
頭
」
と
は
、
公
儀
、
大
名
・
旗
本
、
町
方
な
ど
に
お
け
る
多
様

な
日
用
需
要
を
背
景
と
し
て
、
日
用
の
口
入
れ
・
統
括
を
行
な
い
、

あ
る
い
は
土
木
工
事
な
ど
を
請
負
う
特
殊
な
商
人
資
本
で
あ
っ
た

と
い
う（

（2
（

。
要
す
る
に
大
坂
商
人
の
塩
屋
ら
が
石
材
採
掘
を
大
名
か

ら
請
負
い
、
自
ら
は
日
用
頭
と
し
て
日
雇
い
人
足
を
雇
用
・
指
揮

五
日
以
降
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
９
で
加
藤
久

八
ら
が
「
成
羽
之
両
人
衆
へ
各
申
分
之
通
、
具
ニ
申
遣
候
」
と
い

う
風
に
守
屋
惣
兵
衛
の
言
い
分
を
「
成
羽
」
に
報
告
し
た
と
あ
る

点
も
考
慮
す
る
と
、
水
谷
氏
が
備
中
松
山
城
へ
移
る
寛
永
十
九
年

七
月
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
実
で
、
四
月
と
い
う
月
日
も

踏
ま
え
る
と
、
史
料
５
～
９
の
発
給
年
次
は
寛
永
十
七
～
十
九
年

の
範
囲
に
限
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
範
囲
内
に
は
史
料
６
に

付
さ
れ
た
干
支
午
年
＝
寛
永
十
九
年
が
存
在
す
る
。
以
上
の
考
察

か
ら
、
史
料
５
～
９
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
午
四
月
に
や

り
取
り
さ
れ
た
文
書
と
確
定
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
九
年
四
月
ご
ろ
、
乙
島
村
の
栗
石
を
「
大
坂
日
用
衆
」

が
採
取
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
採
石
の
た
め
に
乙
島
に
派
遣

さ
れ
た
船
「
ミ
か
け
六
兵
衛
舟
」
は
「
他
国
舟
」
で
あ
る
と
い
う
。

石
取
り
の
た
め
に
「
ミ
か
け
六
兵
衛
舟
」
を
乙
島
に
派
出
さ
せ
て

い
る
主
体
は
、
史
料
８
に
よ
っ
て
「
し
ほ
や
太
郎
兵
衛
」「
あ
わ
ち

や
弥
五
兵
衛
」「
中
嶋
里
右
衛
門
」
の
三
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

名
乗
り
か
ら
し
て
彼
ら
は
武
士
で
は
な
く
商
人
と
み
ら
れ
る
。

　

白
峰
旬
氏
に
よ
る
と
石
材
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
る
小
豆
島

で
は
、
江
戸
・
上
方
で
行
わ
れ
る
公
儀
普
請
（
幕
府
関
係
の
土
木
工

事
）
に
お
い
て
、
大
名
が
採
石
場
か
ら
直
接
採
石
す
る
の
で
は
な
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以
上

態
申
入
候
、
其
元
之
舟
売
申
栗
石
ハ
つ
ミ
不
申
候
や
、
つ
ミ

候
て
売
申
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
殿
様
ニ
御
買
上
由
に
候
、
亀
嶋
首

す
て
栗
石
ニ
入
候
故
、
何
れ
之
大
キ
成
栗
石
ニ
而
も
、
く
る

し
か
ら
す
由
に
候
、
売
申
ニ
お
ゐ
て
ハ
亀
嶋
ニ
而
久
八
殿
・

清
右
殿
へ
相
理
、
売
可
申
候
、
此
由
つ
ミ
申
も
の
共
ニ
可
被

申
渡
候
、
為
心
得
申
遣
候
、
恐
々
謹
言

卯
月
廿
七
日　
　

真
（
花
押
２
）

「（
上
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゟ

　
　

 　

宗
兵
衛
殿　

西
二
郎
左
衛
門　
　

」

　

史
料
10
の
発
給
者
西
嶋
二
郎
左
衛
門
真
家
（
？
～
一
六
六
九
年
）

は
、
鎌
倉
～
南
北
朝
期
に
美
作
国
高
野
郷
（
現
・
津
山
市
）
の
地
頭

職
と
し
て
勢
力
を
ふ
る
っ
た
中
嶋
氏
の
末
裔
で
、
近
世
初
頭
ご
ろ

備
中
国
浅
口
郡
片
島
村
に
帰
農
し
た
中
嶋
与
右
衛
門
尉
政
家
の
嫡

男
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
「
大
江
三
宅
家
文
書
」
寛
文

九
年
酉
正
月
付
け
覚
に
「（
水
谷
）
左
京
様
御
家
来
西
嶋
次
郎
左
衛

門
殿
」
と
あ
り（

（2
（

、
や
は
り
水
谷
氏
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
守
屋
惣
兵
衛
を
宛
所
と
す
る
こ
と
か
ら
本
史
料
も
寛
永
十
七

～
二
十
年
の
間
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
こ
こ
に
乙
島

産
の
栗
石
の
用
途
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
亀
嶋
首

し
、
六
口
島
の
石
を
切
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

乙
島
の
石
材
採
取
に
当
た
っ
て
、
日
用
を
派
出
し
て
い
る
し
ほ

や
・
あ
わ
ち
や
・
中
島
も
、
そ
の
指
揮
下
に
あ
る
日
用
が
「
大
坂

日
用
衆
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
口
島
の
ケ
ー
ス
と
同

じ
日
用
頭
の
大
坂
商
人
と
考
え
ら
れ
る
。
し
ほ
や
＝
塩
屋
で
塩
屋

惣
五
郎
の
一
党
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
史
料
８
で
彼
ら
は
、

領
主
水
谷
氏
か
ら
「
諸
々
」
よ
り
の
栗
石
採
取
に
つ
い
て
許
可
を

得
て
動
い
て
い
る
旨
を
主
張
し
て
い
る
の
で
、
土
木
工
事
に
必
要

な
石
材
調
達
を
水
谷
勝
隆
よ
り
請
負
い
、
自
身
の
裁
量
で
雇
用
し

た
日
用
衆
を
乙
島
へ
送
り
込
ん
で
栗
石
を
採
取
し
よ
う
と
し
て
い

た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
採
取
し
た
栗
石
の
運
搬

を
担
う
「
他
国
舟
」
こ
と
「
ミ
か
け
六
兵
衛
舟
」
は
、
大
坂
城
石

垣
の
供
給
地
と
し
て
名
高
い
御
影
石
の
産
地
摂
津
国
御み

か
げ影

を
船
籍

地
と
す
る
舟
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
し
ほ
や
ら
が
石
材
運
搬
に

慣
れ
た
御
影
船
籍
の
石
舟
を
手
配
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
ほ
や
ら
の
連
署
書
状
（
史
料
８
）
の
上
書
に
「
亀
嶋
ゟ
」
と

発
信
地
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
浅
口
郡
連
島
の
沖
合

に
浮
か
ぶ
離
島
だ
っ
た
亀
島
に
し
ほ
や
ら
が
駐
在
し
、
そ
こ
か
ら

乙
島
に
石
の
運
搬
船
を
送
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

史
料
10　

西
嶋
真
家
書
状
（
別
２
‐
16
‐
１
‐
７
）
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務
担
当
者
と
し
て
亀
島
に
駐
在
し
て
い
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な

か
ろ
う
。「
大
坂
日
用
衆
」
の
雇
用
主
し
ほ
や
ら
が
、
加
藤
・
有

木
氏
ら
と
一
緒
に
亀
島
に
駐
在
し
て
い
る
の
も
、
彼
ら
が
水
谷
氏

の
連
島
新
田
開
発
に
と
も
な
う
資
材
調
達
を
請
け
負
っ
て
い
た
た

め
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
上
か
ら
、
亀
島
駐
在
の
「
大
坂
日

用
衆
」
に
よ
る
乙
島
の
栗
石
採
取
・
搬
出
が
連
島
の
新
田
開
発
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
乙
島
村
庄
屋
の
守
屋
惣
兵
衛
と
同
村
の
「
御
百
性

衆
」
は
、「
大
坂
日
用
衆
」
に
よ
る
村
内
で
の
栗
石
採
取
・「
ミ
か

け
舟
」
に
よ
る
亀
島
へ
の
搬
出
を
阻
止
し
、
日
用
衆
と
ミ
か
け
舟

を
追
い
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
大
坂
日
用

衆
」
か
ら
聞
い
た
水
谷
氏
家
臣
加
藤
久
八
ら
五
名
は
惣
兵
衛
に
連

署
状
を
送
り
、
日
用
衆
の
栗
石
採
取
が
耕
作
の
邪
魔
に
な
る
場
合

は
「
あ
い
た
ひ
」
＝
相
対
と
し
、
そ
う
で
な
い
場
所
で
は
日
用
衆

に
栗
石
を
自
由
に
取
ら
せ
る
の
が
よ
い
、
と
伝
え
、
日
用
衆
に
よ

る
採
石
を
許
容
す
る
よ
う
要
請
し
た
（
史
料
５
）。

　

加
藤
久
八
ら
か
ら
右
の
要
請
を
受
け
た
守
屋
惣
兵
衛
は
即
日
返

書
し
、
乙
島
村
の
百
姓
は
「
く
り
石
こ
わ
し
く
ち
す
き
仕
」
＝
栗

石
を
掘
り
出
し
て
生
計
を
立
て
て
お
り
、こ
れ
を「
他
国
之
者
」「
他

国
舟
」
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
「
所
之
百
性
か
つ
ゑ
申
」
＝
乙

す
て
栗
石
」
と
し
て
必
要
な
の
で
、
も
し
乙
島
の
舟
が
「
売
申
栗

石
」
を
積
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
「
殿
様
」
＝
水
谷
勝
隆
が
買

い
上
げ
た
い
と
言
っ
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

三
宅
千
秋
氏
は
正
保
年
間
成
立
の
備
中
国
絵
図
お
よ
び
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
成
立
の
「
難
波
氏
覚
書
」
に
み
え
る
「
成
羽
は

水
谷
伊
勢
守
様
関
東
よ
り
御
越
被
遊
候
、（
中
略
）
右
之
時
に
連
島

新
田
御
取
立
被
成
、
亀
島
山
御
城
に
罷
成
候
筈
に
御
座
候
由
」
と

の
記
述
か
ら
、
水
谷
勝
隆
が
連
島
と
亀
島
と
を
石
垣
堤
防
に
よ
っ

て
連
結
し
、
両
島
の
あ
い
だ
の
海
を
干
拓
し
て
新
田
と
す
る
開
発

に
着
手
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（2
（

。
水
谷
氏
が
新
田

開
発
と
併
せ
て
亀
島
に
居
城
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
と
の
記
述
に

つ
い
て
は
史
実
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
が
、
史
料
10
の
い
う
亀

島
首
へ
の
捨
て
栗
石
投
入
が
右
記
の
連
島
新
田
開
発
に
伴
う
石
垣

堤
防
建
造
の
基
礎
工
事
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
史
料

10
に
お
い
て
西
嶋
真
家
は
、乙
島
村
庄
屋
の
守
屋
宗
兵
衛
に
対
し
、

も
し
栗
石
を
売
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
大
き
な
栗
石

で
も
問
題
な
い
の
で
、
亀
島
で
「
久
八
殿
・
清
右
殿
」
と
話
し

合
っ
た
う
え
で
売
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
久

八
殿
・
清
右
殿
は
史
料
５
・
９
の
署
名
者
加
藤
久
八
・
有
木
清
右

衛
門
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
が
連
島
新
田
開
発
の
実
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採
取
さ
せ
て
ほ
し
い
と
要
請
す
る
一
方
、
惣
兵
衛
の
要
求
ど
お

り
「
村
中
之
者
」
が
栗
石
を
採
取
・
販
売
す
る
こ
と
を
容
認
す
る

旨
伝
え
た
。
ま
た
、
し
ほ
や
他
二
名
に
「
無
相
違
と
ら
せ
申
候
は

つ
ニ
候
間
、
舟
差
遣
申
様
ニ
」
と
の
「
御
意
」
を
伝
え
（
史
料
８
）、

加
藤
久
八
ら
に
も
「
日
用
衆
手
つ
か
へ
不
申
候
様
ニ
」
せ
よ
と
指

示
を
与
え
た
（
史
料
９
）。
こ
の
「
成
羽
之
両
人
衆
」
に
よ
る
裁
許

を
受
け
、
し
ほ
や
ら
は
守
屋
惣
兵
衛
に
対
し
「
六
兵
衛
舟
を
差
し

越
す
の
で
栗
石
を
採
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
再
要
請
し
、
加
藤
ら
も

日
用
衆
に
よ
る
石
取
り
を
妨
害
す
る
の
を
早
々
に
止
め
る
よ
う
惣

兵
衛
に
伝
え
、
特
に
こ
ち
ら
に
申
し
立
て
ず
と
も
乙
島
村
の
百
姓

が
栗
石
を
採
取
・
販
売
し
て
か
ま
わ
な
い
の
で
、
日
用
衆
の
採
石

を
許
容
し
て
ほ
し
い
、
と
要
請
し
た
の
で
あ
る
（
史
料
８
・
９
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
寛
永
十
九
年
四
月
ご
ろ
、
乙
島
村
で
は
栗
石

の
採
取
・
運
搬
を
め
ぐ
っ
て
大
坂
日
用
衆
と
乙
島
村
百
姓
と
の
間

で
紛
争
が
起
き
、
庄
屋
守
屋
惣
兵
衛
ら
が
大
坂
日
用
衆
を
追
い
返

す
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
惣
兵
衛
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
栗
石
は
乙

島
村
百
姓
に
と
っ
て
生
計
の
糧
で
あ
り
、
そ
の
採
取
・
運
搬
に

他
国
者
・
他
国
舟
が
介
入
す
れ
ば
百
姓
の
生
活
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
飢
え
る
の
で
許
容
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も
う
少

し
具
体
的
に
問
題
の
構
造
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

島
村
の
百
姓
は
飢
え
て
し
ま
う
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど

う
し
て
も
他
国
舟
に
石
材
採
取
・
運
搬
を
や
ら
せ
る
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、「
所
之
者
共
」
が
「
栗
石
こ
を
し
売
申
」
す
の
で
、
そ

の
よ
う
に
心
得
て
ほ
し
い
、
と
要
求
し
た
の
で
あ
る
（
史
料
６
）。

　

乙
島
村
側
の
抵
抗
に
よ
り
派
遣
し
た
舟
を
追
い
返
さ
れ
て
し

ま
っ
た
し
ほ
や
・
あ
わ
ち
や
・
中
島
ら
は
、
こ
の
事
態
を
「
御
奉

行
様
へ
御
断
申
」
し
た
（
史
料
８
）。
ま
た
、
史
料
５
の
申
入
れ
事

項
に
つ
い
て
守
屋
惣
兵
衛
か
ら
「
合
点
で
き
な
い
」
と
の
返
事
を

受
け
た
加
藤
久
八
ら
も
、「
成
羽
之
両
人
衆
」
へ
乙
島
村
側
の
申

し
分
を
上
申
し
た
（
史
料
９
）。
こ
う
し
た
し
ほ
や
他
二
名
・
加
藤

久
八
ら
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
乙
島
村
庄
屋
守
屋
惣
兵
衛
に
対
し

て
発
給
さ
れ
た
の
が
、
史
料
７
鶴
見
久
政
・
坂
田
伊
織
助
連
署
状

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鶴
見
・
坂
田
の
両
人
は
、
し
ほ
や
ら
が
い

う
「
御
奉
行
様
」、
加
藤
久
八
ら
が
い
う
「
成
羽
之
両
人
衆
」
そ

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
見
久
政
・
坂
田
伊

織
助
は
水
谷
氏
の
本
拠
地
成
羽
陣
屋
に
あ
っ
て
奉
行
を
務
め
る
重

臣
で
、
乙
島
の
採
石
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
き
報
告
に
基
づ
き
最
終

判
断
す
る
立
場
に
あ
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鶴
見
ら
は
惣
兵
衛
に
対
し
、
栗
石
は
「
諸
々
」
か
ら
採
取
す
る

こ
と
に
決
め
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
大
坂
日
用
衆
に
間
違
い
な
く
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石
の
運
搬
が
行
わ
れ
て
お
り
、
水
谷
勝
隆
に
よ
る
連
島
新
田
開
発

の
際
も
工
事
現
場
へ
の
栗
石
配
送
に
従
事
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、

こ
う
し
た
栗
石
運
搬
に
伴
う
運
賃
稼
ぎ
に
よ
っ
て
一
定
の
収
益
を

得
て
、
生
計
の
足
し
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

　

栗
石
の
原
産
地
で
あ
る
乙
島
村
の
舟
と
、
工
事
請
負
者
の
日
用

頭
自
身
が
保
有
す
る
「
手
舟
」
に
加
え
、
日
用
頭
が
他
国
か
ら
運

搬
用
の
人
足
・
船
舶
を
駆
り
出
し
て
投
入
し
た
場
合
、
運
搬
作
業

そ
の
も
の
の
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
る
も
の
の
、
栗
石
の
全
運
搬
量
中

に
占
め
る
乙
島
舟
の
積
載
割
合
は
、
他
国
舟
に
食
わ
れ
る
か
た
ち

で
確
実
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
運
賃
稼
ぎ
で

本
来
乙
島
村
が
得
ら
れ
る
は
ず
の
対
価
も
、
大
き
く
減
少
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
乙
島
村
庄
屋
守
屋
惣
兵
衛
と
百
姓
衆
は
、
競
合
相

手
が
増
え
自
分
た
ち
の
実
入
り
が
食
い
つ
ぶ
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て

他
国
の
労
働
力
・
運
送
主
体
に
乙
島
村
で
の
採
石
を
さ
せ
る
こ
と

に
強
い
抵
抗
を
示
し
、
寛
永
十
七
年
に
は
備
前
船
を
、
同
十
九
年

に
は
御
影
船
を
追
い
返
し
た
。
そ
し
て
、「
手
舟
」
と
偽
っ
て
他

国
舟
を
導
き
入
れ
た
日
用
頭
し
ほ
や
ら
に
不
信
感
を
抱
き
、
栗
石

採
取
を
拒
絶
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

水
谷
氏
は
乙
島
村
側
を
懐
柔
す
る
た
め
地
元
百
姓
が
栗
石
を
採

取
・
販
売
す
る
こ
と
を
許
し
、
そ
の
代
わ
り
に
大
坂
日
用
衆
に
よ

　

守
屋
惣
兵
衛
は
史
料
６
に
お
い
て
、
乙
島
村
の
栗
石
運
搬
を
め

ぐ
る
紛
争
に
関
わ
る
船
舶
を
挙
げ
、
利
害
関
係
に
つ
い
て
主
張
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
「
日
用
衆
手
舟
」
は
大
坂
日
用
衆
を

率
い
る
し
ほ
や
・
あ
わ
ち
や
ら
自
身
の
保
有
船
で
あ
り
、
惣
兵
衛

は
こ
の
「
日
用
衆
手
舟
」
に
対
す
る
言
い
分
は
特
に
な
い
と
述
べ
、

問
題
視
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
一
昨
年
（
寛
永
十
七
年
）「
手
舟
」

と
称
し
て
「
備
前
舟
」
を
乙
島
村
の
栗
石
運
搬
に
介
入
さ
せ
る
動

き
が
あ
っ
た
の
で
、「
殿
様
」
＝
水
谷
勝
隆
に
許
可
を
得
て
追
い

返
し
た
、
今
回
も
「
ミ
か
け
舟
」
を
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
迷
惑

な
の
で
阻
止
し
た
、
と
述
べ
る
。
惣
兵
衛
ら
乙
島
村
百
姓
は
日
用

頭
し
ほ
や
ら
の
保
有
船
で
は
な
く
、
日
用
頭
が
備
前
国
・
摂
津
国

御
影
な
ど
か
ら
「
他
国
舟
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
こ
れ
を
栗
石
採

取
・
運
搬
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

惣
兵
衛
は
史
料
６
で
、
乙
島
村
産
の
栗
石
の
扱
い
に
つ
い
て
、

従
来
は
「
中（

仲
間
）ま

舟
十
五
六
艘
」
を
預
か
り
、
こ
れ
に
栗
石
を
積
ん

で
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
寛
永
期
の
連
島
新
田
開
発
工
事
に
お
い

て
も
、
日
用
頭
の
あ
わ
ち
や
弥
五
兵
衛
は
守
屋
惣
兵
衛
に
対
し
、

乙
島
舟
五
艘
づ
つ
で
明
日
の
潮
流
を
利
用
し
て
栗
石
を
亀
島
へ
運

ん
で
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る（

（3
（

。
乙
島
村
で
は
以
前
か
ら
地
元

を
船
籍
地
と
し
船
持
仲
間
に
加
入
す
る
船
（
仲
間
舟
）
に
よ
る
栗
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（
中
略
）

一
、 

六
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
九
郎

　

代
銀
拾
匁
八
分

　
　
（
中
略
）

一
、 

五
坪
六
合
壱
夕　
　
　
　
　

庄
右
衛
門

　

代
銀
百
目
九
分
八
り

一
、 

九
坪
弐
合
四
夕　
　
　
　
　

五
介

　

此
代
米
三
石
六
斗
九
升
六
合

一
、 

五
坪
三
合
壱
夕　
　
　
　
　

左
平
次

　

此
代
米
弐
石
壱
斗
弐
升
四
合

　

坪
数
合
七
拾
五
坪
弐
合
七
夕

　
　
　

内

　

六
拾
坪
七
合
弐
夕
銀
渡
り

　

此
代
銀
壱
貫
九
拾
弐
匁
九
分
六
り

　
　
　
　

但
シ
壱
坪
ニ
付
銀
十
八
匁
宛

　

拾
四
坪
五
合
五
夕
御
年
貢
米

　

此
代
米
五
石
八
斗
弐
升
納
米

　
　
　
　

但
シ
壱
坪
ニ
付
四
斗
宛

右
之
通
、
銀
子
う
け
取
相
渡
し
可
被
申
候
、
御
年
貢
米
御

切
手
を
取
遣
し
申
候
条
、
御
う
け
取
尤
ニ
候
、

る
栗
石
採
取
を
容
認
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題

が
解
決
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
史
料
10
で
水
谷
勝
隆
が

乙
島
の
栗
石
を
購
入
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
は
裁
許
の
結
果
を

示
す
も
の
で
、
乙
島
村
百
姓
に
栗
石
の
販
売
許
可
を
出
し
た
領
主

自
身
が
こ
れ
を
買
い
上
げ
る
こ
と
で
、
庄
屋
・
百
姓
ら
の
懸
念
払

拭
に
乗
り
出
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
紛
争
の

わ
ず
か
三
か
月
後
、
水
谷
勝
隆
は
備
中
松
山
藩
主
就
任
に
と
も
な

う
領
地
組
替
え
に
よ
り
亀
島
を
含
む
連
島
地
域
に
対
す
る
支
配
権

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
亀
島
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た

水
谷
氏
に
よ
る
新
田
開
発
は
未
完
成
の
ま
ま
挫
折
し
、
連
島
と
亀

島
を
囲
い
込
む
石
垣
堤
防
は
作
り
か
け
の
ま
ま
放
擲
さ
れ
た（

（3
（

。
こ

れ
に
よ
っ
て
石
材
採
取
・
運
搬
を
め
ぐ
る
大
坂
日
用
衆
と
乙
島
村

百
姓
と
の
紛
争
も
自
然
解
消
し
た
模
様
で
、
以
後
こ
の
件
に
つ
い

て
や
り
取
り
し
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

史
料
11　

乙
島
村
栗
石
坪
数
書
付
（
別
２
‐
68
‐
２
‐
９
）

　

戌
ノ
才

（
歳
）栗

石
坪
数　

乙
島
村
分

一
、 

三
坪
六
合
七
夕　
　
　
　
　

久
七

　

代
銀
六
拾
六
匁
六
夕

一
、 

弐
坪
六
合
六
夕　
　
　
　
　

長
右
衛
門

　

代
銀
四
拾
七
匁
八
分
八
り
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谷
氏
の
奉
行
亀
井
景
安
が
栗
石
の
採
取
者
ご
と
に
採
取
分
量
に
応

じ
た
代
銀
・
代
米
の
額
を
算
定
し
、
総
計
銀
一
貫
九
二
匁
九
分
六

厘
・
米
五
石
八
斗
二
升
を
庄
屋
左
平
次
に
一
括
し
て
下
付
、
採
取

者
各
々
へ
額
面
の
代
銀
・
代
米
を
配
分
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
連
島
新
田
開
発
の
挫
折
か
ら
十
六
年
を
経
た
万

治
元
年
の
玉
島
新
田
開
発
に
お
い
て
、
乙
島
村
の
住
民
は
村
内
で

産
出
さ
れ
る
栗
石
を
建
設
資
材
と
し
て
採
取
し
領
主
に
納
付
す
る

こ
と
で
代
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
栗
石
は
小

さ
な
石
材
な
の
で
一
個
、
二
個
と
数
え
る
の
で
は
な
く
、「
坪
」

（
一
坪
＝
六
尺
立
方
＝
約
六
立
方
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
体
積
を
計
る
単
位

で
計
量
さ
れ
て
い
た
。
史
料
11
に
よ
れ
ば
、
栗
石
一
坪
に
つ
き
銀

十
八
匁
、
ま
た
は
米
に
し
て
四
斗
の
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
工
事
に
資
材
調
達
を
請
負
う
商
人
や
他
国
の
日
用
・
船
舶
が

関
与
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
寛
永
期
の
紛
争
を
経
て

領
主
水
谷
氏
と
乙
島
村
百
姓
と
の
間
で
は
栗
石
調
達
に
関
す
る
合

意
が
形
成
さ
れ
、
一
定
の
基
準
に
沿
っ
た
対
価
が
産
出
地
の
住
民

に
支
払
わ
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
後
、
玉
島
新
田
を
は
じ
め
と
す
る
高
梁
川
河

口
部
西
岸
の
大
規
模
新
田
開
発
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
っ
た
こ
と

　
　
　

以
上

　
　
　
　
　

亀
井
市
郎
太
夫

戌
ノ
霜
月
廿
一
日　
　
　
（
花
押
）

　
　
　

乙
嶋
村
庄
や

　
　
　
　
　

左
平
次
殿
参

　

史
料
11
の
発
給
者
の
亀
井
景
安（
市
郎
太
夫
）は
水
谷
氏
家
臣
で
、

万
治
元
年
玉
島
新
田
開
発
に
先
立
っ
て
水
谷
勝
隆
が
阿
弥
陀
山
に

羽
黒
神
社
を
勧
請
・
建
立
し
た
際
、
造
営
奉
行
を
務
め
た
人
物
で

あ
る（

（3
（

。
守
屋
家
文
書
に
は
近
世
乙
島
村
の
住
民
構
成
を
一
覧
で
き

る
希
少
な
史
料
「
乙
島
村
家
付
人
付
牛
共
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
と
照
合
す
る
と
史
料
11
に
列
挙
さ
れ
た
百
姓
名
（
翻
刻
を
省

略
し
た
部
分
も
含
め
る
と
、
久
七
・
長
右
衛
門
・
与
兵
衛
・
与
七
・
久
作
・

九
右
衛
門
・
惣
十
郎
・
十
三
郎
・
伝
蔵
・
新
九
郎
・
五
兵
衛
・
仁
蔵
・
清
吉
・

少
三
郎
・
庄
右
衛
門
・
五
介
・
守
屋
左
平
次
の
十
七
名
）
が
ほ
ぼ
完
全
に

出
揃
う
年
代
は
万
治
年
間（
一
六
五
八
～
六
〇
）に
絞
ら
れ
る（

（3
（

。
よ
っ

て
本
史
料
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
戌
年
十
一
月
、
水
谷
勝
隆

に
よ
る
玉
島
新
田
開
発

（
（3
（

に
あ
た
り
資
材
と
し
て
利
用
す
る
石
材
調

達
に
関
係
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
水
谷
氏
の
要

請
に
応
じ
た
庄
屋
守
屋
左
平
次
以
下
十
七
名
の
本
百
姓
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
乙
島
村
内
で
「
栗
石
」
を
採
取
し
て
納
付
し
た
こ
と
、
水
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い
、
か
え
っ
て
栗
石
調
達
が
滞
る
事
態
と
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
連

島
の
開
発
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
玉
島
新
田
開
発
の
際
は

栗
石
を
集
め
て
進
上
し
た
百
姓
ご
と
に
領
主
か
ら
代
銀
・
代
米
が

支
払
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
栗
石
に
つ
い
て
、
以
後
の

開
発
で
は
産
地
の
住
人
に
配
慮
す
る
調
達
方
法
に
改
め
ら
れ
た
も

の
か
と
思
わ
れ
る
。
水
谷
氏
の
乙
島
村
庄
屋
へ
の
対
応
は
強
権
的

な
命
令
と
は
程
遠
い
遠
慮
が
ち
な
依
頼
・
要
請
の
様
相
を
呈
し
、

そ
の
意
向
を
汲
む
か
た
ち
を
取
っ
て
お
り
、
地
域
の
同
意
な
く
し

て
は
石
材
採
取
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

史
料
12　

宝
永
元
年
万
日
記
（
別
２
‐
20
。
抄
出
）

　
　
　

売
上
申
栗
石
之
事

　
　

一
、
札
銀
合
七
拾
弐
匁
八
厘

　
　
　
　

此
栗
石
五
坪
三
合　

但
壱
坪
ニ
付
銀
拾
三
匁　

六　

分　

つ　

　ゝ

　

右
者
赤
崎
村
水
門
脇
石
垣
・
柏
嶋
村
石
堤
御
繕
御
用
栗
石
、

御
普
請
所
迄
持
届
売
上
代
銀
不
残
請
取
申
候
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
売
主

　
　
　

宝
永
元
年

申　
　
　
　

九
月
十
七
日　

庄
や
仙
右
衛
門
〇

　
　
　
　
　

猪
瀬
嘉
右
衛
門
殿

　

水
谷
氏
が
改
易
さ
れ
て
約
十
年
を
経
た
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）、

後
継
の
領
主
で
あ
る
遠
州
浜
松
藩
の
役
人
猪
瀬
氏
が
浅
口
郡
阿
賀

は
従
来
の
地
域
史
が
描
く
通
り
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し

て
こ
の
よ
う
な
開
発
主
体
の
領
主
に
よ
る
資
材
産
出
地
の
掌
握
を

想
定
す
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

寛
永
十
六
年
に
関
東
か
ら
備
中
国
へ
転
入
し
た
水
谷
勝
隆
は
、

矢
継
ぎ
早
に
備
中
国
南
部
の
土
地
開
発
を
進
展
さ
せ
た
。
こ
の
こ

と
は
土
木
に
通
じ
た
勝
隆
の
個
人
的
力
量
に
引
き
付
け
て
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い

（
（3
（

。
だ
が
、
勝
隆
に
よ
る
入
部
初
期
か
ら
の
連
島
・

玉
島
地
域
干
拓
推
進
を
可
能
な
ら
し
め
た
背
景
に
、
堤
防
石
垣
や

捨
石
・
裏
込
め
石
に
利
用
可
能
な
石
材
を
豊
富
に
産
出
す
る
乙
島

が
開
発
地
域
の
中
心
に
存
在
し
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

栗
石
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
日
用
労
働
者
・
運
送
業
者
の
動
員
能

力
に
長
け
た
大
都
市
の
商
人
に
水
谷
氏
が
石
材
採
取
と
運
搬
を
委

託
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
。
東
国
か
ら
転
入
し
た
ば
か
り

で
地
域
掌
握
が
ま
だ
出
来
て
い
な
い
領
主
が
短
期
間
に
一
挙
に
資

材
調
達
・
運
搬
を
実
現
す
る
目
的
で
、
即
戦
力
と
し
て
外
部
労

働
力
の
導
入
を
企
て
た
結
果
か
と
思
わ
れ
る
が
、
地
元
住
民
が
割

を
食
う
手
法
が
災
い
し
て
乙
島
村
庄
屋
以
下
百
姓
衆
の
反
発
に
遭
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あ
り
、
山
崎
甲
斐
守
家
治
の
領
地
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
４
）「
天
寛
日
記
」
四
十
四
寛
永
十
六
年
六
月
五
日
お
よ
び
七
日
条
（
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
１
６
３
‐
０
１
８
０
‐
４
４
）。
以
下
「
天
寛
日
記
」

は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
史
料
画
像
に
よ
る
。

（
５
）「
天
寛
日
記
」
五
十
五
寛
永
十
九
年
七
月
二
十
八
日
条
（
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
１
６
３
‐
０
１
８
０
‐
４
４
）。

（
６
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
16
‐
１
‐
４
。

（
７
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
39
‐
２
廻
状
写
。「
成
羽
ゟ
只
今
伊
藤
三
右
衛

門
様
御
状
被
成
御
越
候
」
と
あ
る
。

（
８
）「
大
月
（
宗
）
家
文
書
」
慶
安
二
年
丑
四
月
九
日
お
よ
び
元
禄
元
年
辰

十
一
月
十
九
日
作
原
村
と
日
羽
村
山
論
に
つ
き
覚
書
写
（『
総
社
市
史
』

近
世
史
料
編
）。

（
９
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
75
‐
４
正
保
三
年
三
月
七
日
浅
口
郡
之
内
水

谷
伊
勢
守
知
行
分
書
立
に
よ
る
。

（
10
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
７
‐
５
。

（
11
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
７
‐
１
‐
２
元
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日
茂

左
衛
門
書
状
な
ど
。「
守
屋
家
文
書
」
中
の
元
和
～
寛
永
初
年
の
史
料
に

登
場
す
る
乙
島
村
庄
屋
又
三
郎
が
守
屋
惣
兵
衛
と
同
一
人
で
そ
の
初
名
で

あ
る
点
に
つ
い
て
は
、「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
20
宝
永
元
年
万
日
記
を

参
照
。

（
12
）「
守
屋
家
文
書
」（
未
整
理
分
）。

（
13
）
安
藤
精
一
『
近
世
農
村
史
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
）

第
一
章
第
五
節
に
よ
る
。

（
14
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
19
‐
８
‐
４
寛
永
十
七
年
た
つ
八
月
三
日
か

や
受
取
証
の
宛
名
が
左
平
次
に
な
っ
て
い
る
。

（
15
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
10
‐
５
寛
永
二
十
年
ひ
つ
じ
六
月
二
十
九
日

指
上
申
一
札
之
事
、
別
２
‐
９
‐
２
‐
13
同
年
十
二
月
三
日
未
ノ
御
年
貢

崎
村
の
水
門
石
垣
・
柏
島
村
の
堤
防
石
垣
を
修
繕
し
た
際
、
石
垣

の
裏
込
め
に
必
要
な
栗
石
を
乙
島
村
庄
屋
守
屋
仙
右
衛
門
か
ら
購

入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
辺
地
域
の
干
拓
完
成
に
よ
り
大

規
模
開
発
が
一
段
落
し
、
領
主
の
変
遷
を
経
た
後
も
、
乙
島
村
の

栗
石
は
自
前
の
採
石
地
を
持
た
な
い
周
辺
地
域
の
領
主
・
住
民
か

ら
重
宝
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
需
要
に
応
え
た
庄
屋
守
屋
氏
ら
乙
島
村
住

民
に
よ
っ
て
文
字
通
り
販
売
さ
れ
、
災
害
復
旧
工
事
な
ど
に
活
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
近
世
初
期
備
中
国
の
新
田
開
発
を
支

え
た
採
石
地
と
し
て
の
乙
島
の
存
在
意
義
を
明
確
に
で
き
た
と
考

え
る
。
玉
島
地
域
の
新
田
開
発
に
つ
い
て
は
多
く
が
伝
承
に
基
づ

く
概
説
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
次
史
料
に
基
づ
く
精
査
を
求
め

る
声
も
出
始
め
て
い
る（

（3
（

。
本
稿
に
お
け
る
考
察
と
紹
介
史
料
が
そ

う
し
た
要
請
に
応
え
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
註

（
１
）
人
見
彰
彦
『
備
中
国
奉
行　

小
堀
遠
州
』（
山
陽
新
聞
社
、
一
九
八
六

年
）、
三
宅
正
浩
「
近
世
初
期
備
中
国
の
所
領
構
成
」（『
倉
敷
の
歴
史
』

第
二
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
２
）
三
宅
正
浩
氏
註
（
１
）
論
考
。

（
３
）
寛
永
十
四
～
十
五
年
の
状
況
を
描
い
た
備
中
国
絵
図
（
岡
山
大
学
附
属

図
書
館
池
田
家
文
庫
Ｔ
１
‐
30
）
に
、
乙
島
村
は
「
山
崎
甲
斐
先
知
」
と
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一
九
五
六
年
）
第
十
三
章
第
三
節
に
翻
刻
あ
り
。

（
29
）『
岡
山
県
農
業
土
木
史
』（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
六
六
年
）。

（
30
）
註
（
21
）
引
用
史
料
に
よ
れ
ば
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
時
点
で
五

尺
六
七
寸
の
大
き
さ
の
「
く
り
石
船
」
一
艘
の
積
み
賃
と
し
て
古
銀
三
匁

を
得
て
い
た
と
あ
る
。
か
な
り
後
年
の
事
例
だ
が
、
乙
島
村
の
舟
が
栗
石

の
運
賃
を
対
価
と
し
て
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
31
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
17
‐
32
卯
月
五
日
あ
わ
ち
や
弥
五
兵
衛
書
状
。

（
32
）註（
29
）引
用
書
に
よ
る
。
岡
山
県
立
博
物
館
所
蔵「
備
中
国
絵
図
屏
風
」

（
岡
山
県
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
画
像
閲
覧
可
能
）
に
海

面
を
囲
む
堤
防
の
み
が
描
か
れ
て
お
り
、
未
完
成
状
態
で
放
置
さ
れ
た
こ

と
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）『
備
中
誌
』
浅
口
郡
巻
之
五
（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
七
二
年
復
刻
）。

（
34
）「
九
州
大
学
所
蔵
乙
島
守
屋
家
文
書
」
目
録
番
号
６
５
４
９
「
万
治
三

年
二
月
吉
日　

浅
口
郡
之
内
乙
島
村
家
付
人
付
牛
共
ニ
引
へ
」
を
参
照
。

（
35
）
註
（
29
）
引
用
書
の
第
一
篇
第
十
九
章
第
三
節
に
よ
る
。

（
36
）
近
年
の
説
と
し
て
は
『
た
ま
し
ま
歴
史
百
景
』（
玉
島
テ
レ
ビ
放
送
株

式
会
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
37
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
16
‐
９
‐
１
‐
４
、
別
２
‐
16
‐
９
‐
１
‐

７
な
ど
。

（
38
）
小
野
恭
平
『
高
梁
川
西
岸
河
口
部
の
干
拓
史
―
長
尾
村
・
船
尾
村
の
場

合
―
』（
私
家
版
、
二
〇
一
九
年
）。

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
守
屋
家
文
書
調
査
報
告
会
で
の
報
告
「
乙

島
の
採
石
」
の
内
容
を
整
理
・
増
補
の
う
え
、
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

                （
は
た　

か
ず
よ
し　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
預
り
申
覚
に
よ
る
。

（
16
）大
田
茂
弥『
玉
島
地
方
史
』中（
私
家
版
、一
九
九
一
年
）に
元
禄
十
六
年
・

天
明
八
年
・
天
保
九
年
の
村
明
細
帳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）「
守
屋
家
文
書
」
別
２
‐
56
‐
13
六
月
三
日
西
嶋
真
家
書
状
に
も
「
や

ぶ
之
御
石
場
」
と
あ
る
。

（
18
）
延
宝
五
年
十
二
月
「
水
谷
左
京
亮
内
検
地
役
人
」
と
し
て
小
田
郡
江
良

村
な
ど
の
検
地
に
関
わ
っ
て
い
る
人
物
に
永
島
喜
兵
衛
が
お
り
（『
矢
掛

町
史
』
史
料
編
）、
佐
次
右
衛
門
は
そ
の
一
族
と
み
ら
れ
る
。

（
19
）『
稿
本　

乙
島
養
父
小
史
』（
養
父
歴
史
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
20
）『
浅
口
郡
誌
』（
浅
口
郡
役
所
、
一
九
二
五
年
）
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

門
第
二
編
第
四
章
、『
岡
山
県
名
勝
誌
』（
岡
山
県
内
務
部
、
一
九
一
五
年
）

第
四
編
第
八
章
な
ど
。

（
21
）「
守
屋
家
文
書
」
元
文
三
年
午
四
月
諸
御
用
留
帳
（
未
整
理
分
）。

（
22
）「
大
江
三
宅
家
文
書
」
２
‐
Ａ
‐
１
（
倉
敷
市
所
蔵
。
以
下
同
）。『
連

島
町
史
』（
連
島
町
誌
編
纂
会
、
一
九
五
六
年
）
第
十
四
章
に
も
引
用
さ

れ
る
が
、
署
名
に
誤
読
が
あ
る
。

（
23
）
芳
賀
家
文
書
（『
岡
山
県
史
』
諸
藩
文
書
所
収
）。

（
24
）
白
峰
旬
「
近
世
初
期
の
小
豆
島
・
豊
島
（
手
島
）
に
お
け
る
石
場
に
関

す
る
史
料
に
つ
い
て
」（『
別
府
大
学
大
学
院
紀
要
』
12
号
、二
〇
一
〇
年
）。

（
25
）「
撮
要
録
」
巻
八
児
島
郡
海
河
池
之
部
六
口
島
・
松
島
・
釜
島
国
境
論

の
項
の
掲
出
史
料
か
ら
一
部
抜
粋
。

（
26
）
吉
田
伸
之
『
近
世
都
市
社
会
の
身
分
構
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
八
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
27
）
実
名
・
没
年
・
系
譜
は
『
倉
敷
市
史
』
第
十
冊
（
名
著
出
版
、一
九
七
四
年
）

「
西
島
氏
文
書
」
掲
載
の
記
録
、
中
野
栄
夫
「
西
島
家
・
島
瀬
家
文
書
に

つ
い
て
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
第
五
号
、
一
九
九
五
年
）
に
拠
る
。

（
28
）「
大
江
三
宅
家
文
書
」（
未
整
理
分
）。『
連
島
町
史
』（
連
島
町
誌
編
纂
会
、
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守
屋
家
文
書
に
つ
い
て
述
べ
る
前
提
と
し
て
、
同
家
が
所
在
し

た
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
寛
永
十
五
年

（
一
六
三
八
）
頃
の
「
備
中
国
絵
図
」（
寛
永
古
図

（
（
（

）
に
見
る
よ
う
に
、

乙
島
は
独
立
し
た
島
で
あ
っ
た
（
高
二
〇
〇
石
一
斗
）
が
、
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
に
完
成
し
た
玉
島
新
田
に
よ
り
、
乙
島
は
地
続

き
に
な
り
島
で
な
く
な
っ
た
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
「
浅

口
郡
乙
島
村
指
出

（
（
（

」
に
よ
る
と
、
高
八
六
四
石
余
、
う
ち
田
が

三
七
〇
石
余
、
畑
が
四
九
四
石
余
、
土
地
は
赤
土
・
砂
地
に
真
土

が
混
ざ
っ
て
い
る
。
溜
池
が
三
九
あ
る
。
人
数
は
一
一
一
六
人
い

る
。
田
は
稲
、
畑
は
稗
・
大
豆
・
木
綿
・
蕎
麦
・
麦
・
菜
大
根
・

粟
を
つ
く
っ
て
い
る
。
海
辺
の
村
な
の
で
船
が
四
〇
艘
あ
っ
た
。

寛
永
期
に
二
〇
〇
石
余
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
元
禄
年
間
ま
で
に

大
幅
な
耕
地
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
玉
島
新
田
が
開

発
さ
れ
た
時
期
に
乙
島
村
で
も
大
規
模
な
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た

　
　
　

は
じ
め
に

　

備
中
松
山
藩
主
水
谷
氏
の
浅
口
郡
支
配
に
つ
い
て
は
、
新
田
開

発
や
高
瀬
通
し
の
開
削
、
玉
島
湊
の
整
備
な
ど
で
知
ら
れ
る
が
、

一
次
史
料
が
発
掘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
実
態
は
ほ
と

ん
ど
不
明
で
あ
っ
た（

（
（

。
し
か
し
、
浅
口
郡
乙
島
村
守
屋
家
文
書
の

う
ち
未
発
見
で
あ
っ
た
部
分
が
倉
敷
市
へ
寄
附
さ
れ（

（
（

、
整
理
が
進

捗
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
谷
氏
の
浅
口
郡
支
配
の
実
態
が
今
後
解

明
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
水
谷
勝
隆
支
配
時

代
の
法
度
な
ど
を
採
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
領
主
側
か

ら
み
た
在
地
支
配
上
の
課
題
、
在
地
支
配
の
役
職
、
乙
島
村
が
担

わ
さ
れ
た
負
担
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　

一　

備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
と
守
屋
家

　
　
　
　
　

備
中
成
羽
藩
・
松
山
藩
水
谷
勝
隆
支
配
時
代
の
法
度

　
　
　
　
　　
　
　
―
浅
口
郡
乙
島
村
守
屋
家
文
書
に
み
る
―

山　

本　

太　

郎
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世
の
年
貢
は
一
般
的
に
は
村
請
制
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
が
、
乙
島

村
で
は
庄
屋
の
個
人
請
的
性
格
が
み
て
と
れ
る
。
近
世
前
期
に
お

け
る
乙
島
村
は
、
内
海
島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
性
を
帯
び
た
村
落

で
あ
る
と
同
時
に
、
村
の
構
成
が
庄
屋
を
勤
め
る
守
屋
家
と
い
う

一
軒
の
土
豪
的
百
姓
と
多
数
の
小
百
姓
と
か
ら
な
る
村
落
で
あ
っ

た
。
庄
屋
守
屋
家
は
一
方
的
に
村
民
を
支
配
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、
小
百
姓
か
ら
掣

せ
い
ち
ゅ
う

肘
さ
れ
る
側
面
も
持
っ
て
い
た（

（1
（

。

　
　
　

二　

備
中
成
羽
藩
・
松
山
藩
水
谷
氏
の
浅
口
郡
支
配

　

水
谷
氏
は
、
下
総
の
豪
族
で
あ
る
結
城
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
。

水
谷
勝
隆
は
常
陸
・
下
野
両
国
の
う
ち
で
三
万
二
〇
〇
〇
石
を
領

し
、
常
陸
国
下
館
城
に
住
し
て
い
た
。
南
光
坊
天
海
僧
正
と
親
交

を
結
び
、
上
野
の
不
忍
池
弁
天
堂
を
独
力
で
創
建
し
た
。
大
坂
の

陣
に
も
従
軍
し
た
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
六
月
五
日
常
陸
・

下
野
両
国
の
領
地
を
改
め
、
備
中
国
川
上
・
播
磨
国
美
嚢
両
郡

の
う
ち
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
五
万
石
と
な
り
、
備
中
国
成
羽

に
住
し
た
。
備
中
国
松
山
城
主
池
田
長
常
が
寛
永
十
八
年
病
死
し
、

池
田
家
が
無
嗣
断
絶
と
な
っ
た
翌
年
の
七
月
二
十
八
日
、
勝
隆
は

松
山
城
主
と
な
り
、
播
磨
国
の
領
地
一
万
石
を
備
中
国
の
う
ち
に

移
さ
れ
た（

（1
（

。

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

領
有
は
、元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
か
ら
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）

ま
で
は
成
羽
藩
山
崎
家
治
領

（
（
（

、
寛
永
十
六
年
成
羽
藩
水
谷
勝
隆
領
、

寛
永
十
九
年
松
山
藩
水
谷
勝
隆
領
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
松

山
藩
水
谷
勝
宗
領
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
松
山
藩
水
谷
勝
美

領
と
続
く
が
、勝
美
は
元
禄
六
年
死
去
し
、水
谷
家
は
除
封
に
な
っ

た
。
元
禄
七
年
か
ら
は
一
時
期
を
除
い
て
幕
府
領
で
あ
る（

（
（

。

　

守
屋
家
は
、
乙
島
が
島
で
あ
っ
た
時
期
に
渡
っ
て
開
発
し
た
と

さ
れ
、
近
世
前
期
に
は
土
豪
的
百
姓
で
あ
っ
た（

（
（

。
代
々
乙
島
村

の
庄
屋
を
勤
め
た
。「
慶
長
十
三
年
八
月
吉
日　

乙
島
宗

（
惣
）高

之
事　

庄
や
四
郎
右
衛
門

（
（
（

」
に
よ
る
と
、
四
二
人
が
土
地
を
所
持
し
て
お

り
、
乙
島
村
の
分
米
二
〇
三
石
三
斗
六
升
五
合
の
う
ち
、
所
持
高

の
多
い
順
に
庄
屋
四
郎
右
衛
門
が
一
七
石
八
斗
七
升
六
合
、
三
郎

右
衛
門
が
十
石
二
斗
九
合
、
二
郎
右
衛
門
が
九
石
七
斗
九
升
四
合

と
続
く
。
庄
屋
四
郎
右
衛
門
が
突
出
し
た
持
高
を
所
持
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

寛
永
十
八
年
の
免
目
録

（
（1
（

を
見
る
と
、
発
給
者
た
る
内
蔵
助
よ
り

も
一
字
分
高
く
「
庄
屋
惣
兵
衛
殿
参
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
免
目

録
の
宛
名
が
庄
屋
の
個
人
名
で
あ
り
、「
殿
」
と
い
う
尊
称
や
「
参
」

と
い
う
脇
付
け
ま
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る（

（1
（

。
近
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と
、
新
田
開
発
に
よ
り
玉
島
村
・
赤
崎
村
・
勇
崎
村
が
加
わ
っ
て

い
る
。

　

次
に
松
山
藩
水
谷
氏
支
配
下
に
お
い
て
乙
島
村
が
担
わ
さ
れ
て

い
た
負
担
の
一
端
を
示
す
史
料
を
紹
介
す
る
。

史
料
１　
〔
乙
島
村
十
左
衛
門
宛
次
兵
衛
・
助
左
衛
門
書
状

（
（1
（

〕

一
筆
申
入
候
、
然
者
御
法
事
御
用
と
し
て
ほ
う
ふ
と
ら
せ

上
ケ
可
被
申
候

　
　

三
升　
　

十
日

　
　

五
升　
　

十
四
日

　
　

五
升　
　

十
七
日

　
　

九
升　
　

十
九
日　
　

　
　
　

右
之
日
限
之
通
松
山
御
台
所
へ
上
ケ
可
被
申
候

　
　

一
せ
う
ろ
御
用
と
し
て
是
又
取
ら
せ
上
ケ
可
被
申
候

　
　

一
升　
　

十
日

　
　

三
升　
　

十
四
日

　
　

三
升　
　

十
七
日

右
の
日
限
之
通
上
ケ
可
被
申
候
、
此
書
付
程
無
之
候
ハ
ヽ

有
合
ニ
と
ら
せ
上
ケ
可
被
申
候

　
　

一
浜
松
御
用
と
し
て
是
又
と
ら
せ
上
ケ
可
被
申
候

　
　

三
升　
　

十
日

　

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
「
浅
口
郡
之
内
水
谷
伊
勢
守
知

行
分

（
（1
（

」
に
よ
る
と
、
水
谷
伊
勢
守
（
勝
隆
）
の
浅
口
郡
知
行
分

は
、
表
１
の
よ
う
に
七
カ
村
で
四
九
一
四
石
余
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
乙
島
村
は
島
嶼
で
あ
り
比
較
的
村
高
が
小
さ
い
村
で

あ
っ
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
以
降
に
成
立
し
た
「
水
谷

史
」
に
よ
る
と
松
山
藩
領
は
表
高
五
万
石
だ
が
、
新
田
開
発
に

よ
っ
て
勝
宗
の
と
き
に
は
内
高
が
八
万
七
二
八
七
石
余
に
な
っ

て
い
た（

（1
（

。
同
じ
く
「
水
谷
史
」
に
よ
る
と
、
浅
口
郡
で
は
黒
崎

村
・
長
尾
村
・
舟
尾
村
・
柳
井

原
村
・
水
江
村
・
玉
島
村
・
乙

島
村
・
柏
島
村
・
赤
崎
村
・
勇

崎
村
を
支
配
し
、
竈
一
九
五
四

軒
、
男
五
三
二
八
人
、
女

五
六
九
三
人
で
あ
っ
た
。
松
山

藩
領
全
体
が
竈
一
万
六
九
七
八

軒
、
男
四
万
八
八
六
九
人
、
女

四
万
三
二
四
八
人
で
あ
る
か
ら
、

松
山
藩
領
の
中
で
浅
口
郡
は
竈

数
・
人
数
と
も
約
一
二
％
を
占

め
る（

（1
（

。
正
保
三
年
と
比
較
す
る

 村名 村高（石） 村名 村高（石）
 黒崎村 508.765  長尾村 754.285
 舟尾村 1811.135  柳井原村 179.137
 水江村 55.645  乙島村 200.066
 柏島村 585.420  合計 4914.453

表１　浅口郡のうち水谷勝隆知行分

注：「浅口郡之内水谷伊勢守知行分」
　　（倉敷市所蔵守屋家文書別 2-75-4）より作成。
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急
度
村
送
り
ニ
而
申
入
候
、
然
者
か
き　

御
用
之
由　

御
意　
　

ニ
御
座
候
間
、か
し
取
り
て
上
ケ
可
被
申
候
、弐
升
ほ
ど
ツ
　ヽ

二
日
三
日
ほ
と
間
を
置
て
、
二
三
度
も
上
ケ
可
被
申
候
、
其

上
ハ
又
此
方
よ
り
従　

御
意
可
申
付
候
間
、
此
状
参
着
候
次

第
ニ
先
之
弐
升
ほ
ど
可
被
上
ケ
可
被
申
候
、
は
り
ま
か
き
ハ

た
と
へ
有
之
と
て
も
無
用
之
よ
し　

御
意
ニ
候
、
其
元
ニ
有

之
か
き
の
大
キ
な
る
を
あ
げ
可
被
申
候
、
村
を
く
り
ニ
て
上

ケ
可
被
申
候
、
少
も
油
断
有
間
敷
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
三
右
衛
門
（
花
押
）

　
　
　

二
月
七
日

　

史
料
１
か
ら
、乙
島
村
は
「
ほ
う
ふ
」（
浜
防
風
）、「
せ
う
ろ
」（
松

露
）、「
浜
松
」（
海
藻
の
一
種
か
）
を
松
山
藩
の
台
所
へ
調
達
す
る

負
担
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。
ま
た
、
史
料
２
か
ら

は
、
地
元
の
「
か
き
」
の
調
達
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
乙
島
村
は
内
海
島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
性
を
帯
び
て
い
た
た

め
、
食
用
と
な
る
海
岸
の
植
物
（
浜
防
風
）
や
海
藻
（
浜
松
）、
き

の
こ
（
松
露
）、
貝
（
か
き
）
を
松
山
藩
へ
調
達
す
る
負
担
を
担
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
乙
島
村

は
鳥
を
捕
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
鷹
場
で
あ
り
、
留
山
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三
升　
　

十
四
日

　
　

三
升　
　

十
七
日

右
日
限
之
通
段
々
ニ
と
ら
せ
松
山
御
台
所
へ
上
ケ
可
被
申

候
、
是
も
自
然
す
く
な
く
候
ハ
ヽ
、
有
合
ニ
と
ら
せ
上
ケ

可
被
申
候

若
其
村
ニ
無
是
候
ハ
ヽ
、
程
を
ば
才
覚
い
た
し
上
ケ
可
被

申
候
、
十
日
ニ
越
被
申
分
ハ
何
と
そ
昼
時
分
ニ
遣
し
候
様

ニ
可
被
致
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
兵
衛
㊞

　
　
　
　

三
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
左
衛
門
㊞

　
　
　

自
然
右
之
書
付
之
内
其
村
ニ
無
之
物
ハ
、
近
村
ニ
有
之
所

も
候
ハ
ヽ
、
其
様
子
十
日
之
便
ニ
委
細
書
付
こ
し
可
被
申

候

　
　
　
　

乙
島
村

　
　
　
　
　
　

十
左
衛
門
殿

史
料
２　
〔
伊
藤
三
右
衛
門
書
状

（
（1
（

〕

　
　
　

尚
々
か
き
い
そ
き
上
ケ
可
被
申
候
、
以
上
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上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
松
山
の
内
山
下
に
屋
敷
が
あ
る
家
臣
の
う

ち
鶴
見
内
蔵
之
介
（
五
〇
〇
石
）
の
名
が
見
え
る（

（2
（

。
家
臣
鶴
見
内
蔵

助
の
名
は
水
谷
勝
隆
が
大
坂
の
陣
に
従
軍
し
た
と
き
そ
の
名
が
見

え
（
（2
（

、
鶴
見
家
は
代
々
水
谷
氏
に
仕
え
た
家
で
、
こ
の
法
度
等
を
発

給
し
た
内
蔵
助
も
鶴
見
家
の
当
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
度
等
の
う
ち
、
№
１
の
寛
永
十
六
年
七
月
五
日
の

「
条
々
」
は
、対
馬
守
（
阿
部
重
次
）・豊
後
守
（
阿
部
忠
秋
）・伊
豆
守
（
松

平
信
綱
）
が
諸
大
名
へ
宛
て
た
き
り
し
た
ん
宗
門
禁
止
の
た
め
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
着
岸
禁
止
の
奉
書
の
写
し
で
あ
る
。
ま
た
、
№
10
の

未
年
（
寛
永
二
十
年
）
九
月
八
日
の
「
今
度
筑
前
国
大
島
に
て
捕
之
南

蛮
伴
天
連
い
る
ま
ん
同
宿
白
状
之
覚
」
は
、
寛
永
二
十
年
、
日
本

潜
入
を
企
て
て
筑
前
国
で
捕
ら
え
ら
れ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラ

等
四
人
の
伴
天
連
（
キ
リ
ス
ト
教
司
祭
）
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
修
道

士
）
一
人
が
江
戸
に
送
ら
れ
て
幕
府
の
取
調
べ
を
受
け
た
結
果
、
同

年
九
月
八
日
に
白
状
し
た
と
さ
れ
る
記
録
の
写
し
で
あ
る（

（2
（

。
さ
ら

に
№
18
の
寛
文
七
年
七
月
晦
日
の
「
被
仰
出
趣
申
渡
覚
」
は
幕
府

の
法
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
水
谷
勝
隆
支
配
に
固
有
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
以
外
は
水
谷
勝
隆
支
配
に
独
自
な
法
度
と
考
え
ら
れ

る
。
大
名
は
広
い
範
囲
で
独
自
の
法
度
を
定
め
、
領
内
支
配
を
行
っ

て
い
た
。

　
　
　

三　

水
谷
勝
隆
支
配
時
代
の
法
度
等

　

倉
敷
市
が
所
蔵
す
る
守
屋
家
文
書
の
な
か
に
、
水
谷
勝
隆
支
配

時
代
の
法
度（

（2
（

等
を
包
紙
で
包
ん
だ
一
括
史
料
が
あ
る（

（2
（

。
包
紙
の

表
に
は
「
寛
永
年
中
出
羽
守
様
御
意
之
趣
宗
兵
衛
・
佐
平
次
へ

内
蔵
助
様
ゟ
御
書
付
御
印
形
物　

玉
島
湊
証
拠
書
物
有

（
（2
（

」
と
あ

る
。
全
部
で
二
一
点
あ
り
、
年
代
が
判
明
す
る
も
の
は
寛
永
十
六

年
（
一
六
三
九
）
か
ら
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

表
２
は
そ
の
内
容
を
年
代
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
度
等
は
、
包
紙
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
蔵
助
が

乙
島
村
庄
屋
惣
兵
衛
・
左
平
次
へ
宛
て
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

　

内
蔵
助
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、表
２
の
№
７
の
中
で
、「
御
郡
奉
行・

御
代
官
其
外
諸
奉
行
・
鷹
師
・
鳥
見
之
者
・
ゑ
さ
し
・
代
官
之
手
代
、

又
若
た
う
ニ
至
ま
て
惣
別
人
馬
を
借
遣
候
か
、
私
之
佐
法
就
有
之
者
、

急
度
書
付
を
以
内
蔵
助
所
迄
可
申
候
」
と
あ
り
、内
蔵
助
は
郡
奉
行・

代
官
・
諸
奉
行
・
鷹
師
・
鳥
見
の
者
・
餌
指
・
手
代
・
若
党
よ
り

も
上
の
立
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
何
事
ニ
不
限
内
蔵

助
か
伊
織
・
金
弥
手
形
無
之
し
て
申
者
ハ
偽
事
ニ
候
間
、
其
心
得
可

仕
事
」
と
あ
り
、
内
蔵
助
・
伊
織
・
金
弥
は
重
臣
ク
ラ
ス
で
あ
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。「
水
谷
史
」
に
は
、
水
谷
氏
の
家
臣
が
書
き
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表２　水谷勝隆支配時代の法度等

註：⑴記述がない場合は空欄にしている。
　　⑵№1，№10，№18 は幕府の法度や記録であり，水谷勝隆支配に固有のものではない。
　　⑶水谷勝隆は寛文４年に死去した。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

1639

1639

1640

1640

1640

1640

1643

1643

1643

1643

1647

1648

1651

1654

1654

1656

1656

1661

1667

寛永16/7/5

寛永16/10/27

寛永17/2/5

寛永17/2/11

寛永17/6/1

寛永17/11/27

寛永20/2/10

寛永20/2/11

寛永20/5/19
未（寛永20）
/9/8

正保4/6/3

正保5/2/18

慶安4/4/15

承応3/正月

承応3/3/11

明暦2/閏4/21

明暦2/閏4/晦

寛文元/7/晦

寛文7

卯/8/14

発給年
（西暦）

発給年月日
（和暦） 発給者 文書

番号 備考宛先 名称／文書の種類と内容№

対馬守（阿部
重次）・豊後
守（阿部忠
秋）・伊豆守
（松平信綱）

内蔵助

田母神十太
夫・小島杢助

内蔵助

伊藤三右衛門

内蔵助

田母神十太
夫・小島杢助

庄屋

何村庄屋何
右衛門・くみ
かしら

内蔵助

内蔵助

内蔵助

内蔵助

内蔵助

内蔵助

別2-
42-9

別2-
42-4
包紙
紙背
別2-
42-16

別2-
42-2
別2-
42-17
別2-
42-6

別2-
42-8-4
別2-
42-14
別2-
42-1
別2-
42-5

別2-
42-12
別2-
42-13

別2-
42-3

別2-
42-15
別2-
42-10
別2-
42-8-1

別2-
42-11

別2-
42-8-3
別2-
42-7
別2-
42-8-2

庄屋惣兵
衛
野口新左衛
門・坂田伊織
庄屋宗兵
衛・百姓中

乙島村庄
屋惣兵衛
乙島村庄
屋惣兵へ
惣兵衛・百
姓中

伊藤三右衛
門・野沢内記

御代官伊藤
三右衛門・
野沢内記

乙島左平
次・百姓中

乙島村左
平次

乙島村左
平次
庄屋左平
次・惣百姓
庄屋左平次

玉島御番
所衆中
乙島村庄
屋左平次

『御触書寛保
集成』（岩波
書店，1997
年）1228

史料３

破損多し

史料４

史料５

史料６　
破損あり

破損あり

破損あり

史料７　
破損あり

『御触書寛保
集成』（岩波
書店，1997
年）1233

条 （々ポルトガル船着岸禁止）

定（百姓や村への対応，役人への
対応，升目や米の扱い，ほか）
御請条之□（他所へ男女奉公人
出すこと禁止，ほか）
御法度条 （々依怙のことは目安で
申し上げること，庄屋が小百姓に
むさとすることは曲事，ほか）
掟（奉行や侍衆にがさつなことが
あったり，諸役人が私に人馬を使う
ことがあったら内蔵助へ，ほか）
掟（吉利支丹禁止，牢人へ宿禁
止，ほか）
条 （々吉利支丹，庄屋と小百姓，山
野田畠境目相論のとき弓鉄砲刀脇
指長刀持出禁止，ほか）
御法度之条 （々諸公事は２月・６月・１０
月の三ヶ月に決めた，他所の者に領分
の公事を取り持つことは曲事，ほか）
書上ケ申一札之事（小百姓・家来に
漆・桑を植立るように申しつけること）
今度筑前国大島にて捕之南蛮伴
天連いるまん同宿白状之覚
指上ケ申一札之事（雁・鴨・鶉等を
取るものは注進すること）
覚（所々駄賃を定め，駄賃にて通
行のこと，両人判なしに一人も伝馬
出さないよう，ほか）
条 (々吉利支丹注進，欠落の者に
宿禁止，博奕禁止，ほか）
法度（他所よりの鷹師餌指一切入れ
ないこと，鉄砲・網等を隠し鳥を捕る
者注進，餌指衆にも雁・鴨・鷺・青鷺・
雉子・鶉・雲雀等は捕らせない，留山
で殺生は御法度，川狩りは御法度）
覚（公儀御用で庄屋松山へ出ると
き召連人数は１人まで，ほか）
定(小物成，保頭，組頭，ほか）

定（たばこ売買について）

被仰出趣申渡覚（吉利支丹改）

指上ケ申宿切手之事・指上ケ申舟
切手之事（雛形）
覚（在 に々て人宿禁止，ほか）

指上ケ申舟切手之事
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⑽
一
手
代
之
事
五
千
石
ゟ
上
ハ
弐
人
下
ハ
壱
人
た
る
べ
く
候
、

其
外
小
者
壱
人
・
中
間
壱
人
可
召
連
候
付
、
切
米
取
ハ
小

者
壱
人
た
る
べ
く
候
、
此
人
数
之
外
召
連
候
ハ
ヽ
曲
事
た

る
べ
く
候
、
自
然
手
代
之
者
又
ハ
内
者
か
さ
つ
に
て
ふ
て

事
な
と
何
に
て
も
誤
之
儀
候
ハ
ヽ
主
人
之
科
ニ
可
申
付
事

⑾
一
升
目
上
下
無
之
や
う
に
ろ
く
ニ
取
可
申
候
、
米
之
儀
な
る

ほ
と
念
を
入
可
申
事

　
　
　

但
定
之
通
書
付
村
々
庄
や
共
ニ
う
つ
さ
せ
可
申
候

　
　
　

寛
永
拾
六
年

　
　
　
　
　

卯
ノ
十
月
廿
七
日　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
兵
衛
殿

　

こ
れ
は
寛
永
十
六
年
十
月
二
十
七
日
に
内
蔵
助
が
乙
島
村
庄
屋

惣
兵
衛
に
宛
て
て
他
の
村
々
庄
屋
に
写
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
も
の

で
、
内
容
は
百
姓
や
村
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
⑴
～
⑶
、
⑹
～

⑻
）、
領
主
へ
の
上
申
に
関
す
る
こ
と
（
⑷
～
⑸
）、
役
人
へ
の
対

応
に
関
す
る
こ
と
（
⑼
～
⑽
）、
升
目
や
米
の
扱
い
に
関
す
る
こ
と

（
⑾
）
に
分
け
ら
れ
る
。
庄
屋
が
百
姓
を
使
役
し
な
い
こ
と
（
⑴
）、

庄
屋
が
百
姓
か
ら
何
も
受
け
取
ら
な
い
こ
と
（
⑵
）、
庄
屋
が
百

　

ま
ず
水
谷
勝
隆
支
配
に
独
自
な
法
度
の
う
ち
最
も
年
代
が
古
い
№

2
の
「
定
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
３

　
　
　
　
　
　

定

⑴
一
百
姓
并
牛
馬
少
成
共
遣
申
間
敷
事

⑵
一
百
姓
前
ゟ
何
ニ
而
も
請
申
間
敷
事

⑶
一
百
姓
等
ニ
依
怙
贔
屓
仕
間
敷
事

⑷
一
万
手
代
之
者
計
ニ
万
事
申
付
間
敷
候
、
我
々
直
ニ
可
申
付　
　

　
　
事

⑸
一
村
々
之
取
上
候
而
よ
き
村
、
さ
ぬ
候
而
よ
き
村
を
連
々
見

及
次
第
有
様
ニ
可
申
上
候
、
其
外
御
為
ニ
罷
成
義
候
ハ
ヽ

早
々
可
申
上
候
事

⑹
一
自
然
欠
落
之
百
姓
候
ハ
ヽ
、
急
度
在
所
を
尋
可
申
上
候
、

尤
家
田
地
ち
り
不
申
様
ニ
堅
可
申
付
候
事

⑺
一
村
々
ニ
お
ゐ
て
、
は
く
ち
・
ほ
う
ひ
き
・
か
る
た
堅
停
止

并
牢
人
欠
落
者
宿
を
仕
申
間
敷
事

⑻
一
道
橋
を
可
申
付
事

⑼
一
代
官
上
下
之
賄
之
事
、
菜
汁
に
て
も
其
外
さ
い
壱
ツ
い
ハ

し
に
て
も
何
に
て
も
振
舞
請
申
間
敷
事
、
但
壱
人
ニ
付
弐

人
ふ
ち
宛
之
分
御
年
貢
ニ
合
可
申
事
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無
是
と
庄
屋
組
頭
書
付
を
上
可
申
候
、
但
他
領
と
の
公
事

又
ハ
盗
人
・
喧
嘩
其
外
急
々
公
事
ニ
付
而
ハ
何
時
ニ
て
も

可
申
上
候
事

姓
に
依
怙
贔
屓
を
し
な
い
こ
と
（
⑶
）
を
定
め
た
条
文
か
ら
は
、

こ
の
時
期
に
は
庄
屋
と
百
姓
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
代
官
へ
の
賄
い
を
禁
止
し
た
⑼
か
ら
は
、

代
官
と
庄
屋
の
癒
着
を
警
戒
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、

召
し
連
れ
る
手
代
・
小
者
・
中
間
の
人
数
制
限
を
伝
え
る
⑽
か
ら

は
、
庄
屋
に
役
人
を
監
視
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
№
４
の
「
御
法
度
条
々
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
４

　
　
　
　

御
法
度
条
　々
　
　
　

浅
口
郡
乙
島
村

⑴
一
諸
公
事
我
等
依
怙
之
儀
候
ハ
ヽ
、
御
目
安
ニ
而
も
可
申
上

候
、
少
も
気
遣
仕
間
敷
候
、
同
代
官
猶
以
下
代
非
分
之
義

候
ハ
ヽ
、
則
時
ニ
御
目
安
を
以
可
申
上
候
、
其
節
延
引
仕
、

切
目
を
以
申
上
候
ハ
ヽ
、
代
官
同
下
代
方
へ
有
遺
恨
つ
く

り
事
ニ
可
成
事

⑵
一
庄
屋
ニ
候
と
て
小
百
姓
共
ニ
む
さ
と
い
た
し
候
事
申
懸
候

ハ
ヽ
可
為
曲
事
候
、
又
庄
屋
を
そ
ね
み
一
列
仕
、
庄
屋
へ

取
懸
候
ハ
ヽ
、
是
又
可
為
曲
事
候
、
申
分
候
ハ
ヽ
当
人
右

同
断
参
候
而
我
等
可
申
候
事

⑶
一
公
事
申
上
候
事
ハ
二
月
・
六
月
・
十
月
右
三
ケ
月
ニ
諸
公

事
落
居
之
所
可
被
仰
付
候
、
其
度
毎
ニ
跡
々
少
々
出
入
も

写真１　御法度条々（冒頭部分）
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可
被
申
渡
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
奉
行
・
代
官
よ
り
も
上
の

立
場
の
重
臣
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る（

（2
（

。
内
容
は
、
田

母
神
・
小
島
等
の
裁
判
で
依
怙
贔
屓
が
あ
っ
た
り
、
代
官
・
下
代

に
非
分
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
即
時
に
目
安
状
を
以
て
申
告
す
る
こ

と
、
そ
の
時
延
引
し
、
区
切
り
の
時
に
申
告
し
た
ら
作
り
ご
と
と

み
な
す
こ
と
（
⑴
）、
庄
屋
と
小
百
姓
は
相
互
に
相
手
に
対
し
て

節
度
を
持
つ
こ
と
（
⑵
）、
訴
訟
提
起
は
二
月
・
六
月
・
十
二
月

の
三
ヶ
月
に
決
ま
り
が
つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
（
⑶
）、
他
所
の

者
に
頼
ま
れ
て
内
通
し
成
羽
藩
領
に
提
起
さ
れ
る
訴
訟
を
仲
介
す

る
こ
と
は
不
正
で
あ
る
こ
と
（
⑷
）、
無
理
な
訴
訟
を
提
起
す
れ
ば
、

裁
判
が
終
結
し
た
う
え
で
罰
金
を
課
す
こ
と
（
⑸
）、
村
々
に
出

奔
し
た
者
を
抱
え
置
か
な
い
こ
と
（
⑹
）、
い
た
ず
ら
者
を
郷
中

へ
出
入
さ
せ
な
い
こ
と
（
⑺
）、
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
御

法
度
条
々
」
は
、
訴
訟
や
裁
判
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
田
母

神
と
小
島
は
そ
れ
ら
を
担
当
す
る
重
臣
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
№
５
の
「
掟
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
５

　
　
　
　
　
　

掟

⑴
一
御
郡
奉
行
・
御
代
官
・
山
奉
行
・
河
よ
け
奉
行
・
其
外
万　
　
　

之
奉
行
か
さ
つ
成
儀
、
又
自
分
ニ
て
人
馬
を
か
り
候
か
つ

⑷
一
他
所
之
者
被
頼
、
又
ハ
好
懇
ニ
候
と
て
内
通
い
た
し
領
分

へ
取
懸
候
公
事
取
持
候
ハ
ヽ
第
一
可
為
曲
事
候
、
但
他
領　

無
理
公
事
い
た
し
か
け
候
ハ
ヽ
、
弥
可
為
曲
事
候
、
他
領　

之
沙
汰
相
手
好
懇
切
ニ
候
と
て
気
遣
仕
間
敷
候
事

⑸
一
科
銭
ハ
無
理
公
事
取
懸
候
ハ
ヽ
、
銀
壱
枚
相
定
御
沙
汰
之

落
居
之
上
可
申
付
候
、
迷
惑
さ
の
あ
ま
り
御
目
安
を
以
我

等
申
候
と
て
取
懸
候
ニ
ハ
成
間
敷
候
事

⑹
一
村
々
ニ
懸
落
も
の
拘
置
申
間
敷
候
、
若
猶
相
背
者
庄
屋
郷

中
へ
曲
事
ニ
可
被
仰
付
事

⑺
一
惣
別
い
た
つ
ら
者
郷
中
へ
出
入
い
た
さ
せ
ま
し
く
候
事

　
　
　
右
条
々
弥
郡
奉
行
衆
可
被
申
渡
候

　
　
　
　

寛
永
拾
七
年
辰
ノ　
　
　

田
母
神
十
太
夫
（
花
押
）

　
　
　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
杢
助
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
宗
兵
衛
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
性
中

　

こ
の
史
料
は
、
寛
永
十
七
年
二
月
十
一
日
に
田
母
神
十
太
夫
と

小
島
杢
助
が
乙
島
村
庄
屋
宗
兵
衛
と
百
姓
中
に
宛
て
た
も
の
で
あ

る
。
田
母
神
と
小
島
に
つ
い
て
は
、
⑴
や
「
右
条
々
弥
郡
奉
行
衆
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き
ゟ
以
来　

御
耳
ニ
立
候
ハ
ヽ
組
頭
・
同
五
人
組
頭
共

ニ
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
、
仍
為
後
日
如
件

　
　

寛
永
十
七
年
辰
六
月
朔
日　
　
　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙
島
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
兵
衛
殿
参

　

こ
の
史
料
は
、
寛
永
十
七
年
六
月
一
日
に
内
蔵
助
が
乙
島
村
庄

屋
惣
兵
衛
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
郡
奉
行
・
代
官
・
山

奉
行
な
ど
に
粗
暴
あ
る
い
は
我
儘
な
様
子
が
あ
れ
ば
内
蔵
助
へ
申

し
出
る
こ
と
（
⑴
）、
侍
衆
・
鷹
匠
衆
・
足
軽
衆
の
村
々
で
の
粗

暴
あ
る
い
は
我
儘
な
様
子
が
あ
れ
ば
、
内
蔵
助
へ
申
し
出
る
こ
と

（
⑵
）、
諸
役
人
の
手
代
が
用
事
を
足
す
た
め
に
目
的
の
場
所
へ
向

か
う
と
き
、
私
的
に
人
馬
を
使
っ
た
り
無
理
に
食
物
や
酒
を
要
求

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
こ
と
、
奉
公
人
が
在
郷
に

泊
る
こ
と
は
不
正
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
（
⑶
）、
を
規
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
小
百
姓
に
ま
で
言
い
渡
し
、
守
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
総
じ
て
諸
役
人
や
そ
の
手
代
の
行
動
を
村
に
監

視
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
役
人
と
村
と
の
癒
着
を
防
止
し
、
内

蔵
助
が
諸
役
人
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
水
谷
勝
隆
が
成
羽
城
主
か
ら
松
山
城
主
に
移
っ
た
後
最

か
ひ
候
か
惣
別
私
之
作
法
有
之
付
而
ハ
、
急
度
書
付
を
以

内
蔵
助
所
迄
申
聞
候
様
子
ニ
と　

御
意
候
事

⑵
一
知
行
取
其
外
切
米
取
之
侍
衆
・
御
鷹
匠
衆
・
御
足
軽
衆
、

主
人
ハ
不
及
申
、
又
若
党
、
又
小
者
ニ
至
迄
、
村
々
に
お

ゐ
て
か
さ
つ
成
事
、
少
も
我
ま
ゝ
成
様
子
候
ハ
ヽ
、
お
さ

人
急
度
内
蔵
助
所
迄
可
申
聞
候
、
も
し
お
さ
人
ひ
か
事
を

承
候
ハ
ヽ
、
名
を
顕
早
々
可
申
上
候
、
内
蔵
助
不
有
合
時

者
、
年
寄
共
へ
可
申
旨　

御
意
候
事

⑶
一
御
中
間
・
御
ゑ
さ
し
・
御
代
官
之
手
代
、
其
外
諸
役
人
之

手
代
つ
か
ひ
あ
る
き
の
時
、
私
ニ
人
馬
を
つ
か
ひ
又
か
り

候
事
も
候
ハ
ヽ
、
是
も
急
度
右
之
通
可
申
聞
候
、
付
め

し
に
か
き
ら
す
何
ニ
て
も
食
物
其
あ
て
の
代
物
取
ら
す
ハ

く
は
セ
申
間
敷
候
、
但
無
之
物
も
無
理
ニ
め
し
を
た
き
候

へ
、
酒
を
く
れ
候
へ
、
代
物
は
可
出
と
申
者
ハ
可
為
曲
事

候
ま
ゝ
、
是
も
右
之
通
可
申
聞
由　

御
意
候
、
惣
別
侍
・

中
間
ニ
不
限
、
奉
公
人
在
郷
ニ
と
ま
り
候
事
可
為
曲
事
由　

御
意
候
、
但
御
用
有
而
と
ま
り
申
候
者
か
又
慥
用
所
有
而

と
ま
り
候
証
拠
人
其
村
ニ
於
有
之
者
と
め
可
申
事

右
条
々
小
百
性
ニ
至
迄
慥
申
渡
、
此
旨
可
被
相
守
候
、

若
依
怙
ニ
て
不
申
候
か
、
気
遣
い
た
し
不
申
上
候
て
わ
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を
借
遣
候
か
、
私
之
佐
法
就
有
之
者
、
急
度
書
付
を
以
内

蔵
助
所
迄
可
申
候
、
付
何
ニ
て
も
食
物
之
義
飯
ニ
か
き
ら

す
其
あ
て
の
代
物
取
ら
す
ハ
く
は
せ
申
間
敷
候
、
但
無
之

者
ハ
無
理
ニ
飯
を
た
き
候
へ
、
酒
を
く
れ
候
へ
、
代
物
は

全
而
可
出
と
申
者
ハ
可
為
曲
事
候
間
、
是
も
如
右
之
内
蔵

助
所
へ
書
付
ニ
て
可
申
事
、
付
目
安
を
上
申
者
を
留
申
者

有
之
者
、
可
為
曲
事

⑻
一
奉
公
人
在
郷
ニ
泊
候
事
可
為
曲
事
候
、
但
有
御
用
泊
候
か

又
無
余
義
用
所
有
之
泊
候
証
拠
人
其
村
ニ
於
有
之
者
、
留

可
申
事
、
付
往
還
之
旅
人
宿
之
義
一
夜
不
苦
事

⑼
一
何
事
ニ
不
限
内
蔵
助
か
伊
織
・
金
弥
手
形
無
之
し
て
申
者

ハ
偽
事
ニ
候
間
、
其
心
得
可
仕
事

⑽
一
い
か
や
う
之
義
と
も
一
た
う
仕
申
上
候
義
於
有
之
者
、
縦

被
成
御
宥
免
義
も
曲
事
ニ
可
被　

仰
付
候
、
申
上
度
子
細　

有
之
者
、
不
相
催
其
面
々
罷
出
可
申
上
候
、
か
り
そ
め
之　
　
　

義
も
結
徒
党
候
ハ
ヽ
、
曲
事
ニ
可
被　

仰
付
事

⑾
一
山
野
田
畠
境
目
等
相
論
之
時
、
弓
・
鉄
砲
・
刀
・
脇
指
・

長
刀
持
出
申
間
敷
事

右
条
々
小
百
姓
等
ニ
至
迄
慥
ニ
申
渡
、
此
旨
可
相
守
候
、
若　

依
怙
ニ
て
不
申
上
候
か
、
気
遣
い
た
し
不
申
候
て
脇
ゟ
以
来　

初
に
出
さ
れ
た
№
７
の
「
条
々
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
６

　
　
　
　
　
　

条
　々
　
　
　
　
　

乙
島
村

⑴
一
吉
利
支
丹
実
正
成
者
ハ
不
及
申
ニ
、
少
も
ふ
し
ん
ニ
存
者

候
ハ
ヽ
、
早
々
可
申
上
候
事
、
若
脇
ゟ
達　

御
耳
候
ハ
　ヽ
　
　

村
中
不
残
曲
事
ニ
可
被　

仰
付
候

⑵
□（

虫
損
）□

落
者
片
時
之
宿
も
仕
間
敷
事
、
付
牢
人
之
義
ゑ
ん
者
親

類
存
た
る
者
ニ
候
と
も
代
官
ニ
不
申
理
し
て
宿
仕
間
敷
事

⑶
一
惣
別
博
奕
・
ほ
う
ひ
き
・
か
る
た
以
下
之
金
銀
米
銭
□
負

仕
間
敷
事
、
付
い
た
つ
ら
者
村
中
へ
出
入
致
さ
セ
間
敷
事

⑷
一
庄
屋
・
小
百
姓
共
ニ
非
義
申
か
け
候
か
、
又
小
百
姓
共
庄

屋
を
か
ろ
し
め
一
列
仕
、
庄
屋
申
付
候
義
を
承
引
不
仕
候

ハ
ヽ
何
も
依
其
品
ニ
可
被　

仰
付
事

⑸
一
何
事
ニ
不
依
頭
百
姓
ニ
者
依
怙
い
た
し
小
百
姓
か
ろ
し
め
、

た
ゝ
す
み
か
ね
申
様
ニ
仕
間
敷
候
、
壱
人
宛
も
百
姓
多
く

成
申
様
ニ
可
仕
事

⑹
一
代
官
之
不
随
下
知
ニ
其
外
対
奉
公
人
慮
外
成
佐
法
有
之
者

急
度
可
被　

仰
付
事

⑺
一
御
郡
奉
行
・
御
代
官
其
外
諸
奉
行
・
鷹
師
・
鳥
見
之
者
・

ゑ
さ
し
・
代
官
之
手
代
、
又
若
た
う
ニ
至
ま
て
惣
別
人
馬
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金
弥
の
手
形
な
し
に
言
う
も
の
は
偽
事
と
心
得
る
こ
と
（
⑼
）、

ど
ん
な
こ
と
で
も
集
団
で
訴
え
る
こ
と
は
た
と
え
許
さ
れ
て
も
違

法
行
為
で
あ
る
こ
と
（
⑽
）、
境
目
相
論
の
と
き
、
弓
・
鉄
砲
・
刀
・

脇
差
・
長
刀
を
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
（
⑾
）、
を
規
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
小
百
姓
に
ま
で
言
い
渡
し
、
守
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
総
じ
て
在
地
の
秩
序
の
維
持
と
諸
役
人
の
統
制

を
意
図
し
て
い
る
と
い
え
る（

（2
（

。

　

寛
永
二
十
年
二
月
十
一
日
に
は
田
母
神
十
太
夫
と
小
島
杢
助
が

「
御
法
度
条
々
」
を
発
し
た
（
№
８
）。
内
容
は
№
４
の
う
ち
⑴
⑶

⑷
⑸
を
改
め
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
四
月
十
五
日
、
内
蔵
助
は
乙
島
左
平

次
と
百
姓
中
に
「
条
々
」
を
発
し
た
（
№
13
）。
寛
永
二
十
年
の
№

７
の
「
条
々
」
は
一
一
条
で
あ
る
が
、
№
13
は
二
三
条
に
増
加
し

て
い
る
。
二
三
条
を
①
～
�
と
す
る
と
、
①
～
④
、
⑥
～
⑫
は
№

７
の
条
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
新
し
く
加
わ
っ
た
条
文
の
内
容

は
、
庄
屋
を
憎
み
偽
事
を
こ
し
ら
え
る
百
姓
は
処
罰
す
る
（
⑤
）、

蔵
米
は
手
形
で
売
買
し
な
い
こ
と
（
⑬
）、
家
中
の
下
々
の
切
米

の
う
ち
年
貢
に
指
次
ぎ
蔵
入
れ
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
⑭
）、

村
々
の
免
割
な
ど
は
庄
屋
・
組
頭
だ
け
で
せ
ず
、
代
官
の
前
で
割

り
付
け
る
こ
と
（
⑮
）、
庄
屋
・
保
頭
の
手
作
分
は
そ
の
村
の
百

達　

御
耳
候
ハ
ヽ
、
当
人
ハ
不
及
申
ニ
庄
屋
・
与
頭
・
五
人

与
曲
事
ニ
可
被　

仰
付
者
也
、
仍
如
件

　
　
　

寛
永
弐
拾
未
年
二
月
十
日　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
兵
衛
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

并
ニ
百
姓
中

　

こ
の
史
料
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
二
月
十
日
に
内
蔵

助
が
乙
島
村
庄
屋
宗
兵
衛
と
百
姓
中
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
内

容
は
、
吉
利
支
丹
の
報
告
（
⑴
）、
出
奔
し
た
者
や
牢
人
に
は
宿

を
提
供
し
な
い
こ
と
（
⑵
）、
博
奕
の
禁
止
（
⑶
）、
庄
屋
と
小
百

姓
は
相
互
に
相
手
に
対
し
て
節
度
を
持
つ
こ
と
（
⑷
）、
小
百
姓

を
軽
ん
じ
な
い
こ
と
（
⑸
）、
代
官
の
下
知
に
随
わ
な
か
っ
た
り
、

奉
公
人
に
不
埒
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
り
す
る
者
は
咎
め
ら
れ
る

こ
と
（
⑹
）、
郡
奉
行
・
代
官
・
諸
奉
行
・
鷹
師
・
鳥
見
の
者
、
餌
差
・

手
代
・
若
党
ま
で
人
馬
を
在
方
か
ら
借
り
る
か
、
私
的
な
振
る
舞

い
が
あ
る
者
は
、
書
付
を
も
っ
て
申
し
出
る
こ
と
、
食
物
は
代
物

を
取
ら
ず
に
食
べ
さ
せ
な
い
こ
と
、
無
理
に
飯
や
酒
を
要
求
す

る
者
は
書
付
を
も
っ
て
申
し
出
る
こ
と
（
⑺
）、
奉
公
人
が
在
郷

に
泊
ま
る
こ
と
は
禁
止
（
⑻
）、
何
事
に
限
ら
ず
内
蔵
助
か
伊
織
・
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出
候
、
若
見
遁
申
も
の
ハ
可
為
曲
事
候

⑶
一
殿
様
御
餌
指
衆
御
鷹
之
餌
取
申
ニ
も
雁
・
鴨
・
鷺
・
青
鷺
・

雉
子
・
ご
い
□（

虫
損
）□

・
鶉
・
雲
雀
ハ
堅
御
法
度
ニ
而
取
せ
申

間
敷
候
、
若
か
く
し
取
申
者
於
在
之
者
、
其
旨
可
申
上
事

⑷
一
御
留
山
之
鹿
打
申
事
不
及
申
何
ニ
而
も
殺
生
如
跡
々
之
御

姓
一
人
に
つ
き
年
中
に
二
人
役
だ
け
助
け
る
（
⑯
）、
欠
落
失
人

の
跡
の
田
地
は
代
官
・
庄
屋
・
組
頭
相
談
の
う
え
律
儀
な
百
姓
に

渡
す
こ
と
（
⑰
）、
惣
作
の
田
地
も
代
官
・
庄
屋
・
組
頭
相
談
の

う
え
割
り
付
け
る
（
⑱
）、
庄
屋
は
村
中
か
ら
音
信
を
受
け
な
い

こ
と
（
⑲
）、
江
戸
夫
の
切
米
に
催
合
（
援
助
）
を
出
す
こ
と
は
禁

止
（
⑳
）、
庄
屋
は
自
分
の
用
事
で
行
く
と
き
は
村
の
人
馬
を
使

わ
な
い
こ
と
（
�
）、
何
の
も
の
で
も
庄
屋
が
値
段
安
押
し
買
い

し
な
い
こ
と
（
�
）、
生
業
の
な
い
も
の
が
い
れ
ば
申
告
す
る
こ

と
（
�
）
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
小
百
姓
に
ま
で
言

い
渡
し
、
守
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
寛
永
二
十
年
の
も
の
か
ら
、

庄
屋
と
村
の
百
姓
の
関
係
に
つ
い
て
の
規
制
が
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

最
後
に
№
14
の
「
法
度
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

史
料
７

　
　
　
　

法
度

⑴
一
他
所
よ
り
之
鷹
師
・
餌
指
一
切
入
申
間
敷
候
、
但
通
懸
之

も
の
ハ
人
を
付
、
村
中
に
て
何
鳥
ニ
而
も
取
不
申
候
様
ニ

仕
、
次
之
村
へ
送
其
旨
可
申
渡
事

⑵
一
何
者
ニ
よ
ら
す
鉄
砲
・
網
・
も
ち
□（

虫
損
）

□
□
か
く
し
鳥
を
取

申
者
見
合
次
第
可
申
上
候
、
御
ほ
う
ひ
可
被
下
旨
被　

仰

写真 2　法度（冒頭部分）
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捕
る
と
き
も
雁
・
鴨
・
鷺
・
青
鷺
・
雉
子
・
鶉
・
雲
雀
等
は
捕
ら

せ
な
い
こ
と
、
留
山
で
の
狩
猟
は
猪
と
狼
を
除
い
て
禁
止
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
乙
島
村
が
鷹
場
で
あ
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
守
屋
家
文
書
の
う
ち
、
水
谷

勝
隆
支
配
時
代
の
法
度
な
ど
を
採
り
上
げ
、
松
山
藩
水
谷
氏
支
配

下
に
お
い
て
乙
島
村
が
担
わ
さ
れ
て
い
た
負
担
の
特
徴
、
在
地
支

配
の
役
職
、
領
主
側
か
ら
み
た
在
地
支
配
上
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

①　

乙
島
村
は
内
海
島
嶼
と
い
う
地
理
的
特
性
を
帯
び
て
い

た
た
め
、
食
用
と
な
る
海
岸
の
植
物
（
浜
防
風
）
や
海
藻
（
浜
松
）、

き
の
こ
（
松
露
）、貝
（
か
き
）
を
松
山
藩
へ
調
達
す
る
負
担
を
担
っ

て
い
た
。
ま
た
、
乙
島
村
は
鳥
を
捕
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
鷹
場

で
あ
り
、
留
山
も
あ
っ
た
。

　

②　

成
羽
藩
・
松
山
藩
水
谷
勝
隆
支
配
の
在
地
支
配
の
役
職
と

し
て
は
、
法
度
に
よ
り
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
寛
永
期
に
は
重

臣
ク
ラ
ス
の
内
蔵
助
・
伊
織
・
金
弥
・
田
母
神
十
太
夫
・
小
島
杢

法
度
ニ
而
猪
・
大
か
め
打
可
申
事

⑸
一
網
に
て
魚
を
取
、
川
狩
仕
候
事
右
同
前
之
事

　
　
　

右
条
々
村
中
へ
不
残
申
渡
、
此
旨
可
相
守
者
也

　
　
　

承
応
三
年
午
正
月
日　

内
蔵
助
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

乙
島
村
左
平
次
殿

　

こ
の
史
料
は
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
内
蔵
助
が
乙
島
村

佐
平
次
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
他
所
か
ら
の
鷹
師
・

餌
取
は
一
切
入
れ
な
い
こ
と
、
通
り
が
か
り
の
者
は
村
中
で
鳥
を

捕
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
（
⑴
）、
鉄
砲
・
網
な
ど
を
隠
し
鳥

を
捕
る
者
は
見
つ
け
次
第
注
進
す
る
こ
と
（
⑵
）、
殿
様
の
餌
指

衆
は
鷹
の
餌
を
捕
る
に
も
雁
・
鴨
・
鷺
・
青
鷺
・
雉
子
・
鶉
・
雲

雀
等
は
捕
ら
せ
な
い
こ
と
（
⑶
）、
留
山
の
鹿
を
狩
猟
す
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
殺
生
は
前
々
の
よ
う
に
禁
止
で
、
猪
・
大

か
め
（
狼
）
は
狩
猟
し
て
よ
い
（
⑷
）、
網
で
魚
を
捕
り
川
狩
り
す

る
こ
と
は
禁
止
（
⑸
）、
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

こ
と
を
村
中
へ
申
し
渡
し
、
守
ら
せ
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ

の
史
料
か
ら
、
乙
島
村
で
は
鳥
を
捕
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
密
猟

の
監
視
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
藩
主
の
餌
指
衆
が
鷹
の
餌
を
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（
2
） 

守
屋
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
山
本
太
郎
「
倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
浅
口
郡

乙
島
村
守
屋
家
文
書
」『
倉
敷
の
歴
史
』
第
二
十
五
号
）
で
紹
介
し
た
が
、

そ
の
後
守
屋
家
で
倉
の
中
か
ら
新
た
に
文
書
が
発
見
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
～
二
十
八
年
に
倉
敷
市
へ
寄
附
さ
れ
た
。

（
3
） 

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
Ｔ
１
‐
30
。

（
4
） 「
浅
口
郡
乙
島
村
指
出
」（『
新
修
倉
敷
市
史　

第
九
巻
』（
倉
敷
市
、

一
九
九
四
年
）
近
世
編
九
号
。

（
5
） 『
新
修
倉
敷
市
史　

第
三
巻
』（
倉
敷
市
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
三
八
頁
。

（
6
） 『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
七
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
五
年
）
二
五
〇
頁
。

（
7
） 『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
四
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
五
年
）
一
二
一
～
一
二
二
頁
。「
浅
口
郡
乙
島
村
指
出
」『
新
修
倉

敷
市
史　

第
九
巻
』（
倉
敷
市
、
一
九
九
四
年
）
近
世
編
九
号
。『
新
修
倉

敷
市
史　

第
九
巻
』
一
三
二
八
頁
な
ど
。

（
8
） 

守
屋
家
に
つ
い
て
は
、
山
本
太
郎
「
倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
浅
口
郡
乙
島

村
守
屋
家
文
書
」
で
触
れ
た
。

（
9
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
７
‐
５
。

（
10
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
９
‐
１
‐
４
。
免
目
録
は
、
そ
の
年

の
納
租
額
を
明
細
に
記
し
て
、
領
主
か
ら
村
方
へ
交
付
す
る
文
書
で
あ
る
。

（
11
） 

原
田
誠
司
「
近
世
前
期
の
村
落
と
役
家
―
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
の
事

例
―
」（『
近
世
瀬
戸
内
農
村
の
研
究
』
渓
水
社
、
一
九
八
八
年
）
は
寛
永

十
六
年
の
免
目
録
を
例
に
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
寛
永
二
十
一
年

（
一
六
四
四
）
の
児
島
郡
粒
江
村
の
免
目
録
（
倉
敷
市
所
蔵
粒
江
村
文
書

36
）
も
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
窪
屋
郡
倉
敷
村
の
免
目
録
（
倉
敷
市

所
蔵
小
野
家
文
書
10
‐
１
‐
１
）
も
、
庄
屋
の
個
人
名
も
尊
称
も
脇
付
け

も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
12
） 

原
田
誠
司
註
11
前
掲
論
文
。
庄
屋
守
屋
家
が
小
百
姓
か
ら
掣
肘
さ
れ
る

助
の
ほ
か
、
郡
奉
行
、
代
官
、
山
奉
行
・
川
除
奉
行
な
ど
の
諸
奉

行
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
田
母
神
と
小
島
は
訴
訟
や
裁
判
を

担
当
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
代
官
と
し
て
は
伊
藤
三
右

衛
門
・
野
沢
内
記
の
名
が
確
認
で
き
る（

（2
（

。
鷹
狩
に
関
す
る
役
職
と

し
て
は
、
鷹
師
・
鳥
見
の
者
、
餌
差
が
確
認
で
き
る
。

　

③　

領
主
側
か
ら
み
た
在
地
支
配
上
の
課
題
と
し
て
は
、
庄
屋

と
百
姓
の
関
係
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
諸
役
人
や
そ
の
手
代
の
行
動
を
庄
屋
や
村
に
監

視
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
役
人
と
村
と
の
癒
着
を
防
止
し
、
諸

役
人
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。

　

本
稿
で
は
守
屋
家
文
書
の
う
ち
法
度
な
ど
を
読
み
込
み
、
そ
こ

か
ら
水
谷
氏
の
浅
口
郡
支
配
の
い
く
つ
か
の
側
面
を
検
討
し
た
に

す
ぎ
な
い
。
今
後
は
守
屋
家
文
書
の
幅
広
い
分
析
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
水
谷
氏
の
浅
口
郡
支
配
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
擱
筆
す
る
。

　

註

（
1
） 『
新
修
倉
敷
市
史　

第
三
巻
』（
倉
敷
市
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
増
補
版　

高
梁
市
史　

上
巻
』（
高
梁
市
、
二
〇
〇
四
年
）
と
も
に
、
水
谷
氏
の
浅

口
郡
支
配
の
具
体
的
な
実
態
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
67
）。
こ
の
括
り
は
水
谷
氏
支
配
の
時
代
の
文
書

も
あ
る
が
、
村
か
ら
の
請
書
が
中
心
で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
分
析
対
象
に

し
な
か
っ
た
。

（
22
） 

寛
永
年
間
の
水
谷
氏
の
当
主
勝
隆
は
出
羽
守
で
は
な
く
伊
勢
守
で
あ
り
、

玉
島
湊
の
証
拠
書
類
も
こ
の
包
紙
の
中
に
は
な
い
の
で
、
こ
の
表
書
は
内

容
と
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
23
） 「
水
谷
史
」『
岡
山
県
史　

第
二
十
六
巻　

諸
藩
文
書
』（
岡
山
県
、

一
九
八
三
年
）
五
二
八
頁
。

（
24
） 『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
四
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
五
年
）
一
二
一
頁
。

（
25
） 

高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
七
年
）

一
六
一
頁
。

（
26
） 

こ
の
二
人
の
子
孫
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、「
水
谷
史
」
に
は
内
山

下
に
屋
敷
が
あ
る
家
臣
の
う
ち
田
母
神
重
左
衛
門
（
六
〇
〇
石
）・
小
島

半
介
（
四
〇
〇
石
）
の
名
が
見
え
る
（『
岡
山
県
史　

第
二
十
六
巻　

諸

藩
文
書
』（
岡
山
県
、
一
九
八
三
年
）
五
二
八
頁
）。

（
27
） 

乙
島
村
組
頭
と
百
姓
は
寛
永
二
十
年
に
村
定
を
遵
守
す
る
こ
と
を
定
め

た
文
書
を
庄
屋
宛
に
差
し
出
し
た
（
定
兼
学
「
寛
永
廿
年
（
一
六
四
三
）

の
乙
島
村
の
掟
（
お
き
て
）」
玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
調
査
報
告
会
１
資
料
、

二
〇
一
八
年
）。
法
度
と
村
の
掟
と
の
関
係
も
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
28
） 

表
２
の
№
11
。
伊
藤
三
右
衛
門
が
郡
奉
行
に
就
任
す
る
と
き
宗
兵
衛
が

九
年
母
三
〇
と
鴨
一
羽
を
祝
儀
に
進
上
し
て
い
る
（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家

文
書
別
２
‐
62
‐
６
）。

（
や
ま
も
と　

た
ろ
う　

倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
副
参
事
）　　
　
　
　

　

側
面
と
し
て
は
、
例
え
ば
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
庄
屋
惣
兵
衛
と

惣
百
姓
と
の
間
の
出
入
の
済
口
証
文
で
は
、
庄
屋
が
偽
り
を
い
っ
た
と
き

は
、
公
儀
へ
上
申
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文

書
別
２
‐
７
‐
２
‐
12
）。

（
13
） 『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
五
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
四
年
）
七
〇
頁
。『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜　

第
十
四
』（
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
）
一
一
九
～
一
二
二
頁
。「
水
谷
左
京
亮

公
二
百
五
十
年
祭
記
」（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
Ｆ
‐
６
‐
８
‐
２
）。

『
水
谷
左
京
亮
勝
宗
公
三
百
年
祭
記
』（
水
谷
左
京
亮
公
三
百
年
祭
奉
賛
会
、

一
九
八
八
年
）。

（
14
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
75
‐
４
。

（
15
） 「
水
谷
史
」『
岡
山
県
史　

第
二
十
六
巻　

諸
藩
文
書
』（
岡
山
県
、

一
九
八
三
年
）
五
二
〇
頁
。

（
16
） 

同
前
五
二
三
頁
。

（
17
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
40
‐
４
。

（
18
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
59
‐
９
。

（
19
） 

こ
の
書
状
を
受
け
て
、
乙
島
村
十
左
衛
門
は
、
乙
島
村
に
は
松
露
が
少

な
い
の
で
、
浅
口
郡
他
村
へ
松
露
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
る
書
状
を
三
月

八
日
夜
に
早
速
送
っ
て
い
る
（
別
２
‐
40
‐
９
）。
こ
う
し
た
「
ほ
う
ふ
」

「
せ
う
ろ
」「
浜
松
」
を
村
が
松
山
藩
の
台
所
へ
調
達
す
る
こ
と
に
対
す
る

反
対
給
付
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。

（
20
） 

近
世
の
「
法
度
」
に
は
、
①
成
文
法
、
②
禁
令
・
禁
止
、
③
処
罰
・
刑

の
意
味
が
あ
る
（『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
が
、

こ
こ
で
は
主
と
し
て
①
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

（
21
） 

倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
別
２
‐
42
。
な
お
、
法
度
類
を
一
括
し
た
も

の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
古
来
ゟ
被
仰
出
御
法
度
書
類
并
請
書
連
印

物
共　

昌
勝
集
ル
」
と
い
う
下
げ
札
が
つ
い
た
括
り
が
あ
る
（
倉
敷
市
所
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よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
乙
島
村
で
庄
屋
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
の
説
明
の
典
拠
資
料
が
「
乙
島
庄
屋
断
絶
悶
着
依
頼
一
件
」（
史

料
番
号
Ｄ
―
65
、
以
下
こ
こ
に
記
述
す
る
記
号
は
史
料
番
号
で
あ
る
）
で
あ

る
。
山
本
氏
は
、
守
屋
家
本
家
が
庄
屋
を
切
れ
目
な
く
勤
め
た
の

で
は
な
く
、分
家
や
他
の
家
が
勤
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

そ
こ
で
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
わ
か
る
史
料
に
あ
た
っ
て
み
よ
う

と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る（

３
）。

　
　
　

一　

村
人
に
擁
立
さ
れ
た
千
右
衛
門

　

倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
が
作
成
し
た
倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
浅

口
郡
乙
島
村
守
屋
家
文
書
の
目
録
カ
ー
ド
か
ら
、
山
本
氏
が
指
摘

し
た
村
内
情
勢
の
背
景
と
思
し
き
も
の
を
探
る
と
、
寛
保
四
年

（
一
七
四
四
）二
月
の「
乙
島
村
大
小
百
姓
御
請
合
申
一
札
之
事
」（
Ｇ

―
３
―
２
）
が
目
に
付
い
た
。
次
の
史
料
１
で
あ
る
。

　
　
　

は
じ
め
に

　

庄
屋
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
家
の
調
査
に
行
く
と
、「
代
々
庄

屋
を
し
て
い
た
」
家
が
多
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
庄
屋
が
世
襲

制
度
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
襲
は
結
果
で
あ
っ
て
、

庄
屋
は
村
人
の
同
意
を
経
て
、
そ
れ
を
領
主
に
認
め
ら
れ
て
決
ま

る
場
合
が
多
い
と
考
え
て
い
る（

１
）。

　

備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
で
は
、
守
屋
家
が
村
を
開
発
し
た
家
で

あ
り
、
近
世
初
期
か
ら
庄
屋
を
世
襲
し
て
い
る
が
、
や
は
り
そ

れ
も
結
果
で
あ
り
、
領
主
や
村
人
の
合
意
の
う
え
で
成
り
立
っ

た
。
そ
れ
を
立
証
す
る
た
め
、
玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
調
査
報
告

会
１
で
は
近
世
前
期
の
状
況
を
み
る
こ
と
に
し
て
「
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
三
）
の
乙
島
村
の
掟
」
を
考
え
た
。
調
査
報
告
会
２
で
は

近
世
中
期
を
み
る
こ
と
に
し
た
。
山
本
太
郎
氏
の
史
料
群
紹
介（

２
）に

　
　
　
　
　

寛
保
・
延
享
期
乙
島
村
の
庄
屋
継
嗣
問
題
と
村
落定　

兼　
　
　

学
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合
置
候
得
共
、
猶
又
為
後
証
文
惣
百
姓
代
私
共
連
判
致
御
請

合
申
所
如
件

　
　
　
　

寛（
一
七
四
四
）

保
四
年
子
二
月      　
　
　
　

弥
次
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
兵
衛　
　

印　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
百
姓
連
印　

77
人
略
）

　

こ
こ
で
は
、
①
庄
屋
佐
平
治
の
退
役
を
大
小
百
姓
が
公
儀
に
願

い
出
、
②
後
任
に
は
村
中
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
千
右
衛
門
が
勤
め

る
よ
う
大
小
百
姓
水
呑
ま
で
「
一
同
」
し
た
。
③
そ
の
こ
と
を
千

右
衛
門
に
伝
え
、本
人
は「
得
心
」し
た
の
だ
が
、千
右
衛
門
は「
家

督
」
の
こ
と
で
「
掛
り
合
」
が
あ
る
の
で
庄
屋
の
役
儀
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
④
家
督
が
千
右
衛
門
に
定
ま
り

次
第
庄
屋
の
役
儀
を
命
じ
て
く
れ
る
よ
う
村
中
の
惣
百
姓
が
申
し

合
わ
せ
、
連
判
し
て
公
儀
に
請
願
し
て
い
る
。

　

佐
平
治
が
庄
屋
を
退
役
し
た
の
が
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
で

あ
る
か
ら
そ
の
二
年
前
か
ら
紛
糾
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山

本
氏
が
紹
介
し
た
「
百
姓
と
出
入
り
」
が
で
き
た
の
は
こ
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
千
右
衛
門
と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
前
後
の
時
期
の
史
料
を
調
べ
る
と
、
次
の
史
料
２
に

出
会
っ
た
。
こ
の
史
料
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
佐
平
治
が

【
史
料
１
】 

Ｇ
―
３
―
２

 　
　
　
　
　

乙
島
村
大
小
百
姓
御
請
合
申
一
札
之
事

一
①

庄
屋
佐
平
治
殿
此
度
退
役
被
致
候
様
ニ
大
小
百
姓
御
公
儀

様
江
御
願
申
上
候
ニ
付
、

②
跡
役
之
義
村
中
立
会
相
談
致
候
所

千
右
衛
門
殿
相
勤
被
下
候
様
ニ
大
小
百
姓
水
呑
迄
宜
儀
ニ
一

同
致
候
、
尤
大
切
成
ル
御
役
儀
ニ
有
之
候
故
、
得
と
相
談
致

候
処
、
何
分
千
右
衛
門
殿
被
相
勤
百
姓
為
ニ
宜
旨
相
談
相
極

り
候
故
、
此
段

③
私
共
よ
り
仙
（
千
）
右
衛
門
江
申
入
、
御
得

心
ニ
候
故
、
跡
役
願
之
儀
相
定
り
候
、
尤
千
右
衛
門
殿
掛
り

合
有
之
、
家
督
分
料
末
名
前
ニ
相
成
り
不
申
候
而
ハ
、
御
公

儀
様
江
御
願
申
上
候
而
も
庄
屋
御
役
儀
御
聞
届
ケ
無
御
座
候

ハ
ヽ
、
家
督
相
極
り
候
迄
ハ
村
方
御
用
之
儀
者
年
寄
中
立
会

相
勤
被
申
候
様
ニ
御
願
申
上
、

④
家
督
相
定
り
候
ハ
ヽ
庄
屋

御
役
儀
早
速
千
右
衛
門
殿
江
被
仰
付
被
為
下
候
様
ニ
、
惣
百

姓
連
判
ヲ
以
御
公
儀
様
江
御
願
可
申
上
候
、
自
今
以
後
別
心

之
者
無
御
座
候
、
此
後
何
れ
よ
り
庄
屋
役
相
届
御
公
儀
様
江

御
願
申
候
共
、
外
方
之
支
配
堅
請
申
間
敷
候
、
後
日
ニ
若
相

違
之
儀
も
有
之
候
ハ
ヽ
此
書
付
を
以
御
公
儀
様
江
御
願
可
被

成
候
、
其
時
違
乱
申
者
無
御
座
候
、
右
之
通
村
中
立
会
堅
申
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話
ニ
而
仕
付
申
候
、
尤
親
十
左
衛
門
ゟ
男
兄
弟
三
人
之
者
ニ

分
地
等
之
義
も
不
申
置
相
果
申
候

③
一
惣
領
千
右
衛
門
義
外
様
ニ
而
妾
腹
ニ
男
子
出
生
仕
、
其
節
母
江

相
願
、
何
と
そ
家
内
へ
入
そ
だ
て
さ
せ
呉
候
様
ニ
申
ニ
付
、

母
申
候
ハ
、
対
面
も
不
致
候
女
、
殊
ニ
何
国
い
か
様
成
筋
目

之
者
共
不
相
知
女
之
腹
ニ
出
生
之
子
ニ
候
間
、
惣
領
ニ
相
立

候
様
相
成
候
而
者
是
迄
数
百
年
代
々
縁
喜

（
起
）等

相
改
候
甲
斐

も
無
之
儀
ニ
候
間
、
不
被
成
由
申
候
処
、
生
長
之
後
ハ
奉
公

ニ
出
し
候
共
、
又
者
兄
弟
共
家
頼
ニ
成
共
、
召
仕
候
様
ニ
可

致
と
申
之
ニ
付
、
母
義
も
得
心
仕
、
出
生
之
後
生
れ
子
計
ニ

家
内
へ
入
申
候
、
正
徳
二
辰
年
七
月
十
四
日
夜
之
儀
ニ
御
座

候
、
則
名
辰
之
介
と
申
候
、
其
節
兄
弟
三
人
分
地
も
不
仕
一

緒
ニ
も
ミ
合
罷
有
候
、
其
時
分
当
国
板
倉
宿
へ
出
店
致
し
酒

造
仕
候
、
且
又
浅
口
郡
阿
賀
崎
村
ニ
も
出
店
普
請
仕
、
酒
造

仕
候
、
両
所
之
店
ニ
而
年
々
損
失
仕
、
兄
千
右
衛
門
代
ニ
有

銀
不
残
な
く
成
申
候
、
板
倉
之
出
店
ハ
二
、三
ヶ
年
ニ
而
引

取
申
候
、千
右
衛
門
義
正
徳
五
未
年
三
月
六
日
ニ
病
死
仕
候
、

此
時
世
倅
辰
之
介
四
才
ニ
罷
成
候
、
二
男
伝
次
郎
廿
三
才
ニ

罷
成
万
事
引
請
、
庄
屋
役
被
為
仰
付
、
玉
島
村
伯
父
又
太
夫

後
見
仕
候
、
私
義
其
節
十
八
才
ニ
罷
成
、
同
年
五
月
十
六
日

倉
敷
代
官
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
２
】  
別
２
―
33
―
１
―
12
―
11

   　
　
　

  
乍
恐
口
上
覚

①
一
私
共
本
家
之
儀
、
是
迄
三
百
余
年
相
つ
ゞ
き
候
段
申
伝
候
、

庄
屋
役
共
ニ
是
迄
不
絶
相
勤
来
り
、
村
中
ニ
而
外
ニ
庄
屋
役

仕
候
家
筋
無
御
座
候
、
尤
先
年
両
度
火
難
有
之
、
其
節
諸
帳

面
・
旧
記
類
共
焼
失
仕
候
由
申
伝
候
、
但
し
弐
百
年
及
ひ
已

来
之
書
物
等
ハ
所
持
仕
候
、
就
中
百
年
以
前
当
国
松
山
先
々

御
城
主　

水
野

（
マ
マ
）谷

伊
勢
守
様
ゟ
出
羽
守
様
迄
御
三
代
之
内
浅

口
郡
ニ
而
所
々
御
新
開
被
為
成
候
節
、
私
先
祖
之
者
御
普
請

方
ニ
出
情
仕
并
御
新
田
御
成
箇
等
早
ク
御
附
被
遊
候
様
ニ
地

普
請
等
工
面
宜
仕
、
百
姓
之
勝
手
筋
ニ
も
被
成
候
由
、
奇
特

ニ
被　

思
召
上
御
褒
美
な
と
頂
戴
仕
候
、
其
上
村
始
り
ゟ
御

役
儀
打
続
相
勤
、
下
々
ニ
者
目
出
度
者
と
難
有
蒙
御
意
、
年

始　

御
目
見
な
ど
被
為　

仰
付
候

②
一
私
共
親
十
左
衛
門
義
宝
永
二
年
酉
四
月
五
十
二
才
ニ
而
病
死

仕
候
、
其
節
母
五
十
才
、
兄
千
右
衛
門
廿
六
才
、
二
男
伝
次

郎
十
三
才
、
三
男
私
八
才
、
其
外
女
兄
弟
四
人
有
之
候
所
、

弐
人
ハ
千
右
衛
門
世
話
ニ
而
仕
付
申
候
、
弐
人
ハ
伝
次
郎
世
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こ
の
史
料
と
前
掲
山
本
氏
解
説
か
ら
改
め
て
関
係
者
の
略
系
図
を

示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
に
お
い
て
は
、
佐
平
治
は
、
①
で
は
守
屋
家
本
家
が

庄
屋
の
役
儀
を
代
々
勤
め
て
い
る
こ
と
、
②
で
は
佐
平
治
の
父
十

左
衛
門
が
、
仙
右
衛
門
、
伝
次
郎
、
佐
平
治
の
三
人
の
相
続
の
こ

と
も
決
め
な
い
ま
ま
死
ん
だ
こ
と
、
③
で
は
佐
平
治
の
長
兄
仙
右

衛
門
に
は
妾
腹
の
男
子
辰
之
介
が
い
た
こ
と
、
長
兄
死
去
後
は
次

ゟ
阿
賀
崎
村
出
店
川
崎
屋
へ
罷
越
酒
造
仕
候

　
　
　
（
中
略
）

④
一
乙
島
村
之
儀
惣
而
先
年
よ
り
惣
領
ニ
本
家
継
せ
候
義
者
無
御

座
候
、
子
共
幾
人
有
之
候
而
も
末
子
ニ
本
家
を
継
せ
候
事
古

来
ゟ
之
村
法
ニ
而
御
座
候
、
只
今
乙
島
村
家
数
四
百
軒
も
可

有
御
座
、
然
共
本
家
を
惣
領
之
子
ニ
継
せ
候
百
姓
ハ
壱
軒
も

無
御
座
候
、
尤
末
子
不
具
ニ
生
付
、
得
継
不
申
義
も
御
座
候

得
者
、
其
次
之
子
ニ
継
せ
申
儀
も
可
有
御
座
哉
、
兎
角
惣
領

よ
り
外
へ
仕
分
ケ
申
儀
ニ
御
座
候
、
此
段
御
吟
味
之
上
ハ
分

明
ニ
相
知
申
御
事
ニ
御
座
候
、
尤
乙
島
村
ニ
不
限
当
国
之
風

俗
ニ
御
座
候

右
之
通
奉
書
上
候
所
、
相
違
無
御
座
候
、
尤
伝
次
郎
手
前
近

年
世
話
仕
置
候
勘
定
、
委
細
ニ
者
い
ま
た
仕
立
不
申
候
得
共
、

右
書
面
之
通
ニ
御
座
候
間
、
少
も
紛
敷
義
ハ
無
御
座
候
、
以

上

　
　
　

寛（
一
七
四
二
）

保
二
年
戌
十
月
十
八
日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
庄
屋　

佐
平
治

　
　
　

千
種
清
右
衛
門　

様

　
　
　
　
　

御　

役　

所

9 世　十左衛門
（宝永２年没）

 
 （

千
）

10
世  

仙
右
衛
門

（
正
徳
５
年
没
）

11
世  

伝
次
郎
　

（
明
和
４
年
没
）

12
世  

佐
平
治
　

（
天
明
５
年
没
）

13
世  

繁
八
　

（
延
享
３
年
没
）

14
世  

重
左
衛
門

（
寛
政
12
年
没
）

辰
之
介

の
ち
千
右
衛
門

（1705）

（
一
七
一
五
）

（
一
七
六
七
）

（
一
七
四
六
）

（
一
八
〇
〇
）

（
一
七
八
五
）

守屋家略系図
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之
私
并
一
族
之
者
迄
度
々
被
為
召
出
、
御
吟
味
ニ
御
座
候

処
、
一
族
共
取
噯
内
済
ニ
仕
度
旨
奉
願
候
処
、
被
為
御
聞

届
御
下
ケ
被
下
候
得
共
、
千
右
衛
門
義
理
不
尽
ニ
申
之
、

一
族
共
へ
も
一
向
出
会
不
申
嗷
訴
仕
、
御
苦
労
之
段
恐
多

奉
存
候
、
依
之
右
本
家
伝
次
郎
方
へ
明
戻
シ
可
申
と
奉
存

候
、
然
上
者
御
憐
愍
之
上
双
方
難
儀
不
仕
候
様
、
御
慈
悲

を
以
宜
被
為　

仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
、
尤
私
義

外
ニ
居
宅
相
調
候
迄
ハ
明
ケ
申
儀
も
難
仕
候
間
、
来
春
夏

迄
之
内
相
調
次
第
早
速
明
渡
シ
候
様
仕
度
奉
存
候
、
乍
恐

右
願
之
通
被　

仰
付
可
被
為
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、

以
上

　
　
　
　
　

戌

（
一
七
四
二
）十

月　

　
　
　
　
　
　
　

備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
庄
屋　

佐
平
治

　
　
　

千
種
清
右
衛
門
様　

　
　
　
　
　

御　

役　

所

右
書
付
寛
保
二
年
戌
十
月
十
九
日
ニ
御
元
〆
新
井
権
蔵
様
へ

倉
敷
御
本
陣
庄
屋
又
兵
衛
所
ニ
而
別
紙
委
細
帳
面
ニ
相
添
差

上
申
候

　

こ
こ
で
佐
平
治
が
甥
の
千
右
衛
門
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

兄
伝
次
郎
が
庄
屋
を
継
い
だ
こ
と
、
そ
の
年
佐
平
治
は
阿
賀
崎
村

の
出
店
川
崎
屋
で
酒
造
を
し
た
、（
中
略
）
を
経
て
、
④
で
乙
島

は
末
子
相
続（

４
）が

「
村
法
」
さ
ら
に
は
「
当
国
之
風
俗
」
で
あ
る
と

述
べ
、
庄
屋
を
勤
め
る
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　

な
お
、（
中
略
）
部
分
で
は
享
保
八
年
（
一
七
三
四
）
に
守
屋
家

の
株
分
け
を
し
て
お
り
、
佐
平
治
が
阿
賀
崎
村
六
〇
石
、
伝
次
郎

が
乙
島
村
一
〇
〇
石
余
と
玉
島
村
新
田
七
〇
石
余
で
あ
っ
た
が
、

伝
次
郎
家
は
次
第
に
逼
塞
し
て
い
る
こ
と
、
辰
之
介
は
千
右
衛
門

と
変
名
し
た
こ
と
、
伝
次
郎
が
病
気
に
な
っ
て
庄
屋
を
勤
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
、
佐
平
治
は
乙
島
に
田
地
を
所
持
し
て
い
な
い

が
伝
次
郎
跡
に
入
れ
替
わ
っ
て
勤
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て

い
る
。

　
　
　

二　

千
右
衛
門
を
拒
否
し
た
理
由

　

何
故
右
の
よ
う
な
主
張
し
た
の
か
、
そ
れ
は
次
の
史
料
３
か
ら

わ
か
る
。

【
史
料
３
】　

別
２
―
33
―
１
―
６
―
７

  　
　
　
　
　

以
書
付
奉
申
上
候
御
事

一
私
共
本
家
之
義
ニ
付
、
甥
千
右
衛
門
ゟ
段
々
出
訴
仕
、
依
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付
、
千
右
衛
門
ゟ
様
々
御
願
之
筋
申
上
候
得
共
、
元
来
千
右

衛
門
儀
ハ
庭
腹
之
子
ニ
有
之
候
而
、
私
共
祖
母
存
生
之
節
ゟ

本
家
継
せ
候
様
成
そ
だ
て
ニ
而
ハ
無
御
座
候
、
然
共　

御
上

江
段
々
奉
懸
御
苦
労
候
御
事
、
恐
多
奉
存
候
故
、
此
上
者
私

共
兄
弟
四
人
御
座
候
間
、
宜
割
合
を
以
落
着
被
仰
付
可
被
為

下
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
千
右
衛
門
儀
四
才
之
歳
よ
り
伝
次
郎

養
立
候
者
ニ
御
座
候
間
、
親
分
之
伝
次
郎
大
勢
之
家
内
難
儀

仕
候
様
ニ
分
地
等
之
儀
御
願
可
申
上
筋
も
無
御
座
候
、
惣
而

分
地
之
儀
ハ
親
隠
居
預
り
壱
株
入
添
割
賦
仕
候
儀
、
当
国
一

流
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
此
等
之
儀
被
為
遂
聞
召
、
御
慈
悲
を

以
双
方
難
儀
不
仕
様
御
裁
許
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　

戌

（
一
七
四
二
）十

月　
　

浅
口
郡
乙
島
村
伝
次
郎
世
倅　

繁
八

　
　

千
種
清
右
衛
門
様　

　
　
　
　
　

御　

役　

所

　

繁
八
は
、
佐
平
治
が
庄
屋
に
な
っ
た
と
き
千
右
衛
門
は
す
で
に

岡
山
辺
に
奉
公
に
出
て
い
た
。
そ
も
そ
も
千
右
衛
門
は
「
庭
腹
之

子
」
で
家
を
継
が
せ
る
つ
も
り
で
育
て
て
い
な
い
。
そ
の
父
死
後

は
繁
八
の
父
伝
次
郎
が
育
て
た
。
分
地
は
親
が
隠
居
し
た
株
を
わ

け
る
の
が
「
当
国
一
流
」
だ
か
ら
千
右
衛
門
は
そ
れ
に
該
当
し
な

が
わ
か
る
。
一
族
で
話
し
合
っ
て
内
済
に
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
千
右
衛
門
が
「
嗷
訴
」
し
て
き
た
。
そ
こ
で
佐
平
治
は
来
春
ま

で
に
は
乙
島
村
に
家
を
建
て
て
「
明
渡
」
す
つ
も
り
で
あ
る
と
述

べ
る
。
こ
れ
は
、
佐
平
治
は
乙
島
村
に
居
宅
を
持
た
ず
、
伝
次
郎

宅
に
来
て
庄
屋
業
務
を
し
て
い
た
こ
と
を
村
人
が
問
題
に
し
た
反

論
で
あ
ろ
う
。

　

千
右
衛
門
の
訴
え
に
対
す
る
反
論
は
、
伝
次
郎
の
倅
繁
八
も
し

て
い
る
。
そ
れ
が
次
の
史
料
４
で
あ
る
。

【
史
料
４
】
別
２
―
33
―
１
―
12
―
１

 　
　
　
　
　

 

口
上
覚

一
此
度
千
右
衛
門
奉
願
上
候
者
、
私
親
伝
次
郎
所
持
仕
候
皆
敷

請
取
、
伝
次
郎
妻
子
共
千
右
衛
門
養
可
申
旨
奉
願
上
候
由
以

之
外
之
儀
ニ
御
座
候
、
伝
次
郎
身
上
不
如
意
ニ
罷
成
候
儀
、

専
千
右
衛
門
不
行
跡
故
ニ
御
座
候
、
只
今
所
持
仕
候
家
督
ニ

而
年
々
渡
世
ニ
足
り
不
申
候
へ
共
、
是
迄
ハ
佐
平
治
世
話
ヲ

以
漸
渡
世
仕
居
申
候
、
千
右
衛
門
儀
本
家
ヲ
相
続
可
仕
訳
も

御
座
候
ハ
ヽ
、
九
年
以
前
佐
平
治
引
越
時
分
可
申
出
筈
ニ
御

座
候
得
共
、
其
節
ハ
奉
公
ニ
出
可
申
由
ニ
而
岡
山
辺
へ
稼
ニ

罷
越
候
儀
ニ
御
座
候
、
親
伝
次
郎
無

之
病
気
ニ
罷
成
候
ニ
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佐
平
治
が
家
を
明
け
渡
し
た
相
手
は
千
右
衛
門
で
は
な
く
繁
八
で

あ
り
、
千
右
衛
門
は
相
手
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

三　

村
方
騒
動
は
じ
ま
る

　

佐
平
治
ら
は
守
屋
家
内
の
問
題
と
認
識
し
て
反
論
し
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
史
料
１
は
村
人
が
問
題
を
提
起
し

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ

を
示
唆
す
る
こ
と
が
次
の
「
日
記
」
か
ら
読
み
取
れ
る
。
紙
幅
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
部
を
抄
録
し
て
紹
介
す
る
。

【
史
料
６
】
別
７
―
34

 　
「
壱
番　

子
春
万
覚
留
日
記　

延（
一
七
四
四
）

享
元
年
」（
抄
録
）

一
文
太
郎
、
孫
太
夫
弐
人
之
者
、
村
中
へ
昼
夜
相
廻
り
庄
屋
一

族
中
ゟ
此
度
佐
平
治
役
儀
御
召
上
之
願
申
上
候
間
、
連
判
ニ

入
申
呉
と
一
族
之
者
ゟ
相
頼
候
様
ニ
申
廻
り
候
由

一
右
二
人
一
族
老
分
之
者
へ
相
廻
り
申
ニ
ハ
、
村
方
ゟ
佐
平
治

役
儀
追
上
ケ
甥
千
右
衛
門
へ
庄
屋
致
せ
申
筈
ニ
相
極
、
拙
者

共
へ
無
拠
相
頼
、
各
中
連
判
ニ
入
被
申
候
様
ニ
と
達
々
相
頼

儀
ニ
候
間
、
連
判
致
呉
と
去
冬
ゟ
当
子
ノ
正
月
中
両
人
相
廻

い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

翌
寬
保
三
年
十
二
月
、
佐
平
治
は
乙
島
村
に
居
宅
を
作
っ
て
住

む
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
の
が
、
次
の
史
料
５
で
あ
る
。

【
史
料
５
】
別
２
―
33
―
１
―
12
―
４

　
　
　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
浅
口
郡
乙
島
村
庄
屋
佐
平
治
、
先
達
而
奉
願
候
通
、
居
村
之

内
ニ
家
普
請
出
来
仕
候
ニ
付
、
去
ル
寅
暮
兄
伝
次
郎
ゟ
預
り

申
候
本
家
之
義
、
伝
次
郎
病
気
ニ
罷
有
候
間
、
同
人
世
倅
繁

八
江
当
月
廿
一
日
ニ
明
渡
し
申
候
、
尤
伝
次
郎
諸
方
借
銀
并

年
々
諸
入
用
等
立
替
置
候
分
、
来
子
春
迄
勘
定
仕
立
申
筈
ニ

相
対
仕
申
候
、
佐
平
治
義
同
日
新
宅
江
引
移
り
申
候
間
、
右

為
御
注
進
、
乍
恐
連
印
書
付
奉
差
上
候
、
以
上

　
　

寛（
一
七
四
三
）

保
三
年
亥
十
二
月　
　
　

浅
口
郡
乙
島
村
庄
屋　

佐
平
治

                          　
　
　
　

 

同
村
伝
次
郎
代
世
倅　

繁　

八

　
　

千
種
清
右
衛
門
様　

　
　
　
　

御　

役　

所

　

佐
平
治
が
乙
島
村
に
家
を
建
て
た
の
で
、
伝
次
郎
か
ら
預
か
っ

て
い
た
家
は
十
二
月
二
十
一
日
繁
八
に
渡
し
た
。
史
料
３
で
い
う
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十
一
ヶ
年
役
儀
被
致
候
へ
共
、
随
心
致
候
者
無
之
、
段
々
百

姓
困
窮
致
し
、
今
二
三
ヶ
年
も
同
人
庄
屋
役
相
勤
候
ハ
ヽ
惣

百
姓
不
残
及
困
窮
ニ
申
候
間
、
役
儀
御
取
上
可
被
下
、
尤
跡

役
之
義
ハ
追
而
可
奉
願
上
由
（
中
略
）

一
八
月
四
日
、
双
方
口
書
御
取
被
成
候
、
但
百
姓
三
十
人
之
内

清
次
郎
義
ハ
病
気
勝
れ
不
申
由
ニ
付
不
参
、残
廿
九
人
罷
出
、

銘
々
歳
付
被
成
候
而
口
書
連
印
御
取
被
成
候

百
姓
口
書
、
凡
覚
、
乙
島
村
庄
屋
佐
平
治
義
、
十
一
ヶ
年
以
前

寅
秋
ゟ
庄
屋
役
致
し
候
所
、
何
事
も
気
強
ク
、
百
姓
ハ
い
か
様

ニ
難
義
致
候
而
も
、
身
勝
手
計
致
、
其
上
是
迄
佐
平
治
江
順
心

致
し
候
者
無
御
座
、
今
二
三
年
も
佐
平
治
役
儀
相
勤
候
得
者
、

百
姓
ハ
水
呑
同
前
ニ
罷
成
候
間
、
佐
平
治
役
儀
御
召
放
シ
可
被

下
旨
、
当
二
月
百
姓
百
九
拾
七
人
連
印
訴
状
差
上
候
所
、
庄
屋

百
姓
不
和
之
段
何
れ
ニ
も
様
子
可
有
之
ヶ
条
書
上
可
申
旨
被
仰

付
候
故
、
別
紙
ヶ
条
書
差
上
候
ニ
付
、
則
佐
平
治
へ
御
渡
し
被

成
、佐
平
治
ゟ
返
答
書
差
上
候
ニ
付
此
度
双
方
御
吟
味
御
座
候
、

佐
平
治
義
何
事
も
気
強
百
姓
困
窮
ニ
及
ひ
候
段
申
上
候
処
、
佐

平
治
ゟ
返
答
申
上
候
ハ
、
私
何
事
も
気
強
ク
百
姓
困
窮
仕
、
今

二
三
年
も
役
儀
相
勤
候
ハ
ヽ
悉
水
呑
同
前
に
罷
成
候
段
、
百
姓

ゟ
申
上
候
、
此
義
私
庄
屋
式
之
役
分
ニ
而
百
姓
困
窮
ニ
及
ひ
候
、

り
候
義
も
慥
ニ
承
之
候

一
千
右
衛
門
義
、
正
月
初
頃
市
太
夫
・
弥
次
兵
衛
へ
度
々
参
、

村
方
此
度
相
頼
候
連
判
ニ
入
申
呉
と
相
頼
候
得
共
、
右
之
者

共
承
知
不
致
候
ニ
付
、
殊
之
外
立
腹
致
し
、
其
後
ハ
一
族
内

へ
千
右
衛
門
義
出
入
も
不
致
由
（
中
略
）

一
二
月
十
七
日
、
与
三
左
衛
門
参
申
ニ
ハ
、
村
内
ゟ
千
右
衛
門

へ
庄
屋
ヲ
致
せ
可
申
と
約
束
之
証
文
相
認
渡
之
候
段
承
候
、

（
中
略
）
去
冬
ゟ
之
村
中
騒
動
事
、
二
月
十
三
日
ニ
成
百
姓
出

訴
之
時
ニ
至
、
右
之
届
申
程
之
心
底
ニ
有
之
（
中
略
）

一
同

（
三
月
六
日
）

日
晩
暮
過
ニ
弐
百
十
七
人
口
書
連
判
取
之
由
（
中
略
）

一
右
免
割
一
件
之
義
ニ
差
出
候
連
判
ニ
水
呑
百
姓
廿
人
計
相
加

り
難
渋
致
候
事
（
中
略
）

一
正
月
廿
日
頃
村
中
旦
那
寺
円
乗
院
、
村
方
騒
動
之
儀
ニ
付
年

寄
与
三
左
衛
門
方
へ
内
談
ニ
被
参
候
由
之
事

但
円
乗
院
与
三
左
衛
門
へ
被
申
候
ハ
、
去
冬
ゟ
村
之
内
い

つ
ミ
や
ぜ
う
之
百
姓
ゟ
庄
屋
之
儀
ニ
付　

切
々
村
中
寄
合
被

致
、　

御
役
所
江
被
及
出
訴
ニ
候
之
由
、
追
々
承
知
致
し
候
而

気
之
毒
ニ
存
候
（
中
略
）

一
五
月
十
九
日
倉
敷
御
役
所
へ
罷
出
候
所
、
当
二
月
十
五
日
ニ

百
姓
百
九
十
七
人
連
判
願
書
ヲ
以
庄
屋
佐
平
治
去
ル
寅
ゟ
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人
連
判
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
一
九
七
人
が
連
判
し
て
倉
敷
役

所
に
出
訴
し
て
い
た（

５
）。

佐
平
治
は
「
何
事
も
気
強
く
」
庄
屋
を
す

る
の
で
一
同
難
儀
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
百
姓
は
「
水
呑
同

前
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
佐
平
治
は
難
儀

し
て
い
る
小
百
姓
に
は
粟
や
稗
な
ど
の
夫
食
を
貸
し
て
い
る
で
は

な
い
か
な
ど
と
反
論
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
抜
き
出
し
て
い
な
い
が
、
乙
島
村
鎮
守
の
養

父
母
大
明
神
の
神
木
を
め
ぐ
る
問
題
、
虫
送
り
を
す
る
際
に
使
う

太
鼓
利
用
問
題
な
ど
も
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
村
方
騒

動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

千
右
衛
門
の
処
遇
問
題
も
村
方
騒
動
も
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

か
ら
さ
ら
に
展
開
す
る
。
延
享
二
年
九
月
に
は
村
方
騒
動
が
江
戸

訴
訟
に
及
び
、
延
享
三
年
に
は
佐
平
治
が
庄
屋
を
退
役
し
た
。
し

か
し
千
右
衛
門
が
庄
屋
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
乙
島
村
は
喜
左
衛

門
組
と
文
左
衛
門
組
の
二
組
庄
屋
制
と
な
っ
た（

６
）。

延
享
四
年
二
月

に
は
乙
島
村
で
訴
訟
し
た
百
姓
一
九
七
人
と
そ
れ
以
外
の
百
姓
た

ち
が
分
断
し
て
出
入
り
に
な
っ
た
。
千
右
衛
門
は
分
地
も
さ
れ
ず

庄
屋
に
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
同
年
四
月
に
死
去
し
た

致
方
有
之
候
哉
難
心
得
奉
存
候
旨
申
上
候
ニ
付
、
百
姓
共
へ
其

訳
御
尋
ニ
御
座
候
故
申
上
候
ハ
、
乙
島
村
之
義
兎
哉
角
仕
候
百

姓
ハ
数
無
ク
、
小
百
姓
勝
ニ
御
座
候
而
御
年
貢
漸
ク
上
納
仕
候

得
者
、
夫
食
等
不
足
ニ
付
、
庄
屋
・
頭
百
姓
ゟ
難
義
之
小
百
姓

ニ
粟
・
稗
等
夫
食
少
々
ツ
ヽ
貸
申
候
所
庄
屋
佐
平
治
へ
取
立
百

姓
ゟ
取
か
へ
候
分
ハ
得
取
不
申
、
小
百
姓
共
へ
家
屋
敷
ニ
は
な

れ
難
義
仕
候
者
多
御
座
候
段
申
上
候
得
者
相
対
ヲ
以
貸
借
り
致

し
候
儀
、
申
上
候
義
御
取
上
ケ
無
御
座
、
質
物
証
文
等
取
置
候

儀
や
と
御
尋
ニ
御
座
候
へ
共
、
纔
ツ
ヽ
ノ
義
証
文
取
置
候
義
も

無
御
座
旨
申
上
候
得
ハ
、
庄
屋
方
へ
取
立
候
儀
も
相
対
を
以
致

し
候
義
、
其
上
証
文
等
取
置
候
ハ
ヽ
返
済
相
滞
候
節
ハ
質
物
請

取
可
申
筈
之
義
、
殊
更
借
り
候
者
貸
シ
候
者
申
分
有
之
、
訴
可

出
義
ハ
格
別
之
所
、
無
差
別
連
判
書
付
ヲ
以
、
訴
出
候
段
不
埒

至
極
ニ
被
仰
付
、
奉
承
知
御
尤
ニ
奉
存
候

　

こ
こ
か
ら
、
村
人
が
千
右
衛
門
に
庄
屋
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

は
ひ
と
え
に
庄
屋
佐
平
治
へ
の
異
議
申
し
立
て
が
第
一
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
動
き
は
前
年
末
か
ら
あ
っ
た
。
免
割
の

こ
と
で
水
呑
百
姓
が
、
ま
た
「
い
つ
み
や
ぜ
う
」（
泉
屋
や
城
地
区
）

の
百
姓
た
ち
が
出
訴
に
お
よ
ん
だ
。
史
料
１
で
は
大
小
百
姓
七
九
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お
り
で
あ
る
。

（
６
）「
乙
島
庄
屋
断
絶
悶
着
依
頼
一
件
」（
史
料
番
号
Ｄ
―
65
）。

（
７
）「
万
覚
日
記　

九
」（
延
享
四
年
四
月
）（
別
７
―
39
）
に
「
千
右
衛
門

相
果
候
」
と
あ
る
が
、
分
地
問
題
は
続
い
て
い
る
。

（
さ
だ
か
ね　

ま
な
ぶ　

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
特
別
館
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が（
７
）、

村
内
に
お
け
る
諸
問
題
の
紛
糾
は
ま
だ
続
く
。　

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
論
点
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
続
く
係
争
を

分
析
す
る
こ
と
で
乙
島
村
の
特
徴
さ
ら
に
は
近
世
村
落
に
お
け
る

合
意
形
成
の
あ
り
か
た
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

え
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
今
回
は
そ
の
入
り
口
に
掛
か
る
史
料
紹

介
を
し
て
終
え
る
。
こ
れ
が
二
〇
二
〇
年
二
月
に
報
告
し
た
内
容

で
あ
る
。

　

注
（
１
）
例
え
ば
近
世
前
期
の
例
と
し
て
備
中
真
鍋
島
の
庄
屋
な
り
た
ち
は
村
内

の
合
意
が
必
要
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
女
庄
屋
『
お
千
』
を
め
ぐ
っ
て
」
拙

著
『
近
世
の
生
活
文
化
史
』
第
一
章
四
節
、清
文
堂
出
版
、一
九
九
九
年
）。

な
お
、
史
料
に
は
「
庄
屋
」「
庄
屋
役
」
の
表
記
が
あ
る
が
、
小
稿
で
「
庄

屋
」
で
統
一
し
た
。

（
２
）
山
本
太
郎
「
史
料
群
紹
介　

倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
守
屋

家
文
書
」『
倉
敷
市
の
歴
史
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
３
）
調
査
報
告
会
２
で
は
「
庄
屋
役
を
め
ぐ
る
悶
着
」
と
し
た
。

（
４
）
寛
永
二
〇
年
か
ら
寛
文
三
年
ま
で
の
分
析
に
よ
れ
ば
末
子
相
続
が
多

か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
原
田
誠
司
「
近
世
前
期
の
村
落
と
役
家
―
備

中
国
浅
口
郡
乙
島
村
の
事
例
―
」『
近
世
瀬
戸
内
農
村
の
研
究
』
渓
水
社
、

一
九
八
八
年
）。

（
５
）
史
料
２
で
は
乙
島
村
家
数
四
百
軒
と
あ
る
。
約
半
数
が
出
訴
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
な
お
寛
保
二
年
の
乙
島
村
の
「
免
割
帳
」
に
よ
れ
ば
入
作
を

含
め
て
四
八
四
人
い
た
。
そ
の
階
層
構
成
に
つ
い
て
表
示
す
る
と
次
の
と

表　乙島村の階層構成

寛保２年（1742）

50 石～ 1 0.2
40 石～ 2 0.4
30 石～ - 0
20 石～ 4 0.8
15 石～ 1 0.2
10 石～ 5 1.0
 ６石～ 19 9.9
 ５石～ 10 2.1
 ４石～ 3 0.6
 ３石～ 15 3.1
 ２石～ 35 7.2
 １石～ 83 17.1
 1 石未満 306 63.2
　計 484 

　「酉年免割帳」別 7－9より

石  高 人数 百分率
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こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
素
描
し
た
こ
と
も
あ
る
が（

（
（

、
こ
こ
で
改
め

て
諸
記
録
を
見
直
し
、
特
に
東
叡
山
と
の
か
か
わ
り
を
再
確
認
し

た
い
。
と
り
わ
け
、
一
件
を
『
氏
宮
出
入
覚
』
に
ま
と
め
て
明
和

元
年
（
一
七
六
四
）
に
東
叡
山
に
出
訴
し
、
さ
ら
に
翌
年
『
書
置

之
帳
面
』
を
残
し
て
再
出
訴
の
た
め
江
戸
に
向
か
う
守
屋
家
一
四

代
重
左
衛
門

（
（
（

の
意
識
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

　
　
　

一　

氏
宮
の
「
本
願
主
」「
別
当
」「
惣
氏
子
」「
記
録
」

　

ま
ず
は
、
乙
島
村
氏
宮
に
か
か
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
近
世
前
期

の
史
料
か
ら
拾
い
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

A「
守
屋
家
由
来
書
付
」承
応
三
年（
一
六
五
四
）六
月
十
三
日（
倉

敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
G
�
5
�
71
�
35
�
7
）。

　

守
屋
家
が
二
分
家
を
立
て
る
に
当
た
り
、
一
族
の
結
束
を
「
産

宮
」
で
あ
る
「
牛
王
大
善
神
」
の
前
で
誓
約
し
た
も
の（

（
（

。
誓
約
文

　
　
　

は
じ
め
に

　

近
世
乙
島
村
に
は
氏
宮
二
社
が
あ
っ
た
。
南
部
（
養
父
地
区
）

の
養
父
母
宮
と
南
西
部
（
城
地
区
）
の
八
幡
宮
で
あ
る
（
前
社
は
南

に
水
島
灘
を
望
む
丘
上
に
、
後
社
は
西
に
玉
島
湊
口
を
望
む
丘
上
に
鎮
座
。

明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉、
前
社
に
後
社
を
合
祀
し
て
現
戸
島
神
社
と
な
る
）。

二
社
は
全
く
同
格
で
「
両
氏
神
」「
両
氏
宮
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

村
内
の
天
台
寺
院
（「
別
当
」）
が
、
社
人
（「
神
子
」「
神
楽
役
」）
と

と
も
に
社
役
を
勤
め
た
。
そ
し
て
こ
の
二
社
の
「
本
願
主
」
を
自

任
し
た
の
が
、
庄
屋
守
屋
家
で
あ
っ
た
。

　

近
世
中
後
期
、
氏
宮
を
め
ぐ
る
寺
と
社
人
と
の
紛
争
が
各
地
で

起
こ
る
。
乙
島
村
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
守
屋

家
自
身
が
「
本
願
主
」
の
ゆ
え
に
当
事
者
と
し
て
新
興
社
人
と
争

い
、
東
叡
山

（
（
（

を
頼
る
に
至
る
と
い
う
、
特
異
の
展
開
を
見
せ
た
。

　
　
　
　
　

乙
島
村
氏
宮
に
関
す
る
諸
記
録
と
「
本
願
主
」
守
屋
家

　
　
　
　
　
　
―
守
屋
重
左
衛
門
の
東
叡
山
出
訴
を
め
ぐ
っ
て
―別　

府　

信　

吾
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五
ヶ
条
、
後
書
き
、
一
族
の
連
署
、
に
続
く
末
尾
に
次
の
一
ヶ
条

が
あ
る
。
傍
線
・
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
様
。

一
、
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
之
儀
、
往
古
海
中
一
円
之
離
島
ヲ

開
発
、
本
願
主
近
江
浪
人
守
屋
四
郎
右
衛
門
重
吉
、
右
離
島

江
渡
、
百
姓
ニ
下
り
開
発
致
、
隣
郷
ゟ
段
々
百
姓
ヲ
引
付
、

只
今
凡
千
石
及
ひ
之
村
高
ニ
相
成
、
人
別
千
六
百
人
程
百
姓

暮
、
氏
神
養
父
母
明
神
・
八
幡
宮
両
社
・
末
社
等
悉
建
立
仕
、

地
徳
致
寄
付
、
村
中
惣
百
姓
氏
神
ニ
為
致
、
則
両
社
之
記
録

幷
惣
百
姓
連
判
之
記
録
等
ニ
有
之
、然
ル
上
者
、本
家
之
儀
者
、

乙
島
村
中
之
本
家
ニ
有
之
候

　
「
本
願
主
」
の
語
が
こ
こ
で
は
乙
島
開
発
に
か
か
わ
る
意
味
で

使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
て
成
っ
た
村
の
氏
神
両
社
と
末
社
等

を
こ
と
ご
と
く
建
立
し
、
惣
百
姓
の
氏
神
と
し
た
守
屋
家
は
、「
乙

島
村
中
の
本
家
」
だ
と
い
う
。「
両
社
之
記
録
」「
惣
百
姓
連
判
之

記
録
」
の
語
も
目
に
留
ま
る
（
幷
、
等
か
ら
、
記
録
は
複
数
）。
村
と

氏
宮
へ
の
守
屋
家
の
強
い
思
い
入
れ
と
自
意
識
が
窺
え
る
。
後
掲

史
料
に
頻
出
す
る
「
氏
宮
本
願
主
」
の
語
は
こ
れ
に
拠
る
。

B
「
養
父
母
宮
棟
札
（
写
）」（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
Ｆ
�
７　
　
　

�
20
�
1
～
Ｆ
�
７
�
20
�
８
）
か
ら
、主
文
・
年
月
日
・
遷
宮
導
師
・

別
当
・
本
願
（
主
）
の
項
（
算
用
数
字
は
守
屋
家
代
数
）。

①
奉
造
立
養
父
母
大
明
神
精
舎
一
社
／
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
己

酉
八
月
七
日
／
御
導
天
英
法
印
遷
宮
之
／
本

願
森
谷
左
平
次
吉
尚
８　

別
当
新
坊
順
栄　

惣
島
中

②
奉
再
建
立
養
父
母
大
明
神
社
頭
一
宇
／
享
保
十
七
歳

（
一
七
三
二
）
在
壬

子
仲
冬
吉
祥
日
／
遷
宮
導
師
慈
相
法
印
／

別
当
瑠
璃
山
海
岸
寺
常
照
院
徳
守
／
本
願
当
村
住
守
谷
伝
次

郎
春
吉
11　

当
村
惣
氏
子
中

③
奉
造
立
養
父
母
大
明
神
社
頭
一
宇
／
享
和
二
（
一
八
〇
二
）

壬
戌
星
初
秋
吉
祥
日
／
遷
宮
導
師
法
印
真
順
／
別
当
瑠
璃
山

海
岸
寺
常
照
院
徳
守
／
本
願
当
村
守
谷
伝
治
郎
春
昌
16　

当

村
惣
氏
子
中

④
奉
再
建
立
養
父
母
大
明
神
社
頭
一
宇
／
文
政
十

（
一
八
二
七
）
丁

亥
星
五
月
吉
祥
日
／
別
当
瑠
璃
山
海
岸
寺
常

照
院
兼
帯
遷
宮
導
師
円
乗
院
法
印
亮
海
／
本
願
主
守
谷
重
左

衛
門
橘
行
敏
17　

当
島
惣
氏
子
中

B’
「
八
幡
宮
棟
札
（
写
）」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
乙
島
守
屋　
　

家
文
書
六
六
〇
七
）
か
ら
、
同
前
。

⑤
奉
再
興
八
幡
宮
一
宇
／
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
亥
七
月

吉
日
／
遷
宮
師
明
王
院
祐
真
／
別
当
三
行
坊
弁
忠
／
願
主
森

谷
四
郎
衛
門
尉
盛
重
８
ヵ 

同
名
長
男
重
左
衛
門
尉
盛
次
９
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の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

右
之
条
々
古
よ
り
相
極
り
有
之
候
処
、
此
般
村
中
惣
氏
子
・

両
社
役
掛
り
之
面
々
共
ニ
不
残
立
会
、
昔
ゟ
申
伝
及
承
候
通

吟
味
之
上
、
古
格
を
以
て
神
事
社
法
諸
色
、
右
書
面
之
通
聊

相
違
無
之
候
、
然
ル
上
者
末
々
孫
々
ニ
至
迄
、
右
之
外
新
法

之
義
申
出
候
者
於
有
之
者
、
則
此
連
判
証
文
ヲ
以
テ
何
方
迄

も
申
立
、
毛
頭
及
違
乱
申
間
鋪
候
、
依
而
為
後
証
、
旧
記
以

定
法
相
改
、
連
判
帳
如
件           

　
　
　
　

元
文
弐
丁

巳
三
月　

別
当
常
照
院
／
平
太
夫
／
右
近
／
甚
内
／　
　
　
　

数
馬
／
氏
子
惣
代
組
頭
吉
郎
右
衛
門（
外
六
七
人
）

　

惣
氏
子
及
び
両
社
役
掛
り
（
別
当
・
社
人
四
人
）
が
、
氏
宮
に
関

す
る
「
古
格
」
等
を
改
め
て
吟
味
し
、
確
認
し
た
帳
面
と
い
う
形

式
で
あ
る
。
傍
破
線
部
を
「（
従
来
の
）
旧
記
を
（
こ
の
た
び
）
定
法

を
以
て
相
改
め
」
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
「
旧
記
」
と
は
、
A
に

い
う「
両
社
之
記
録
」「
惣
百
姓
連
判
之
記
録
」を
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
時
期
に
氏
宮
古
格
を
再
確
認
す
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
右
署
名
に
見
え
る
「
数
馬
」
の
動
き
で
あ
っ
た
。
こ
の

年
、
養
父
母
宮
末
社
龍
王
宮
の
神
楽
役
数
馬
（
甚
作
）
が
、
吉
田

家
か
ら
受
領
名
「
大
和
」
を
得
た
こ
と
が
判
明
し
て
、
守
屋
家
と

　

以
上
、「
本
願
（
主
）」
と
し
て
、
守
屋
家
当
主
の
名
前
と
惣
氏

子
中
が
並
記
さ
れ
て
い
る
（
①
の
み
は
別
当
を
こ
こ
に
並
記
。
⑤
に
は

氏
子
な
し
）。「
別
当
」
と
し
て
海
岸
寺
常
照
院
（
新
坊
、
三
行
坊
）

が
記
さ
れ
て
い
る
（
④
は
常
照
院
無
住
期
と
思
わ
れ
、
同
村
内
の
円
乗
院

が
兼
帯
し
、
遷
宮
導
師
を
も
勤
め
て
い
る
。
遷
宮
導
師
の
①
天
英
は
明
王
院

二
一
世
と
し
て
確
認
で
き
る
が
、
②
③
の
法
印
慈
相
・
真
順
、
及
び
⑤
の
明

王
院
祐
真
は
未
詳
）。
明
王
院
は
備
中
浅
口
郡
六
条
院
村
（
浅
口
市
）

に
あ
る
天
台
宗
の
中
本
寺
で
、本
山
は
東
叡
山
寛
永
寺
。
常
照
院
・

円
乗
院
と
も
明
王
院
末
で
あ
っ
た（

（
（

。

　
　
　

二　

元
文
期
の
記
録
︱
氏
宮
「
古
格
」
を
確
認
―

Ｃ
『
氏
宮
記
録
帳
』
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
三
月
（
倉
敷
市
所

蔵
守
屋
家
文
書
Ｆ
―
７
―
６

（
（
（

）。

　
「
氏
宮
記
録
帳
」
の
標
題
を
持
つ
一
冊
の
う
ち
に
、
元
文
期
の

記
録
と
、
寛
政
期
の
記
録
が
続
け
て
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
元
文
期
を
取
り
上
げ
る
（
寛
政
期
に
つ
い
て
は
C’
と
し
て
四
で
後
述

す
る
）
内
題
は
「
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
氏
神
幷
末
社
神
事
諸
色

古
法
規
式
次
第
覚
」
と
あ
り
、
養
父
母
宮
・
八
幡
宮
両
社
の
神
前

奉
仕
、
祭
礼
時
に
お
け
る
常
照
院
・
社
人
・
氏
子
の
役
割
（
神
楽
、

神
供
の
膳
、
当
番
、
神
殿
に
お
け
る
座
法
、
等
）
を
細
か
く
記
し
、
次
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ば
、
①
に
い
う
「
中
以
上
之
氏
子
」
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
Ｃ
に
は
次
の
よ
う
な
追
記
が
あ
る（

７
）。

右
之
通
、
元
文
弐
巳
年
三
月
、
村
中
惣
百
姓
氏
子
共
立
会
、

相
改
調
印
仕
候
処
、
聊（

相
違
脱
ヵ
）

無
御
座
候
、
然
ル
処
、
大
往
昔
神
事

行
幸
御
座
候
へ
共
、
久
々
中
絶
仕
候
ニ
付
、
往
古
之
通
り
御

幸
再
興
仕
度
段
、
年
来
御
願
申
出
候
得
共
、
久
々
中
絶
仕
、

元
文
弐
巳
年
記
録
ニ
も
相
除
有
之
、
殊
ニ
大
造
成
義
ニ
御
座

候
故
、
御
聞
済
不
被
下
候
得
共
、
近
来
打
続
豊
作
御
座
候
も
、

偏
ニ
両
氏
神
之
御
蔭
と
、
一
同
難
有
奉
存
候
、
此
上
五
穀
成

就
、
村
中
安
全
為
御
祈
祷
、
御
幸
再
興
仕
置
、
尤
御
幸
之
義

至
而
質
素
ニ
仕
度
段
、
氏
子
一
同
至

（
達
ヵ
）而

御
願
出
申
候
処
、
今

般
御
聞
済
被
下
、
一
同
大
悦
奉
存
候
、
然
ル
上
者
、
後
々
年

之
た
め
、
尚
又
此
度
氏
子
一
同
立
会
、
往
古
相
極
り
有
之
候

通
り
、
以
古
格
、
神
事
社
法
幷
御
幸
行
列
之
次
第
、
其
外
諸

色
と
も
相
改
置
、
以
来
左
之
通
堅
相
守
、
毛
頭
及
違
乱
申
間

敷
候
（
後
欠
）

　

Ｃ
を
ま
と
め
る
際
、
久
し
く
中
絶
し
て
い
る
神
事
御
幸
に
つ
い

て
は
記
載
を
除
い
た
が
、
そ
の
後
近
年
の
豊
作
を
両
氏
神
の
お
蔭

と
感
謝
し
て
そ
の
再
興
を
願
っ
た
と
こ
ろ
御
聞
済
に
な
っ
た
の

で
、
古
格
を
以
て
神
事
社
法
・
御
幸
行
列
の
次
第
等
を
相
改
め
定

常
照
院
が
咎
め
た
。
後
述
Ｆ
『
氏
宮
出
入
覚
』
が
引
用
す
る
「
数

馬
証
文
写
」（
元
文
二
年
三
月
）
は
、
そ
の
際
の
内
済
証
文
で
あ
る
。

受
領
は
認
め
る
が
、
戸
開
な
ど
は
別
当
（
常
照
院
）
が
行
う
こ
と
、

以
後
新
規
の
願
い
は
し
な
い
と
し
、「
惣
而
当
村
規
式
等
別
紙
帳

面
之
通
、後
々
年
ニ
至
迄
、少
茂
違
背
仕
間
敷
、為
後
証
一
札
如
件
」

と
結
び
、「
氏
宮
御
支
配
人
（
守
屋
）
佐
平
次
殿
」
に
宛
て
て
い
る
。

年
月
も
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
内
済
に
合
わ
せ
て
、
改
め
て
古
格

を
確
認
・
作
成
し
た
の
が
Ｃ
で
あ
ろ
う
。Ｃ
に
宛
所
は
な
い
が
、「
数

馬
証
文
」
と
同
じ
く
守
屋
佐
平
治
（
次
）
に
提
出
さ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。

　

Ｃ
に
お
け
る
佐
平
治
へ
の
言
及
を
見
る
と
、
そ
の
突
出
し
た
立

場
が
随
所
に
窺
え
る
。
①
祭
礼
の
当
番
二
人
を
指
名
す
る
（
正
月
・

三
月
の
祭
礼
で
は
「
中
以
下
之
氏
子
中
」
か
ら
、
八
月
の
祭
礼
で
は
「
中
以

上
之
氏
子
中
」
か
ら
「
見
合
ニ
順
々
差
図
」
す
る
）、
②
祭
礼
神
事
の
際
、

当
番
か
ら
「
七
度
半
」
の
案
内
を
受
け
て
宮
へ
上
が
る
、
③
神
殿

内
で
は
「
長
那
屋
左
一
間
」（
内
陣
左
ヵ
）
に
座
る
、
④
祭
礼
の
諸

費
用
（
供
米
料
・
賄
料
等
）
を
代
々
支
配
す
る
「
神
田
加
持
子
之
内
」

か
ら
渡
す
、
⑤
祭
礼
の
際
、
両
氏
宮
末
社
等
神
前
へ
の
お
供
え

一
八
膳
の
外
に
、
一
膳
を
供
さ
れ
る
、
な
ど
。
連
署
し
た
「
惣
氏

子
」
六
八
人
は
、
次
に
見
る
翌
年
の
Ｅ
の
二
八
六
人
を
勘
案
す
れ
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「
写
」
と
あ
る
が
、
原
本
の
所
在
未
詳
。
前
書
き
は
な
く
、
冒

頭
か
ら
一
三
ヶ
条
が
列
ぶ
。
概
要
は
、①
両
氏
宮
は
往
古
よ
り「
其

元
様
家
（
守
屋
家
）
代
々
御
支
配
」
の
下
に
あ
り
、
そ
れ
は
ａ
連

判
之
規
式
帳
に
も
あ
る
と
お
り
だ
、
②
代
々
の
う
ち
特
に
佐
平
治

兄
仙
右
衛
門
の
代
、
兄
伝
次
郎
の
代
、
佐
平
治
本
人
の
代
（
享
保

十
九
年
～
）
に
お
い
て
惣
氏
子
が
受
け
て
き
た
恩
恵
（
祭
礼
の
と
き

魚
を
供
え
る
こ
と
を
忌
避
す
る
常
照
院
に
対
し
て
氏
子
側
に
立
っ
て
対
応
す

る
、
等
）
に
感
謝
す
る
、
③
常
照
院
の
当
住
以
来
、
年
始
に
氏
子

に
対
し
て
両
社
神
前
祈
祷
の
札
を
配
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
、
札
に

は
去
年
ま
で
は「
海
岸
寺
」あ
る
い
は「
常
照
院
」と
し
て
い
た
が
、

今
年
（
元
文
三
）
の
札
に
は
「
御
神
前
御
祈
祷
之
牌　

別
当
常
照
院
」

と
新
た
に
「
別
当
」
を
書
き
添
え
て
い
た
う
え
、
ｂ
御
宮
一
件
之

帳
面
に
「
別
当
」
を
肩
書
き
に
書
き
加
え
て
ほ
し
い
と
申
し
出
た
、

④
こ
れ
を
其
元
様
（
佐
平
治
）
が
不
承
知
で
出
入
と
な
っ
た
由
で
、

村
中
「
気
の
毒
千
万
」
に
思
っ
て
い
る
、
⑤
小
禰
宜
平
太
夫
は
、

其
元
様
が
取
り
立
て
た
平
左
衛
門
の
跡
を
継
ぐ
者
だ
、
⑥
氏
宮
神

田
の
運
用
は
ｃ
別
紙
帳
面
の
通
り
だ
、
⑦
両
氏
宮
山
へ
の
入
山
制

限
を
厳
重
に
続
け
る
、
な
ど
。
末
尾
に
は

右
之
通
、
古
ゟ
相
定
有
之
候
旧
例
、
村
中
不
残
立
会
、
聞
伝

勤
来
り
候
品
々
吟
味
仕
、
書
面
之
通
少
茂
相
違
無
御
座
候
、

め
た
と
い
う
。傍
点
線
部
は
守
屋
佐
平
治
へ
の
敬
語
表
現
で
あ
る
。

「
左
之
通
」
と
い
い
な
が
ら
後
欠
だ
が
、
そ
の
部
分
は
次
の
Ｄ
に

よ
り
復
元
で
き
る
。

Ｄ
『
戸
島
神
社
神
事
御
幸
心
得
』
元
文
二
年
五
月
（
倉
敷
市
所　
　

蔵
滝
沢
家
文
書
Ｉ
―
６
―
Ｄ
―
１
）。

　

標
題
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
明
治
期
以
降
の
写
本
で
あ
る
。
前

書
き
に
続
い
て
、
八
ヶ
条
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
前
書
き
が
Ｃ
の

前
掲
追
記
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
D
の
八
ヶ

条
が
右
記
「
左
之
通
」
に
相
当
す
る
は
ず
で
、
内
容
は
ま
さ
に
神

事
御
幸
執
行
の
申
し
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
条
に

一
、
先
年
ゟ
村
内
相
応
身
元
御
座
候
百
姓
両
人
御
見
立
、
七
月　
　
　

廿
日
御
呼
出
、
当
番
被
仰
付
候
事

と
、
Ｃ
①
で
見
た
守
屋
家
当
主
（
佐
平
治
）
の
役
割
が
敬
語
表
現

で
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
元
文
二
巳
年
五
月　

氏
子
惣
代

中
」
と
あ
る
。
Ｃ
と
同
じ
く
宛
所
は
な
い
が
、
守
屋
佐
平
治
に
提

出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
乙
島
村
氏
宮
記
録
帳
」
は
、

元
文
二
年
三
月
の
Ｃ
に
、
同
年
五
月
の
Ｄ
を
併
せ
て
、
あ
る
べ
き

「
神
事
諸
色
古
法
規
式
」
の
全
容
を
回
復
し
た
と
い
え
よ
う
。

Ｅ
『
氏
神
惣
氏
子
連
判
帳
写
』
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
正
月　
　

（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
Ｆ
―
６
―
５
―
７
―
２
）。
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の
追
記
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

以
上
、
Ｃ
・
Ｅ
と
も
元
文
期
の
氏
宮
を
め
ぐ
る
記
録
で
あ
っ
た
。

作
成
の
契
機
は
、
Ｃ
の
場
合
は
寺
と
社
人
の
出
入
、
Ｅ
の
場
合
は

寺
と
守
屋
家
の
出
入
で
あ
っ
た
が
、
と
も
に
大
事
に
は
至
ら
ず
、

寺
・
社
人
・
惣
氏
子
が
本
願
主
守
屋
家
の
下
で
古
格
を
確
認
し
、

ひ
と
ま
ず
小
康
を
得
た
と
い
え
る
。

　
　
　

三　

宝
暦
・
明
和
期
の
記
録
―
氏
宮
出
入
と
東
叡
山
―

　

元
文
期
に
得
ら
れ
た
小
康
状
態
は
、
宝
暦
末
年
に
破
ら
れ
る
。

社
人
甚
内

（
（1
（

が
京
都
吉
田
家
か
ら
受
領
し
て
「
豊
前
」
を
名
乗
り
始

め
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
元
文
二
年
に
数
馬
受
領
問
題
が
生
じ
た
際

の
内
済
条
件
か
ら
逸
脱
し
、
受
領
を
願
い
出
た
場
合
は
東
叡
山

へ
拝
参
さ
せ
よ
と
い
う
奉
書
の
趣
旨
に
背
い
て
い
る
、
と
守
屋
家

は
見
た

（
（1
（

。
こ
の
こ
ろ
常
照
院
は
無
住
、
し
か
も
村
は
守
屋
家
が
庄

屋
役
を
離
れ
て
相
給
庄
屋
二
人
が
置
か
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

も
働
い
て
か
、
甚
内
は
容
易
に
折
れ
ず
、
守
屋
家
一
四
代
重
左
衛

門
と
の
出
入
と
な
っ
た
。
重
左
衛
門
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

倉
敷
代
官
所
へ
出
訴
す
る
が
局
面
の
打
開
は
見
ら
れ
ず
、
さ
ら
に

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
は
東
叡
山
へ
の
出
訴
に
至
る
。
そ
れ

を
示
す
の
が
Ｆ
で
あ
る
。

仍
而
為
後
年
連
判
如
件

　
　
　
　

元
文
三
年
戊

午
正
月

小
禰
宜
平
太
夫
在
判
／
一
ノ
巫
姫
連
島
村
右
近
同
／
二
ノ

神
子
甚
内
同
／
龍
王
宮
神
楽
役
大
和
同
／
（
中
略
、
氏
子

二
八
四
人
）
／
年
寄
惣
兵
衛
判
／
同
与
三
左
衛
門
判

　
　
　

氏
神
本
願
主
（
守
屋
）
佐
平
治
殿

と
あ
り
、
氏
宮
に
つ
い
て
古
来
定
ま
っ
て
い
た
旧
例
を
、
残
ら
ず

立
ち
会
っ
て
確
認
し
た
と
い
う
。
傍
線
部
ａ
・
ｂ
・
ｃ
は
前
年
の

Ｃ
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。

　

Ｃ
の
「
数
馬
」
が
こ
こ
で
「
大
和
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
前
年

の
内
済
を
受
け
て
の
こ
と
。
連
判
氏
子
数
は
Ｃ
の
六
八
人
に
対
し

て
二
八
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
惣
氏
子
で
あ
ろ
う（

（
（

。

Ｄ
に
あ
る
常
照
院
が
こ
れ
に
な
く
、
Ｃ
に
な
い
宛
所
が
こ
れ
に
あ

る
の
は
、
③
④
か
ら
自
明
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
入
に
つ
き
惣
氏
子

は
、「
氏
神
本
願
主
」
守
屋
家
側
に
立
ち
、
理
解
と
支
持
を
表
明

し
た
の
で
あ
る（

９
）。

し
か
し
問
題
が
③
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
常
照

院
の
別
当
号
自
体
は
Ｂ
で
見
た
よ
う
に
早
く
か
ら
棟
札
に
使
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
り
、こ
の
出
入
は
近
隣
庄
屋
三
人
の
扱
い
に
よ
り
、

同
年
五
月
に
内
済
す
る
。
後
述
Ｆ
③
ア
が
そ
れ
で
あ
る
。
Ｃ
の
常

照
院
に
「
別
当
」
の
肩
書
き
が
あ
る
の
は
、
こ
の
内
済
を
受
け
て
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い
る
。
こ
の
ア
「
噯
覚
」・
イ
「
数
馬
証
文
」
に
つ
い
て
は
前
述

し
た
。
ウ
「
連
判
帳
」
は
Ｆ
の
こ
と
。
④
の
松
永
は
倉
敷
代
官
所

元
締
役
。
⑤
で
重
左
衛
門
は
、
こ
の
た
び
の
甚
内
受
領
は
、
そ
の

願
い
が
あ
る
場
合
は「
日
光
御
門
主
様
江
拝
参
可
為
致
旨
」の「
仰

渡
候
御
趣
」
に
反
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
別
当
寺
ば
か
り
か
「
氏
宮

願
主
支
配
之
私
」
と
し
て
も
申
し
訳
が
な
い
、
神
楽
役
を
万
事
差

留
め
た
の
に
「
村
方
月
々
之
祓
等
ニ
ハ
以
今
相
廻
」
っ
て
い
る
と

し
、
甚
内
を
召
し
出
し
て
氏
宮
古
格
等
が
違
乱
せ
ず
御
奉
書
の
趣

旨
に
背
か
な
い
よ
う
命
じ
て
欲
し
い
と
い
う
。
⑥
で
は
元
文
二
年

の
奉
書
に
照
ら
し
て
も
、
甚
内
受
領
一
件
は
「
於
後
々
年
ニ
東
叡

山
御
表
江
申
訳
相
立
か
た
く
、
殊
ニ
古
格
相
破
申
候
故
、
諸
支
配

人
之
私
難
捨
置
ニ
付
、
無
拠
遠
路
罷
下
り
御
訴
申
上
候
、
氏
宮
之

記
録
・
証
文
等
別
紙
ニ
写
奉
差
上
候
、
是
等
を
以
御
賢
察
奉
願
上

候
御
事
」
な
ど
と
言
い
、
甚
内
を
支
え
て
い
る
村
内
の
人
物
の
疑

惑
に
触
れ
、
彼
ら
を
召
し
出
し
て
吟
味
し
て
ほ
し
い
、
と
訴
え
る
。

　

全
体
と
し
て
①
～
⑤
は
前
書
き
に
相
当
し
、
本
文
と
い
う
べ
き

⑥
を
加
え
て
形
を
整
え
た
の
が
、
宝
暦
十
四
年
（
明
和
元
）
二
月

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
御
家
流
に
よ
る
重
左
衛
門
の
流
麗
な
筆
跡

が
目
を
引
く
「
扣
」
だ
が
、
こ
れ
を
家
に
残
し
、
原
本
は
江
戸
に

持
参
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
⑥
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、ほ
か
に
Ｄ
な
ど
も
）。

Ｆ
『
氏
宮
出
入
覚
』
宝
暦
十
四
年
（
明
和
元
、一
七
六
四
）
二
月
（
倉

敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
Ｆ
―
６
―
１

（
（1
（

）。

　

表
紙
に
は
、
標
題
の
ほ
か
「
宝
暦
十
四
年
申
二
月
／
備
中
浅
口

郡
乙
島
村
重
左
衛
門
扣
」と
あ
る
。全
体
構
成
は
次
の
と
お
り
。（
塗

り
つ
ぶ
し
番
号
は
相
手
香
西
豊
前
側
の
文
書
を
示
す
）。

①
宝
暦
十
二
年
三
月　

代
官
所
宛
（
守
屋
）
重
左
衛
門
訴
状

■②
宝
暦
十
三
年
二
月　

代
官
所
宛
香
西
豊
前
訴
状

　

・
添
付
ア　

宝
暦
十
二
年
十
一
月　

海
岸
寺
宛
（
香
西
豊
前
）
一
札

　

・
添
付
イ　

宝
暦
十
二
年
十
一
月
（
守
屋
）
伝
次
郎
宛（
香
西
豊
前
）一
札

③
宝
暦
十
三
年
三
月
十
三
日　

代
官
所
宛
重
左
衛
門
返
答
書（

（1
（

　

・
添
付
ア　

元
文
三
年
五
月　

噯
覚

　

・
添
付
イ　

元
文
二
年
三
月　

数
馬
証
文
写

　

・
添
付
ウ　

元
文
三
年
正
月　

連
判
帳
抜
書

■④
宝
暦
十
三
年
四
月
十
二
日　

松
永
平
左
衛
門
宛
吉
田
家
書
状

⑤
宝
暦
十
三
年
七
月　

代
官
所
宛
重
左
衛
門
口
上
書

⑥
結
び
（
⑤
以
後
宝
暦
十
四
年
二
月
ま
で
の
経
緯
、
東
叡
山
出
訴
の
趣
旨
）

　

右
の
う
ち
①
～
⑤
が
倉
敷
代
官
所
扱
い
段
階
の
文
書
で
あ
る
。

①
で
重
左
衛
門
は「
浅
口
郡
乙
島
村
伝
次
郎
代 

元
慶
」と
名
乗
り
、

「
後
重
左
衛
門
と
相
改
ム
」
と
注
記
し
て
い
る
。
②
イ
で
も
な
お

父
伝
次
郎
宛
に
な
っ
て
い
る
が
、
③
で
は
重
左
衛
門
名
義
と
し
て
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領
を
止
め
て
甚
内
と
名
乗
ら
せ
る
か
、
隠
居
さ
せ
る
か
す
べ
き
で
、

そ
れ
で
も
強
い
て
「
相
募
」
る
な
ら
社
役
を
取
上
げ
よ
と
指
示
し
、

こ
れ
ら
が
困
難
な
場
合
は
そ
の
旨
を
報
告
せ
よ
と
い
う
。
そ
し
て

「
左
候
ハ
ヽ
公
辺
江
差
出
、
百
姓
共
迄
不
残
被
召
呼
候
様
ニ
茂
究
而

可
相
成
候
、
右
候
時
者
、
遠
国
困
究
之
者
共
、
可
為
難
儀
候
得
共
、

古
法
ニ
相
背
、御
奉
書
之
趣
ニ
違
背
仕
候
儀
者
、其
分
ニ
難
差
置
候
、

依
之
一
往
右
取
計
之
儀
申
達
候
間
、
早
々
右
取
計
候
趣
、
可
申
越

候
、
不
宣
」
と
結
ぶ
。
傍
線
部
は
「
遠
国
」
の
「
百
姓
共
」
へ
の

脅
し
と
い
う
べ
く
、
東
叡
山
は
こ
こ
ま
で
容
喙
し
て
い
る
。

②
（
明
和
元
年
）
十
二
月
十
二
日
付
「
明
王
院
宛
東
叡
山
（
信
解
院
・

覚
王
院
）
奉
書
」（
Ｆ
―
３
―
４
―
１
）

　

①
を
受
け
た
明
王
院
は
十
月
六
日
付
で
返
信
し
た
よ
う
で
、
そ

れ
に
対
す
る
再
度
の
明
王
院
宛
奉
書
で
あ
る
。
以
下
、内
容
摘
記
。

「
十
月
六
日
之
超
札
」
を
披
見
し
た
。
社
人
豊
前
に
隠
居
を
申
付

け
た
が
承
知
し
な
い
の
で
、
社
役
取
り
上
げ
を
申
し
付
け
た
由
。

立
会
っ
た
村
役
人
連
印
に
よ
る
一
札
の
写
は
落
手
し
た
、
し
か
し

豊
前
か
ら
印
形
書
付
を
取
る
べ
き
で
あ
る
の
に
そ
れ
が
な
く
、
事

前
に
当
山
へ
伺
う
べ
き
で
あ
る
の
に
そ
の
儀
も
な
く
、
不
束
の
至

り
だ
が
、
相
済
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
甚
内
の
跡
役
に

つ
き
差
し
つ
か
え
も
予
想
さ
れ
る
が
、
常
照
院
・
重
左
衛
門
が
熟

　

と
も
あ
れ
重
左
衛
門
は
、
常
照
院
が
無
住
と
は
い
え
、
兼
帯
の

円
乗
院
ま
た
中
本
寺
明
王
院
を
も
通
さ
ず
、
直
に
本
山
で
あ
る
東

叡
山
に
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
彼
が
ひ
と
ま
ず
満
足
す
べ
き
成
果

を
得
た
こ
と
は
、
次
の
Ｇ
に
窺
え
る
。

Ｇ
「
東
叡
山
奉
書
（
写
、
三
通
）」（
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
）

①（
明
和
元
年
）八
月（
二
十
七
日
）付「
明
王
院
宛
東
叡
山（
信
解
院
・

覚
王
院
）
奉
書
」（
Ｆ
―
３
―
４
―
２
、
な
お
Ｆ
―
３
―
２
は
こ
の
写
）

　

内
容
は
、
重
左
衛
門
が
「
古
来
ゟ
之
書
面
を
以
願
出
」
た
文
面

を
全
面
的
に
引
き
な
が
ら
、
明
王
院
の
怠
慢
を
責
め
、
社
人
の
処

分
案
を
示
し
て
実
行
方
を
促
し
、
そ
の
結
果
報
告
を
求
め
た
も
の
。

末
尾
に
連
署
す
る
信
解
院
と
覚
王
院
は
東
叡
山
の
執
当
。
文
中
で
、

元
文
二
年
の
数
馬
受
領
に
起
因
す
る
出
入
に
つ
い
て
は
、「
常
照

院
ゟ
相
咎
、
及
出
入（

平
出
）日

光
御
門
主
様
江
奉
訴
候
処
、
御
奉
行

所
江
被
仰
立
置
、
既
ニ
及
御
吟
味
候
処
、
内
済
之
儀
奉
願
候
ニ
付
、

御
憐
憫
を
以
取
扱
之
通

御
許
容
被
成
下
候
、
其
節
之
御
奉
書
、

竜
王
之
宮
神
楽
役
大
和
儀
、
此
者
一
代
切
ニ
可
仕
勿
論
、
向
後
支

配
之
社
人
吉
田
家
江
差
遣
候
儀
堅
仕
間
敷
旨
、
急
度
被

仰
出

候
」
と
、
重
左
衛
門
の
言
い
分
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
右
の
「
御
奉
書
、
其
方
ニ
所
持
仕
な
か
ら
捨
置
候
儀
不
届

ニ
候
」
と
明
王
院
の
責
任
を
問
い
、
甚
内
（
豊
前
）
に
つ
い
て
は
受
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ゟ
奉
言
上
候
上
ニ
而
、
猶
又
ｂ
去
年
十
二
月
十
二
日
、
右
済

方
之
御
奉
書
、
明
王
院
幷
私
方
へ
被
下
置
候
、
御
文
言
之
中

ニ
、甚
内
社
役
取
上
候
ニ
付
而
者
、神
子
差
閊
之
儀
茂
可
有
之
、

跡
神
子
之
儀
者
、
其
方
致
帰
国
、
別
当
常
照
院
と
熟
談
之
上
、

本
寺
明
王
院
へ
も
申
聞
せ
、
双
方
熟
談
之
上
取
計
可
申
旨
被

仰
付
、
去
申
極
月
十
五
日
江
戸
出
立
、
当
酉
（
明
和
二
）
正

月
ハ
六
日
村
方
へ
罷
帰
り
承
候
所
、
神
子
兼
役
之
筋
、
甚
内

相
続
ニ
勤
候
ニ
付
、
其
段
不
埒
之
旨
明
王
院
へ
相
尋
候
得
共
、

ぐ
ず
〴
〵
と
埒
明
不
申
ニ
付
、
右
不
埒
之
趣
、
又
候
以
飛
札
、

上
野
御
表
へ
奉
言
上
罷
在
中
、
又
候
当
八
月
両
社
祭
礼
之
式

日
、
甚
内
を
始
、
社
人
不
残
罷
出
、
押
神
楽
仕
、
重
々

御
定（

マ
マ
）製

相
破
り
候
ニ
付
、
右
之
趣
明
王
院
へ
も
、
別
当
代
ゟ

委
細
之
書
付
差
出
し
有
之
候
得
共
、
明
王
院
如
何
成
洩
違
罷

在
候
哉
、
不
奉
言
上
、
私
ゟ
ハ
早
速
以
飛
札
、
御
注
進
申
上

置
候
、
勿
論
内
済
被
取
扱
御
座
候
ニ
付
、
何
卒

御
奉
書
・
古
法
等
相
立
候
様
ニ
も
内
済
出
来
候
哉
、□
□
長
々

延
引
仕
候
得
共
、
朝
敵
之
多
人
数
、
兎
角
理
不
尽
相
募
、
得

心
不
仕
候
ニ
付
、
無
拠
、
為
出
府
今
日
発
足
仕
候
、
妻
子
儀

者
召
連
、
京
・
大
坂
両
処
之
内
ニ
奉
公
ニ
有
付
申
積
り
ニ
相

定
申
候
、
老
身
之
上
病
床
之
父
壱
人
振
捨
置
、
罷
立
候
事
、

談
の
う
え
取
り
計
ら
う
べ
き
で
、
そ
の
段
、
重
左
衛
門
へ
も
書
付

を
以
て
申
し
渡
し
た
の
で
、
左
様
心
得
ら
れ
た
い
。

③
明
和
元
甲

申
年
十
二
月
付
「
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
守
屋
重
左
衛

門
宛
東
叡
山
（
覚
王
院
・
信
解
院
）
奉
書
」（
Ｆ
―
３
―
４
―
３
）

　

②
傍
線
部
重
左
衛
門
へ
の
「
書
付
」
に
当
た
る
。
②
と
同
趣
旨

の
こ
と
を
簡
略
に
述
べ
た
う
え
、「
其
方
致
帰
国
、
別
当
常
照
院

熟
談
之
上
、
本
寺
明
王
院
江
も
為
申
聞
、
双
方
熟
談
之
上
取
計
可

有
之
候
」
と
結
ぶ
。

　

こ
う
し
て
重
左
衛
門
は
、
自
分
宛
の
③
と
明
王
院
宛
の
②
と
を

持
ち
帰
る
こ
と
に
な
る
。
長
い
滞
府
で
一
応
の
成
果
を
得
た
は
ず

だ
が
、
村
で
は
厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
た
。

Ｈ
『
書
置
之
帳
面
』
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
十
二
月
十
五
日　
　

（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
乙
島
守
屋
家
文
書
四
七
七
）。

　

走
り
書
き
に
よ
る
難
解
長
文
史
料
の
冒
頭
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

書
置
之
事

一
、
当
村
社
人
甚
内
儀
、
不
筋
受
領
致
し
候
ニ
付
、
拙
者
儀
去

年
（
明
和
元
）
中
東
叡
山
御
表
へ
奉
言
上
、
則
ａ
去
年
八
月

中
ニ
、
以

御
奉
書
、
別
当
常
照
院
本
寺
明
王
院
へ
被

仰
付
候
御
趣

を
以
、
甚
内
社
役
御
取
上
被
下
候
趣
、
上
野
御
表
江
明
王
院
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「
朝
敵
」
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
。「
父
之
儀
」
は
、
父
伝
次

郎
名
で
こ
の
出
入
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。「
御
隠
居
」
は
叔
父

で
一
二
代
の
佐
平
治
、「
清
瀧
寺
法
印
」
は
出
家
し
た
兄
で
玉
島

村
清
瀧
寺
住
職
、「
大
坂
屋
小
三
郎
」
は
弟
の
九
郎
兵
衛

（
（1
（

。

　

年
末
に
、
病
気
で
高
齢
の
父
を
残
し
、
妻
子
を
帯
同
し
た
首
途

に
当
た
っ
て
の
書
置
で
あ
り
、
長
い
尚
々
書
が
続
く
が
略
す
。

　
　
　

四　

寛
政
期
の
記
録
―
む
す
び
を
兼
ね
て
―

　

C’
『
氏
宮
記
録
帳
』
寛
政
三
年
頃

　

Ｃ
と
同
じ
一
冊
の
後
半
部
分
。
内
題
は
C
と
同
じ
く
「
備
中
国

浅
口
郡
乙
島
村
氏
神
幷
末
社
神
事
諸
色
古
法
規
式
次
第
覚
」。
内
容

は
、
Ｃ
を
ふ
ま
え
つ
つ
随
所
で
そ
れ
以
後
（
寛
政
三
年
〈
一
七
九
一
〉

当
時
）
の
情
報
に
更
新
し
て
お
り
、
元
文
版
の
Ｃ
に
対
し
寛
政
版

と
も
い
う
べ
き
も
の
。
守
屋
佐
平
治
（
一
二
代
）
の
名
前
は
守
屋
十

左
衛
門
（
重
左
衛
門
の
子
、
一
五
代
、
寛
政
六
年
没
）
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
神
子
役
の
項
で
、
Ｈ
で
見
た
重
左
衛
門
再
出
訴

後
の
動
き
を
示
す
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸

へ
向
か
っ
た
重
左
衛
門
は
、
途
中
の
大
坂
で
病
を
得
、
再
出
訴
は

延
期
→
そ
の
後
、
本
寺
明
王
院
か
ら
円
乗
院
を
使
僧
に
立
て
て
東

叡
山
へ
再
訴
→
東
叡
山
か
ら
倉
敷
代
官
所
へ
懸
合
い
→
倉
敷
代

不
孝
之
段
至
極
、
心
中
痛
申
御
事
候
得
共
、
父
之
儀
顧
、
右

一
件
づ
る
〳
〵
ニ
仕
、
捨
置
候
而
ハ
古
法
相
潰
レ
、
私
共
ニ

朝
敵
ニ
相
成
筋
、
第
一
天
命
恐
多
、
次
ニ
ハ
私
永
代
之
恥
辱

不
過
之
、
依
無
拠
、
及
再
訴
候
、
此
趣
御
隠
居
様
江
茂
御
閑

談
之
上
、
父
御
養
育
被
成
下
候
段
、
偏
ニ
奉
願
上
候
御
事

一
、（
略
。
諸
道
具
の
保
管
に
つ
き
依
頼
）

一
、（
略
。
今
後
の
費
用
調
達
見
通
し
と
依
頼
）

　
　
　
　
　
（
明
和
二
年
）
極
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

守
屋
重
左
衛
門

　
　
　
　

清
瀧
寺
法
印
様

　
　
　
　

大
坂
屋
小
三
郎
殿

　

傍
線
部
ａ
は
Ｇ
①
に
、
ｂ
は
Ｇ
②
に
相
当
す
る
。
重
左
衛
門
は

明
和
元
年
末
ま
で
江
戸
に
滞
在
し
、
同
二
年
一
月
、
奉
書
Ｇ
②
③

を
手
に
帰
村
し
て
み
る
と
、神
子
は
甚
内
が
兼
役
で
続
け
て
お
り
、

な
ぜ
か
明
王
院
も
退
い
て
い
る
。
こ
れ
を
東
叡
山
へ
注
進
す
る
飛

札
を
出
し
て
い
る
う
ち
、
八
月
の
両
社
祭
礼
に
は
甚
内
ら
社
人
が

残
ら
ず
押
し
か
け
、
神
楽
を
強
行
し
た
。
そ
れ
で
も
明
王
院
の
態

度
が
あ
い
ま
い
な
た
め
、
早
速
ま
た
東
叡
山
へ
注
進
の
飛
札
を
出

し
た
。
と
も
か
く
、
輪
王
寺
宮
が
発
す
る
奉
書
に
従
わ
な
い
多
人

数
の
「
朝
敵
」
を
こ
の
ま
ま
捨
て
置
い
て
は
、
逆
に
父
と
自
分
が



- 58 -- 59 -

　

以
上
、
乙
島
村
氏
宮
に
関
す
る
基
本
的
な
諸
記
録
を
見
直
し
、

そ
こ
に
窺
え
る
守
屋
家
、
特
に
一
四
代
重
左
衛
門
の
意
識
を
探
っ

て
き
た
。
守
屋
家
は
代
々
、氏
宮
「
本
願
主
」
を
自
任
し
、寺
（
別

当
）・
社
人
・
惣
氏
子
も
、
そ
の
下
で
氏
宮
祭
祀
を
執
り
行
う
「
古

格
」
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
宝
暦
末
年
、
守
屋
家
に
無
断
で

社
人
が
京
都
吉
田
家
か
ら
新
し
く
受
領
し
た
ば
か
り
か
、
村
内
に

そ
の
同
調
者
が
い
る
ら
し
い
現
実
を
「
古
格
」
に
照
ら
し
て
許
容

で
き
な
い
と
判
断
し
た
重
左
衛
門
は
、
家
の
名
誉
に
か
け
て
東
叡

山
出
訴
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
（
別
掲
年
表
を
参
照
。
な
お
、
香
西

家
文
書
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
主
張
は
Ｆ
②
④
あ
た
り

を
参
照
す
る
し
か
な
い
）。
重
左
衛
門
の
代
は
守
屋
家
が
庄
屋
役
を
離

れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
村
内
も
守
屋
家
内
部
も
諸
問
題
を
抱
え

て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
ら
が
重
左
衛
門
の
東
叡
山
指
向
を
促
し
た

一
面
も
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
東
叡
山
が
、
明
王
院
と
い
う
パ
イ

プ
が
あ
る
に
せ
よ
、
遠
国
の
村
に
こ
こ
ま
で
容
喙
し
た
こ
と
も
注

目
さ
れ
よ
う（

（1
（

。
乙
島
村
氏
宮
祭
祀
は
い
つ
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、

円
満
な
着
地
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
倉
敷
市
所
蔵
守
屋

家
文
書
の
未
整
理
分
に
は
氏
宮
関
係
が
な
お
残
っ
て
い
る
。
そ
の

整
理
・
調
査
に
期
待
し
た
い
。

官
所
で
の
扱
い
に
よ
り
甚
内
の
神
子
役
は
取
り
上
げ
と
な
る
→
跡

神
子
役
は
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
神
楽
奉
納
の
な
い
状
態
が
続
く

→
寛
政
三
年
に
取
扱
人
が
あ
り
、
浅
口
郡
佐
方
村
の
幸
田
（
神
田
）

信
濃
が
神
子
と
し
て
出
勤
し
、
祭
礼
の
節
は
同
人
の
雇
い
神
子
と

し
て
村
内
の
社
人
二
人
が
神
楽
を
勤
め
る
よ
う
に
な
る
→
の
ち
幸

田
は
、
遠
方
ゆ
え
祭
礼
出
勤
は
む
ず
か
し
い
と
辞
退
→
村
で
は
右

二
人
を
雇
っ
て
神
楽
奉
納
を
し
て
い
る
現
状
だ
が
、
追
々
に
先
年

の
と
お
り
（
正
式
に
）
神
子
を
取
り
立
て
た
い
も
の
だ
、
と
。

　

ま
た
、
祭
礼
時
の
「
御
神
楽
酒
」
の
項
で
は
、
そ
の
「
備

（
供
）方

」

が
済
む
と
常
照
院
が
祝
言
読
経
を
勤
め
た
の
ち
、
一
・
二
之
神
子

が
神
前
神
楽
を
始
め
る
が
、「
夫
ゟ（

台
頭
）天

子
・
将
軍
・
国
土
安

全
之
御
神
楽
、
夫
ゟ
当
番
両
人
ゟ
上
ル
、
是
ハ
村
方
惣
氏
子
御
祈

祷
之
御
神
楽
、
次
ニ
守
屋
十
左
衛
門
ゟ
上
ル
、
夫
ゟ
惣
氏
子
中
ゟ

上
ル
」
と
あ
る
。
Ｃ
に
は
な
い
新
た
な
規
定
だ
が
、
傍
線
部
、
特

に
「
天
子
」
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
重
左
衛
門
自
身
は
再
出
訴
を
貫
徹
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
最
終
的
に
は
輪
王
寺
宮
の
威
光
が
働
き
、「
朝
敵
」

の
汚
名
を
免
れ
た
と
言
え
よ
う
か
。
の
ち
彼
は
古
筆
家
と
な
り
、

字
は
「
昡
啓
」、「
一
島
」
と
号
す
る
。
昡
啓
は
Ｆ
①
で
の
「
元
慶
」

に
、
一
島
は
先
祖
開
発
の
島
、
乙
島
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
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の
文
字
は
な
い
が
、
後
述
C’
と
同
時
、
す
な
わ
ち
寛
政
期
頃
の
写
本
と
思

わ
れ
る
。
注
（
７
）
の
事
情
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
C
を
採
用
し
た
。

（
7
）
こ
の
部
分
が
注
（
６
）
で
言
及
し
た
「
氏
宮
記
録
帳
写
」
に
は
な
い
。

（
8
）
Ｃ
に
あ
る
吉
郎
右
衛
門
等
六
八
人
は
、
人
名
の
同
音
異
字
表
記
を
勘
案

す
れ
ば
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、こ
れ
に
あ
る
「
年
寄
惣
兵
衛
」「
同

与
三
左
衛
門
」
は
、
Ｃ
に
は
見
え
な
い
。

（
９
）
無
檀
家
で
あ
る
常
照
院
は
元
文
期
以
前
、
守
屋
家
か
ら
は
氏
宮
の
「
社

僧
」、社
人
か
ら
は「
神
主
寺
」と
呼
ば
れ
て
い
る（
後
述
Ｆ
③
・
Ｆ
②
部
分
）。

明
王
院
文
書
に
お
い
て
、
他
の
末
寺
で
は
「
檀
中
惣
代
」
が
庄
屋
と
連
署

す
る
ケ
ー
ス
で
、
常
照
院
で
は
「
氏
子
惣
代
（
氏
子
中
、
氏
子
一
統
）」

が
庄
屋
と
連
署
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、「
社
僧
」「
神
主
寺
」
が
常
照
院

の
実
態
に
ふ
さ
わ
し
く
、「
別
当
」
呼
称
は
大
仰
だ
、
と
す
る
見
方
が
村

内
に
広
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
Ｃ
は
後
年
の
写
本
で
あ
る
（
注
（
６
）
参
照
）。

（
11
）
Ｃ
に
見
え
る
「
二
之
神
子　

甚
内
」
の
養
子
で
、
他
村
か
ら
来
た
と
い

い
、肩
書
き
は
「
二
之
神
子
」
も
し
く
は
「
氏
宮
神
楽
役
」
と
あ
る
。
Ｃ
・

Ｅ
に
見
え
る
「
龍
王
宮
神
楽
役　

数
馬
（
受
領
し
て
大
和
）」
は
「
甚
作
悴
」

で
あ
り
、「
公
儀
帳
面
」
で
は
「
甚
作
」
で
あ
っ
た
。
甚
内
家
と
甚
作
家

は
同
姓
・
同
業
だ
が
別
家
の
よ
う
で
あ
る
。

（
12
）
内
済
後
、
東
叡
山
か
ら
明
王
院
宛
に
奉
書
が
下
さ
れ
、
村
役
人
同
席
で

数
馬
に
読
み
渡
さ
れ
た
、
と
い
う
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
生
れ
の

重
左
衛
門
は
こ
の
と
き
六
歳
、
父
伝
次
郎
か
ら
の
聞
き
伝
え
で
あ
ろ
う
。

重
左
衛
門
が
伝
次
郎
名
で
訴
え
を
始
め
、
そ
の
名
誉
に
か
か
わ
る
と
考
え

「
朝
敵
」
云
々
と
ま
で
言
う
の
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
し
か
し

明
王
院
に
こ
の
奉
書
が
伝
存
せ
ず
（
後
述
Ｇ
①
参
照
）、
守
屋
家
に
も
写

の
な
い
こ
と
が
、
問
題
を
こ
じ
ら
せ
た
一
因
か
も
し
れ
な
い
。

（
13
）『
新
修
倉
敷
市
史
』
10
史
料
・
近
世
下
（
一
九
九
七
年
）、
九
七
〇
～

　

注
（
１
）
江
戸
幕
府
が
寛
永
年
間
に
上
野
に
建
立
し
た
寛
永
寺
。
天
台
宗
で
、
山

号
は
東
の
叡
山
の
意
。
歴
代
住
職
は
法
親
王
が
迎
え
ら
れ
、
日
光
東
照
宮

の
別
当
寺
で
あ
る
輪
王
寺
を
兼
務
し
、「
輪
王
寺
宮
」「
日
光
御
門
主
」
な

ど
と
呼
ば
れ
た
。
親
王
で
あ
る
が
ゆ
え
、そ
の
意
志
を
伝
え
る
文
書
は「
奉

書
」
と
さ
れ
、
後
述
の
「
朝
敵
」
云
々
も
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
。

（
２
）『
新
修
倉
敷
市
史
』３
近
世
上（
二
〇
〇
〇
年
）第
五
章
第
三
節
、拙
著『
岡

山
藩
の
寺
社
と
史
料
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
第
六
章
。

（
３
）
山
本
太
郎
「
倉
敷
市
所
蔵
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
守
屋
家
文
書
」（『
倉

敷
の
歴
史
』
二
五
号
、
二
〇
一
五
年
）
図
１
守
屋
家
系
図
。
以
下
、
代
数

は
こ
れ
に
よ
る
。

（
４
）
注
（
３
）
山
本
稿
を
参
照
。

（
５
）
明
王
院
は
伝
教
大
師
開
創
を
伝
え
、
無
本
寺
を
誇
る
古
刹
と
し
て
、

末
寺
は
近
世
初
頭
に
四
〇
を
数
え
た
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
始

ま
る
岡
山
藩
の
排
仏
政
策
に
よ
り
、
末
寺
も
一
六
に
減
少
。
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）、
東
叡
山
奉
書
を
受
け
た
天
祐
（
二
二
世
）
が
備
前
児
島
大

願
寺
か
ら
入
住
し
て
寺
を
中
興
、
東
叡
山
末
と
な
っ
た
。
以
後
、
宝
暦
十

年
（
一
七
六
〇
）
頃
、江
戸
か
ら
東
叡
山
青
龍
院
出
身
の
亮
孝
（
二
六
世
）

が
入
住
す
る
な
ど
、
東
叡
山
と
の
関
係
を
強
め
た
。
一
六
末
寺
は
全
て
浅

口
郡
内
に
あ
り
、
乙
島
村
二
寺
の
う
ち
、
円
乗
院
は
村
人
の
ほ
と
ん
ど
を

檀
家
と
し
た
が
、
常
照
院
は
無
檀
家
の
寺
で
あ
っ
た
。
拙
著
『「
備
中
岡

山
藩
」
の
世
界
』（
吉
備
人
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
補
論
１
、
同
『
岡
山

藩
の
寺
社
と
史
料
』
第
三
章
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
Ｃ
の
表
紙
に
は
「
弐
冊
之
内
甲
」
と
あ
る
が
、
別
に
「
弐
冊
之
内
乙
」

と
記
し
た
「
氏
宮
記
録
帳
写
」
が
あ
る
（
Ｆ
―
６
―
５
―
７
―
３
）。
こ

の
「
乙
」「
写
」
の
方
が
状
態
は
良
く
筆
も
丁
寧
。
Ｃ
の
誤
脱
箇
所
も
こ

れ
で
補
え
る
こ
と
か
ら
、筆
写
時
期
は
Ｃ
よ
り
前
か
。
Ｃ
は
表
紙
に
「
写
」
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九
九
〇
頁
。

（
14
）
こ
の
中
に
、
元
文
二
年
、
常
照
院
が
正
月
年
始
の
配
札
に
「
別
当
常
照

院
」
と
新
規
に
別
当
の
名
目
を
付
け
た
た
め
出
入
に
な
り
、
同
三
年
五
月

に
内
済
が
成
っ
た
旨
の
記
述
が
あ
る（
注（
13
）書
、九
七
九
頁
）。
注（
2
）

拙
稿
で
は
、
こ
れ
に
拠
り
、
出
入
の
発
端
を
元
文
二
年
と
し
た
。
し
か
し

Ｃ
・
Ｅ
に
照
ら
せ
ば
発
端
は
元
文
三
年
と
判
断
さ
れ
、
前
後
の
流
れ
と
し

て
も
こ
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
Ｆ
③
は
二
次
史
料
で
あ
り
、
一

次
史
料
は
Ｃ
・
Ｅ
で
あ
っ
た
。
訂
正
し
た
い
。

（
15
）「
守
谷
家
系
」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
乙
島
守
屋
家
文
書

六
七
八
八
）。

（
16
）
明
王
院
二
六
世
亮
孝
が
東
叡
山
権
威
を
背
に
末
寺
統
制
を
強
め
る
の
も

明
和
期
で
あ
っ
た
（
注
（
５
）
拙
著
『
岡
山
藩
の
寺
社
と
史
料
』
第
三
章
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
付
記
〕
山
本
太
郎
氏
・
大
島
千
鶴
氏
を
始
め
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
の
皆

様
に
は
、
終
始
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
べ
っ
ぷ　

し
ん
ご　

元
倉
敷
市
史
編
さ
ん
委
員
）
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乙島村氏宮をめぐる動き

年代 西暦 典拠事項　（丸数字は守屋家当主としての代）

常照院が神前に魚を供えることに難色を示すも、⑩仙右衛門
が惣氏子の心に叶わずとして断る
倉敷代官所から凶作につき神事は簡略にと指示あり、⑪伝次
郎が魚を供えるのを止め、当番への振る舞いも精進料理に
社人数馬が吉田家から受領し「大和」と名乗っていること
を常照院が問題視、出入に。３月　村役人の扱いにより内
済（受領は「一代限り」とし、戸開きなどは常照院が行う）。
同時に C を作成し、古格を確認する。内済後、明王院宛に
東叡山奉書（今後社人が受領を願い出た場合、東叡山へ「拝
参」させるように）が下され、数馬以下氏宮諸役、惣氏子
に読み渡されたという
５月　惣氏子が御神幸の再興を⑫佐平治に願い出る（近年
の豊作は氏神のおかげだ、と）→再興を決め D を作成する。
当番への振る舞いに魚も復活
１月　常照院が年始の配札に「別当常照院」と記す。これ
を⑫佐平治が問題視して出入に。惣氏子は佐平治側に立ち、
Eを作成する。５月　近隣村庄屋の扱いにより内済（「別当」
呼称を認める）
社人甚内が守屋にも常照院にも届けず､村役人の取次と代官
の添簡を得て上京し、吉田家から受領し「豊前」と名乗る。
３月　⑭重左衛門が⑪伝次郎代として、倉敷代官所に訴え
る（代官が添簡したのも問題、元文度の東叡山奉書にも背
いている）→代官は取次の村役人を呼び事情を聞き、叱り、
⑫佐平治に内済取扱いを命じる
１２月　江戸訴訟を恐れ、甚内が詫びて内済（取次の村役
人５人は退役、豊前名は１代限り、今後神楽役以外は勤め
ない）。甚内は常照院宛に一札、伝次郎宛に一札を入れる　
２月　甚内が前年の内済は不本意と代官所へ訴え（神楽役
を古来から勤めてきた、受領は年来の念願、惣氏子の勧化
を受けた、元文度の奉書など知らない、前年の内済は佐平
治に強要されたもの、重左衛門は俗家だ、自分は吉田手先
の社人だ）。３月　⑭重左衛門が反論（両宮の由緒、常照院
のこと、社人取り立てのいきさつ、氏宮支配人守屋家の立場、
甚内は輪王寺宮様＝東叡山の手下であり、吉田手先の社人
ではない）
４月　甚内が上洛して吉田家から書状を受けて帰る。７月
　重左衛門が反論（内容、書式があやしい）。その後、代官
所の指示なく、佐平治は取り扱いから退く
２月　重左衛門が F をまとめる。５月　重左衛門が出府し、
東叡山に訴える。８月　東叡山が明王院に報告を求める。
１２月　東叡山が明王院・重左衛門に指示する（甚内の社
役を取り上げ、跡役は常照院と重左衛門の熟談で決めよ）
１月　重左衛門が江戸から帰る。跡神子は決まらず。８月
　甚内ら社人が神楽を強行するなど奉書の趣旨に反する動
き。１２月　重左衛門が東叡山に再出訴するため、出発
重左衛門は大坂で罹病するも、明王院が動いて東叡山に再
訴した結果、倉敷代官所の扱いにより、甚内の神子役は取
り上げとなる
佐方村の幸田信濃が神子役として出勤し、村内の社人２人
を雇う形で神楽奉納が復活する

E

E

F,C

C,D,Ｅ

E,F

F

F

F

F

F,Ｇ

H

C'

C'

宝永年間

享保１７

元文２

元文３

宝暦１２

宝暦１３

宝暦１４
（明和元）

明和２

明和３

寛政３

1704-11

1732

1737

1738

1762

1763

1764

1765

1766

1791
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１　

前
半
生　

〜
複
雑
な
生
い
立
ち
〜

　

守
屋
昡
啓
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）、
乙
島
村
の
庄
屋
・
守

屋
伝
次
郎
春
吉
の
四
男
と
し
て
備
前
に
生
ま
れ
た（

２
）。幼

名
万
志
郎
、

諱
は
光
平
。
通
称
は
武
兵
衛
・
重
左
衛
門
で
、
字
は
昡
啓
、
晩
年

は
一
島
と
号
し
た
。
他
に
東
昡
・
流
水
軒
・
笑
入
翁
な
ど
を
用

い
て
い
る
。
兄
弟
は
長
男
繁
八
（
密
吉
）、
次
男
八
十
之
助
（
出
家
。

阿
賀
崎
新
田
本
覚
寺
弟
子
と
な
る
）、
三
男
金
之
助
（
出
家
。
玉
島
村
清
瀧

寺
七
世
住
職
と
な
る
）
と
弟
の
小
三
郎
清
明
（
大
坂
屋
へ
養
子
）
が
あ
っ

た（
３
）（

図
１
）。

　

昡
啓
の
伝
記
に
は
〔
一
島
先
生
伝
〕、「
東
南
西
北
笑
入
昡
啓
一

島
先
生
之
記（

４
）」

が
あ
り
、
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以

下
、
昡
啓
の
事
績
は
特
に
注
記
し
な
い
限
り
同
史
料
に
よ
る
。

　

昡
啓
は
七
歳
で
乙
島
村
の
旦
那
寺
円
乗
院
で
学
問
を
学
び
、
十 

 　
　
　

は
じ
め
に

　

守
屋
昡
啓
（
一
七
三
二
～
一
八
〇
〇
）
は
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村

で
庄
屋
な
ど
を
務
め
て
き
た
守
屋
家
の
十
四
世
当
主（

１
）で

あ
る
。
昡

啓
は
本
来
な
ら
早
世
し
た
兄
の
跡
を
受
け
て
本
家
を
継
ぎ
庄
屋
を

務
め
て
い
た
は
ず
の
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
十
代
半
ば
で
村

を
離
れ
大
坂
・
江
戸
に
暮
ら
し
、
医
業
に
書
の
指
導
を
兼
ね
て
生

活
の
糧
と
し
た
。
ま
た
晩
年
は
西
国
諸
国
を
廻
っ
て
書
の
指
導
を

続
け
、
帰
郷
し
て
孫
に
会
う
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
も
果
た
せ
な
い

ま
ま
肥
後
の
寺
で
客
死
し
た
。
そ
の
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
は
、
後

代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
の
昡
啓
の
書
状
を
中
心
に

読
み
解
き
、
近
世
後
期
を
生
き
た
一
人
の
医
師
・
書
家
の
生
き
様

と
そ
の
人
生
観
な
ど
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　

乙
島
村
出
身
の
古
筆
家
・
守
屋
昡
啓
の
生
涯

　
　
　
　
　　
　
　
―
明
日
は
如
何
な
る
こ
と
や
ら
知
れ
ぬ
―

大　

島　

千　

鶴
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母
親
は
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）、
昡
啓

が
十
三
歳
の
時
に
没

し
て
い
る
。
こ
の
年

佐
平
治
は
村
人
た
ち

か
ら
庄
屋
引
退
を
迫

ら
れ
た
。
村
人
た
ち

は
「
佐
平
治
を
退
役

さ
せ
跡
役
に
は
仙
右

衛
門
（
辰
之
介
）
に

本
家
の
家
督
を
継
が

せ
た
上
で
庄
屋
に
し

て
ほ
し
い
」
と
役
所

に
訴
え
出
た
の
で
あ
る（

６
）。
昡
啓
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
辰
之
介
（
図

２
）
は
四
歳
で
父
（
十
世
仙
右
衛
門
）
を
亡
く
し
叔
父
伝
次
郎
に
養

わ
れ
た
が
、
佐
平
治
を
退
任
さ
せ
よ
う
と
す
る
百
姓
た
ち
に
担
が

れ
本
家
の
家
督
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
昡
啓
の
兄

繁
八
は
「
辰
之
介
は
正
妻
の
子
で
は
な
く
本
家
を
継
ぐ
筋
目
の
も

の
で
は
な
い
」
と
仙
右
衛
門
の
相
続
を
阻
ん
だ（

７
）。

繁
八
は
寛
保

三
年
（
一
七
四
三
）
に
佐
平
治
か
ら
本
家
を
明
け
渡
さ
れ
て
お
り
、

一
歳
で
津
田
豊
説（

５
）に

医

学
を
学
ん
だ
。
ま
た
尺

八
を
学
び
十
五
歳
で
京

都
明
暗
寺
の
本
則
を

受
け
て
い
る
。
翌
年

「
神（

マ
マ
）心

恍
惚
」
と
し
て

労
疾
の
よ
う
な
病
を
発

し
た
。
診
察
し
た
津
田

豊
説
に
「
こ
の
病
は
気

鬱
か
ら
く
る
の
で
欝
を

晴
ら
す
し
か
な
い
」
と

言
わ
れ
た
昡
啓
は
明
暗

寺
に
上
り
暮
露
名
（
虚

無
僧
と
し
て
の
名
）
一 

貫
を
名
乗
っ
て
洛
中
外
を
行
脚
し
た
。
さ
ら
に
医
師
堀
玄
松
（
ヤ

マ
ワ
キ
氏
と
も
）に
付
い
て
医
学
を
習
熟
し
医
名
を
東
昡
と
号
し
た
。

尺
八
は
晩
年
ま
で
嗜
ん
で
い
る
。

　

幼
少
期
・
青
年
期
の
昡
啓
の
家
庭
環
境
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
昡

啓
が
生
ま
れ
た
二
年
後
に
父
十
一
世
伝
次
郎
は
病
の
た
め
庄
屋
役

を
退
き
叔
父
の
十
二
世
佐
平
治
が
庄
屋
と
な
り
本
家
へ
入
っ
た
。

11世
伝次郎春吉

13世
繁八

14世
光平（昡啓） 15世

忠蔵

17世
亀之丞

16世
十九郎（伝次郎）

菊

八十之助（阿賀崎新田村本覚寺へ）
金之助（清瀧寺教山法印）

なを
（大島治兵衛娘）

小三郎

はや
（小野勢太右衛門娘）

10世
仙右衛門

11世
伝次郎

12世
佐平治

げん（後妻）

吉田儀右衛門女
（先妻）

13世
繁八
14世
光平（昡啓）

15世
忠蔵

四郎右衛門

嘉兵衛
（吉田家へ）

忠蔵

17世
亀之丞

亀之丞
菊

仙右衛門（辰之介）

図１　守屋家略系図①

図 2  守屋家略系図②
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へ
行
か
せ
た
の
は
津
田
豊
説
の
配
慮
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昡
啓
が
佐
平
治
の
家
を
出
た
の
は
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
で

あ
っ
た
。
佐
平
治
は
「
昡
啓
と
小
三
郎
は
子
細
も
告
げ
ず
勝
手
に

出
て
行
き
不
届
き
だ
。
あ
ま
つ
さ
え
大
切
な
氏
宮
記
録
や
日
記
な

ど
の
帳
面
類
を
持
ち
出
し
、公
事
で
も
企
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。

荷
担
す
る
者
も
あ
る
よ
う
だ
」
と
役
所
に
訴
え
出
て
い
る（

（1
（

。

　

一
方
の
昡
啓
は
叔
母
（
佐
平
治
の
後
妻
げ
ん
）
に
追
い
出
さ
れ
た

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
昡
啓
が
佐
平
治
家
を
出
る
際
に
遺
し
た
書

置
き
が
あ
り（

（1
（

、
そ
れ
に
よ
る
と
叔
母
は
「
本
家
の
家
督
は
少
し
も

な
く
な
っ
た
こ
と
だ
し
、
武
兵
衛
（
昡
啓
）
兄
弟
が
奉
公
に
で
よ

う
が
ど
う
し
よ
う
が
私
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」
と
他
人
に
漏

ら
し
て
い
た
。
昡
啓
は
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
か
け
た
の
も
さ
ぞ

ご
迷
惑
だ
っ
た
の
か
と
不
孝
の
罪
恐
ろ
し
く
戸
口
の
敷
居
高
く
、

や
っ
と
忍
び
出
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
言
い
分
が
正
し

い
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
、
善
寿
院
と
い
う
人
物
が

佐
平
治
に
宛
て
た
書
状
が
あ
る（

（1
（

。
そ
こ
に
は「
武
兵
衛
兄
弟
に『
自

分
存
命
中
は
跡
を
取
ら
せ
ず
養
子
に
継
が
せ
る
』
と
言
っ
た
の
は

本
当
か
」「
武
兵
衛
も
小
三
郎
も
こ
の
ま
ま
で
は
難
儀
す
る
」
と

あ
り
、
昡
啓
た
ち
を
擁
護
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
佐
平
治
は
「
昡

啓
が
本
家
の
内
蔵
を
売
り
渡
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
か
、
佐
平
治

結
果
と
し
て
仙
右
衛
門
で
は
な
く
繁
八
が
十
三
世
と
し
て
家
督
を

継
い
で
い
る
。
兄
の
家
督
相
続
に
よ
り
昡
啓
と
小
三
郎
は
繁
八
に

養
わ
れ
本
家
で
成
長
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
繁
八
は
二

年
後
に
二
十
九
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

十
五
歳
の
昡
啓
と
小
三
郎
は
佐
平
治
の
家
に
引
き
取
ら
れ
、
伝

次
郎
は
本
家
近
く
に
別
家
し
て
佐
平
治
が
面
倒
を
見
る
こ
と
と

な
っ
た
。
繁
八
に
本
家
を
明
け
渡
し
た
佐
平
治
は
乙
島
村
に
新
築

し
た
家
へ
移
っ
て
い
た
の
で
、
空
き
家
と
な
っ
た
本
家
は
家
守
が

管
理
し
た
。
仙
右
衛
門
、
伝
次
郎
、
佐
平
治
の
三
兄
弟
に
は
四
人

の
姉
妹
も
い
た
が
、
う
ち
二
人
を
仙
右
衛
門
が
、
残
り
二
人
を
伝

次
郎
が
養
っ
た
。
三
兄
弟
は
父
親
が
分
地
を
せ
ぬ
ま
ま
死
ん
で
し

ま
っ
た
た
め
い
が
み
合
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
兄
弟
姉
妹
や
そ
の

子
を
引
き
取
り
養
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

８
）。

　

し
か
し
、
佐
平
治
は
我
の
強
い
性
格
だ
っ
た
よ
う
だ
。
退
役
を

迫
ら
れ
た
時
は
「
何
事
も
気
が
強
く
百
姓
が
ど
ん
な
に
難
儀
し
よ

う
と
も
身
勝
手
ば
か
り
し
、
佐
平
治
に
順
心
す
る
者
は
い
な
い
」

と
非
難
さ
れ
て
い
る（

９
）。

昡
啓
が
十
六
歳
頃
気
鬱
に
な
っ
た
の
は
、

叔
父
に
厄
介
に
な
っ
て
い
る
肩
身
の
狭
さ
に
加
え
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
「
気
強
い
」
性
格
の
佐
平
治
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
治
療
の
た
め
と
称
し
て
昡
啓
を
京
都
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孫
の
我
ら
心
外
」
と
後
々
ま
で
悔
い
て
い
た（

（1
（

。

　

し
か
し
、
立
ち
入
り
庄
屋
の
支
配
で
村
内
が
混
乱
し
た
た
め
昡

啓
は
明
和
元
年（
一
七
六
四
）に
先
庄
屋
喜
三
右
衛
門
の
息
子
専
八
、

預
り
庄
屋
の
太
兵
衛
（
喜
三
右
衛
門
甥
）
ら
を
相
手
取
り
勘
定
奉
行

へ
訴
え
出
て
い
る
。
太
兵
衛
ら
は
乙
島
村
の
諸
帳
面
を
自
村
に
取

込
み
、
年
貢
小
入
用
の
割
付
を
勝
手
に
行
っ
た
り
囲
米
を
二
重
に

取
り
た
て
た
り
し
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。　

　

ま
た
同
年
、
両
氏
宮
（
養
父
母
明
神
・
八
幡
宮
）
を
め
ぐ
る
村
人

や
神
子
と
の
出
入
り
で
は
東
叡
山
（
上
野
寛
永
寺
）
へ
上
っ
て
門
跡

の
奉
書
を
持
ち
帰
る
な
ど（

（1
（

、「
庄
屋
代
」
と
し
て
働
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
氏
宮
一
件
は
昡
啓
が
持
ち
帰
っ
た
東
叡
山
の
奉
書

で
は
解
決
せ
ず
、
翌
明
和
二
年
、
再
び
出
府
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昡
啓
は
村
を
出
る
に
あ
た
り
清
瀧
寺
の
兄
教
山
法
印
と
弟
小
三
郎

宛
に
書
置
き
を
残
し
て
お
り（

（1
（

「
病
の
老
父
を
お
い
て
出
府
す
る
の

は
不
孝
の
限
り
だ
が
こ
の
問
題
を
な
お
ざ
り
に
し
て
は
私
た
ち
は

朝
敵
と
な
り
永
代
の
恥
辱
と
な
る
」
の
で
仕
方
な
く
村
を
出
る
と

言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、残
し
て
い
く
父
の
世
話
や
本
家
の
管
理
、

下
人
の
身
の
振
り
方
な
ど
を
託
し
た
。
訴
訟
で
出
府
す
る
の
な
ら

妻
子
ま
で
伴
っ
て
行
く
必
要
は
な
い
は
ず
だ
が
、「
妻
子
を
連
れ

て
京
・
大
坂
あ
た
り
で
奉
公
に
あ
り
つ
く
つ
も
り
で
あ
る
」
と
言

の
留
守
中
に
「
昡
啓
が
人
を
大
勢
召
し
連
れ
門
前
の
苗
代
を
牛
を

追
い
込
ん
で
荒
ら
し
た
」
な
ど
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
た（

（1
（

。

　

し
か
し
、
す
で
に
二
十
歳
に
な
っ
て
い
た
昡
啓
も
負
け
て
は
い

な
か
っ
た
。
佐
平
治
が
預
か
っ
て
い
た
本
家
の
持
高
四
十
七
石
余

り
を
返
す
よ
う
江
戸
出
訴
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
争
い
は
親
類
や

円
乗
院
隠
居
が
仲
立
ち
し
て
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
和
談
し

て
お
り
、
昡
啓
は
本
家
の
持
高
や
借
家
、
諸
道
具
を
す
べ
て
取
り

返
し
て
い
る（

（1
（

。

　

叔
父
と
の
出
入
り
は
取
り
あ
え
ず
落
ち
着
き
、
昡
啓
は
本
家
の

十
四
世
と
な
っ
た
が
、
昡
啓
が
庄
屋
を
務
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
乙
島
村
は
往
古
よ
り
庄
屋
は
一
人
で
、
守
屋
本
家
の
当
主

が
務
め
て
い
た
が
、
佐
平
治
と
村
人
が
対
立
し
て
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
以
降
乙
島
村
は
二
組
に
な
り
、三
百
五
十
五
石
余
（
毛

付
高
）
を
分
家
の
乙
島
村
文
右
衛
門
（
後
に
民
右
衛
門
）
が
、
残
り

四
百
八
十
九
石
余
を
立
ち
入
り
庄
屋
と
し
て
阿
賀
崎
新
田
村
の
喜

三
右
衛
門
（
後
に
太
兵
衛
）
が
務
め
て
い
た（

（1
（

。
つ
ま
り
昡
啓
の
息
子

忠
蔵
（
十
五
世
重
左
衛
門
昌
勝
）
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
庄
屋

と
な
る
ま
で
四
十
年
余
り
も
本
家
の
当
主
が
庄
屋
役
を
務
め
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昡
啓
は
こ
の
こ
と
を
「
一
類
確
執
の

頃
よ
り
長
官
の
役
儀
（
庄
屋
役
）
さ
へ
も
他
村
に
移
っ
た
事
は
嫡
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妻
は
大
島
治
兵
衛
の
娘
「
な
を
」
で
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に

没
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
昡
啓
の
書

状
（
（2
（

に「
当
年
は
亡
妻
の
十
三
回
忌
」と
あ
り
、天
明
四
年（
一
七
八
四
）

に
没
し
た
妻
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
を
と
は
明
ら
か
に
別
人

で
あ
る
。
実
は
昡
啓
に
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
春
か
ら
天
明

四
年
（
一
七
八
四
）
ま
で
江
戸
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
女
性
が
い
た
。

昡
啓
は
こ
の
女
性
を
「
留
守
居
の
ば
ば
」
と
呼
ん
で
お
り
「
着
物

を
繕
い
つ
つ
暮
ら
す
質
素
な
家
で
よ
く
節
約
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
っ
て
い
る
」
と
忠
蔵
に
伝
え
て
い
る
。
女
性
は
天
明
四
年
の
夏

に
大
病
を
患
い
亡
く
な
っ
た（

（2
（

。
正
妻
以
外
の
女
性
を
妻
と
呼
び
、

年
忌
法
要
も
営
ん
だ
昡
啓
は
、な
を
と
不
和
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
後

述
）。　

　

忠
蔵
は
母
と
共
に
昡
啓
に
つ
い
て
村
を
出
た
が
、
い
つ
し
か
乙

島
村
に
戻
り
大
叔
父
佐
平
治
の
息
子
四
郎
右
衛
門
の
養
子
と
な
っ

て
い
た
。
四
郎
右
衛
門
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
ら
し
く
、
養
子
に

出
さ
れ
た
弟
、
油
屋
吉
田
嘉
兵
衛
の
娘
菊
を
養
女
に
し
て
忠
蔵
と

娶
わ
せ
た
（
図
２
）。
そ
の
後
忠
蔵
は
訳
あ
っ
て
佐
平
治
に
よ
っ
て

追
い
出
さ
れ
て
い
た
が
、
四
郎
右
衛
門
に
不
埒
な
振
る
舞
い
が

あ
っ
た
た
め
、
佐
平
治
は
「
自
分
の
不
料
簡
で
忠
蔵
を
追
い
出
し

た
が
氏
宮
一
件
の
事
も
あ
る
し
忠
蔵
で
な
け
れ
ば
こ
の
家
を
建
て

い
、
分
家
に
借
金
の
依
頼
も
し
て
い
る
の
で
、
当
分
は
帰
ら
ぬ
覚

悟
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
昡
啓
は
大
坂
か
江
戸
へ
出
て
一
旗
揚
げ
よ
う
と
考
え

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
家
の
持
高
は
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
い
た
し
、
後
年
、
昡
啓
が
江
戸
か
ら
倉
敷
代
官
の
供
を
し
て
帰

村
し
よ
う
と
し
た
時
「
久
し
ぶ
り
に
帰
国
す
る
の
だ
か
ら
錦
を
着

た
い
。
御
支
配
所
代
官
の
お
供
で
帰
国
す
る
な
ら
外
聞
も
然
る
べ

き
」
と
言
っ
て
い
る（

（2
（

の
も
江
戸
で
成
功
し
た
晴
れ
が
ま
し
い
姿
を

故
郷
の
人
た
ち
に
誇
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
別
の
書
状
に
は
「
飢か

つ
え
死
ぬ
と
も
国
元
へ
帰
り
て
死
の

ふ
よ
り
、
一
族
の
知
ら
ぬ
江
戸
で
死
に
恥
を
か
く
つ
も
り
な
り
」

と
あ
る（

（2
（

。
本
家
を
立
て
直
せ
ぬ
ま
ま
村
を
離
れ
た
昡
啓
に
し
て
み

れ
ば
、
江
戸
で
大
き
な
出
世
を
遂
げ
な
け
れ
ば
、
お
め
お
め
と
帰

国
な
ど
で
き
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
　
　

２　

昡
啓
の
家
族

　

昡
啓
に
は
三
人
の
子
供
が
あ
っ
た
。
長
男
忠
蔵
、
次
男
十
九
郎

（
後
の
十
六
世
伝
次
郎
）
と
明
和
二
年
に
二
歳
で
死
亡
し
た
女
子
で
あ

る
。
江
戸
在
住
中
に
二
度
養
女
を
迎
え
た
が
、
二
人
と
も
故
あ
っ

て
実
家
に
帰
っ
て
い
る

（
（2
（

。
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た
史
料
中
に
「
溝
口
流
」
の
文
字
も
な
く
、
書
に
関
し
て
は
す
べ

て
「
古
筆
道
」
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
溝
口
原
甫
の
古
筆

道
と
は
江
戸
で
流
行
っ
て
い
た
溝
口
流
と
は
別
な
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
原
甫
は
昡
啓
の
親
類
書

（
（2
（

に
「
城
州
八
幡
社
士
」
と
あ
り
、

石
清
水
八
幡
宮
の
史
料

（
（2
（

に
溝
口
姓
の
社
士
が
見
え
る
の
で
、
元
は

京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
の
社
人
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
昡
啓
晩
年

の
書
状
で
三
原
・
尾
道
近
辺
を
「
師
の
故
郷
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
（
（3
（

出
身
は
備
後
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

芸
道
の
多
く
が
秘
伝
で
書
面
で
伝
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
古
筆

道
が
ど
う
い
う
流
派
で
あ
る
の
か
を
記
し
た
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
た
だ
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）、
原
甫
の
息
子
溝
口
逐
渡
（
源

久
憲
）
が
寛
永
寺
貫
主
の
前
で
御
前
席
書
し
た
際
の
記
述
に
よ
る

と
、
弘
法
大
師
、
尊
円
、
長
谷
川
の
仮
名
、
嵯
峨
風
、
定
家
風
、

光
悦
流
、
王
羲
之
、
唐
・
明
朝
の
書
体
な
ど
和
漢
古
今
の
諸
流
を

上
覧
に
供
え
た
と
あ
り
、
和
様
・
唐
様
を
問
わ
ず
古
今
の
あ
ら
ゆ

る
書
風
を
究
め
る
筆
道
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昡
啓
は
原
甫

に
つ
い
て
学
び
古
筆
道
の
免
許
を
受
け
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

江
戸
へ
上
っ
た
。
四
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。
江
戸
で
は
ま
ず
東

叡
山
松
寒
院
に
休
遊
し
、
後
に
不
忍
池
端
（
現
台
東
区
上
野
）
に
草

庵
を
構
え
旗
本
衆
に
指
導
し
た
。
旗
本
の
み
な
ら
ず
東
叡
山
、
大

ら
れ
な
い
」
と
忠
蔵
を
呼
び
返
し
て
い
る（

（2
（

。

　

昡
啓
は
母
と
長
兄
を
早
く
に
亡
く
し
、
父
、
妻
子
と
も
長
ら
く

別
居
と
い
う
肉
親
に
縁
薄
い
半
生
で
あ
り
、
ま
た
頑
固
な
叔
父
夫

婦
の
許
で
辛
抱
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
辛
い
境
遇
で
も
あ
っ
た
。

老
年
に
い
た
り
「
堪
忍
こ
そ
大
事
」
と
繰
り
返
し
息
子
に
諭
す
そ

の
言
葉
は
複
雑
な
生
い
立
ち
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

３　

古
筆
道
と
の
出
会
い　

〜
運
命
の
邂
逅
〜

　

東
叡
山
へ
再
訴
の
た
め
乙
島
村
を
出
た
昡
啓
は
大
坂
で
病
に
な

り
そ
の
ま
ま
大
坂
に
留
ま
っ
た
。
東
叡
山
へ
は
明
王
院
が
使
僧
を

立
て
て
再
訴
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
後
の
昡
啓
の
動
き
が
よ
く
分
か
ら

な
い
。
伝
記
に
よ
れ
ば
七
年
京
都
に
滞
在
し
、
そ
の
後
大
坂
へ
出

て
医
業
に
書
家
を
か
ね
て
業
と
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
大
坂
で

古
筆
道
の
開
祖
溝
口
原
甫
（
安
陽
先
生
）
に
出
会
っ
た
。
こ
の
出

会
い
が
昡
啓
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

古
筆
道
と
い
う
言
葉
は
管
見
の
限
り
昡
啓
の
遺
し
た
史
料
で
し

か
確
認
で
き
な
い
。
江
戸
時
代
に
盛
行
し
た
書
道
の
流
派
青
蓮
院

流
、
い
わ
ゆ
る
御
家
流
は
多
く
の
分
派
を
生
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち

に
溝
口
流
と
い
う
一
派
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
溝
口
流
の
祖
は

溝
口
原
甫
で
は
な
く
溝
口
千
谷
（
荘
司
）
で
あ
る（

（2
（

。
昡
啓
の
遺
し
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い
て
「
古
筆
道
は
す
べ
て
の
芸
に
通
じ
、
特
に
弓
馬
に
疎
く
し
て

は
體
筆
が
均
し
く
な
く
な
る
の
で
、
直
参
旗
本
関
氏
を
師
と
し
て

日
置
流
の
弓
術
を
究
め
、
馬
術
は
大
坪
流
、
剣
術
は
柳
生
流
な
ど

の
武
術
を
学
ん
だ
。
諸
士
を
指
導
す
る
に
あ
た
り
そ
の
人
の
好
む

術
を
聞
き
、
そ
の
後
に
古
筆
道
の
指
導
を
す
る
と
早
く
得
道
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
昡
啓
が
多
く
の
大
名

や
旗
本
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
独
特
な
指

導
法
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

天
明
年
中
（
天
明
四
年
・
一
七
八
四
以
前
）
溝
口
原
甫
が
大
坂
か
ら

江
戸
へ
や
っ
て
き
た
。
天
明
五
年
に
原
甫
が
病
に
な
っ
た
時
に
は

昡
啓
が
手
厚
く
看
病
し
最
後
を
看
取
っ
て
い
る
。
前
掲
の
親
類
書

で
は
原
甫
を
兄
、
逐
渡
を
甥
と
記
し
て
い
る
の
で
、
高
弟
と
し
て

義
兄
弟
の
契
り
を
交
わ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
甫
に
は
四
千
人

余
り
も
の
弟
子
が
い
た
の
に
、
不
思
議
な
縁
で
師
匠
に
再
会
し
命

終
ま
で
付
き
添
っ
た
縁
の
深
さ
を
昡
啓
は
感
じ
て
い
た（

（3
（

。

　
　
　

４　

江
戸
暮
ら
し　

～
江
戸
ほ
ど
面
白
き
処
は
な
き
ぞ
～

　

江
戸
で
は
初
め
不
忍
池
端
に
草
庵
を
構
え
、
後
に
明
神
下
（
現

千
代
田
区
外
神
田
）、
金
吹
町
（
現
中
央
区
日
本
橋
）
に
住
ん
だ
。
養
女

を
迎
え
た
り
弟
子
を
置
い
た
り
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的

名
に
も
指
導
を
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
「
記
す
に
不
暇
」
で
あ
っ

た
。
大
名
・
旗
本
に
指
導
し
た
と
昡
啓
は
言
っ
て
い
る
が
具
体
的

に
そ
の
弟
子
の
名
前
を
記
し
た
史
料
は
少
な
い
。
昡
啓
の
手
元
に

は
大
量
の
大
名
・
旗
本
の
起
証
文
（
入
門
宣
誓
書
）
が
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、
天
明
六
年
の
火
事
（
後
述
）
で
文
庫
も
焼
け
て
お
り
焼
失

し
た
と
思
わ
れ
る
。
名
前
の
分
か
る
大
名
・
旗
本
を
取
り
上
げ
た

の
が
表
１
で
あ
る
。

 　

な
お
、
守
屋
家
文
書

に
は
守
屋
家
と
は
関
り
の

な
い
大
名
の
書
状
十
四
通

と
大
量
の
旗
本
の
書
状
が

含
ま
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
度

の
昡
啓
関
連
史
料
の
調
査

か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の

書
状
を
守
屋
家
に
も
た
ら

し
た
の
は
昡
啓
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を

改
め
て
言
及
し
た
い
。

　

昡
啓
は
書
の
指
導
に
つ

表 1　昡啓門弟となった大名・旗本
 大名旗本名 諱 
戸田因幡守 忠寛 宇都宮藩戸田家初代
戸田能登守 忠翰 宇都宮藩戸田家 3代
松平伯耆守 資承 宮津藩松平（本庄）3代
青山下野守 忠高 篠山藩 2代
秋元但馬守 永朝 山形藩 2代、舘林藩秋元家 8代
近藤石見守 用和 天明8年3月大番頭。12月叙任石見守
本目氏 正広 明和 8年西城小姓組に列す
笹川運四郎 長直 寛政５年御勘定、同７年御勘定吟味方
註　守屋家文書I-1-14、G-3-17などを基に作成。諱は受領名と年代に
より『寛政重修諸家譜』から推測した。笹川運四郎の起証文は
現存する（G-3-16）。

備　考
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だ
。「
我
十
二
年
江
府
に
居
住
の
う
ち
難
病
人
医
者
〳
〵
の
手
を

つ
く
し
て
も
な
お
ら
ぬ
難
病
を
我
な
を
し
た
る
数
、
筆
紙
に
尽
く

し
が
た
し
」
と
い
う
言
葉
も
誇
張
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

刀
装
職
人
は
貧
し
か
っ
た
の
で
治
療
代
は
取
ら
ず
代
わ
り
に
刀

の
拵
え
を
し
て
も
ら
っ
た
。
昡
啓
は
武
術
を
学
ん
で
い
た
た
め
か

刀
剣
を
い
く
振
も
所
持
し
て
お
り
、
刀
装
の
出
来
上
が
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
子
で
は
貧
し
い
者
た
ち
か
ら

は
治
療
代
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
患
者

を
療
治
し
、
あ
ま
た
の
武
家
に
書
の
指
導
を
し
て
い
た
の
に
、
昡

啓
は
さ
ほ
ど
豊
か
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
天
明
四
年

に
は
自
身
が
大
病
（
浮
腫
）
を
患
っ
て
入
用
が
嵩
ん
だ
上
に
、
同

六
年
の
火
事
で
塾
も
家
財
も
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
く
せ
昡
啓
は
備
中
出
身
者
を
は
じ
め
多
く
の
「
浪
人
」
の

世
話
（
奉
公
先
の
斡
旋
な
ど
）
を
し
、
そ
れ
に
金
も
多
く
か
か
っ
た

が
世
話
を
し
て
も
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
、

と
お
人
よ
し
の
一
面
も
み
せ
て
い
る（

（3
（

。

　

医
業
、
書
の
指
導
と
多
忙
な
様
子
が
窺
わ
れ
る
昡
啓
だ
が
、
そ

の
間
に
も
忠
蔵
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
と
り
氏
宮
一
件
、
忠
蔵
の
庄

屋
役
就
任
や
村
内
の
出
入
り
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
昡

啓
は
問
題
解
決
の
た
め
に
江
戸
で
勘
定
奉
行
・
寺
社
奉
行
や
そ
の

に
「
留
守
居
の
ば
ば
」
と
暮
ら
し
医
業
も
流
行
っ
て
い
た
。
そ
の

医
師
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
を
天
明
五
年
の
忠
蔵
宛
の
書
状

（
（3
（

か
ら
紹

介
し
た
い
。

　

神
田
新
石
町
の
刀
装
職
人
の
息
子
は
何
年
も
手
足
が
動
か
ず
一

人
で
は
食
事
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
昡
啓
の
治
療
に
よ
り
十
ケ
月

ほ
ど
で
家
業
の
手
伝
い
が
で
き
る
ま
で
回
復
し
た
。
ま
た
、
古
筆

道
の
門
弟
戸
田
因
幡
守
の
孫
秀
太
郎
が
食
傷
を
発
病
し
た
際
に

は
、
御
典
医
ら
が
手
を
尽
く
し
て
も
治
ら
な
い
の
で
戸
田
能
登
守

（
秀
太
郎
父
）
が
家
老
を
遣
わ
し
昡
啓
に
針
治
療
を
命
じ
た
。
昡
啓

の
治
療
で
容
体
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
に
、
御
典
医
ら
は
秀
太
郎

の
快
方
を
見
て
自
分
た
ち
の
手
柄
に
し
よ
う
と
昡
啓
が
屋
敷
を
離

れ
た
間
に
余
計
な
手
出
し
を
し
た
た
め
、
翌
日
秀
太
郎
の
病
状
は

急
変
し
息
を
引
き
取
っ
た
。

　

続
け
て
昡
啓
は
「
お
よ
そ
大
名
は
御
典
医
が
邪
魔
を
し
て
思
う

よ
う
に
治
療
さ
せ
な
い
の
で
薬
で
本
復
す
る
大
名
は
い
な
い
。
商

人
で
さ
え
身
上
の
良
い
人
は
同
様
に
お
抱
え
の
医
師
が
邪
魔
を
す

る
の
で
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
お
り
、
戸
田
家
の
家

老
に
対
し
て
も
「
針
治
療
だ
け
な
ら
参
上
し
な
か
っ
た
。
他
の
医

師
も
手
を
尽
く
さ
れ
た
上
で
の
こ
と
な
の
で
、
私
に
お
任
せ
頂
け

れ
ば
療
治
い
た
し
ま
す
」
と
言
う
な
ど
相
当
自
信
が
あ
っ
た
よ
う
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た
が（

（3
（

、
昡
啓
が
北
村
や
万
年
下
役
（
元
締
）
の
百
瀬
ら
に
と
り
な

し
を
願
い
「
庄
屋
（
役
）
の
こ
と
は
殿
様
に
頼
ん
で
い
る
か
ら
安

心
す
る
よ
う
に
。
殿
様
が
御
帰
陣
の
節
は
早
く
済
む
よ
う
頼
み
内

意
を
得
て
い
る
」
と
書
状
で
忠
蔵
に
伝
え
て
い
る（

（4
（

。
昡
啓
は
江
戸

で
こ
う
し
た
手
筋
を
利
用
し
て
守
屋
家
の
た
め
に
動
い
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

５　

父
と
子
と　

〜
往
復
書
簡
に
み
る
昡
啓
と
忠
蔵
〜

　

昡
啓
の
書
状
は
独
特
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
型
通
り
の
候
文
だ

が
、語
り
口
調
の
文
章
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
扨
お
き
く
、

合
点
の
ゆ
か
ぬ
事
が
あ
る
わ
い
」「
貴
様
こ
れ
は
誰
か
ら
頼
ま
れ

さ
っ
し
ゃ
っ
た
」
と
い
う
様
な
滑
稽
本
の
よ
う
な
文
体
で
、
当
時

の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
話
し
方
を
し
た
の
か
が
分
か
る
。ま
た
、

「
扇
子
を
ぱ
ち
ぱ
ち
」「
た
ば
こ
を
す
ぱ
す
ぱ
」
な
ど
近
世
文
書
で

は
珍
し
い
表
記
（
半
濁
点
）
も
あ
り
興
味
深
い

（
（4
（

。

　

ま
た
、
昡
啓
の
書
状
は
と
て
も
長
い
の
だ
が
、
中
に
は
忠
蔵
か

ら
の
書
状
に
返
書
を
せ
ず
、
受
け
取
っ
た
書
状
の
文
章
の
行
間
に

意
見
を
書
入
れ
た
り
、
文
章
の
添
削
を
し
た
り
し
て
送
り
返
し
た

も
の
も
あ
る（

（4
（

。

　

忠
蔵
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
し
ば
し
ば
人
生
訓
が
綴
ら
れ
て
い

下
役
、
倉
敷
代
官
や
元
締
な
ど
に
働
き
か
け
、
事
が
守
屋
家
に
有

利
に
運
ぶ
よ
う
に
努
め
て
い
た
。　

　

前
掲
表
１
の
戸
田
因
幡
守
、
松
平
伯
耆
守
、
青
山
下
野
守
は
い

ず
れ
も
寺
社
奉
行
を
務
め
て
い
る
。
昡
啓
が
彼
ら
に
書
の
指
導
を

し
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
松
平
伯
耆
守
寺
社
役
柴

田
杢
之
進
は
大
坂
時
代
か
ら
の
原
甫
の
弟
子
で
、
昡
啓
は
柴
田
に

氏
宮
一
件
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
い
る（

（3
（

。
柴
田
と
は
「
親
子
同

事
」
の
関
係
で
あ
り
、
ま
た
、
柴
田
の
妻
の
妹
を
溝
口
逐
渡
の
嫁

に
迎
え
た
り（

（3
（

、
火
事
の
直
後
に
柴
田
の
屋
敷
に
身
を
寄
せ
た
り
す

る
な
ど
、
か
な
り
親
し
い
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

戸
田
家
と
も
関
り
は
深
く
、
先
に
見
た
通
り
屋
敷
に
上
が
っ
て

治
療
を
し
た
り
、
戸
田
家
家
中
の
娘
を
養
女
に
迎
え
た
り
し
て
い

る
（
（3
（

。
ま
た
、
田
沼
家
家
中
三
村
（
三
浦
の
誤
り
か
）
庄
治
の
従
弟
岡

銀
平
と
は
「
兄
弟
同
事
」
の
懇
意
だ
っ
た
の
で
、
縁
者
を
紹
介
し

て
三
村
家
へ
奉
公
さ
せ
て
い
る（

（3
（

。

　

勘
定
奉
行
安
藤
弾
正
（
惟
要
）
の
用
人
北
村
文
左
衛
門
と
も
昡

啓
は
か
な
り
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
北
村
は
倉
敷
代

官
万
年
七
郎
右
衛
門
頼
行
と
懇
意
だ
っ
た
の
で
、
昡
啓
は
北
村
を

通
し
て
万
年
に
忠
蔵
の
庄
屋
就
任
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
る
。

忠
蔵
の
庄
屋
就
任
は
一
部
の
村
人
の
承
認
が
得
ら
れ
ず
揉
め
て
い
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る
』
と
悟
り
を
開
い
た
者
の
言
う
事
で
あ
る
。
家
の
た
め
に
謀
を

す
る
の
が
宜
し
か
ら
ず
と
い
う
な
ら
、
私
も
今
す
ぐ
浮
世
を
捨
て

て
道
心
者
と
な
り
天
命
の
み
待
ち
た
い
。庄
屋
役
の
事
や
そ
の
他
、

度
々
取
入
り
を
申
し
立
て
る
の
を
私
の
大
欲
と
申
さ
れ
る
が
、
な

ん
で
私
の
身
欲
で
あ
ろ
う
か
。
家
を
再
興
で
き
た
な
ら
た
と
え
私

は
果
て
よ
う
と
も
先
祖
へ
の
奉
公
、
子
孫
の
為
と
思
う
。
こ
れ
だ

け
お
願
い
し
て
も
お
世
話
下
さ
ら
ぬ
の
な
ら
、浮
世
を
へ
つ
ら
い
、

色
々
の
心
苦
が
あ
ま
り
に
辛
い
の
で
、
私
も
乱
世
同
様
の
住
居
を

捨
て
何
処
な
り
と
も
静
か
な
所
へ
行
き
道
心
者
と
な
り
た
い
も
の

だ
」
と
切
々
と
訴
え
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
の
書
状
は
天
明
三
年
の
も
の
で
、
文
中
に
も
「
昨
年
の
不
作

で
、
近
国
上
下
と
も
難
儀
し
乙
島
村
に
も
難
儀
人
多
く
、
伝
次
郎

（
春
吉
）
十
七
回
忌
法
要
も
心
外
な
が
ら
略
儀
に
済
ま
せ
た
」
と
あ

る
。
天
明
の
飢
饉
で
公
私
と
も
に
大
変
で
あ
っ
た
忠
蔵
は
父
に
不

満
を
ぶ
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
精
神
的
に
弱
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
、
文
中
二
度
も
「
も
し
私
が
果
て
た
ら
」
と
言
っ
て
い

る
。
十
年
の
後
、
ま
さ
か
そ
の
通
り
に
な
る
と
は
昡
啓
は
も
ち
ろ

ん
、
本
人
も
予
測
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　

６　

息
子
の
死　

～
心
せ
き
筆
震
い
文
書
か
れ
ぬ
～

る
。「
何
事
も
堪
忍
第
一
」「
他
人
の
り
き
み
は
和
睦
に
て
柔
ら
か

に
受
け
止
め
拙
を
く
だ
き
」「
我
に
智
慧
あ
り
と
思
ふ
者
は
愚
者

ぞ
や
、勝
つ
こ
と
は
七
分
に
し
て
三
分
は
負
け
て
捨
て
よ（

（4
（

」
な
ど
、

こ
れ
ら
は
論
語
な
ど
の
書
物
や
古
人
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
が

多
い
が
、昡
啓
自
ら
の
経
験
や
自
戒
の
言
葉
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

史
料
か
ら
見
る
忠
蔵
は
堅
実
で
誠
実
な
人
柄
の
よ
う
だ
。
傾
い

た
本
家
を
再
興
す
る
た
め
に
奔
走
し
、
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、

歳
の
離
れ
た
弟
を
養
い
、
気
難
し
い
「
幼
児
同
様
の
大
老
人
」
の

祖
父
（
佐
平
治
）、
養
父
・
養
母
の
世
話
も
し
て
看
取
っ
た
（
た
だ

し
実
際
の
介
護
は
妻
の
菊
が
担
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。
息
子
に
期
待
す
る

父
の
言
葉
は
師
匠
の
教
え
の
ご
と
く
飲
み
込
ん
で
い
た
よ
う
だ

が
、
時
に
は
反
発
も
し
た
。
そ
の
言
葉
が
興
味
深
い
。

　
「（
氏
宮
一
件
解
決
の
た
め
）
な
ん
と
か
手
筋
を
使
っ
て
事
が
上
手

く
い
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
む
忠
蔵
に
昡
啓
は
「
そ
れ
は

忠
蔵
の
大
欲
で
あ
る
。
謀
計
な
ど
め
ぐ
ら
さ
ず
天
命
を
待
て
」
と

諭
し
た
。
し
か
し
忠
蔵
は
「
家
を
建
て
ん
と
志
す
の
は
武
士
が
戦

場
に
赴
く
よ
う
な
も
の
で
時
に
は
謀

は
か
り
ご
とも

す
る
し
、
品
に
よ
っ
て

は
欲
心
も
起
こ
す
の
は
家
を
再
興
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。『
天
命

を
待
つ
』
な
ど
と
言
う
の
は
浮
世
を
捨
て
て
深
山
に
入
り
家
を
建

て
る
志
も
な
く
、
明
日
飢
え
死
に
し
よ
う
と
も
『
是
は
天
命
で
あ
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帰
陣
早
々
に
願
い
出
れ
ば
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
伝
え

て
い
る（

（4
（

。
万
年
代
官
は
天
明
六
年
七
月
に
倉
敷
へ
帰
り
十
二
月
に

没
し
た
が
、
昡
啓
親
子
の
積
年
の
望
み
は
叶
い
忠
蔵
は
天
明
七
年

正
月
に
は
乙
島
村
庄
屋
に
就
任
し
て
い
た（

（4
（

。

　

昡
啓
が
近
藤
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
間
も
な
く
忠
蔵
は
石
見
守

に
「
老
父
を
帰
郷
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
懇
願
し
た
。
か
ね
て
よ
り

高
齢
の
父
に
帰
国
を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
石
見
守
は
「
自
分

が
病
に
な
っ
た
時
は
必
ず
参
上
し
て
治
療
す
る
よ
う
に
」
と
告
げ

て
こ
れ
を
許
し
た
。
帰
郷
後
一
年
ほ
ど
し
て
溝
口
逐
渡
か
ら
「
出

府
し
て
古
筆
道
の
指
導
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
が

あ
っ
た
が
、
昡
啓
は
老
を
理
由
に
断
っ
た
。
そ
の
後
三
年
ほ
ど
は

岡
山
で
池
田
家
家
臣
に
書
の
指
導
を
し
、
ま
た
京
・
大
坂
へ
出
た

よ
う
だ
が
、
こ
の
六
十
歳
前
後
の
こ
と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
た

だ
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
頃
に
は
忠
蔵
が
病
に
な
っ
た
た
め

乙
島
村
に
帰
っ
て
い
る
。

　

忠
蔵
は
寛
政
四
年
に
廻
米
蔵
納
や
訴
訟
の
件
で
出
府
し
て
お
り

そ
の
際
に
は
元
気
で
あ
っ
た
が（

（4
（

、
翌
年
病
に
か
か
り
、
同
六
年
春

に
は
重
症
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
病
状
は
不
明
だ
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
忠
蔵
は
重
篤
な
状
態
で
、
昡
啓
に
弟
十
九
郎
を
大
坂
へ
連
れ

て
行
く
よ
う
依
頼
す
る
。
四
月
十
三
日
、
発
足
の
朝
昡
啓
が
忠
蔵

　

天
明
六
年
正
月
二
十
二
日
、
湯
島
天
神
前
よ
り
出
火
し
た
火
は

燃
え
広
が
り
大
火
と
な
っ
た
。
昡
啓
は
こ
の
火
事
で
お
玉
が
池
の

塾
や
家
財
を
失
い
柴
田
杢
之
進
宅
へ
暫
く
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
本

町
に
家
を
借
り
塾
を
再
開
し
た
。こ
こ
に
溝
口
逐
渡
も
同
居
し
た
。

　

こ
の
前
年
頃
か
ら
昡
啓
は
乙
島
村
に
帰
郷
し
よ
う
と
万
年
代
官

や
庭
瀬
板
倉
用
人
ら
に
帰
陣
・
帰
国
の
供
を
願
い
出
て
い
た
が
、

実
現
し
な
い
ま
ま
焼
け
出
さ
れ
、
乙
島
の
子
供
や
孫
た
ち
、
縁
者

に
と
用
意
し
て
い
た
土
産
も
す
べ
て
灰
に
な
っ
た
と
嘆
い
た
。
火

災
直
後
、
北
村
文
左
衛
門
か
ら
万
年
代
官
の
屋
敷
に
火
事
見
舞
い

に
行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
た
昡
啓
は
、
屋
敷
を
訪
れ
再
度
帰
国
の
供

を
願
い
出
て
い
る（

（4
（

。

　

し
か
し
、
代
官
の
供
で
帰
郷
は
で
き
ず
、
五
月
に
は
近
藤
石
見

守
の
招
き
で
遠
州
気
賀
（
現
静
岡
県
浜
松
市
）
へ
行
き
、
命
に
よ
っ

て
領
民
の
治
療
を
行
っ
て
い
た
。「
老
師
（
原
甫
）
余
光
を
以
」
っ

て
召
し
抱
え
ら
れ
た（

（4
（

、
と
い
う
か
ら
近
藤
石
見
守
も
原
甫
の
弟
子

と
思
わ
れ
る
。
気
賀
で
は
近
藤
家
の
家
臣
に
古
筆
の
指
導
も
し
た

で
あ
ろ
う
が
、
ま
も
な
く
伊
勢
神
宮
へ
代
参
し
た
後
、
大
坂
へ
出

て
奉
行
小
田
切
土
佐
守
に
会
っ
て
い
る
。
昡
啓
が
大
坂
か
ら
忠
蔵

へ
送
っ
た
書
状
で
は
「
江
戸
の
北
村
か
ら
書
状
が
届
き
謙
譲
の
事

（
庄
屋
役
の
事
）
は
承
知
し
た
と
代
官
が
申
さ
れ
た
由
な
の
で
代
官
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昡
啓
が
い
か
に
忠
蔵
に
期
待
を
よ
せ
て
い
た
か
は
数
々
の
忠
蔵

あ
て
の
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
。
自
分
が
果
た
せ
な
か
っ
た
庄
屋

就
任
・
本
家
立
て
直
し
の
望
み
を
息
子
に
託
し
、
や
っ
と
実
現
し

た
の
に
忠
蔵
は
三
十
八
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
け
な
く
こ
の
世
を

去
っ
て
し
ま
っ
た
。
壮
年
の
息
子
を
見
送
る
老
父
の
悲
し
み
は
い

か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
、
忠
蔵
の
死
か
ら
一
年
も

経
た
な
い
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
正
月
、
昡
啓
は
本
家
の
後
事

を
守
屋
平
三
郎
に
託
し
、
寡
婦
と
な
っ
た
嫁
と
幼
い
孫
を
残
し
て

乙
島
村
を
出
て
い
く
。

　
　
　

７　

最
後
の
旅　

～
な
ん
ぼ
帰
り
た
く
て
も
～

　

息
子
の
死
後
、
六
十
四
歳
で
乙
島
村
を
離
れ
六
十
九
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
、
昡
啓
は
二
度
と
乙
島
村
に
帰
る
こ
と
な
く
西
国
を
遍

歴
し
、
古
筆
道
の
指
導
に
努
め
た
。
円
乗
院
が
発
行
し
た
往
来
手

形
に
は
旅
の
目
的
は
「
筆
道
伝
法
の
た
め
」
と
あ
る（

（5
（

。
旅
先
で
も

す
ぐ
に
門
弟
が
つ
い
た
。
し
か
も
、尾
道
の
豪
商
金
屋
甚
右
衛
門
、

大
山
祇
神
社
大
祝
越
智
氏
、
道
後
湯
明
神
玉
ノ
井
氏
な
ど
有
力
な

商
人
・
神
官
や
広
島
・
松
山
・
今
治
城
下
の
藩
士
た
ち
で
あ
る
。

旅
の
途
中
で
は
随
身
の
弟
子
も
で
き
、
彼
ら
に
書
の
指
導
を
任
せ

て
い
た
。
そ
れ
な
り
に
蓄
え
も
で
き
、
伊
予
で
は
庄
屋
や
寺
院
な

の
脈
を
と
る
と
「
も
は
や
四
、五
日
之
間
お
ぼ
つ
か
な
く
と
存
候
」

状
態
で
あ
っ
た
。
明
日
を
も
知
れ
ぬ
命
の
長
男
を
見
捨
て
て
上
坂

す
る
辛
い
思
い
を
昡
啓
は
船
旅
の
途
次
、
嫁
菊
に
宛
て
文
に
認
め

て
い
る
。
息
子
を
思
う
と
不
安
で
食
事
も
と
れ
ず
、
強
い
頭
痛
が

起
こ
り
癪
気
も
強
く
、
心
が
急
い
て
筆
が
震
え
文
字
が
書
け
な
い

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
十
七
日
朝
、
大
坂
長
堀
の
加
島
屋
源
兵
衛
方
へ

着
き
十
九
郎
は
同
人
に
預
け
ら
れ
た（

（5
（

。

　

三
日
後
、
昡
啓
は
大
坂
か
ら
忠
蔵
は
じ
め
乙
島
の
親
族
に
宛
て

て
「
万
一
の
時
に
は
孫
の
亀
之
丞
（
十
六
世
重
左
衛
門
行
敏
）
を
宗

吉
と
改
名
し
て
庄
屋
役
を
継
が
せ
た
い
が
幼
少
な
の
で
、
成
長
す

る
ま
で
は
分
家
の
熊
太
郎
を
民
右
衛
門
と
改
名
さ
せ
看
坊
（
監
督

者
）
と
し
、
庄
屋
跡
役
と
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
様
に
決
ま
っ
た

際
に
は
親
類
の
守
屋
平
三
郎
に
す
べ
て
の
後
見
を
頼
み
た
い
」
と

い
う
書
状
を
認
め
て
い
る（

（5
（

。
書
状
の
末
尾
に
は
「
こ
れ
は
あ
く
ま

で
万
々
一
の
時
の
事
で
忠
蔵
が
全
快
す
れ
ば
本
人
の
意
の
ま
ま
に

取
り
決
め
る
」
と
付
け
足
し
て
い
る
が
、
回
復
の
見
込
み
の
な
い

事
は
昡
啓
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
医
師
昡
啓
の
見

立
て
は
正
し
く
、
忠
蔵
は
二
十
八
日
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
息
子

の
臨
終
の
場
に
昡
啓
が
立
ち
会
え
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
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本
を
送
っ
た
り
も
し
て
い
る
の
で（

（5
（

、
書
も
か
な
り
学
ん
で
い
た
の

だ
ろ
う
。

　

し
っ
か
り
し
た
嫁
と
信
頼
で
き
る
親
戚
が
い
て
、
本
家
の
こ
と

に
憂
い
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
望
郷
の
念
は
堪
え
が
た
く
「
な
ん

ぼ
な
ん
ぼ
帰
り
た
く
て
も
孫
の
顔
が
み
た
く
て
も
国
へ
帰
り
て

も
、
我
ら
が
家
業
の
筆
止
む
と
野
老
は
死
ぬ
よ
り
外
は
な
ひ
わ
い

な
、
我
と
て
も
竹
木
じ
ゃ
な
し
（
中
略
）
孫
子
の
可
愛
ゆ
う
て
耐

え
ら
れ
ぬ
所
を
あ
り
も
せ
ぬ
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
じ
っ
と
堪
え
て

い
る
（
中
略
）、
今
一
度
亀
（
亀
之
丞
）
が
顔
を
見
て
死
に
と
う
ご

ざ
る（

（5
（

」
と
切
な
い
思
い
を
伝
え
た
。
古
希
を
前
に
明
日
命
終
を
迎

え
る
か
も
し
れ
ぬ
か
ら
可
愛
い
孫
の
顔
が
見
た
い
の
に
、
そ
れ
で

も
昡
啓
は
乙
島
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
だ
た
だ
、
先
師

原
甫
の
末
期
の
言
葉
を
守
り
、
古
筆
道
を
広
め
る
こ
と
を
自
ら
の

使
命
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

昡
啓
は
長
崎
へ
行
く
た
め
寛
政
八
年
頃
に
近
藤
家
に
長
崎
奉
行

所
役
人
へ
の
添
状
を
依
頼
し
た
。「
九
州
一
見
」は
昡
啓
の
念
願
で
、

望
み
通
り
九
州
の
地
を
踏
み
長
崎
へ
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う

だ
が
長
崎
で
の
様
子
は
分
か
ら
な
い
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

三
月
、長
崎
か
ら
渡
海
し
て
肥
後
松
尾
村
（
現
熊
本
市
西
区
中
松
尾
町
）

の
臨
済
寺
を
訪
れ
た
。
こ
こ
へ
来
た
の
は
伊
予
松
山
大
禅
寺
の
天

ど
に
金
品
を
預
け
て
お
り
、
乙
島
に
書
付
を
送
っ
て
「
自
分
が
死

ん
だ
ら
こ
の
書
付
を
持
参
し
て
受
け
取
る
よ
う
に
」
と
指
示
し
て

い
る（

（5
（

。

　

逗
留
地
は
尾
道
・
三
原
・
広
島
・
大
三
島
・
今
治
・
松
山
・
道

後
・
防
州
柳
井
・
伊
予
柳
原
な
ど
の
港
町
で
、
良
い
船
便
が
あ
る

度
に
菊
や
亀
之
丞
、
守
屋
平
三
郎
に
宛
て
て
書
状
を
認
め
て
い

る
。
嫁
の
菊
は
昡
啓

も
「
女
子
ら
し
き
人

ゆ
へ
」「
十
九
郎
へ

の
心
添
え
を
頼
む

（
（5
（

」

と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
心
優
し
く
聡
明
な

女
性
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
忠
蔵
も
江
戸
へ

旅
に
出
た
際
に
は
家

計
や
田
畑
の
こ
と
を

菊
に
託
し
て
い
る（

（5
（

。

昡
啓
は
菊
に
苦
労
を

掛
け
て
い
る
こ
と
を

詫
び
、
古
筆
道
の
手

写真 1　おきく・亀之丞宛守屋一島書状（部分）
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乙
島
村
を
離
れ
た
後
、
本
家
の
こ
と
は
親
類
の
守
屋
平
三
郎
が

取
り
計
ら
っ
て
い
た
の
で
昡
啓
は
安
堵
し
て
い
た
が
、
た
だ
一
つ

気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
男
十
九
郎
の
こ
と
で
あ

る
。
兄
の
忠
蔵
と
違
い
十
九
郎
は
不
行
跡
で
あ
っ
た
。
彼
は
三
十

近
く
に
な
っ
て
も
仕
事
も
せ
ず
、
岡
山
あ
た
り
へ
出
て
遊
び
暮
ら

し
て
い
た
。
忠
蔵
が
瀕
死
の
床
で
弟
を
大
坂
へ
連
れ
て
行
く
よ
う

昡
啓
に
依
頼
し
た
の
は
、
不
心
得
者
の
弟
に
跡
を
継
が
せ
な
い
た

め
、
ま
た
亀
之
丞
の
相
続
に
差
し
障
り
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
な
の
だ
ろ
う
。
昡
啓
も「
土
地
不
相
応
の
男
」「
本
人
我
ま
ま
者
」

で
「
老
い
た
私
の
許
へ
来
て
介
抱
し
て
然
る
べ
き
を
、
老
父
が
生

き
て
い
よ
う
が
死
ん
で
い
よ
う
が
構
わ
ず
年
始
状
す
ら
よ
こ
さ
な

い
と
は
不
埒
至
極
」
と
怒
り

（
（6
（

、
昡
啓
が
旅
先
か
ら
十
九
郎
に
宛
て

た
書
状
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
は
言
え
不
肖
の
子
ほ
ど
親
に
は
心

に
か
か
る
も
の
で
、
旅
の
空
の
下
「
か
れ
が
こ
と
の
み
案
じ
暮
ら

し
」
て
い
る
と
菊
や
平
三
郎
に
心
添
え
を
頼
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
親
の
心
子
知
ら
ず
。
昡
啓
の
死
後
、
十
九
郎
は
と
ん

で
も
な
い
行
動
に
出
た
。
平
三
郎
を
相
手
取
り
訴
訟
を
起
こ
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
平
三
郎
が
玉
島
役
所
に
出
し

た
口
上
覚

（
（6
（

（
下
書
）
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

十
九
郎
は
昡
啓
の
遺
産
を
受
け
取
る
手
形
が
肥
後
に
あ
る
こ
と

宗
和
尚
の
紹
介
で
あ
る
。
天
宗
の
添
書
を
も
っ
て
役
所
に
滞
留
を

願
い
出
た
と
こ
ろ
、
城
下
問
屋
秀
島
七
右
衛
門
宅
に
逗
留
が
決
ま

り
門
弟
も
で
き
た
。
し
か
し
、
五
月
中
頃
か
ら
痛
み
が
起
こ
っ
て

床
に
臥
し
、門
弟
ら
が
交
代
で
看
病
し
た
が
回
復
す
る
こ
と
な
く
、

住
職
が
門
弟
で
あ
っ
た
小
島
町
（
現
熊
本
市
西
区
小
島
）
の
光
応
寺

で
二
十
四
日
に
息
を
引
き
取
っ
た（

（5
（

。
死
後
は
寺
社
方
や
町
役
人
の

検
分
を
済
ま
せ
て
二
十
六
日
に
臨
済
寺
で
葬
儀
が
営
ま
れ
た
。
墓

は
臨
済
寺
か
ら
二
十
一
町
離
れ
た
「
ミ
カ
ン
谷
」
政
右
衛
門
墓
地

の
続
き
に
あ
り
、
同
人
が
清
掃
を
請
け
負
っ
た（

（5
（

。

　

昡
啓
の
死
の
様
子
は
臨
済
寺
や
宿
主
の
秀
島
七
右
衛
門
、
門
弟

の
光
応
寺
ら
か
ら
守
屋
家
へ
送
ら
れ
た
書
状
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
二
十
三
日
の
夜
、
昡
啓
に
付
き
添
っ
て
い
た
正
泉
寺

は
そ
の
様
子
を
書
状
に
認
め
て
い
る
。
昡
啓
は
蚊
帳
の
内
か
ら
正

泉
寺
の
手
を
握
り
「
御
暇
乞
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
ご
指
南
い

た
し
ま
す
。『
古
筆
道
の
儀
は
至
っ
て
大
切
の
事
に
つ
き
執
心
弘

道
専
一
』」
と
遺
言
し
た
と
い
う（

（6
（

。
こ
の
言
葉
は
古
筆
道
入
門
誓

約
書
の
第
一
条
の
冒
頭
の
言
葉
で
あ
る（

（6
（

。
最
後
の
最
後
ま
で
古
筆

道
に
徹
し
た
人
生
で
あ
っ
た
。

　

 　

８　

昡
啓
、
死
の
あ
と　

～
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
～
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ぬ
や
う
に
孫
を
大
事
に
い
た
す
べ
し
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。

村
を
離
れ
た
の
は
古
筆
道
弘
道
の
志
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
年
老

い
て
そ
り
の
合
わ
ぬ
妻
子
と
暮
ら
す
の
は
苦
痛
で
し
か
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
死
後
に
起
こ
っ
た
こ
の
出
来
事
を
、
昡
啓

は
冥
府
で
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
三
百
余
年
続
く
旧
家
の
跡
取
り
」。
自
ら
の
力
で
手
に
入
れ
た

も
の
で
は
な
い
そ
の
身
上
は
、
親
族
の
死
や
親
類
・
他
人
と
の
諍

い
で
簡
単
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
不
確
か
な
も
の
で
し
か
な
か
っ

た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
昡
啓
は
、
筆
一
本
を
も
っ
て
村
や
家
に
と
ら

わ
れ
ず
自
ら
の
力
で
確
か
な
人
生
を
歩
も
う
と
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。　

　

副
題
「
明
日
は
如
何
な
る
こ
と
や
ら
知
れ
ぬ
」
は
忠
蔵
に
向
け

た
昡
啓
の
言
葉
で
あ
る
が
「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」
と
い
う

世
捨
て
人
の
言
葉
で
は
な
い
。「
明
日
が
あ
る
と
思
う
な
、
今
日

た
だ
今
、
一
刻
を
慎
め
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（6
（

。
昡
啓
自
身

は
「
家
も
一
族
も
顧
み
ず
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
息
子
と
は
違
う

形
で
守
屋
家
を
守
り
血
脈
を
今
に
伝
え
た
。
十
九
郎
は
不
行
跡

で
あ
っ
た
が
亀
之
丞
は
成
長
の
後
、
十
七
世
重
左
衛
門
行
敏
と

を
知
り
、
自
分
が
そ
れ
を
受
け
取
り
に
い
く
と
言
い
出
し
た
。
し

か
し
、平
三
郎
か
ら
阻
止
さ
れ
た
の
で
訴
訟
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

実
は
昡
啓
は
妻
な
を
・
十
九
郎
と
不
仲
で
あ
っ
た
。
十
九
郎
と
な

を
は
「
勘
当
同
然
」
の
状
態
で
昡
啓
は
「
こ
ん
な
不
行
跡
な
息
子

で
は
老
後
は
頼
み
に
な
ら
ず
、
亀
之
丞
の
事
も
こ
の
よ
う
な
叔
父

が
い
て
は
心
配
で
あ
る
」と
言
っ
て
お
り
、十
九
郎
が
昡
啓
に
送
っ

た
書
状
も
封
を
切
ら
ず
送
り
返
し
て
い
る
。
平
三
郎
は
「
伝
次
郎

（
十
九
郎
）
は
昡
啓
の
実
子
な
の
で
立
ち
直
り
が
見
ら
れ
る
な
ら
財

産
を
渡
し
て
も
良
い
か
と
も
思
う
が
、
老
身
の
昡
啓
が
苦
労
し
て

蓄
え
た
金
が
水
の
泡
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
不
心
行
の

者
が
肥
後
へ
行
っ
て
事
が
こ
じ
れ
て
は
昡
啓
の
恥
辱
」
と
憂
い
て

い
る
。

　

こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
た
の
か
、
寛
政
十
二
年
十
月
頃
、

十
九
郎
は
熊
太
郎
と
共
に
昡
啓
の
遺
品
を
受
け
取
る
た
め
肥
後
へ

行
き
、
臨
済
寺
へ
も
参
っ
て
い
る（

（6
（

。
た
だ
、
昡
啓
が
な
を
と
不
和

で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
守
屋
家
文
書
の
昡
啓

の
書
状
は
か
な
り
の
数
に
な
る
が
、
そ
の
中
に
息
子
や
嫁
、
孫
・

親
類
を
気
遣
う
言
葉
は
あ
っ
て
も
妻
に
向
け
た
言
葉
が
一
切
な
い

の
で
あ
る
。
あ
ま
つ
さ
え
、
筆
者
が
発
見
し
た
唯
一
の
な
を
へ
の

言
葉
は
、
江
戸
か
ら
菊
に
宛
て
た
書
状

（
（6
（

の
中
の
「
ば
ば
ァ
も
患
わ
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註

（
1
）
守
屋
家
の
累
世
は
初
代
を
守
屋
長
利
と
す
る
か
そ
の
子
重
吉
と
す
る
か

で
違
い
が
あ
る
が
小
稿
で
は
「
永
代
過
去
帳
」
別
１
‐
8
や
〔
守
屋
家

系
図
〕
別
１
‐
１
な
ど
に
よ
っ
た
。
守
屋
家
に
つ
い
て
は
山
本
太
郎
「
倉

敷
市
所
蔵
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
守
屋
家
文
書
」『
倉
敷
の
歴
史
』
第
25

号
一
〇
七
頁
（
倉
敷
市　

二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
）「
親
類
書
」
別
８
‐
13
に
「
本
国
備
中
生
国
備
前
」
と
あ
る
。

（
3
）〔
守
屋
家
系
図
〕
別
１
‐
１
、「
永
代
過
去
帳
」
別
１
‐
８
な
ど
。
な
お

人
物
名
は
史
料
に
よ
り
漢
字
表
記
が
様
々
で
あ
る
が
混
乱
を
避
け
る
た
め

統
一
し
て
い
る
。

（
4
）〔
一
島
先
生
伝
〕
Ｉ
‐
１
‐
12
、「
東
南
西
北
笑
入
昡
啓
一
島
先
生
之

記
」
Ｉ
‐
１
‐
14
。
昡
啓
の
先
行
研
究
は
特
に
な
い
が
玉
島
で
教
員
等
を

勤
め
た
地
方
史
研
究
家
花
田
一
重
が
『
玉
島
市
文
化
史
』
編
纂
の
た
め
昡

啓
史
料
を
調
査
し
て
い
る
。
同
書
は
未
刊
と
思
わ
れ
る
が
、
原
稿
（
昭
和

三
十
二
年
の
序
文
）
が
倉
敷
市
所
蔵
滝
澤
家
文
書
（
Ⅳ
‐
３
‐
５
〜
７
）

に
あ
り
、
第
一
篇
第
九
章
人
物
志
第
一
江
戸
時
代
で
昡
啓
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
内
容
は
伝
記
の
要
約
で
あ
る
。

（
5
）
玉
島
村
の
医
師
津
田
可
全
の
身
内
と
思
わ
れ
る
。
可
全
の
祖
父
は
豊
起

と
号
し
て
い
る
（『
玉
島
人
物
志
』
三
八
頁　

玉
島
高
等
女
学
校
白
華
会　

一
九
二
七
年
）。

（
6
）「
乙
島
村
大
小
百
姓
御
請
申
一
札
之
事
」
Ｇ
‐
３
‐
２
。

（
7
）「
浅
口
郡
乙
島
村
繁
八
従
弟
分
仙
右
衛
門
儀
繁
八
親
伝
次
郎
株
之
内
願

之
儀
ニ
付
訴
状
指
上
候
ニ
付
返
答
書
之
御
事
」
Ｄ
‐
１
。

（
8
）
註
（
7
）
に
同
じ
。

（
9
）「
子
春
万
覚
留
日
記
」
別
７
‐
34
。
庄
屋
継
嗣
を
め
ぐ
る
佐
平
治
と
村

人
の
対
立
に
つ
い
て
は
本
書
38
頁
定
兼
氏
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）「
寛
延
四
年
覚
日
記
」
別
７
‐
43
。

な
っ
て
庄
屋
を
務
め
た
。
約
八
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
成
就
し
た
乙
島
新
開
は
、
忠
蔵
が
目
論
見
、
十
七

世
行
敏
、
十
八
世
敏
武
が
引
き
継
い
だ
大
事
業
で
あ
っ
た（

（6
（

。
亀
之

丞
の
子
敏
武
の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
、
そ
の
後
も
守
屋
家
は
絶

え
る
こ
と
な
く
現
当
主
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

伝
え
ら
れ
た
の
は
血
脈
だ
け
で
な
い
。
同
家
が
管
理
保
存
し
て

き
た
膨
大
な
文
書
群
も
同
様
で
あ
る
。
大
名
の
脈
を
と
り
、
書
の

指
南
を
し
た
と
は
言
え
、
守
屋
昡
啓
は
あ
く
ま
で
地
方
海
村
出
身

の
一
百
姓
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
近
世
の
庶
民
の
人
生
を
具
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
稀
な
こ
と
で
あ
る
。
小
稿
で
は
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
昡
啓
の
史
料
か
ら
は
彼
の
人
生
だ
け

で
な
く
、
当
時
の
出
来
事
や
社
会
情
勢
、
文
化
、
風
俗
、
交
通
な

ど
倉
敷
の
歴
史
に
留
ま
ら
な
い
興
味
深
い
近
世
後
期
の
諸
様
相
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
守
屋
家
文
書
の
ほ
ん
の
一
部
に

す
ぎ
ず
改
め
て
守
屋
家
文
書
の
重
厚
さ
、貴
重
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

最
後
に
。
昡
啓
が
晩
年
用
い
た
号
一い

っ
と
う島

の
一
は
乙
の
音
読
み

「
い
っ
」
で
あ
り
、
崩
し
字
で
あ
る
。
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
、

昡
啓
の
望
郷
の
念
が
そ
の
号
に
滲
ん
で
い
る
。
松
尾
村
の
臨
済
寺

は
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
堂
宇
も
失
わ
れ
た（

（6
（

。
異
国
に
眠
る
昡

啓
の
墓
標
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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状
等
。
筒
井
宛
の
ほ
と
ん
ど
は
旗
本
が
発
信
し
た
大
目
付
の
職
掌
に
関
わ

る
内
容
の
も
の
で
三
百
通
を
超
え
る
。

（
32
）
註
（
22
）
に
同
じ
。

（
33
）
註
（
20
）
に
同
じ
。

（
34
）
註
（
22
）
に
同
じ
。　

（
35
）
註
（
22
）
に
同
じ
。

（
36
）〔
守
屋
忠
蔵
宛
守
屋
笑
入
翁
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
18
。

（
37
）
註
（
22
）
に
同
じ
。

（
38
）
註
（
20
）
に
同
じ
。

（
39
）〔
守
屋
十
左
衛
門
宛
守
屋
昡
啓
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
12
。

（
40
）〔
守
屋
十
左
衛
門
宛
守
屋
笑
入
翁
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
２
。

（
41
）
註
（
20
）
に
同
じ
。

（
42
）
註
（
25
）
に
同
じ
。　
　
　

（
43
）〔
乙
し
ま
庄
屋
十
左
衛
門
宛
守
屋
昡
啓
書
状
〕
別
８
‐
20
。

（
44
）「
親
仁
宛
守
屋
重
左
衛
門
書
状
」
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
6
。

（
45
）
註
（
20
）
に
同
じ
。

（
46
）
註
（
30
）
に
同
じ
。

（
47
）
註
（
44
）
に
同
じ
。

（
48
）「
宗
門
送
り
手
形
之
事
」
Ｆ
‐
８
‐
28
‐
１
‐
８
。

（
49
）「
守
屋
平
三
郎
他
三
名
宛
十
左
衛
門
書
状
」
Ｇ
‐
10
‐
２
‐
18
。

（
50
）「
お
ぼ
え
」
Ｇ
‐
10
‐
２
‐
22
。

（
51
）
註
（
16
）
に
同
じ
。

（
52
）〔
亀
之
丞
・
守
屋
平
三
郎
宛
秀
島
七
右
衛
門
書
状
〕
Ｉ
‐
１
‐
10
。

（
53
）
註
（
30
）
に
同
じ
。

（
54
）
註
（
30
）
に
同
じ
。

（
55
）〔
お
き
く
宛
十
左
衛
門
書
状
〕
Ｇ
‐
10
‐
２
‐
10
。

（
56
）〔
お
き
く
宛
一
島
書
状
〕
Ｉ
‐
１
‐
１
。

（
11
）「
書
置
之
事
」
Ｇ
‐
５
‐
70
‐
１
。

（
12
）「
守
屋
佐
平
次
宛
善
寿
院
書
状
」「
口
上
」
Ｇ
‐
５
‐
70
‐
６
‐
１
・
３
。

（
13
）
註
（
10
）
に
同
じ
。

（
14
）「
武
兵
衛
佐
平
次
出
入
内
済
証
文
之
写
シ
」
D
‐
４
。

（
15
）「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
口
上
」
Ｇ
‐
３
‐
12
。

（
16
）〔
守
屋
重
左
衛
門
外
三
名
宛
守
屋
昡
啓
書
状
〕
Ｇ
‐
11
‐
24
。　
　
　

（
17
）
註
（
15
）
に
同
じ
。

（
18
）「
氏
宮
出
入
覚
」
Ｆ
‐
６
‐
１
。
氏
宮
を
め
ぐ
る
出
入
り
に
つ
い
て
は

本
書
48
頁
の
別
府
氏
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）「
書
置
之
帳
面
」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
乙
島
守
屋
家
文
書

四
七
七
。

（
20
）〔
守
屋
忠
蔵
宛
流
水
軒
笑
入
翁
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
17
。

（
21
）〔
忠
蔵
宛
昡
啓
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
25
。

（
22
）〔
守
屋
忠
蔵
宛
守
屋
昡
啓
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
20
。

（
23
）〔
守
屋
昡
啓
書
状
写
〕
別
８
‐
12
。

（
24
）
註
（
22
）
に
同
じ
。　

 

（
25
）〔
親
父
宛
守
屋
重
左
衛
門
書
状
〕
Ｇ
‐
５
‐
69
‐
28
。

（
26
）「
氏
宮
記
録
調
」
Ｆ
‐
７
‐
６
。

（
27
）『
大
辞
林
』
二
六
三
一
頁
（
三
省
堂　

二
〇
一
九
年
）。

（
28
）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（
29
）
社
士
溝
口
宗
章
・
宗
信
ら
の
名
が
見
ら
れ
る
（「
男
山
考
古
録
」
十
四
『
石

清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
１　

石
清
水
八
幡
宮
社
務
所　

一
九
六
〇
年
）。

（
30
）「
昡
啓
一
島
ゟ
差
越
候
手
形
書
状
一
通
之
写
幷
肥
後
国
ゟ
此
度
差
越
申

飛
札
之
写
四
通
」
Ｉ
‐
１
‐
20
。

（
31
）
寛
延
二
年
か
ら
宝
暦
八
年
ま
で
側
衆
を
務
め
た
水
野
河
内
守
忠
富

（
一
六
八
八
～
一
七
六
四
）
宛
の
書
状
と
宝
暦
七
年
か
ら
明
和
六
年
ま
で

大
目
付
を
務
め
た
筒
井
大
和
守
忠
雄
（
一
六
九
六
～
一
七
六
九
）
宛
の
書
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（
57
）
註
（
30
）
に
同
じ
。

（
58
）〔
肥
後
松
尾
臨
済
寺
書
状
〕
Ｉ
‐
１
‐
４
‐
２
。

（
59
）〔
昡
啓
墓
所
書
付
〕
別
１
‐
６
‐
９
。

（
60
）
註
（
30
）
に
同
じ
。

（
61
）「
古
筆
道
へ
入
門
之
諸
生
心
得
之
事
」
別
８
‐
４
‐
10
。

（
62
）〔
守
屋
亀
之
丞
・
お
き
く
宛
守
屋
一
島
書
状
〕
Ｉ
‐
１
‐
８
。

（
63
）「
以
御
返
答
書
奉
申
上
候
口
上
覚
」
Ｉ
‐
１
‐
13
。

（
64
）〔
守
屋
平
三
郎
・
亀
之
丞
宛
光
応
寺
書
状
〕
別
８
‐
15
‐
1
。

（
65
）〔
お
菊
宛
守
屋
昡
啓
書
状
〕
Ｇ
‐
11
‐
25
。

（
66
）
註
（
21
）
に
同
じ
。

（
67
）
註
（
１
）
山
本
氏
論
文
。

（
68
）
臨
済
寺
に
は
昡
啓
の
墓
の
他
、
門
弟
に
よ
っ
て
大
塔
も
建
立
さ
れ
た
と

い
う
（
註
30
に
同
じ
）。
臨
済
寺
は
初
め
霊
山
寺
と
い
い
他
村
に
あ
っ
た

が
、
元
禄
十
四
年
臨
済
寺
と
改
め
ら
れ
宝
永
六
年
に
松
尾
村
に
移
転
し
た

（
後
藤
是
山
編
『
肥
後
国
誌
』
上　

一
六
五
頁　

青
潮
社　

一
九
七
二
年
）。

明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
堂
宇
は
現
存
し
な
い
が
、
現
在
松
尾
八
幡
宮
近

く
の
川
辺
に
寺
名
を
刻
ん
だ
石
柱
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
昡
啓
の
墓
は

乙
島
守
屋
家
墓
地
に
も
あ
る
。
一
基
の
墓
石
の
表
面
に
「
一
嶋
翁
墓
」、

裏
面
に
妻
な
を
の
戒
名
を
刻
む
極
め
て
珍
し
い
夫
婦
墓
で
あ
る
。

※
註
記
の
史
料
は
（
19
）
を
除
き
倉
敷
市
所
蔵
守
屋
家
文
書
で
あ
る
た
め
史

料
番
号
の
み
記
し
た
。

〔
付
記
〕
臨
済
寺
の
所
在
に
つ
い
て
は
熊
本
博
物
館
学
芸
員
木
山
貴
満
氏
に
懇

切
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
お
し
ま　

ち
づ
る　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）　　
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表 2    守屋昡啓関係年譜
和暦 西暦 歳 事　　跡

7月4日　備前で生まれる（年齢は数え年）
父伝次郎、病のため庄屋を引退。叔父佐平治が庄屋となり本家へ入る
円乗院で学問を学ぶ。この頃から尺八を学び15歳で京都明暗寺の本則（免許
状） を受ける
津田豊説に医術を学ぶ
12月  佐平治が兄繁八に本家を明け渡し乙島に新築した家へ移る
母はやが没する。佐平治が村人から庄屋退役を迫られる。
繁八が没する。弟小三郎とともに叔父佐平治に引き取られる。
病の治療のため京都へ上る。明暗寺に上り洛中外を行脚。堀玄松に医を学ぶ
小三郎とともに佐平治の家を出る。佐平治と出入りになる
佐平治との出入りが和談となり本家の財産を取り戻す
父伝次郎の代理で役所に氏宮出入りに関する口上書を提出する
阿賀崎新田村の立入庄屋を相手取り帳面の返却などを求めて訴訟を起こす
氏宮一件につき江戸東叡山へ言上。12月江戸を発つ
正月帰村。12月東叡山へ再訴のため書置を残して妻子とともに村を出る
この間、京都、大坂で暮らす。この頃古筆道開祖・溝口原甫に出会う
この年江戸へ出る。不忍池端に草庵を構え旗本衆らに書を教授する
7月「妻」が没する。金吹町（現、中央区日本橋）へ引越後、大病（浮腫）を患う
病の溝口原甫を看病をするも12月に死去。品川霊岸寺に葬る
正月　大火災に遭いお玉池の塾や家財をすべて失う
倉敷代官万年七郎右衛門頼行の屋敷を訪ね倉敷帰陣の供を願い出る
5月 近藤石見守の招きで遠州気賀へ行く。命によって領内病人を治療する
長男忠蔵の 懇願で乙島村に帰る
溝口逐渡から出府して手伝ってほしいと頼まれるが老齢を理由に断り岡山へ行く
この頃、備前岡山で池田家家臣を指導すること3年に及ぶ。その後、京・大坂に出
て5年を過ごす
忠蔵が病のため乙島へ帰る
4月　忠蔵の依頼で次男十九郎を連れて大坂へ行く。忠蔵39歳で死去
正月　乙島を離れる
2月 尾道・金屋甚右衛門家に逗留。10月 三原へ移る
伊予・三原・広島などを周遊し指導をする
伊予大三島の宝珠寺、大山祇神社大祝越智氏、道後湯明神の玉ノ井氏らを指導
正月 松山藩家中の者を高弟とする
7月　溝口原甫13回忌の法要に金子を送る。今治城下で指導する
伊予に滞在。自分の死後伊予宗昌寺へ出向き金を受け取るよう乙島へ書状を出す
防州柳井の禅宗湘江庵に滞在
6月 柳井を発って右田ヘ向かい長崎へ行き、冬には帰国したいと乙島に書状を出す
11月 伊予柳原より書状を出す
3月 長崎から渡海し肥後松尾村臨済寺へ行く
　　役所で滞在の許可を得て熊本城下の問屋・秀島七右衛門宅へ逗留
5月初旬から痛みが出て病に伏し24日小島町の光応寺で死去
検分の後、臨済寺で葬儀が営まれる。戒名、静仙院擲筆速徃居士
8月 肥後の門弟秀島七右衛門・臨済寺・正泉寺・光応寺から守屋家へ悔状が届く
次男伝次郎（十九郎）が玉島村庄屋守屋平三郎を相手取り訴訟を起こす
10月頃　熊太郎と十九郎が昡啓の遺品を受け取りに肥後へ赴く
6月3日　翌年の昡啓50年忌を前に守屋柳平が臨済寺を参拝する

1
3
7
　
11
12
13
15
16
20
21
31
33
　
34

43
53
54
55

56
57
　
62
63
64

65

66

67
68

69

享保17
享保19
元文３
　
寛保元
寛保３
延享元
延享３
延享４
宝暦元
宝暦２
宝暦12
明和元
　
明和２

安永３
天明４
天明５
天明６

天明７
天明８

寛政５
寛政６
寛政７

寛政８

寛政９

寛政10
寛政11

寛政12

嘉永元

1732
1734
1738
　
1741
1743
1744
1746
1747
1751
1752
1762
1764
　
1765

1774
1784
1785
1786

1787
1788
　
1793
1794
1795

1796

1797

1798
1799

1800

1848

註　倉敷市所蔵守屋家文書I-1-12・14、その他I-1、G-5-69、別8の書状などを基に作成。
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の
中
洲
が
存
在
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
中
洲
部
分
で
の
耕

作
（
流
作
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
流
作
場
を

め
ぐ
っ
て
、
乙
島
村
は
近
隣
の
村
々
と
し
ば
し
ば
争
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
流
作
場
と
新
田
開
発
に
か
か
る
水
行
故
障
な
ど

の
問
題
は
同
時
期
・
同
地
域
に
並
行
し
て
起
こ
っ
て
い
な
が
ら
明

確
に
区
別
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
こ
の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
を
今
一
度
整
理
し
、
分
析
し
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の

問
題
関
心
か
ら
、
今
回
は
乙
島
新
田
の
開
発
に
つ
い
て
、
特
に
流

作
場
と
の
関
係
か
ら
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

第
一
章　

目
論
見
か
ら
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
ま
で

　

乙
島
村
周
辺
の
新
田
開
発
お
よ
び
乙
島
新
田
に
つ
い
て
の
先
行

研
究
は
、
前
述
の
通
り
『
岡
山
県
史
』
や
『
新
修
倉
敷
市
史
』
等

に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
乙
島
村
周

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
（
現
岡
山
県
倉
敷
市
玉
島
乙
島
）

の
庄
屋
で
あ
っ
た
守
屋
氏
に
よ
っ
て
寛
政
期
以
降
に
目
論
ま
れ
、

近
世
後
期
を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
乙
島
新
田
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
そ
の
具
体
的
な
経
緯
と
流
作
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
近
世
の
備
中
で
盛
ん
に
新
田
開
発
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
個
別

の
研
究
は
い
ま
だ
少
な
く
、
究
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。

今
回
取
り
上
げ
る
乙
島
新
田
に
つ
い
て
も
『
新
修
倉
敷
市
史
』
等

に
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
流
作
場
の
問
題
と
新
田
開
発
の
問
題
を

混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
な
ど
未
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
乙
島
新
田
の
開
発
が
目
論
ま
れ
て
い
る
頃
、
乙
島

村
の
地
先
海
面
に
は
松
山
川
の
流
域
環
境
の
変
化
に
伴
い
数
多
く

　
　
　
　
　

乙
島
新
田
の
開
発
と
流
作
場

古　

市　

志　

織
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一　

経
緯

　

乙
島
新
田
の
開
発
の
目
論
見
は
、
寛
政
年
間
中
に
乙
島
村
庄
屋

重
左
衛
門
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
目

論
見
が
さ
れ
た
の
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
以
下
二
つ
の
史
料
を

み
て
み
よ
う
。

　
　

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

備
中
国
浅
口
郡
乙
島
村
地
先
海
面
、
連
々
附
州
出
来
汐
干
潟

之
節
者
高
州
ニ
相
成
候
場
所
御
座
候
ニ
付
、
此
度
私
共
手
入

新
開
仕
度
奉
願
上
候
、（
中
略
）
当
村
之
義
者
村
高
不
相
応
ニ

人
別
多
御
座
候
ニ
付
、
耕
地
場
所
引
足
リ
不
申
候
而
、
百
姓

一
統
難
渋
仕
罷
在
候
間
、
追
々
新
田
出
来
仕
候
ハ
ヽ
困
窮
之

者
共
一
同
農
業
ニ
元
附
、
永
く
百
姓
相
続
仕
候
ハ
ヽ
、
広
大

之
御
慈
悲
難
有
仕
合
ニ
可
奉
存
候

（
２
）

　
　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

右
御
新
開
場
之
儀
者
、
当
国
松
山
川
西
川
流
末
海
面
ニ
而
、

当
村
東
南
海
岸
字
番
山
端
ゟ
字
高
後
之
鼻
山
裾
迄
、
海
面
折

廻
シ
追
年
洲
高
ニ
相
成
、
引
汐
之
節
者
一
円
干
潟
ニ
相
成
候

場
所
、
波
除
堤
築
立
候
得
者
、
凡
反
別
百
町
歩
余
之
御
新
開

出
来
可
仕
左
候
得
者
、
御
国
益
者
勿
論
村
為
可
相
成
候
趣

（
３
）

辺
の
新
田
開
発
は
、
ま
ず
明
暦
・
万
治
期
の
松
山
藩
主
導
の
大
規

模
な
新
田
開
発
に
伴
い
、
北
側
の
玉
島
新
田
に
連
な
る
地
域
、
ま

た
乙
島
の
西
側
で
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
乙
島
は
元
来
独
立
し
た
島

で
あ
っ
た
も
の
が
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
完
成
し
た
玉
島

新
田
に
よ
っ
て
陸
続
き
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く

は
、
村
高
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
き
な
新
田
開
発
は
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
寛
政
期
頃
か
ら
乙
島
村
の
地

先
、
西
松
山
川
の
海
面
干
潟
を
中
心
に
新
田
開
発
の
目
論
見
が
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
乙
島
新
田
」
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
そ
の
本
格
的
な
開
発
は
幕
末
に
な
っ
て
で
あ
り
、
一
二
〇

町
歩
に
の
ぼ
る
新
田
が
完
成
し
検
地
を
う
け
た
の
は
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
を
そ
の
画
期
と
捉
え
、
第
一
章
で
は
乙
島
新
田
の
目

論
見
の
開
始
か
ら
文
久
元
年
に
訴
訟
方
の
村
々
と
乙
島
村
と
の
間

で
内
済
が
整
う
ま
で
、
第
二
章
で
は
内
済
が
整
っ
て
以
降
に
つ
い

て
扱
い
、
通
時
的
な
乙
島
新
田
の
開
発
の
経
緯
の
実
態
お
よ
び
流

作
場
と
乙
島
新
田
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
な

お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
乙
島
村
に
伝
来
し
た
九
州
大
学

所
蔵
の
守
屋
家
文
書（

１
）を

対
象
と
し
た
。
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候
ニ
付
」
と
目
論
見
の
談
示
中
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
後
は
子
の
重
左
衛
門
（
勝
太
郎
父
）
が
庄
屋
と
な
り
、
新
田

開
発
の
目
論
見
に
つ
い
て
も
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
川
筋
の
上
郷
の
村
々
に
相
談
を
し
て
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

ま
で
に
新
田
開
発
に
つ
い
て
の
差
障
り
が
な
い
よ
う
に
で
き
た
た

め
、
当
時
の
倉
敷
代
官
で
あ
る
大
原
四
郎
右
衛
門
へ
新
田
開
発
の

許
可
を
も
ら
い
た
い
旨
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
後
の
場
所
の
見

分
・
取
調
べ
中
の
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
大
草
太
郎
右
馬
代

官
に
代
わ
っ
た
た
め
、
再
び
場
所
の
見
分
・
取
調
べ
と
な
り
、
最

終
的
に
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
正
式
に
開
発
を
引
き
請
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

願
反
別
百
弐
拾
町
歩
、
此
地
代
銀
壱
貫
弐
百
目
、
同
年
ゟ
未

迄
拾
ヶ
年
ニ
割
合
壱
ヶ
年
銀
百
弐
拾
目
ツ
ヽ
上
納
之
積
、
尤

前
書
反
別
百
弐
拾
町
歩
之
内
拾
五
町
歩
者
、
右
戌
ゟ
子
迄

三
ヶ
年
鍬
下
御
免
、
翌
丑
年
御
検
地
御
高
入
之
積
、
拾
町
歩

者
右
戌
ゟ
寅
迄
五
ヶ
年
鍬
下
御
免
、
翌
卯
年
御
検
地
御
高
入

之
積
、
九
拾
五
町
歩
者
右
戌
ゟ
未
迄
拾
ヶ
年
鍬
下
御
免
、
翌

申
年
御
検
地
御
高
入
之
積
を
以
御
新
開
引
請
被
仰
付
候
段
、

御
下
知
之
趣
被
仰
渡
難
有
承
知
奉
畏

（
６
）

以
上
の
よ
う
に
、
当
初
の
予
定
は
、
新
開
反
別
一
二
〇
町
歩
、
地

後
者
は
後
年
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
乙
島
新
田
の
開

発
の
目
論
見
の
要
因
と
し
て
、
当
時
の
乙
島
村
の
村
落
環
境
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
要
因
の
一
つ
目
は
乙
島
村
の
地
先
の
海
面
に

年
々
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
年
々
中
洲
が
で
き
て

い
る
、
そ
し
て
引
き
潮
の
時
に
は
一
面
が
干
潟
に
な
る
よ
う
な
場

所
が
あ
っ
て
波
除
堤
を
造
れ
ば
約
百
町
歩
余
の
新
田
開
発
が
で
き

そ
う
で
あ
る
、
ま
ず
は
こ
の
状
況
が
目
論
見
の
背
景
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
二
つ
目
は
乙
島
村
の
人
口
の
問
題
で
あ
る（

４
）。

村
高
に
対
し

て
人
口
が
多
く
、
耕
地
が
足
り
て
お
ら
ず
、「
百
姓
一
統
難
渋
仕

罷
在
候
」
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
、
新
田
開
発
を
す

る
こ
と
で
困
窮
之
者
共
一
同
が
農
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
永
く

百
姓
と
し
て
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
た
。

①
開
発
の
開
始

　

以
降
の
経
緯
を
み
て
い
く（

５
）。

乙
島
新
田
の
開
発
の
過
程
に
つ
い

て
は
『
新
修
倉
敷
市
史
』
な
ど
に
簡
単
な
概
要
は
記
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
通
時
的
に
み
た
も
の
は
な
い
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が

こ
こ
で
は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
最

初
に
新
田
開
発
の
目
論
見
を
も
っ
た
の
は
、
乙
島
村
庄
屋
守
屋
勝

太
郎
の
祖
父
、
重
左
衛
門
で
あ
っ
た
が
、「
庄
屋
勝
太
郎
祖
父
重

左
衛
門
儀
、
寛
政
度
庄
屋
勤
役
中
心
付
目
論
見
談
示
中
、
病
死
仕
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波
烈
敷
場
所
ニ
付
、
折
々
打
崩
保
兼
候
ニ
付
」
と
、
も
と
も
と
風

や
波
が
強
い
場
所
で
苦
労
し
て
い
る
う
ち
に
ま
た
ま
た
年
季
明
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

②
天
保
十
年
の
水
行
故
障
の
申
し
出

　

こ
の
よ
う
に
開
発
に
苦
労
す
る
こ
と
と
な
っ
た
乙
島
新
田
で
あ

る
が
、
年
季
明
け
と
な
っ
た
天
保
十
年
に
は
新
た
な
問
題
が
加
わ

る
こ
と
と
な
る
。
二
月
中
、
高
山
又
蔵
倉
敷
代
官
の
時
に
、「
川

筋
上
郷
松
平
内
蔵
頭
様
、
松
平
紀
伊
守
様
、
板
倉
周
防
守
様
御
領

分
村
々
」
か
ら
乙
島
新
田
へ
の
故
障
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、乙
島
村
に
と
っ

て
こ
の
故
障
の
申
し
出
は
思
い
が
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。「
そ
も
そ
も
新
開
場
に
つ
い
て
は
文
化
年
間
に
玉
島
村
上
成

の
庄
屋
貞
介
を
仲
介
と
し
て
、
上
郷
の
村
々
と
相
談
し
て
差
障
り

の
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
町
歩
も
取
り
決
め
文
政
度
に
願
い
出
の

後
に
引
き
請
け
た
の
で
あ
っ
て
、以
来
年
延
願
い
は
勿
論
の
こ
と
、

既
に
一
町
七
反
歩
余
り
は
天
保
五
年
に
差
障
り
な
く
高
入
し
て
い

る
次
第
も
よ
く
見
聞
き
し
心
得
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
存
外

の
故
障
を
申
し
立
て
る
の
は
不
審
で
あ
る（

８
）」

と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
天
保
十
年
の
故
障
申
し
立
て
と
そ
の
件
で
相
談
中

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
天
保
十
年
に
高
入
の
予
定
だ
っ
た
反
別

代
銀
一
貫
二
〇
〇
目
（
一
〇
年
割
賦
）、
鍬
下
年
季
が
一
二
〇
町
歩

の
内
一
五
町
歩
が
三
年
、
一
〇
町
歩
が
五
年
、
残
る
九
五
町
歩
が

一
〇
年
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
全
く
も
っ
て
思
う
よ
う
に
は
進

ま
な
い
。

反
別
之
内
拾
五
町
歩
者
文
政
十
二
丑
年
御
検
地
御
高
入
之
積

ニ
付
、
開
発
方
出
精
仕
候
得
共
、
難
行
届
候
ニ
付
、
丑
ゟ
巳

迄
五
ヶ
年
延
翌
午
年
御
検
地
御
高
入
之
積

（
７
）

こ
の
よ
う
に
最
初
の
年
季
明
け
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
は
、

開
発
に
精
を
だ
し
た
け
れ
ど
も
、
や
り
と
げ
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
、
と
し
て
五
年
間
の
延
期
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
い
出
が

認
め
ら
れ
た
結
果
、
残
る
一
〇
町
歩
と
九
五
町
歩
の
分
も
準
じ
て

五
年
ず
つ
の
延
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
年
季
明
け
の
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）に
な
っ
て
も
、結
局「
拾
五
町
歩
之
分
皆
出
来
不
相
成
」

と
、
古
橋
新
左
衛
門
倉
敷
代
官
の
も
と
一
五
町
歩
の
内
わ
ず
か
一

町
七
反
一
九
歩
の
み
が
「
御
高
請
」
と
な
り
、
残
る
反
別
一
三
町

二
反
九
畝
一
一
歩
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
天
保
五
年
か
ら
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）
ま
で
五
年
引
き
延
ば
さ
れ
、
天
保
十
年
に
高
入

の
予
定
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
〇
町
歩
と
九
五
町
歩
の
分
も
そ
れ

に
な
ら
っ
て
五
年
ず
つ
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
高
入
予
定
の
天

保
十
年
を
迎
え
る
が
、
波
除
堤
を
造
ろ
う
と
し
て
も
、「
兼
々
風
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与
流
作
場
之
方
頻
而
談
中
ニ
付
、
御
新
開
之
方
者
辰
巳
弐
ヶ

年
延
被
仰
付
度
段
奉
歎
候
処
、
願
之
通
年
延

、
右
御
年

限
中
流
作
場
一
条
者
居
合
候
ニ
付
、
引
続
御
新
開
場
故
障
解

之
儀
追
々
懸
合
預
居
合
可
申
姿
ニ
押
移
候
得
共

（
９
）

【
史
料
一
】を
み
て
み
た
い
。
年
季
明
け
後
、弘
化
元
年（
一
八
四
四
）

に
検
地
と
高
入
を
命
じ
ら
れ
る
も
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く

乙
島
新
田
（
の
予
定
地
）
の
地
先
に
あ
る
流
作
場
に
つ
い
て
、
上

郷
の
村
々
か
ら
の
水
行
故
障
の
申
し
立
て
が
倉
敷
代
官
所
に
願
い

出
さ
れ
、
熟
談
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
話
し
合
い
と
乙

島
新
田
に
か
か
っ
て
い
る
（
同
じ
く
上
郷
の
村
々
に
よ
っ
て
天
保
十
年

に
申
し
入
れ
ら
れ
た
）
故
障
と
を
混
ぜ
て
し
ま
っ
て
は
、
か
え
っ
て

内
済
が
整
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
乙
島
新
田
の

新
開
の
方
は
さ
ら
に
弘
化
元
年
と
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
二

年
間
の
鍬
下
年
季
の
延
期
を
命
ぜ
ら
れ
た
い
旨
を
歎
願
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
歎
願
は
お
そ
ら
く
願
い
通
り
認
め
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
年
季
の
間
に
流
作
場
に
か
か
っ
て
い
た
水
行
故
障
出
入
は

「
右
御
年
限
中
流
作
場
一
条
者
居
合
候
ニ
付
」
と
あ
る
よ
う
に
上

手
く
解
決
し
た
。
な
お
、
こ
の
水
行
故
障
出
入
と
は
、
時
期
や
訴

え
で
て
い
る
村
々
か
ら
考
え
て
、
天
保
十
三
年
に
上
郷
村
々
よ
り

一
三
町
二
反
九
畝
一
一
歩
に
関
し
て
は
一
年
延
ば
し
、
さ
ら
に
天

保
十
一
年
か
ら
天
保
十
二
年
ま
で
鍬
下
年
季
を
延
ば
し
、
そ
れ
で

も
足
り
ず
に
天
保
十
三
年
か
ら
天
保
十
四
年
ま
で
年
季
を
延
ば

し
、
そ
う
な
っ
て
く
る
と
一
〇
町
分
の
年
季
も
明
け
る
こ
と
に
な

る
か
ら
一
〇
町
分
も
天
保
十
二
年
か
ら
天
保
十
四
年
ま
で
年
季
を

延
ば
し
…
と
年
々
年
季
を
延
ば
す
こ
と
を
願
い
出
て
、
年
限
中
に

上
郷
の
村
々
と
の
故
障
の
解
決
を
図
っ
た
も
の
の
結
局
解
決
し
な

い
ま
ま
一
三
町
二
反
九
畝
一
一
歩
の
分
も
一
〇
町
歩
の
分
も
共
に

年
季
の
明
け
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

③
天
保
十
三
年
の
水
行
故
障
の
申
し
出

　

そ
の
後
も
天
保
十
三
年
に
新
た
に
水
行
故
障
の
申
し
立
て
が
あ

り
、
開
発
は
進
ま
な
い
。

　
　
【
史
料
一
】

右
新
開
場
之
義
ニ
付
而
者
、
於
江
戸
表
別
段
御
沙
汰
之
趣
も

被
為
在
候
旨
ニ
而
、
弘
化
元
辰
年
御
検
地
御
高
請
可
仕
旨
、

藤
方
彦
市
郎
様
御
支
配
之
節
被
仰
渡
候
処
、
其
比
折
悪
敷
右

新
開
場
地
先
ニ
有
之
候
村
方
流
作
場
之
儀
ニ
付
、
前
書
紀
伊

守
様
周
防
守
様
御
領
分
川
筋
上
郷
村
々
ゟ
故
障
之
儀
右
彦
市

郎
様
御
役
所
江
願
出
、
下
タ
方
熟
談
被
仰
付
置
候
折
柄
ニ
而
、

其
談
合
与
御
新
開
之
儀
与
打
混
候
而
者
、
却
而
整
兼
可
申
哉
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な
る
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
に
は
反
別
二
三
町
二
反
九
畝

一
一
歩
の
分
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

ま
で
の
三
年
間
の
延
長
、九
五
町
歩
の
分
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

ま
で
の
一
〇
年
間
の
延
期
が
認
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
何
度
も
年

季
の
延
長
願
い
を
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
ろ
そ
か

に
せ
ず
、
き
っ
と
年
限
通
り
に
お
こ
な
う
よ
う
仰
せ
渡
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
後
銀
主
に
関
し
て
も
よ
う
や
く
嘉
永
元
年
ま
で

に
は
目
途
が
た
ち
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
春
中
に
は
天
保

十
年
よ
り
解
決
し
て
い
な
い
水
行
故
障
出
入
も
内
済
が
整
い
普
請

に
取
懸
る
つ
も
り
で
費
用
も
準
備
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
嘉

永
二
年
三
月
、
庄
屋
重
左
衛
門
が
急
死
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
以

降
は
勝
太
郎
が
後
を
引
き
継
ぎ
、
忌
が
明
け
て
か
ら
す
ぐ
に
上
郷

の
村
々
と
の
調
整
に
あ
た
っ
た
。
結
果
、
岡
山
藩
領
の
窪
屋
郡
水

江
村
、
西
阿
知
村
、
浅
口
郡
西
原
村
の
三
ヶ
村
に
つ
い
て
は
内
済

が
う
ま
く
ま
と
ま
ら
ず
、
結
局
倉
敷
代
官
所
へ
歎
願
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
以
降
も
解
決
に
は
至
ら
ず
、
二
三
町
二
反
九
畝

一
一
歩
の
分
は
嘉
永
二
年
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
二
年

間
鍬
下
年
季
を
延
ば
し
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
検
地
と
高

入
を
受
け
る
計
画
で
勝
太
郎
よ
り
三
ヶ
村
に
対
し
懸
合
に
及
ぶ
も

や
は
り
解
決
せ
ず
、
さ
ら
に
嘉
永
四
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
年
季

訴
え
が
な
さ
れ
た
、「
乙
島
村
の
者
た
ち
が
中
洲
を
年
々
開
発
し

て
流
作
を
し
、
掻
揚
堤
の
上
に
杭
柳
な
ど
を
打
入
れ
て
次
第
に
流

作
場
が
広
大
に
な
っ
て
い
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

て
は
水
の
流
れ
が
肝
要
で
あ
る
川
中
を
塞
ぎ
、
田
畑
は
勿
論
人
命

に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
や
め
さ
せ
て
、
掻
揚
堤

は
も
ち
ろ
ん
杭
や
柳
な
ど
も
取
り
払
う
よ
う
命
じ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
内
容
の
訴
訟
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
件
は
天
保
十
五

年
に
内
済
と
な
っ
た
か
ら
、「
居
合
」
に
な
っ
た
時
期
に
も
合
う

（
（1
（

。

天
保
十
年
に
上
郷
の
村
々
に
よ
っ
て
乙
島
新
田
に
か
か
っ
た
水
行

故
障
と
、
天
保
十
三
年
に
乙
島
村
流
作
場
に
か
か
っ
た
水
行
故
障

出
入
は
、
時
期
も
近
く
、
同
じ
相
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
水
行
出

入
で
あ
る
が
、「
其
談
合
与
御
新
開
之
儀
与
打
混
候
而
者
、
却
而
整

兼
可
申
哉
」
と
、
そ
れ
ら
の
出
入
を
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
銀
主
の
問
題
と
重
左
衛
門
の
死

　

さ
て
、
流
作
場
に
か
か
っ
て
い
た
故
障
が
解
決
し
た
た
め
、
続

い
て
乙
島
新
田
に
か
か
っ
て
い
る
故
障
の
解
決
に
向
か
っ
て
い
く

わ
け
で
あ
る
が
、
今
度
は
金
銭
面
に
問
題
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で

重
左
衛
門
は
銀
主
の
算
段
を
お
こ
な
い
は
じ
め
る
。
そ
の
う
ち
に

ま
た
も
や
年
季
明
け
と
な
り
、
年
季
の
延
長
を
願
い
出
る
結
果
に
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解
決
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
し
て
流
作
場
一
件
中
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

ま
で
の
二
年
間
の
鍬
下
年
季
の
延
長
を
願
い
出
て
い
る
。
前
述
の

と
お
り
結
局
こ
の
流
作
場
出
入
に
つ
い
て
は
文
久
元
年
ま
で
解
決

し
な
い
か
ら
、
そ
の
後
安
政
二
年
に
、
二
三
町
二
反
九
畝
一
一
歩

の
分
に
つ
い
て
安
政
二
年
か
ら
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
五
年

間
の
鍬
下
年
季
の
延
期
、
九
五
町
歩
の
分
に
関
し
て
も
年
季
が
明

け
る
た
め
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
安
政
六
年
ま
で
の
四
年

間
の
鍬
下
年
季
の
延
長
を
し
て
、「
右
弐
口
合
、
反
別
百
拾
八
町

弐
反
九
畝
拾
壱
歩
之
場
所
、
故
障
折
合
次
第
普
請
仕
立
、
来
ル
申

年
御
検
地
御
高
入
請
之
積
被
仰
付
度
奉
願
上
候
」
と
二
つ
合
わ
せ

た
一
一
八
町
二
反
九
畝
一
一
歩
に
つ
い
て
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
検
地
・
高
入
を
目
指
す
計
画
で
願
い
出
を
し
、
そ
し
て
お
そ
ら

く
こ
れ
も
願
い
の
通
り
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も

結
局
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
文
政
九
年
に

下
知
済
の
一
二
〇
町
歩
の
う
ち
、
文
久
年
間
以
降
開
発
が
本
格
的

に
な
る
以
前
に
高
入
が
で
き
た
の
は
、
天
保
五
年
に
高
入
の
わ
ず

か
一
町
七
反
一
九
歩
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
初
の

乙
島
新
田
の
計
画
地
と
何
度
も
年
季
の
延
長
を
願
い
出
る
こ
と
と

な
っ
た
二
三
町
二
反
九
畝
歩
余
と
九
五
町
歩
の
お
お
よ
そ
の
場
所

を
延
ば
し
内
済
を
目
指
し
て
調
整
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
ま
た

も
や
新
た
に
流
作
場
に
対
す
る
水
行
故
障
出
入
が
お
こ
り
、
天
保

十
年
以
来
乙
島
新
開
に
掛
か
っ
て
い
た
故
障
の
解
決
に
向
け
た
調

整
は
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

⑤
嘉
永
三
年
の
不
法
出
入

　

今
度
の
流
作
場
に
対
す
る
水
行
故
障
出
入
は
、
嘉
永
三
年
の
洪

水
を
契
機
と
し
て
お
こ
っ
た
上
郷
の
村
々
か
ら
の
「
不
法
出
入
」

で
あ
る
。
一
旦
は
内
済
が
整
い
そ
う
に
な
っ
た
も
の
の
嘉
永
五
年

に
同
様
の
内
容
で
川
東
の
村
々
か
ら
も
水
行
故
障
出
入
が
出
訴
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
内
済
は
破
談
、
そ
の
後
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
内
済
と
な
る
ま
で
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た（

（1
（

。

　
　
【
史
料
二
】

流
作
場
之
儀
与
御
新
開
与
打
混
候
而
者
、
却
而
差
縺
可
申
候

間
、
流
作
場
一
件
中
ニ
付
、
右
御
新
開
反
別
弐
拾
三
町
弐
反

九
畝
拾
壱
歩
之
場
所
、
去
ル
丑
ゟ
去
寅
迄
弐
ヶ
年
延
奉
願
上

候
（
（1
（

【
史
料
二
】
の
と
お
り
、
こ
の
件
に
関
し
て
も
天
保
十
三
年
に
お

こ
っ
た
流
作
場
に
対
す
る
水
行
故
障
出
入
の
時
と
同
様
に
、
流
作

場
へ
か
か
っ
て
い
る
水
行
故
障
出
入
と
、
乙
島
新
開
へ
か
か
っ
て

い
る
水
行
故
障
出
入
と
を
混
ぜ
て
し
ま
っ
て
は
か
え
っ
て
上
手
く
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は【
図
１

（
（1
（

】の
通
り
で
あ
る
（
①
の
斜
線
部
が
二
三
町
二
反
九
畝
歩
余
分
・

②
が
九
五
町
歩
分
、
破
線
部
か
ら
内
側
の
①
②
合
わ
せ
て
一
二
〇
町
歩
）。

二　

水
行
故
障
と
乙
島
新
田

　

以
上
、
乙
島
村
の
新
田
開
発
の
経
緯
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
新

田
開
発
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
文
久
年
間
以
前
ま
で
を
見
て
き

た
。
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
従
来
乙
島
新
田
の
開
発
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
自
然
と
の
た
た
か
い
、

上
郷
・
川
内
の
村
々
と
の
た
た
か
い
、
村
人
と
の
た
た
か
い
、
銀

主
と
の
た
た
か
い
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
上
郷
・
川
内

の
村
々
と
の
た
た
か
い
（
新
開
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
故
障
を
申
し
立

乙
島
新
開

文
久
元
年

流
作
場

天保10年2月中
川筋上郷村 よ々り
不平故障申出

銀主の問題解決
嘉永元年

重左衛門急死
嘉永2年3月

忌明け早々
懸合に及ぶも
整わず

嘉永2年7月
倉敷へ
出訴調整中

銀主の心配

天保13年
流作場
水行故障出入

天保15年
内済

嘉永3年
流作場
不法出入

嘉永5年
内済

嘉永7年5月
西之浦→
乙島
乱妨出入

嘉永7年9月
内済

不法出入

嘉永5年秋
川東の村 1々1ヶ村
より水行故障出入

嘉永5年9月
乙島→
西之浦庄屋直吉
難渋出入

図１　乙島新田計画地概図
注）柚木家文書 110 をもとに作成。
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て
る
近
隣
の
村
々
と
の
た
た
か
い
）
に
関
し
て
言
え
ば
、
乙
島
新
田
を

対
象
と
し
て
い
る
も
の
は
天
保
十
年
の
上
郷
一
二
ヶ
村
に
よ
る
水

行
故
障
の
み
、
と
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（【
図

２
】
参
照
）。
そ
し
て
こ
の
乙
島
新
田
に
か
か
っ
た
水
行
故
障
が
文

久
元
年
ま
で
決
着
が
つ
か
ず
、
開
発
が
滞
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
問
題
が
な
か
な
か
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
途
中
で
流
作
場
に
か
か
る
水
行
故
障
が
並
行
し
て
お
こ
っ
た

こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。【
史
料
一
】・【
史
料
二
】
に
み
ら
れ
た

よ
う
に
、
乙
島
村
で
も
流
作
場
に
か
か
っ
て
い
る
水
行
故
障
と

乙
島
新
田
に
か
か
っ
て
い
る
水
行
故
障
と
を
明
確
に
区
別
し
て
お

り
、さ
ら
に
両
者
が
混
同
し
な
い
よ
う
、ま
ず
は
流
作
場
に
か
か
っ

て
い
る
水
行
故
障
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
、
文
久
元
年
に
流
作
場
を
含
め
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
し

て
は
じ
め
て
、
乙
島
新
田
の
開
発
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
　
　

第
二
章　

文
久
元
年
か
ら
乙
島
新
田
の
完
成
ま
で

一　

経
緯

　

文
久
元
年
に
内
済
が
整
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
乙

島
新
田
の
開
発
が
始
ま
る
。
以
下
、そ
の
経
緯
を
み
て
い
き
た
い
。

乙
島
新
開

文
久
元
年

流
作
場

天保10年2月中
川筋上郷村 よ々り
不平故障申出

銀主の問題解決
嘉永元年

重左衛門急死
嘉永2年3月

忌明け早々
懸合に及ぶも
整わず

嘉永2年7月
倉敷へ
出訴調整中

銀主の心配

天保13年
流作場
水行故障出入

天保15年
内済

嘉永3年
流作場
不法出入

嘉永5年
内済

嘉永7年5月
西之浦→
乙島
乱妨出入

嘉永7年9月
内済

不法出入

嘉永5年秋
川東の村 1々1ヶ村
より水行故障出入

嘉永5年9月
乙島→
西之浦庄屋直吉
難渋出入

図２　乙島新田と流作場をめぐる水行故障
注）主に「新開由来書上」（乙島守屋家文書 1666）・「流作場一件出入書類写」（乙島守屋家文書 2944）・
    「嘉永七寅十月廿二日御奉行所様江差出候覚書写」（乙島守屋家文書 283）等をもとに作成。
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に
下
知
済
み
の
乙
島
新
開
の
残
り
の
反
別
、
そ
し
て
今
回
加
わ
っ

た
流
作
場
分
の
反
別
、
こ
れ
ら
二
つ
の
反
別
を
合
わ
せ
た
「
二
口

合
惣
反
別
百
五
拾
壱
町
壱
反
歩
余
」
に
関
し
て
改
め
て
請
証
文
の

提
出
が
な
さ
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
十
二
月
に
「
下
知

之
趣
」
が
仰
せ
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
当
初
の
計
画
と

し
て
は
、
一
五
一
町
一
反
歩
余
の
う
ち
、
二
三
町
三
反
歩
余
に
つ

い
て
は
翌
文
久
三
年
に
検
地
・
高
入
、
九
七
町
三
反
歩
余
に
つ
い

て
は
文
久
二
年
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
鍬
下
年
季
の

う
え
、
翌
慶
応
三
年
に
検
地
・
高
入
、
三
〇
町
四
反
余
に
つ
い
て

は
文
久
二
年
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
鍬
下
年
季
の
う

え
、
翌
明
治
四
年
に
検
地
・
高
入
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
の
経
緯
を
簡
単
に
み
て
い
こ
う（

（1
（

。
ま
ず
、
文
久

三
年
正
月
中
に
争
論
と
な
っ
て
い
た
場
所
に
つ
い
て
地
改
役
人
が

出
張
の
上
、
訴
訟
方
と
相
手
方
の
村
役
人
一
同
が
案
内
し
て
、
新

開
場
の
囲
堤
の
場
所
の
確
認
や
、
定
杭
を
打
ち
渡
す
こ
と
と
な
っ

た
（
（1
（

。
そ
し
て
そ
の
際
に
「
急
速
新
開
普
請
可
取
掛
旨
」
と
急
ぎ
新

田
開
発
の
普
請
に
取
り
掛
か
る
べ
き
旨
を
仰
せ
渡
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
結
果
、「
元
治
元
子
年
三
月
中
、
其
節
之
御
支
配
御

代
官
大
竹
左
馬
太
郎
様
御
検
地
、
弐
拾
□
町
五
反
壱
畝
拾
弐
歩
御

高
入
ニ
相
成
候
」
と
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
約
二
〇
町
余
の

文
久
元
年
以
降
の
乙
島
新
田
開
発
の
大
き
な
動
向
と
し
て
、
文
久

元
年
に
す
べ
て
の
水
行
故
障
が
解
決
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
流
作

場
も
乙
島
新
開
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
嘉
永
三
年
以
降
乙
島
村
に
掛
か
っ
て
い
る
水
行
故
障
に
関
し
て
）
猶

又
文
久
元
酉
年
御
奉
行
所
ゟ
御
勘
定
様
方
御
出
張
、
場
所
御

見
分
御
吟
味
中
、
倉
敷
村
植
田
武
右
衛
門
噯
ニ
立
入
熟
談
内

済
仕
、
水
行
差
障
者
勿
論
都
而
故
障
解
相
成
候
ニ
付
、
右
流

作
場
之
分
、
御
新
開
御
取
立
御
高
入
之
積
、
私
受
ニ
被
仰
渡
、

猶
文
政
九
戌
年
御
下
知
済
御
新
開
場
是
亦
故
障
解
ニ
相
成
候

ニ
付
、
二
口
合
惣
反
別
百
五
拾
壱
町
壱
反
歩
余
、
御
改
ニ
而

別
紙
御
請
証
文
之
通
、
文
久
二
戌
年
十
二
月
中
御
下
知
之
趣

被
仰
渡
、
右
町
歩
之
内
弐
拾
三
町
三
反
歩
余
者
翌
亥
年
御
検

地
御
高
入
之
積
、九
拾
七
町
三
反
歩
余
者
、右
戌
ゟ
寅
迄
五
ヶ

年
鍬
下
翌
卯
年
御
検
地
御
高
入
之
積
、三
拾
町
四
反
歩
余
者
、

右
戌
ゟ
午
迄
九
ヶ
年
鍬
下
、
翌
未
年
御
検
地
御
高
入
之
積
是

又
被
仰
渡（

（1
（

前
述
の
よ
う
に
、
文
久
元
年
に
倉
敷
村
の
植
田
武
右
衛
門
の
仲
介

に
よ
り
、
流
作
場
、
乙
島
新
開
に
か
か
っ
て
い
た
水
行
故
障
が
す

べ
て
解
決
す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
流
作
場
の
分
も
乙
島
新

開
と
し
て
取
り
立
て
、
高
入
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。
文
政
九
年
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三
郎
の
二
人
が
内
銀
主
と
な
っ
て
い
る
。
以
降
は
銀
主
問
題
の
解

決
を
受
け
、
慶
応
二
年
十
月
中
か
ら
再
び
普
請
を
開
始
。
翌
慶
応

三
年
五
月
中
に
は
再
び
汐
留
〆
切
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
、
文

久
二
年
の
下
知
の
際
の
予
定
だ
っ
た
慶
応
三
年
の
高
入
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
た
め
、
慶
応
三
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
三
年
間
に

鍬
下
年
季
を
延
長
し
、
明
治
三
年
に
検
地
・
高
入
の
つ
も
り
で
慶

応
四
年
二
月
中
に
は
地
割
に
取
り
掛
か
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

　

以
上
が
地
割
に
至
る
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
が
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
の
二
月
以
降
の
地
割
の
段
に
な
っ
て
村
人
と
の
、
ま

た
銀
主
同
士
の
争
論
が
起
こ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
件
に
関

し
て
は
、『
新
修
倉
敷
市
史
』
に
記
載
が
あ
る
の
で（

（1
（

、
詳
細
は
省

く
が
、
最
終
的
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
三
月
に
は
、
新
開

反
別
一
二
〇
町
歩
の
内
の
五
〇
町
歩
余
に
つ
い
て
「
御
新
開
場
御

検
地
御
高
入
請
願
書
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

翌
卯
年
五
月
中
囲
堤
再
汐
留
追
々
普
請
仕
、
去
未
年
中
新
開

場
地
抱
之
上
試
作
仕
候
間
、
当
申
年
御
検
地
御
高
入
奉
願
上

候
、
追
而
地
引
絵
図
小
前
帳
共
可
差
上
候
、
右
願
之
通
御
採

用
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上（

（2
（

こ
れ
か
ら
慶
応
三
年
の
新
開
普
請
完
成
の
後
、
明
治
四
年
に
な
っ

て
試
作
を
し
て
、
翌
年
の
明
治
五
年
に
検
地
と
高
入
の
願
い
出
が

分
は
検
地
・
高
入
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
文
久
二
年
の
下
知
の
際
、

文
久
三
年
に
検
地
・
高
入
の
予
定
だ
っ
た
「
一
五
一
町
一
反
歩
余

の
う
ち
、
二
三
町
三
反
歩
余
」
の
分
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き

る
。

　

そ
れ
以
降
、
九
七
町
三
反
歩
余
の
う
ち
四
〇
町
歩
余
の
場
所
に

つ
い
て
、
元
治
元
年
十
一
月
中
に
新
開
堤
に
取
り
掛
か
り
、
慶
応

元
年
十
一
月
に
は
惣
囲
掻
揚
堤
に
よ
っ
て
汐
留
〆
切
を
し
て
さ
ら

に
石
垣
を
つ
く
る
普
請
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
慶
応
二
年
二

月
三
日
、
大
風
雨
と
大
汐
に
よ
っ
て
折
角
出
来
上
が
っ
た
堤
防
が

決
壊
、
破
損
し
て
し
ま
う
。
銀
主
に
関
し
て
、
慶
応
元
年
八
月
中

に
そ
れ
ま
で
の
内
銀
主
が
新
開
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ
た
た
め
新

た
に
銀
主
を
募
っ
て
お
り
、同
年
九
月
か
ら
乙
島
村
の
理
左
衛
門
、

備
後
国
雨
木
村
の
平
左
衛
門
の
二
人
の
世
話
に
よ
っ
て
、
阿
賀
崎

村
の
百
姓
曽
六
と
そ
の
他
一
二
人
の
合
わ
せ
て
一
五
人
を
内
銀
主

と
し
て
普
請
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
大
風
雨
と
大
汐
に
よ
る
堤

防
の
破
損
を
受
け
内
銀
主
た
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
異
存
が
出
る
こ
と

と
な
り
、
出
銀
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
片
島
村
庄
屋
健
蔵
、
玉
島
村
庄
屋
正
兵
衛
の
仲
介
を

受
け
て
、
規
定
書
を
作
成
し
て（

（1
（

こ
れ
ま
で
の
内
銀
主
は
新
開
を
手

放
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
は
矢
掛
村
治
左
衛
門
・
奥
山
田
村
善



- 92 -- 93 -

　
　
　
　
　

反
別
弐
拾
三
町
歩
余

　
　
　
　
　
　

是
者
流
作
場
并
新
開
試
作
等
之
場
所
ニ
付
、
堤
築

　
　
　
　
　
　
　
　

立
次
第
御
高
入
奉
願
候
分

　
　
　
　
　

反
別
九
拾
七
町
歩
余

　
　
　
　
　
　

是
者
葭
生
并
砂
地
之
分
ニ
付
、
右
弐
拾
三
町
歩
余

　
　
　
　
　
　
　
　

之
場
所

御
高
入
被
仰
付
候
年
ゟ
五
ヶ
年
目
御
検
地
奉
願

候
分

　
　
　
　
　

反
別
三
拾
町
歩
余

　
　
　
　
　
　

是
者
海
面
干
潟
之
場
所
ニ
付
、
右
同
所
御
高
入
被

　
　
　
　
　
　
　
　

仰
付
候
年
ゟ
拾
ヶ
年
目
御
検
地
奉
願
候
分

　
　
　
　
　
　

外

　
　
　
　
　
　

壱
町
弐
反
歩
余　

字
蕃
山
前
附
寄
洲

　
　
　
　
　
　
　

是
者
新
規
流
作
場
ニ
奉
願
候
分（

（2
（

こ
の
よ
う
に
願
い
出
さ
れ
て
お
り
、
開
発
予
定
の
一
五
〇
町
歩
余

の
う
ち
二
三
町
歩
余
は
元
流
作
場
と
も
と
も
と
乙
島
新
開
用
に
試

作
な
ど
を
し
て
い
た
場
所
、
九
七
町
歩
余
は
葭
が
生
え
て
い
た
り

砂
地
で
あ
っ
た
り
す
る
場
所
、
三
〇
町
歩
余
は
干
潟
の
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
乙
島
新
開
と
は
別
に
字
蕃
山
前

附
寄
洲
流
作
場
の
一
町
二
反
歩
余
も
流
作
場
と
し
て
願
い
出
が
さ

さ
れ
る
、
と
い
う
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
願
い
出
の
結
果
検

地
が
行
わ
れ
、寛
政
年
間
よ
り
目
論
ま
れ
、守
屋
家
三
代
に
わ
た
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
乙
島
新
田
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二　

流
作
場
と
乙
島
新
田

　

前
項
で
文
久
元
年
の
内
済
以
降
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
開
発
が

開
始
さ
れ
た
乙
島
新
開
の
開
発
の
経
緯
を
確
認
し
て
き
た
。
文
久

元
年
の
内
済
に
よ
る
流
作
場
・
乙
島
新
開
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
っ
て

い
た
故
障
全
て
の
解
決
を
受
け
て
、
も
と
も
と
の
流
作
場
の
反
別

も
乙
島
新
開
の
反
別
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
項

で
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
乙
島
新
田
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
流
作

場
が
ど
の
よ
う
に
乙
島
新
田
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
分
析

す
る
と
同
時
に
流
作
場
と
乙
島
新
開
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
手

が
か
り
と
し
た
い
。
ま
ず
、
文
久
元
年
に
流
作
場
、
乙
島
新
開
合

わ
せ
て
一
五
一
町
一
反
歩
余
に
関
し
て
改
め
て
請
証
文
の
提
出
が

な
さ
れ
た
際
、
ど
の
よ
う
に
流
作
場
が
組
み
込
ま
れ
た
か
に
つ
い

て
、
文
久
元
年
八
月
付
の
「
御
新
開
願
書
写
」
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　

村
方
地
先
附
寄
洲
并
海
面
干
潟

　
　

一
、
凡
反
別
百
五
拾
町
歩
余　
　
　

御
新
開
御
高
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
願
候
分

　
　
　
　
　
　

内
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留
〆
切
な
ど
を
す
る
も
大
風
雨
な
ど
に
よ
り
堤
防
が
破
損
す
る
な

ど
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
干
潟
部
分
の
開
発
な
ど
に
比

べ
早
く
に
開
発
が
完
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
久
元
年
を
契
機

に
乙
島
新
開
に
組
み
込
ま
れ
た
流
作
場
の
部
分
は
、
す
で
に
作
付

が
な
さ
れ
て
お
り
後
は
囲
堤
を
造
る
だ
け
で
よ
く
、
比
較
的
容
易

に
開
発
が
で
き
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
か
ら
、
文
政
九
年
に
下
知

済
み
の
も
と
も
と
の
乙
島
新
開
の
部
分
に
先
立
っ
て
開
発
、検
地
、

高
入
が
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
数
多
く
あ
っ
た

中
洲
部
分
（
流
作
場
）
の
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
乙
島
新
開
に

組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る

部
分
が
大
き
い
が
、
絵
図
を
み
る
と
【
図
３

（
（2
（

】
の
よ
う
に
（
斜
線

部
が
元
治
元
年
高
入
の
部
分
）
主
に
中
洲
の
部
分
と
乙
島
村
の
地
先

の
一
部
が
検
地
・
高
入
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
文
久
元
年
の
内
済
を
契
機
と
し
て
流
作
場
は
乙
島

新
田
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
要
因
と

し
て
、内
済
に
関
連
し
て
西
松
山
川
の
流
作
場
の
検
地
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ま
で
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
流
作
場
の
把
握
が
き
ち
ん
と
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
最
後
に
こ
の
検
地
の
結
果
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
文
久
元
年
七
月
、「
乙
島
村
地
先
附
寄
洲
新
開
地
与
訴
訟

方
申
立
候
場
所
」、
つ
ま
り
訴
訟
方
の
村
々
に
よ
っ
て
、
乙
島
村

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
政
九
年
に
下
知
済
み
の
乙
島
新
開
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
不
都
合
が
生

じ
全
く
計
画
通
り
に
い
か
ず
、
鍬
下
年
季
の
延
長
を
延
ば
し
て
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
文
久
元
年
の
内
済
を
契
機
に
乙

島
新
開
の
反
別
に
流
作
場
の
反
別
が
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
受
け

て
、改
め
て
新
開
願
書
の
提
出
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
鍬
下
年
季
の
計
画
を
み
て
み
る
と
、
流
作
場

と
試
作
の
分
は
堤
が
で
き
次
第
高
入
、
葭
草
が
生
え
て
い
る
場
所

や
砂
地
の
場
所
は
高
入
を
命
じ
ら
れ
て
か
ら
五
年
後
に
、
干
潟
の

部
分
は
一
〇
年
後
の
検
地
を
願
い
出
て
い
る
。
文
久
二
年
の
下
知

を
受
け
た
時
点
の
予
定
は
前
述
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
、
基
本

的
に
文
久
元
年
の
勝
太
郎
に
よ
る
新
開
願
書
の
内
容
に
沿
っ
て
下

知
が
下
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
願
書
、
お
よ
び
そ
れ

に
対
す
る
承
認
を
鑑
み
る
に
、
開
発
の
難
易
度
的
に
は
す
で
に
作

付
を
し
て
い
る
流
作
場
や
試
作
地
が
一
番
容
易
、
次
に
葭
草
が
生

え
て
い
る
場
所
や
砂
地
の
部
分
、
一
番
難
し
い
の
が
干
潟
の
部

分
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

に
は
約
二
〇
町
ほ
ど
に
つ
い
て
検
地
・
高
入
が
な
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
「
元
流
作
場
之
分
并
文
政
九
戌
年
御
下
知
済
御
新
開
場
之
内

試
作
仕
付
罷
在
候
場
所

（
（2
（

」
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
囲
堤
を
つ
く
り
汐
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が
新
た
に
流
作
場
を
広
げ
て
い
る
、
と
申
し
立
て
ら
れ
た
場
所
の

検
地
の
結
果
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
文
久
元
年
の
段
階
で
の
乙
島
村
の
流
作
場
は
四
五
町

二
反
七
畝
一
七
歩
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
定
め
ら
れ
た
川
筋
に
支
障

が
あ
る
部
分
は
切
り
流
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
一
部
分
が
文
政
九
年

下
知
済
の
分
の
試
作
分
と
合
わ
せ
て
元
治
元
年
に
検
地
・
高
入
と

な
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
そ
れ
ぞ
れ

乙
島
村
ニ
而
、
字
水
門
口
壱
之
洲
、
元
反
別
四
反
四
畝
拾

八
歩
与
申
立
候
場
所

表１　乙島村流作場の反別増減

注）「続海面干潟新開場取調一件」（滝澤家文書Ⅱ-２-D-12）をもとに作成。

水門口壱之洲 8反24歩 4反4畝18歩 3反6畝6歩

焼山下岡飛洲 1町1反2畝18歩 6反21歩 5反1畝27歩

焼山下西飛洲 2反22歩 1反3歩 1反19歩

西川合飛洲 1町5反6畝9歩 7反9歩 8反6畝歩

同所 1町1反3歩 1反1畝6歩 9反8畝27歩

水門口二之洲 3町7反8畝5歩 1町8反6畝21歩 1町9反1畝14歩

番山前洲 2町4反7畝4歩 1町3反歩 1町1反7畝4歩

番山前洲下 1町8反8畝17歩 6反9畝21歩 1町1反8畝26歩

元洲 11町5反1畝21歩 6町7畝9歩 5町4反4畝12歩

沖西飛洲 20町6反9畝17歩 5町9反6畝15歩 14町7反3畝2歩

沖飛洲作左衛門原 1反1畝27歩 3畝12歩 8畝15歩

　　　  計 45町2反7畝17歩 17町9反15歩 27町3反7畝2歩

字名 改反別 元反別 差引分（＋）

図３　元治元年高入地概図
注）柚木家文書 111 をもとに作成。
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の
西
之
浦
村
地
先
論
所
、
玉
島
村
之
内
上
成
地
先
之
分
、
上
下
船

尾
村
地
先
…
等
々
、
訴
訟
方
・
そ
し
て
相
手
方
と
な
っ
た
西
松
山

川
の
流
域
の
村
々
の
流
作
場
の
検
地
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

特
に
乙
島
村
に
関
し
て
は
、
乙
島
村
が
い
う
「
文
政
九
年
に
下
知

済
の
一
二
〇
町
歩
の
内
の
試
作
分
」
に
つ
い
て
も

訴
訟
方
ニ
而
附
寄
洲
新
開
、
乙
島
村
ニ
而
新
開
百
弐
拾
町

歩
願
済
之
内
、
試
作
与
申
立
候
場
所
、
於
九
ヶ
所
之
分

　
　

一
、
御
改
反
別
拾
弐
町
五
反
六
畝
拾
七
歩

の
よ
う
に
訴
訟
方
の
村
々
と
意
見
が
食
い
違
っ
て
い
る
様
子
が
伺

え
る
（
訴
訟
方
は
附
寄
洲
新
開
と
み
な
し
て
い
た

（
（2
（

）。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

土
砂
堆
積
や
大
雨
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
す
ぐ
に
地
形
が
変
化
し
て

い
く
流
作
場
と
い
う
特
徴
上
、
そ
の
土
地
の
実
態
の
把
握
が
全
く

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
お
き
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
最

終
的
に
松
山
川
流
域
の
検
地
が
行
わ
れ
て
、
よ
う
や
く
流
作
場
に

か
か
る
訴
訟
が
全
て
解
決
し
、
乙
島
新
田
の
本
格
的
な
開
発
が
始

ま
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
乙
島
新
田
に
つ
い
て
、
そ
の
開
発
経
緯
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
特
に
流
作
場
と
乙
島
新
田
と
の

　

一
、
御
改
反
別
八
反
廿
四
歩

　
　
　
　

元
反
別
与
差
引

　
　
　
　
　

三
反
六
畝
六
歩　

余
歩

の
よ
う
に
記
載
が
あ
る
た
め
【
表
１
】
が
作
成
で
き
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
表
に
よ
り
元
の
反
別
が
一
七
町
九
反
一
五
歩
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
流

作
畑
と
し
て
検
地
を
受
け
た
一
七
町
九
反
一
五
歩
と
一
致
す
る
か

ら
（
（2
（

、
乙
島
村
の
流
作
場
に
つ
い
て
は
文
政
二
年
以
降
検
地
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
文
久
元
年
ま
で
の
約
四
〇
年
間
の
間
に

二
七
町
三
反
七
畝
二
歩
の
反
別
の
増
加
が
あ
り
検
地
帳
の
記
載
と

実
態
に
大
幅
な
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
流
作
場

を
め
ぐ
る
主
に
治
水
面
で
の
乙
島
村
と
上
流
の
村
々
と
の
対
立

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
流
作
場
に
か
か
る

水
行
故
障
が
な
か
な
か
解
決
し
な
か
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
島
村
が
建
前
上
「
流
作
畑
請
地
以
外
は
流

作
場
を
広
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た

乙
島
流
作
場
に
つ
い
て
、
実
際
は
流
作
場
を
拡
大
し
て
お
り
、
だ

か
ら
こ
そ
、
開
発
と
治
水
を
め
ぐ
っ
て
水
行
故
障
が
泥
沼
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、【
表
１
】
の
作
成
に
用
い
た

「
覚（

（2
（

」
に
は
乙
島
村
の
流
作
場
の
み
で
な
く
、
文
久
元
年
の
段
階
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の
反
別
と
実
態
が
乖
離
し
て
い
る
状
況
、
ま
た
そ
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
も
曖
昧
で
あ
り
近
隣
の
村
々
と
の
意
見
の
食
い
違
い
が
起

こ
っ
て
い
る
状
態
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
乙
島
新
田
の
開
発

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
一
因
は
、
こ
れ
ら
の
西
松
山
川
流
域

の
環
境
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

従
来
西
松
山
川
流
域
の
流
作
場
に
つ
い
て
は
自
治
体
史
等
に
記

載
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
に
と
り
あ
げ
た
先
行
研
究
は
な
く
、

こ
の
地
域
の
流
作
場
が
地
域
社
会
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
大
き

な
意
義
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
ま
で
意
識
さ
れ
ず
に
き
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
み
て
も
、
享
保
の
改

革
に
関
連
し
た
享
保
期
の
主
に
関
東
筋
に
お
け
る
流
作
場
開
発
関

連
の
研
究
以
外
で
は
、
流
作
場
に
つ
い
て
は
注
目
が
ほ
と
ん
ど
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
今
回
の
分
析
を

踏
ま
え
て
も
、
こ
の
地
域
の
新
田
開
発
、
水
行
故
障
、
そ
し
て
村

同
士
の
境
界
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
流
作
場
の
存
在
は
見
逃

せ
な
い
。
今
一
度
流
作
場
と
の
関
係
か
ら
こ
の
地
域
の
新
田
開
発

に
つ
い
て
考
え
な
お
す
と
同
時
に
、
特
に
近
世
後
期
に
お
け
る
こ

の
地
域
の
流
作
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

関
係
に
つ
い
て
両
者
の
区
別
を
意
識
し
つ
つ
分
析
し
た
。
先
行
研

究
で
流
作
場
に
か
か
っ
て
い
る
水
行
故
障
と
乙
島
新
田
に
か
か
っ

て
い
る
水
行
故
障
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
点
を
指
摘

し
、
今
一
度
整
理
を
試
み
た
結
果
、
第
一
章
で
は
文
久
元
年
の
内

済
を
受
け
て
初
め
て
、
乙
島
新
田
の
反
別
に
流
作
場
反
別
が
加
わ

る
の
で
あ
り
、そ
れ
ま
で
は
両
者
は
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
水
行
故
障
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
文
脈
で
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
両
者
の
区
別
を
意
識
し
て
水
行
故
障
出
入
に
つ
い

て
み
て
み
る
と
、
乙
島
新
田
に
対
し
て
か
か
っ
た
水
行
故
障
は
天

保
十
年
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
水
行
故
障
の
問
題
は
乙
島
新
田
よ

り
は
む
し
ろ
流
作
場
の
方
で
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し

て
乙
島
新
田
の
開
発
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
も
、
流
作
場
に
か
か

る
訴
訟
が
な
か
な
か
解
決
し
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
第
二
章
で
は
乙
島
新
田
の
反
別
に
流
作
場
反
別
が
加

わ
っ
て
か
ら
の
経
緯
と
、
ど
の
よ
う
に
乙
島
新
田
に
流
作
場
が
組

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課

題
も
多
い
が
、
流
作
場
が
新
開
反
別
に
入
れ
ら
れ
て
か
ら
は
、
元

流
作
場
は
開
発
が
容
易
な
場
所
と
見
込
ま
れ
、
早
々
に
高
入
を
す

る
場
所
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
乙
島
村
の
流
作
場
は
文

政
二
年
に
検
地
を
受
け
て
か
ら
は
検
地
を
受
け
て
お
ら
ず
、
帳
簿
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（
８
）
同
右
。

（
９
）
同
右
。

（
10
）
以
上
流
作
場
に
か
か
っ
て
い
る
故
障
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
乍
恐
以

書
附
奉
願
上
候
口
上
」（「
流
作
場
一
件
出
入
書
類
写
」
乙
島
守
屋
家
文
書

二
九
四
四
）
よ
り
。

（
11
）「
流
作
場
一
件
出
入
書
類
写
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
二
九
四
四
）・「
乍
恐

以
御
書
付
御
吟
味
奉
願
上
候
」（
連
島
町
誌
編
纂
会
編
『
連
島
町
史
』
連

島
町
誌
編
纂
会
、
一
九
五
六
年
、
三
五
二
～
三
五
四
頁
）。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
柚
木
家
文
書
一
一
〇
を
も
と
に
加
工
。
嘉
永
二
年
の
比
定
が
さ
れ
て
い

る
が
詳
細
は
不
明
。
流
作
場
の
反
別
の
書
入
れ
を
見
る
に
文
久
元
年
以
前

カ
。

（
14
）
倉
敷
市
史
研
究
会
編
『
新
修
倉
敷
市
史　

第
三
巻　

近
世
（
上
）』（
倉

敷
市
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
三
八
～
六
四
九
頁
な
ど
。

（
15
）
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
二
六
。

（
16
）
以
下
、
主
に
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
二
六
に
よ
る
。

（
17
）
こ
の
件
に
関
し
て
、「
御
定
杭
御
請
証
文
写
」（
乙
島
守
屋
家
文
書

二
八
一
七
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
文
久
元
年
の
内
済
を
受
け
、
文
久

二
年
に
御
諚
（
評
カ
）
定
所
で
そ
の
内
済
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
て
「
右
熟
談
境
筋
御
定
杭
、
左
之
通
御
打
渡
被
成
候
」
と
一
一
四
本
に

及
ぶ
定
杭
を
打
ち
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
18
）
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、「
こ
れ
ま
で
の
出
銀
高
や
役
割
に
応
じ
て
新

開
後
の
耕
地
の
割
り
渡
し
に
つ
い
て
「
継
添
規
定
」
が
行
わ
れ
た
」
と
し

て
先
行
研
究
に
そ
の
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
前
出
『
新
修
倉
敷
市

史　

第
三
巻　

近
世
（
上
）』
六
四
七
頁
）。
同
内
容
は
、「
御
新
開
規
定
書
」

（
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
三
一
）、「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」（
乙
島
守
屋

家
文
書
二
八
二
六
）
等
で
も
確
認
で
き
る
。

　

注
（
１
）
守
屋
家
文
書
に
関
し
て
は
、
九
州
大
学
所
蔵
の
も
の
と
倉
敷
市
所
蔵
の

も
の
が
あ
る
が
、
今
回
は
九
州
大
学
所
蔵
の
も
の
を
中
心
に
扱
っ
た
。
ま

た
、
九
州
大
学
所
蔵
の
守
屋
家
文
書
は
目
録
番
号
と
請
求
番
号
が
異
な
る

が
、
引
用
に
際
し
て
は
請
求
番
号
を
記
し
た
。
な
お
、
以
下
の
史
料
群
の

所
蔵
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
記
し
た
上
で
略
記
し
た
。

「
乙
島
守
屋
家
文
書
」
＝
九
州
大
学
付
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州

文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
。

「
滝
澤
家
文
書
」
＝
倉
敷
市
所
蔵
。

「
柚
木
祥
吉
郎
家
文
書
」
＝
倉
敷
市
立
玉
島
図
書
館
所
蔵
。
以
下
「
柚
木

家
文
書
」
と
略
記
。

（
２
）「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
（
乙
島
村
地
先
海
面
新
開
願
）」（
乙
島
守
屋

家
文
書
五
四
四
一
―
二
）。

（
３
）「
新
開
由
来
書
上
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
一
六
六
六
）。

（
４
）
村
高
不
相
応
に
人
別
が
多
い
と
い
う
理
由
は
新
田
開
発
に
限
ら
ず
、
流

作
場
関
連
や
農
間
余
業
関
連
な
ど
様
々
な
史
料
で
散
見
さ
れ
る
が
、
実

際
に
乙
島
村
の
人
口
・
村
高
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
天
明
八

年
（
一
七
八
八
）
が
村
高
八
九
四
石
六
斗
三
升
四
合
六
勺
（
反
別
一
一
一

町
八
反
五
畝
一
五
歩
）
に
対
し
て
人
数
一
八
三
八
人
、
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
が
、
村
高
に
変
化
が
な
い
の
に
対
し
て
人
数
が
二
六
四
二

人
と
、
村
高
に
対
し
て
人
口
が
増
加
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
（
乙
島
守

屋
家
文
書
一
六
九
八
・
一
七
〇
〇
・
一
七
〇
三
）。

（
５
）
以
下
、
主
に
「
新
開
由
来
書
上
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
一
六
六
六
）・「
新

開
最
初
ゟ
始
末
御
答
書
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
二
六
）・
乙
島
守
屋
家

文
書
二
九
八
一
な
ど
に
よ
る
。

（
６
）「
新
開
由
来
書
上
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
一
六
六
六
）。

（
７
）
同
右
。



- （（ -- （（ -

文
化
福
祉
財
団
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
七
〇
年
）、
同
「
勘
定
組
頭
堀
江

荒
四
郎
と
流
作
場
開
発
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
房
総
地
方
史
の
研

究
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
三
年
）
や
松
尾
公
就
「
享
保
改
革
末
期
の
新

田
政
策
」（
北
島
正
元
編
『
近
世
の
支
配
体
制
と
社
会
構
造
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
三
年
、
の
ち
に
松
尾
公
就
『
近
世
関
東
の
村
落
支
配
と
農

民
』
大
河
書
房
、
二
〇
一
六
年
に
増
補
所
収
）、
大
石
学
「
享
保
改
革
期

に
お
け
る
流
作
場
開
発
政
策
と
村
落
―
下
利
根
川
流
域
野
木
崎
村
を
中
心

に
―
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要　

昭
和
五
四
年
度
』
徳
川
黎
明

会
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
同
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
年
に
増
補
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
享
保
期
の
流

作
場
開
発
に
つ
い
て
、
治
水
的
側
面
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
村
田
路

人「
吉
宗
の
政
治
」（『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史　

第
十
二
巻　

近
世
三
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
ふ
る
い
ち　

し
お
り　

筑
陽
学
園
高
等
学
校
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
（（
）
前
出
『
新
修
倉
敷
市
史　

第
三
巻　

近
世
（
上
）』
六
四
四
～
六
四
九
頁
。

（
20
）
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
一
六
・
二
八
二
二
。

（
2（
）
乙
島
守
屋
家
文
書
二
七
二
五
・
二
八
二
四
。

（
22
）
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
二
六
。

（
23
）
柚
木
家
文
書
一
一
一
を
も
と
に
加
工
。
年
代
は
慶
応
四
年
と
比
定
で
き

る
。

（
2（
）
絵
図
（
乙
島
守
屋
家
文
書
六
二
八
五
や
柚
木
家
文
書
一
一
一
等
）
を
見

る
限
り
、
元
流
作
場
の
場
所
で
は
、
中
洲
部
分
が
も
と
も
と
の
元
洲
・
沖

西
飛
洲
流
作
場
、
そ
れ
と
乙
島
村
の
地
先
側
の
水
門
口
二
ノ
洲
・
西
川
合

飛
洲
流
作
場
の
あ
っ
た
辺
り
が
元
治
元
年
に
高
入
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

（
2（
）
後
年
の
史
料
に
は
な
る
が
、「
嘉
永
七
寅
十
月
廿
一
日
御
奉
行
所
様
江

差
出
候
返
答
書
写
」（
乙
島
守
屋
家
文
書
二
八
三
五
）
で
は
乙
島
村
の
流

作
場
の
由
来
と
し
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
花
木
伝
次
郎
代
官
の

も
と
で
流
作
請
地
と
し
て
願
い
出
を
し
、
年
々
見
取
で
年
貢
を
上
納
し
て

い
た
が
、
後
に
検
地
入
の
流
作
畑
に
決
ま
り
、
文
政
二
年
に
大
草
太
郎
右

馬
代
官
の
も
と
改
め
の
上
、
そ
れ
ら
の
流
作
畑
（
数
ヶ
所
で
行
わ
れ
て
い

る
流
作
畑
を
ま
と
め
て
）
を
反
別
一
七
町
九
反
九
畝
一
五
歩
と
し
て
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
検
地
帳
が
下
げ
渡
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
。

（
2（
）「
続
海
面
干
潟
新
開
場
取
調
一
件
」（
滝
澤
家
文
書
Ⅱ
―
２
―
Ｄ
―
（2
）。

（
2（
）
そ
の
他
「
訴
訟
方
ニ
而
右
同
断
（
附
寄
洲
新
開
）、
乙
島
村
ニ
而
附
寄

洲
試
作
与
申
立
候
場
所
、
於
六
ヶ
所
之
分
」
と
「
訴
訟
方
ニ
而
乙
島
村
流

作
受
之
場
所
、
乙
島
村
ニ
而
者
字
守
屋
新
田
外
壱
カ
所
、
天
保
五
午
年
新

田
御
高
入
弐
町
八
反
四
畝
六
歩
之
場
所
与
申
立
候
場
所
」
に
つ
い
て
の
御

改
反
別
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
）
享
保
期
の
流
作
場
開
発
に
つ
い
て
扱
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
大

谷
貞
夫
「
元
文
―
延
享
期
関
東
に
お
け
る
流
作
場
検
地
」（『
成
田
山
教
育
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は
じ
め
に

　

岡
山
県
新
見
市
の
花
見
山
東
麓
を
源
に
南
流
し
て
倉
敷
市
で
水

島
灘
に
注
ぐ
高
梁
川
の
下
流
付
近
、
総
社
市
井
尻
野
字
湛
井
に
湛

井
堰
が
あ
る
。
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固

定
堰
に
改
修
さ
れ
た
湛
井
堰
は
、
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
に
妹

尾
太
郎
兼
康
の
目
論
見
に
よ
り
福
井
二
郎
左
衛
門
が
奉
行
と
な
っ

て
築
造
し
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ

（
（
（

。
兼
康
は
妹
尾
郷
に
所
領
を
持

つ
土
豪
で
、
堰
と
と
も
に
湛
井
十
二
か
郷
用
水
も
整
備
し
た
と
言

わ
れ
る
。

　

湛
井
十
二
か
郷
用
水
兼
康
築
造
説
の
当
否
は
と
も
か
く
、
湛
井

堰
は
平
安
時
代
初
期
に
、
幹
線
水
路
も
井
尻
野
か
ら
岡
山
市
北
区

新
庄
上
字
岩
崎
あ
た
り
ま
で
は
平
安
時
代
に
整
備
さ
れ
て
い
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（

2
（

。
永
仁
六
（
一
二
九
八
）
年
に
原
図
が

破
損
さ
れ
、
以
降
に
筆
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
「
備
中
国
賀
陽
郡
服

部
郷
図
」（
以
下
、「
服
部
郷
図
」）
に
あ
る
「
大
溝
」
は
階
田
用
水
（
幹

線
水
路
か
ら
総
社
市
総
社
字
西
山
で
分
岐
す
る
分
水
路
）
に
該
当
す
る
と

指
摘
さ
れ
て
お
り（

3
（

、
さ
ら
に
新
納
泉
は
「
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
歴
史
的
地
域
的
景
観
復
元
の
た
め
の
技
術
的
検
討
」
を
す

す
め
る
過
程
で
「
服
部
郷
図
」
に
描
か
れ
た
総
社
市
の
旧
服
部
郷

の
踏
査
を
行
い
、「
服
部
郷
図
」
に
「
大
溝
」
と
朱
描
き
さ
れ
た

二
重
線
が
現
在
の
階
田
用
水
と
概
ね
合
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る（

（
（

。
階
田
用
水
は
、
湛
井
十
二
か
郷
用
水
で
も
上
八
か
郷
用
水

に
属
す
る
。

　

十
二
か
郷
用
水
の
幹
線
水
路
は
、
総
社
市
井
尻
野
の
湛
井
堰
で

高
梁
川
の
水
流
を
取
り
込
み
岡
山
市
北
区
新
庄
上
字
岩
崎
で
足
守

　
　
　
　
　

湛
井
十
二
か
郷
用
水
（
西
一
郷
半
用
水
）
の
開
削

　
　
　
　
　　
　
　
―
倉
敷
市
上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
も
と
に
―

上　

栫　
　
　

武

論　

文
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昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
、
倉
敷
市
日
畑
字
西
山
の
下
四

か
郷
用
水
分
水
所
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
に
改
修
さ
れ
た（

（
（

。
そ
れ
以

前
は
足
守
川
の
中
州
を
利
用
し
て
土
俵
堰
を
設
け
、
樋
門
に
よ
っ

て
東
西
に
用
水
を
分
水
し
て
い
た
。
こ
の
分
水
所
か
ら
東
へ
流
下

川
に
注
ぐ
。
そ
し
て
、
足
守
川
を
や
や
南
に
下
っ
た
倉
敷
市
日
畑

字
西
山
の
下
四
か
郷
堰
か
ら
取
水
し
て
水
田
な
ど
に
配
水
す
る
用

水
路
は
下
四
か
郷
用
水
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
下
四

か
郷
用
水
の
開
削
時
期
は
、伝
承
も
含
め
て
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

現
在
の
階
田
用
水
は
「
服
部
郷
図
」
に
記
載
さ
れ
た
「
大
溝
」
を

踏
襲
す
る
と
さ
れ
る
が
、
下
四
か
郷
用
水
に
つ
い
て
も
同
様
の
状

況
が
当
て
は
ま
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

  

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
下
四
か
郷
用
水
の
う
ち
、
西
一
郷
半
用
水

の
下
流
に
は
上
東
用
水
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
西
一
郷
半
用
水
か

ら
上
東
用
水
沿
い
で
は
、
上
東
中
嶋
遺
跡
（
倉
敷
市
上
東
）
の
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、
中
世
の
溝
や
下
が
り
が
検
出
さ
れ
た（

（
（

。
上
東

中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、
中
世
溝
・
下
が
り
の
歴
史

的
位
置
づ
け
ま
で
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
が
、
調
査
区
が
現
在
の

西
一
郷
半
用
水
か
ら
上
東
用
水
沿
い
に
位
置
す
る
た
め
、
検
出
遺

構
と
西
一
郷
半
用
水
及
び
上
東
用
水
と
の
関
わ
り
の
検
討
は
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
も
と
に
、

検
出
遺
構
と
湛
井
十
二
か
郷
用
水
の
西
一
郷
半
用
水
や
上
東
用
水

等
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

一　

西
一
郷
半
用
水
に
つ
い
て

第 1 図　下四か郷用水
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た
ゝ
い
の
水
罷
不
成
と
被
仰
、
に（

庭
瀬
）

わ
せ
へ
御
帰
り
被
成

候
、
同
九
月
九
日
ニ
山
北
た
ゝ
い
へ
御
座
被
成
、
河
筋

御
も（

目
論
見
）

く
ろ
ミ
被
成
、
酒
津
古
城
へ
御
座
被
成
御
ひ
る
へ

ん
と
う
城
山
ニ
て
上
り
、
そ
れ
ニ
て
水
筋
御
も
く
ろ
ミ

被
成
、
其
日
ハ
浜
村
四
郎
三
郎
所
ニ
御
逗
留
被
成
、
同

十
日
ニ
知

（
千
）原

九
右（

勝
則
）衛

門
被
仰
付
、
井
手
筋
ほ（

牓
示
）

う
し
立
申

候
□
□
請
樋
よ
り
両
井
手
筋
ほ
う
し
御
た
て
被
成
候

て
、
霜
月
十
六
日
ニ
高
下
水
御
も
ら
せ
、
明
ル
と（

酉
）り

之

正
月
五
日
ニ
く（

鍬
　
　
初
）

わ
は
し
め
被
成
、
三
月
二
日
ニ
樋
ま
て

相
調
申
候
、
其
後
水
御
通
被
成
御
覧
之
時
六
寸
御
上
ヶ

候
へ
ハ
、
上
へ
水
上
り
不
申
ニ
付
、
又
三
寸
ニ
被
成
候

て
御
覧
候
へ
ハ
、
下
へ
す
く
な
く
候
ニ
付
、
四
寸
ニ
被

成
水
半
分
之
定
り
ニ
て
御
座
候
、
其
時
樋
守
ハ
浜
村
四

郎
三
郎
ニ
仕
候
へ
と
被
仰
付
候
、

一
、
と
り
之
年
水
お
も
ひ
之
ま
ゝ
上
り
候
へ
と
も
、
東
阿
知

西
た
か
く
候
故
、
と（

遠
　
干
　
潟
）

を
ひ
か
た
の
や
う
ニ
罷
成
、
中
之

庄
沖
ハ
ふ
ち
ニ
成
申
ニ
付
、
と
り
之
霜
月
二
日
迄
ニ
東

之
庄
村
西
よ
り
子
位
庄
さ
か
へ
ま
て
し
は
塀
仕
置
、
い

（
戌
）

ぬ
の
正
月
五
日
よ
り
大
道
筋
知

（
千
）原

九
右
衛
門
奉
行
ニ
て

御
つ
か
せ
被
成
候
、

す
る
用
水
路
は
東
一
郷
半
用
水
で
、
西
流
す
る
用
水
路
が
西
一
郷

半
用
水
で
あ
る
。
西
一
郷
半
用
水
は
西
尾
の
ダ
ザ
ア
堰
で
上
東
用

水
と
下
庄
用
水
、
山
地
用
水
に
分
岐
す
る
（
第
１
図
）。
そ
し
て
各

用
水
の
余
水
、
悪
水
は
六
間
川
に
放
流
さ
れ
る
。

　

西
一
郷
半
用
水
と
東
一
郷
半
用
水
か
ら
な
る
下
四
か
郷
用
水
の

開
削
時
期
に
つ
い
て
記
し
た
文
献
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
に
宇
喜
多
秀
家
が
現
在
の
早
島

付
近
の
新
田
開
発
を
お
こ
な
っ
た
際
、
前
年
に
下
四
か
郷
堰
か
ら

の
取
水
を
計
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
天
正
十
二
年
以
前
に
は
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
こ
の
関
連
文
書
は
「
三
九　

八
ヶ
郷
始
ま
り
覚
書　

尾
崎

公
彦
所
蔵
文
書

（
（
（

」
と
し
て
『
早
島
の
歴
史　

三　

史
料
編
』
に
翻

刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
、
酒
津
井
手
川
初
り
、
備
中
河
切
ニ
備

（
宇
喜
多
秀
家
）

前
様
御
知
行
ニ
付
、

天
正
拾
弐
年
き（

甲
　
　
申
）

の
へ
さ
る
之
年
大
ひ（

日
照
）

て
り
ニ
而
、
八
月

朔
日
岡
文

（
豊
）（
利
勝
）

前
守
様
宮
内
西
へ
御
出
被
成
、
板
倉
之
橋
下

よ
り
た（

堪
井
）

ゝ
い
ノ
井
手
水
山
南
郡
へ
水
筋
井
手
ヲ
付
可
被

下
と
、
水
御
も
ら
せ
被
成
候
へ
ば
、
東
之
庄
村
之
北

よ
り
も（

百
舌
ケ
鼻
）

す
か
は
な
ま
て
壱
丈
余
西
た
か
く
御
座
候
故
、
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文
書
に
あ
る
「
板
倉
之
橋
」
に
つ
い
て
は
足
守
川
に
架
け
ら
れ

て
い
た
橋
で
、
そ
の
下
手
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
た
ゝ
い
ノ
井

手
」
は
下
四
か
郷
堰
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。『
早
島
の

歴
史　

通
史
編
（
上
）』
に
は
、「
備
中
宮
内
・
板
倉
（
現
、
岡
山
市

吉
備
津
）
あ
た
り
か
ら
現
在
の
庄
地
区
へ
水
を
引
き
、
そ
こ
か
ら

中
庄
地
区
を
経
て
、
新
田
部
分
（
八
カ
郷
）
に
水
路
を
敷
設
し
よ

う
と
し
た
」（
一
二
二
頁

（
（1
（

）
と
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
足
守
川
と
用

水
路
が
交
差
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
の
記
述
は
妥
当
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
現
在
で
は
下
四
か
郷
分
水
所
が
整
備
さ
れ
、
足
守

川
か
ら
東
西
方
向
に
配
水
し
て
い
る
。

　
「
も
す
が
は
な
」
は
現
在
の
倉
敷
市
中
庄
百も

 
ず舌

鳥
に
比
定
さ
れ

て
い
る（

（1
（

（
第
２
図
）。
一
帯
は
平
安
時
代
末
に
万
寿
荘
が
形
成
さ
れ
、

「
万
寿
」
が
転
訛
し
て
「
モ
ズ
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う（

（1
（

。
万
寿
荘
は
、養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
に
は
す
で
に
本
荘
、

東
荘
、
西
荘
に
分
割
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。「
東
之
庄
村
」
は
東
荘
が
所

在
し
た
場
所
に
形
成
さ
れ
た
近
世
村
落
で
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）

年
に
上
庄
村
と
合
併
し
て
都
宇
郡
上
東
村
（
現
倉
敷
市
上
東
）
と
な

る
（
（1
（

。

　
「
板
倉
之
橋
下
よ
り
た
ゝ
い
ノ
井
手
水
山
南
郡
へ
水
筋
井
手
ヲ

付
可
被
下
」
と
い
う
事
業
は
、「
東
之
庄
村
之
北
」
か
ら
「
も
す

一
、
其
時
之
八
ヶ
郷
ハ
浜
村
・
子
位
庄
村
・
東
阿
知
村
・
三

田
村
・
西
之
庄
村
・
五
日
市
村
・
二
日
市
村
・
早
島
村

ニ
て
御
座
候
、
其
時
蔵
敷
村
よ
り
水
之
御
理
り
被
申
上

候
へ
ハ
、
浜
村
之
水
過
り
可
有
之
候
間
、
は
ま
水
之
過

り
遣
可
申
と
被
仰
付
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　

天
正
十
三
年
八
月
日

　
「
八
ヶ
郷
覚
書
」
は
酒
津
か
ら
引
水
す
る
「
八
ヶ
郷
用
水
」
の

開
削
に
関
す
る
文
書
で
、
本
稿
に
関
連
す
る
部
分
を
検
討
す
る
。

　

天
正
十
二
（
一
五
八
四
）
年
の
大
日
照
に
対
処
す
べ
く
宇
喜
多

秀
家
は
重
臣
の
庭
瀨
城
主
岡
豊
前
守
に
開
拓
事
業
を
推
進
さ
せ

る
。
当
初
の
計
画
は
、「
板
倉
之
橋
下
よ
り
た
ゝ
い
ノ
井
手
水
山

南
郡
へ
水
筋
井
手
ヲ
付
可
被
下
」
と
あ
り
、「
板
倉
之
橋
」
の
下

手
に
あ
る
「
た
ゝ
い
ノ
井
手
」
か
ら
山
南
郡
（
旧
山
手
村
・
旧
清
音

村
と
倉
敷
市
境
の
山
塊
の
南
側
。
旧
窪
屋
郡
南
部
）
に
「
水
筋
井
出
」
を

敷
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
調
査
を
八
月
一

日
に
実
施
し
て
い
る
が
、
結
果
、「
東
之
庄
村
之
北
」
か
ら
「
も

す
か
は
な
」
ま
で
西
の
方
が
「
壱
丈
余
」（
約
三
メ
ー
ト
ル
）
高
く

な
る
と
い
う
地
形
の
制
約
が
あ
り
、
こ
の
計
画
は
頓
挫
し
た
。
そ

こ
で
、
酒
津
か
ら
取
水
し
て
い
た
用
水
路
を
改
修
す
る
こ
と
を
計

画
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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か
は
な
」
に
か
け
て
標
高
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
断
念
さ

れ
た
。「
東
之
庄
村
」
に
比
定
さ
れ
る
上
東
北
部
か
ら
中
庄
百
舌

鳥
に
か
け
て
の
中
間
付
近
に
あ
た
る
倉
敷
市
二
子
に
は
、
標
高

一
五
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
高
鳥
居
山
が
あ
る
。
高
鳥
居
山
か
ら
は

東
に
位
置
す
る
才
公
山
に
向
か
っ
て
尾
根
が
延
び
て
お
り
、
低
い

鞍
部
が
高
鳥
居
山
と
才
公
山
を
接
続
す
る
。
こ
の
鞍
部
が
事
業
の

障
害
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

以
上
か
ら
文
書
に
あ
る
「
た
ゝ
い
ノ
井
手
水
」
は
下
四
か
郷
堰

か
ら
配
水
さ
れ
た
用
水
路
で
、さ
ら
に
「
東
之
庄
村
之
北
」
や
「
も

す
か
は
な
」
の
記
載
か
ら
西
一
郷
半
用
水
及
び
そ
の
下
流
用
水
を

さ
す
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
一
郷
半
用
水
が
天
正

十
二
年
段
階
に
は
す
で
に
機
能
し
て
い
た
と
い
う
理
解
に
繋
が

る
。

　
「
八
ヶ
郷
始
ま
り
覚
書
」
か
ら
西
一
郷
半
用
水
が
天
正
十
二
年

に
は
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
読
み
解
け
る
も
の
の
、「
た
ゝ
い

ノ
井
手
水
」
が
開
削
さ
れ
た
時
期
に
迫
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
西
一
郷
半
用
水
の

開
削
時
期
に
つ
い
て
あ
る
程
度
迫
る
こ
と
の
で
き
る
成
果
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
上
東
中
嶋
遺
跡
の
調
査
成
果
を
示

し
て
西
一
郷
半
用
水
等
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
。

宮内

下庄

中庄

高鳥居山

百舌鳥

二子

吉備津

●上東中嶋遺跡

才公山

日
畑

上
東

庭
瀬

第２図　関連地図（５万分の１地形図「岡山南部」に加筆）
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１
区
で
は
縄
文
時
代
晩
期
末
の
突
帯
文
土
器
や
安
山
岩
製
の
石

器
・
剥
片
が
見
つ
か
り
、
ま
た
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
土
器
棺
と

土
坑
が
検
出
さ
れ
弥
生
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
世

の
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、
土
坑
、
溝
、
下
が
り
が
検
出
さ
れ
、
土

師
器
や
須
恵
器
、
備
前
焼
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
１

区
は
微
高
地
に
相
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

２
区
で
は
弥
生
土
器
や
古
墳
時
代
～
古
代
の
土
師
器
や
須
恵

器
、
中
近
世
の
溝
や
耕
作
痕
と
土
師
器
、
須
恵
器
、
３
区
で
は
中

近
世
の
耕
作
痕
や
土
師
器
、
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
調
査
区
は
中
世
以
降
に
耕
作
地
化
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
な

お
、
古
代
以
前
の
２
・
３
区
は
低
位
部
で
、
土
器
な
ど
を
投
棄
し

た
状
況
が
窺
え
る
。

　

上
東
中
嶋
遺
跡
の
調
査
で
は
、
古
代
以
前
に
低
位
部
で
あ
っ
た

２
・
３
区
が
、
中
世
以
降
に
耕
地
化
さ
れ
た
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
耕
地
化
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
遺
構
が
１
・
２
区
で
検
出

さ
れ
た
下
が
り
や
溝
で
あ
る
。

　

１
区
の
下
が
り
２
は
上
東
用
水
と
平
行
す
る
斜
面
で
、
溝
２
が

直
交
し
て
付
設
す
る
（
第
４
図
）。
下
が
り
２
の
南
東
側
は
現
在
も

機
能
し
て
い
る
上
東
用
水
と
重
な
る
た
め
、
発
掘
調
査
で
は
掘
り

込
み
を
検
出
し
た
の
み
で
下
が
り
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し

　
　
　

２　

上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
と
西
一
郷
半
用
水

   

上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
一
般
県
道
吉
備
津
松
島
線
の

道
路
改
築
に
伴
っ
て
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
月
か
ら
平

成
二
十
二
年
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た（

（1
（

。
調
査
区
は
上
東
用
水

を
挟
ん
で
１
・
２
区
、
下
庄
用
水
を
挟
ん
で
２
・
３
区
と
い
う
配
置

で
設
定
さ
れ
て
い
る
（
第
３
図
）。

第 3 図　上東中嶋遺跡調査位置図（上。黒塗り部分）・
　　　　調査区配置図およびトレンチ柱状図（下）
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る
。
下
が
り
２
は
上
東
用
水
と
重
な
る
た
め
、
完
掘
す
る
こ
と
は

で
き
ず
底
部
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
第
５
図
下
が
り
２
断
面
図

で
底
部
の
よ
う
に
み
え
る
平
坦
部
は
段
状
に
形
成
さ
れ
た
部
分

で
、
こ
の
段
状
部
を
挟
ん
で
斜
面
は
上
東
用
水
に
向
か
い
さ
ら

に
下
が
る
。
こ
の
段
状
部
分
の
標
高
は
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
上
東
用
水
の
南
東
に
位
置
す
る
２
区
で
は
標
高
一
・
三
メ
ー

ト
ル
に
中
世
水
田
面
が
広
が
る
た
め
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
下
が

り
２
が
溝
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
下
が
り
２
が
溝
の
場
合
、

そ
の
底
部
は
上
東
用
水
の
真
下
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

下
が
り
２
で
は
少
な
く
と
も
二
回
の
掘
り
直
し
が
み
ら
れ

る
。
最
古
段
階
の
埋
没
土
層
は
第
七
～
十
層
（
第
５
図
断
面
模
式

図
③
下
が
り
２
下
層
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
層
に
よ
り
埋
没
し

た
段
階
で
掘
り
直
し
改
修
す
る
。
こ
の
段
階
の
掘
り
直
し
は
浅

く
、
第
二
～
六
層
（
第
５
図
模
式
図
②
下
が
り
２
上
層
）
で
埋
没
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
再
び
掘
り
直
し
、
第
一
層
が
そ
の
端
部
で

あ
る
（
第
５
図
下
が
り
２
断
面
図
）。

　

下
が
り
２
か
ら
は
土
師
器
椀
・
小
皿
・
杯
・
鍋
・
三
足
鍋
・

移
動
式
竃
、
須
恵
器
四
耳
壺
、
亀
山
焼
壺
・
甕
・
捏
鉢
・
瓦
、

備
前
焼
壺
・
甕
・
擂
鉢
、
青
磁
碗
、
白
磁
碗
、
土
錘
、
羽
口
、

砥
石
、
鉄
鏨
、
鉄
釘
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
師
器
椀
・
小
皿
・
杯
・

か
し
、
微
高
地
の
縁
辺
部
を
人
為
的
に
掘
削
し
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
、
埋
土
層
が
断
面
皿
状
も
し
く
は
水
平
近
く

に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
溝
で
あ
る
可
能
性
が
推
測
さ
れ
て
い

第 4 図　1 区遺構配置図

下 が り 2
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か
り
立
ち
上
が
っ
て
底
部
に
面
を
持
つ
も
の
や
断
面
三
角
形
を
呈

す
る
も
の
が
あ
り
、
前
者
が
高
い
。
体
部
は
内
外
面
と
も
に
ナ
デ

調
整
を
行
う
。
高
台
付
土
師
器
椀
は
法
量
と
調
整
か
ら
時
期
的
変

化
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
鹿
田
遺
跡
（
岡
山
市
北
区
鹿
田
）
の
調
査

成
果
を
参
考
に
す
る
と（

（1
（

、
下
が
り
２
の
土
師
器
椀
は
十
三
世
紀
中

頃
か
ら
十
四
世
紀
前
葉
に
比
定
で
き
る
。

　

土
師
器
椀
に
は
高
台
を
付
さ
な
い
も
の
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
は

ナ
デ
調
整
に
加
え
て
指
押
さ
え
の
痕
跡
が
観
察
で
き
る
。
草
戸
千

軒
町
遺
跡
（
広
島
県
福
山
市
）
の
調
査
で
は
、
高
台
を
省
略
し
た
椀

は
十
四
世
紀
前
半
に
は
出
現
し
、
中
頃
に
は
高
台
付
土
師
器
椀
に

匹
敵
す
る
出
土
量
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

土
師
器
小
皿
は
、
口
径
六
・
三
～
七
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
器

高
一
・
〇
～
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
底
部
は
ヘ
ラ
切
り

で
、
一
部
ヘ
ラ
起
こ
し
の
痕
跡
が
観
察
で
き
る
資
料
も
あ
る
。
土

師
器
小
皿
に
つ
い
て
も
小
型
化
と
い
う
変
化
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
十
四
世
紀
代
に
口
径
が
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
台
ま
で
縮
小
す

る
こ
と
が
鹿
田
遺
跡
の
調
査
成
果
に
基
づ
い
て
指
摘
さ
れ
て
お

り
（
（1
（

、
下
が
り
２
の
土
師
器
小
皿
は
お
お
よ
そ
十
四
世
紀
代
に
比
定

で
き
る
。

　

備
前
焼
は
甕
口
縁
部
の
破
片
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ

鍋
や
須
恵
器
四
耳
壺
な
ど
は
下
が
り
２
の
壁
面
か
ら
底
部
に
張
り

付
く
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
て
い
る
。
以
下
に
時
期
的
な
特
徴
が

抽
出
で
き
る
資
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

  

高
台
付
の
土
師
器
椀
は
、
直
径
九
・
二
～
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
器
高
三
・
一
～
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
台
径
四
・
〇

～
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
各
法
量
は
お
お
よ
そ
相
関

関
係
に
あ
り
、高
台
の
高
さ
も
同
様
の
関
係
に
あ
る
。高
台
は
し
っ第 5 図　下がり２断面図（上）・

　　　　溝４・７、下がり２、水田断面模式図（下）
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位
置
は
離
れ
て
い
る
も
の
の
現
在
の
山
地
用
水
と
お
お
よ
そ
平
行

す
る
。
幅
二
・
三
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

埋
土
中
か
ら
土
師
器
椀
・
杯
・
皿
・
鍋
な
ど
が
出
土
し
、
こ
れ
ら

の
遺
物
か
ら
時
期
は
十
四
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

１
区
で
は
小
規
模
な
浅
い
溝
が
五
条
（
溝
１
・
３
～
６
）
検
出
さ

れ
て
い
る
。

　

溝
１
と
溝
６
は
上
下
に
重
な
る
よ
う
な
位
置
関
係
で
、
直
交
す

る
方
向
で
溝
２
に
付
設
す
る
。
溝
１
は
幅
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、
深

さ
〇
・
一
六
メ
ー
ト
ル
で
、
中
央
部
分
が
一
段
深
い
。
溝
１
の
底

部
は
溝
２
よ
り
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
高
い
位
置
に
あ
る
。
土
師
器
椀

や
小
皿
・
甕
が
出
土
し
、
十
四
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

溝
６
は
溝
１
・
２
が
埋
没
し
た
後
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
、
土
師

器
椀
や
小
皿
か
ら
十
四
世
紀
後
半
以
降
の
時
期
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

溝
４
は
歪
ん
だ
十
字
状
の
平
面
形
を
呈
す
る
。
当
初
は
交
差
す

る
二
条
の
溝
で
あ
っ
た
も
の
が
、
南
北
方
向
の
溝
が
削
平
さ
れ
、

東
西
溝
と
の
接
す
る
部
分
に
交
差
の
痕
跡
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
東
端
部
は
下
が
り
２
の
肩
部
よ
り
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
延

び
て
見
え
な
く
な
り
、
下
が
り
２
が
埋
没
し
つ
つ
あ
っ
た
段
階
あ

る
い
は
掘
り
直
し
改
修
後
に
機
能
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
下

の
口
縁
部
も
玉
縁
に
整
形
し
て
お
り
、
十
四
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉

に
比
定
で
き
る（

（2
（

。

　

白
磁
碗
の
口
縁
部
は
玉
縁
状
で
、
お
お
よ
そ
十
一
世
紀
後
半
か

ら
十
二
世
紀
前
半
に
比
定
で
き
る
。
青
磁
碗
は
同
安
窯
系
や
龍
泉

窯
系
の
碗
片
が
あ
り
、
前
者
は
十
二
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
、
後
者

は
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
前
半
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
下
が
り
２
か
ら
は
中
世
前
期
の
遺
物
が
多
く
出

土
し
て
い
る
が
、
重
要
な
遺
物
は
土
師
器
椀
や
小
皿
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
耐
久
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
長
期
使
用
が
見
込
め
な
い
た

め
、
少
な
く
と
も
土
器
が
示
す
時
期
に
は
下
が
り
２
が
掘
削
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
。
下
が
り
２
で
出
土
し
た
土
師
器
椀
・
小
皿

に
は
上
下
層
で
法
量
や
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
既
往

研
究
と
お
お
む
ね
整
合
的
で
あ
る
。
下
が
り
２
は
少
な
く
と
も

十
四
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
に
は
土
師
器
椀
や
小
皿
な
ど
が
投
棄
さ

れ
て
埋
没
し
て
い
っ
た
様
相
が
窺
え
る
。
護
岸
設
備
を
整
え
て
い

な
い
た
め
、
掘
り
直
し
改
修
し
な
が
ら
溝
と
し
て
活
用
し
た
と
考

え
ら
れ
、
土
師
器
椀
・
皿
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
時
期
差
は
、
掘
削

以
降
に
掘
り
直
し
改
修
を
行
い
な
が
ら
使
用
し
て
き
た
期
間
を
示

す
。

　

溝
２
は
下
が
り
２
に
直
交
し
て
北
西
方
向
に
接
続
し
て
お
り
、
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す
る
現
代
の
下
庄
用
水
と
お
お
よ
そ
平
行
し
、
上
東
用
水
に
直
交

す
る
（
第
６
図
）。
溝
７
で
は
断
面
か
ら
少
な
く
と
も
二
回
の
改
修

が
判
断
さ
れ
て
い
る
。
断
面
図
に
示
し
た
第
七
～
十
一
層
は
古
い

段
階
の
溝
が
埋
没
し
た
土
層
で
、
そ
れ
を
掘
り
直
し
て
改
修
し
た

様
子
が
窺
え
る
。
改
修
後
の
溝
が
埋
没
し
た
土
層
が
第
一
～
六
層

で
あ
る
。
溝
７
は
現
代
の
下
庄
用
水
に
平
行
す
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
前
身
溝
の
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
土
師
器
椀
・
小
皿
、
亀
山

焼
の
瓦
、
瓦
質
土
器
の
擂
鉢
な
ど
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
の
遺
物

の
特
徴
か
ら
十
四
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　

上
東
中
嶋
遺
跡
の
調
査
で
は
十
四
世
紀
代
の
複
数
条
の
溝
や
下

が
り
が
確
認
さ
れ
た
。
１
区
の
下
が
り
２
は
肩
部
の
方
向
が
上
東

用
水
と
平
行
し
、
さ
ら
に
底
部
が
上
東
用
水
の
真
下
に
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
上
東
用
水
の
前
身
溝
の
可
能
性
が
高
い
。

溝
２
は
下
が
り
２
に
直
交
し
て
取
り
付
く
が
、
こ
れ
は
現
在
の
山

地
用
水
に
概
ね
平
行
す
る
た
め
、
そ
の
前
身
と
考
え
る
。
ま
た
、

２
区
で
見
つ
か
っ
た
溝
７
は
現
在
の
下
庄
用
水
と
平
行
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
前
身
溝
の
可
能
性
を
推
測
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
・
３
区
は
中
世
以
降
に
耕
作
地
と
し
て
利
用
さ 

れ
る
よ
う
に
な
る
。
２
区
で
検
出
さ
れ
た
中
近
世
の
耕
作
痕
の
方

向
は
現
代
水
田
の
畦
畔
と
平
行
す
る
こ
と
か
ら
、
水
田
区
画
の
方

が
り
２
、
溝
１
・
６
と
の
関
係
や
出
土
遺
物
か
ら
十
四
世
紀
中
頃

に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　

溝
４
に
平
行
す
る
溝
５
は
溝
１
・
６
と
重
な
る
位
置
関
係
に
あ

る
。
切
り
合
い
関
係
に
は
な
く
、
溝
１
の
埋
没
後
に
溝
５
が
掘
削

さ
れ
、そ
の
埋
没
後
に
溝
６
が
掘
削
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
溝
１
・

６
と
の
関
係
や
出
土
遺
物
か
ら
十
四
世
紀
中
頃
に
比
定
さ
れ
て
い

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
１
区
で
は
溝
六
条
と
溝
の
可
能
性
が
高
い
下
が

り
一
か
所
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。基
幹
と
な
る
溝
は
下
が
り
２
で
、

溝
２
は
基
幹
溝
か
ら
分
岐
し
た
溝
と
考
え
る
。
溝
１
・
３
～
６
は

微
高
地
上
に
掘
削
さ
れ
た
溝
で
、
用
水
と
し
て
の
機
能
は
考
え
ら

れ
な
い
。
お
そ
ら
く
微
高
地
か
ら
基
幹
溝
へ
の
排
水
を
目
的
と
し

て
掘
削
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

出
土
遺
物
や
溝
相
互
の
関
係
性
か
ら
、
下
が
り
や
溝
の
時
期
は

大
き
く
三
段
階
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
下
が
り
２
、

溝
１
・
２
の
十
四
世
紀
前
葉
、
第
二
段
階
は
溝
３
～
５
の
十
四
世

紀
中
頃
、
第
三
段
階
は
溝
６
の
十
四
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
。
た

だ
基
幹
溝
で
あ
る
下
が
り
２
と
溝
２
は
大
き
な
付
け
替
え
を
行
う

ま
で
、
掘
り
直
し
改
修
し
な
が
ら
機
能
し
続
け
た
と
考
え
る
。

　

溝
７
は
２
区
の
北
端
に
位
置
す
る
。
約
五
メ
ー
ト
ル
北
を
東
流
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改
変
や
耕
作
面
の
整
備
に
対
応
し
て
、
水
田
面
の
標
高
は
徐
々
に

高
く
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
用
水
路
の
改
修
や
付
け
替

え
も
必
要
と
な
る
。
下
が
り
２
や
溝
７
に
認
め
ら
れ
る
掘
り
直
し

改
修
は
そ
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
八
ヶ
郷
始
ま
り
覚
書
」
の
記
述
に
よ
り
、
下
四
か
郷
堰
か
ら

取
水
さ
れ
る
西
一
郷
半
用
水
は
、
天
正
十
二
年
段
階
で
す
で
に
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
状
況
は
不
明
で

あ
っ
た
。
上
東
中
嶋
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
位
置
関
係
な
ど
か

ら
西
一
郷
半
用
水
下
流
の
上
東
用
水
、
下
庄
用
水
、
山
地
用
水
の

前
身
と
考
え
ら
れ
る
溝
や
下
が
り
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
溝

や
下
が
り
は
、
少
な
く
と
も
十
四
世
紀
前
半
に
は
機
能
し
て
い
た

こ
と
が
出
土
遺
物
か
ら
判
断
で
き
る
た
め
、
西
一
郷
半
用
水
の
開

削
時
期
が
こ
の
段
階
ま
で
は
遡
る
可
能
性
を
考
え
る
。

　

西
一
郷
半
用
水
の
掘
削
は
周
辺
の
新
田
開
発
を
目
的
と
し
た
も

の
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
古
代
以
前
に
は
低
位
部

で
あ
っ
た
上
東
中
嶋
遺
跡
の
２
・
３
区
は
、
中
世
に
は
耕
作
面
が

形
成
さ
れ
て
い
た
。
中
世
耕
作
面
で
は
耕
作
痕
が
み
つ
か
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
現
代
の
水
田
区
画
と
平
行
す
る
。
同
様
の
状
況
は

位
は
中
近
世
か
ら
現
代
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
と
推
測
す
る
。

　

耕
作
面
の
標
高
は
時
代
と
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
中
世
の

水
田
耕
作
面
は
標
高
一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、
２
区
の
溝
７
の
上
面

と
ほ
ぼ
等
し
い
。
２
区
の
近
世
耕
作
面
は
標
高
約
一
・
六
メ
ー
ト

ル
で
、
そ
の
上
に
造
成
土
を
挟
ん
で
標
高
二
・
一
五
メ
ー
ト
ル
が

現
代
の
水
田
面
に
あ
た
る
。
沖
積
作
用
な
ど
に
よ
る
周
辺
の
地
形

第 6 図　溝 7 平面図（上）・断面図（下）
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（
９
）『
早
島
の
歴
史　

三　

史
料
編
』
早
島
町
史
編
集
委
員
会
、一
九
九
九
年
。

　
　

本
史
料
が
天
正
十
三
年
八
月
八
日
に
書
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
本

当
に
そ
の
日
付
の
時
期
に
記
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
若
干
の
疑
念
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
」と『
早
島
の
歴
史　

一　

通
史
編（
上
）』に
記
述
さ
れ
、

さ
ら
に
「
い
ぬ
正
月
」
と
し
て
天
正
十
四
年
の
事
柄
の
記
述
も
あ
る
こ
と

か
ら
も
そ
の
疑
念
が
思
い
浮
か
ぶ
。
本
論
で
は
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
、
天
正
十
二
・
十
三
年
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
対
象
と
し
た
。

（
10
）
前
掲
註
（
３
）。

（
11
）「
戦
国
期
の
早
島
周
辺
」『
早
島
の
歴
史　

一　

通
史
編
（
上
）』
早
島

町
史
編
集
委
員
会
、
一
九
九
七
年
。

（
12
）
前
掲
註
（
１
）。

（
13
）
永
山
卯
三
郎
『
岡
山
県
農
地
史
』
岡
山
県
農
地
改
革
記
録
編
纂
委
員
会
、

一
九
五
二
年
。

（
14
）
三
好
基
之
「
備
中
国
」『
講
座
日
本
荘
園
史　

九　

中
国
地
方
の
荘
園
』　

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

（
15
）「
市
制
町
村
制
の
実
施
」『
新
修
倉
敷
市
史　

五　

近
代
（
上
）』
倉
敷

市
史
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
16
）
前
掲
註
（
５
）。

　
　

こ
の
章
に
お
け
る
遺
構
・
遺
物
に
関
す
る
所
見
は
、
上
栫
武
編
『
上
東

中
嶋
遺
跡
』
に
基
づ
く
。

（
17
）
山
本
悦
世
「
吉
備
系
土
師
器
椀
の
成
立
と
展
開
」『
鹿
田
遺
跡　

三
』　

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
。

（
18
）
鈴
木
康
之
「
土
師
質
土
器
椀
」『
概
説　

中
世
の
土
器
・
陶
磁
器
』
中

世
土
器
研
究
会
編　

真
陽
社
、
一
九
九
五
年
。

（
19
）
松
木
武
彦
「
鹿
田
遺
跡
に
お
け
る
中
世
土
師
質
小
皿
の
検
討
」『
鹿
田

遺
跡　

三
』　

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三

年
。

近
世
耕
作
面
で
も
確
認
で
き
た
。
中
近
世
耕
作
面
の
区
画
畦
畔
ま

で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
耕
作
地

の
区
画
と
方
位
は
等
し
い
と
類
推
す
る
。
た
だ
し
、
中
世
耕
作
面

と
現
代
水
田
面
と
の
間
に
は
〇
・
八
五
メ
ー
ト
ル
も
の
比
高
差
が

あ
る
。
こ
の
差
は
周
辺
域
に
お
け
る
地
形
改
変
と
人
為
的
整
備
に

よ
る
も
の
で
、
溝
の
改
修
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
て
実
施

さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

　　
註

（
１
）
藤
井
駿
・
加
原
耕
作
『
備
中
湛
井
十
二
箇
郷
用
水
史
』
湛
井
十
二
箇
郷

組
合
、
一
九
七
六
年
。

（
２
）
前
掲
註
（
１
）。

（
３
）「
十
二
か
郷
用
水
」『
総
社
市
史　

通
史
編
』
総
社
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
九
八
年
。

（
４
）
新
納
泉
「「
服
部
郷
図
」
の
現
地
比
定
」『「
備
中
国
賀
陽
郡
服
部
郷
図
」

の
再
検
討
』
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
。

（
５
）
上
栫
武
編
『
上
東
中
嶋
遺
跡
』
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
。

上
東
中
嶋
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
中
世
の
下
が
り
は
、
人
為
的
に
掘
削
さ
れ

た
傾
斜
面
で
あ
る
。
溝
の
可
能
性
あ
る
も
の
の
、上
東
用
水
と
の
関
係
上
、

逆
側
の
立
ち
上
が
り
斜
面
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
下
が
り
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
前
掲
註
（
１
）。

（
７
）
前
掲
註
（
１
）・（
３
）。

（
８
）
前
掲
註
（
３
）
に
は
「
酒
津
井
出
川
始
ま
り
覚
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
20
）
間
壁
忠
彦
「
備
前
焼
」
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
一
年
。

重
根
弘
和
「
中
世
の
備
前
焼
」『
備
前
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
資
料
集
「
備
前

焼
研
究
最
前
線
Ⅱ
」』
備
前
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
備
前
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
五
年
。

（
21
）
山
本
信
夫
「
貿
易
陶
磁
器
（
中
世
前
期
の
貿
易
陶
磁
器
）」『
概
説　

中

世
の
土
器
・
陶
磁
器
』
中
世
土
器
研
究
会
編　

真
陽
社
、
一
九
九
五
年
。

図
の
出
典

第
１
図　

藤
井
駿
・
加
原
耕
作
『
備
中
湛
井
十
二
箇
郷
用
水
史
』
湛
井
十
二

箇
郷
組
合
、
一
九
七
六
年

第
２
図　

五
万
分
の
一
地
形
図
「
岡
山
南
部
」
に
加
筆

第
３
～
７
図　

上
栫
武
編
『
上
東
中
嶋
遺
跡
』
岡
山
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
〇
年

（
う
わ
が
き　

た
け
し
）　　
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藩
領
児
島
郡
村
々
の
動
向
を
中
心
に
検
討
す
る
。
日
笠
家
は
児
島

郡
藤
戸
村
の
豪
家
で
、
当
時
祐
太
郎
が
興
除
新
田
五
か
村
（
東
畴
・

内
尾
・
中
畴
・
曽
根
・
西
畴
）
の
大
庄
屋
を
、
そ
の
子
の
武
一
郎
が

藤
戸
村
と
中
畴
村
の
名
主
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い
た
。
藤
戸
村
は

浦
田
村
・
粒
江
村
・
粒
浦
・
八
軒
屋
・
黒
石
・
天
城
村
な
ど
と
と

も
に
黒
石
組
に
属
し
、大
庄
屋
は
黒
石
の
永
山
善
十
郎
で
あ
っ
た
。

　

以
下
、
武
一
郎
が
記
し
た
（
ａ
）「
洪
水
日
記（

３
）」

に
基
づ
い
て

叙
述
し
、
適
宜
祐
太
郎
の
（
ｂ
）「
諸
御
用
留
帳（

４
）」

を
参
照
す
る
。

ま
た
、（
ｃ
）「
嘉
永
三
年
戌
六
月
大
水
記
録
」（
難
波
家
文
書（

５
））、（

ｄ
）

平
松
勇
之
介
「
洪
水
記
録（

６
）」、（

ｅ
）「
高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
」（
早

島
町
所
蔵（

７
））、（

ｆ
）「
水
損
難
渋
太
平
記（

８
）」

に
も
よ
る
が
、
以
上
の

史
料
に
基
づ
く
場
合
は
本
文
中
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
註
記

す
る
。
時
刻
は
、
当
時
の
不
定
時
法
に
よ
る
記
載
を
、
お
お
ま
か

に
現
在
の
時
法
に
読
み
替
え
て
記
述
し
た
。

　
　
　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
か
ら
三
年
近
く
に
な
る
。
年

月
と
と
も
に
記
憶
は
薄
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
記
憶
を
留

め
る
た
め
の
地
道
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
過
去
の
歴
史
的

な
経
験
と
重
ね
る
こ
と
で
記
憶
の
厚
み
を
増
す
こ
と
も
一
つ
の
有

効
な
試
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

高
梁
川
下
流
域
は
た
び
た
び
水
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
月
の
東
高
梁
川
洪
水
は
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
関
係
史
料
も
多
い
。
し
か
し
、
被
災
地
域
が
幕
府
領
・

藩
領
・
旗
本
知
行
所
の
入
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
か
、
洪

水
の
状
況
全
体
に
つ
い
て
述
べ
た
論
考
は
多
く
な
い（

１
）。

本
稿
で
は

主
に
日
笠
家
文
書
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵（

２
））

を
使
用
し
て
、
洪

水
の
推
移
、
被
災
・
普
請
・
救
済
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
岡
山

　
　
　
　
　

嘉
永
三
年
東
高
梁
川
洪
水
と
岡
山
藩
領
児
島
郡
村
々

倉　

地　

克　

直
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六
月
朔
日
の
夕
方
、
小
田
川
の
堤
が
高
梁
川
と
の
合
流
点
に
近

い
有
井
村
で
決
壊
し
川
辺
周
辺
が
洪
水
に
な
る（

（1
（

。
同
じ
頃
、
高
梁

川
左
岸
の
柿
木
村
・
軽
部
村
で
も
堤
防
が
決
壊
、
軽
部
村
で
は
軒

の
上
ま
で
冠
水
し
た
（
ｆ

（
（1
（

）。
当
時
、
高
梁
川
（
大
川
）
は
酒
津
辺

り
で
東
西
に
分
流
し
て
い
た
。
両
村
の
者
は
船
で
近
く
の
高
台
に

避
難
し
た
。
二
日
は
食
べ
物
も
燃
料
も
な
か
っ
た
が
、
三
日
の
朝

に
な
っ
て
、
総
社
の
「
西
鍋
屋
」
が
船
を
使
っ
て
握
り
飯
と
茶
の

差
し
入
れ
を
し
て
い
る
（
ｆ
）。

　

三
日
は
昼
か
ら
晴
れ
た
。
と
こ
ろ
が
夜
一
〇
時
頃
、
さ
ら
に
下

流
の
安
江
村
の
大
川
堤
が
三
〇
間
（
約
五
四
ｍ
）
程
切
れ
、
続
い

て
真
夜
中
一
二
時
頃
に
は
同
村
下
手
堤
二
八
間
（
約
五
〇
・
四
ｍ
）、

四
十
瀬
村
堤
六
二
間
（
約
一
一
一
・
六
ｍ
）
程
が
押
し
切
れ
た
（
ａ
）。

　

四
日
晴
天
。
上
流
か
ら
流
れ
て
来
た
家
の
木
材
や
諸
道
具
が
藤

戸
村
と
天
城
村
と
の
間
の
汐
入
川
（
倉
敷
川
）
に
掛
か
る
大
橋
の

杭
に
引
っ
掛
か
る
。
相
役
の
天
城
村
か
ら
人
が
来
な
い
な
か
、
串

田
・
曽
原
・
福
江
か
ら
の
加
勢
の
者
と
一
緒
に
掛
か
り
物
を
払
い

流
し
た
（
ａ
）。
増
水
時
に
急
ぎ
出
動
し
て
大
橋
を
守
る
こ
と
は
、

領
主
か
ら
あ
ら
か
じ
め
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

上
流
の
村
の
者
が
難
渋
し
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
武
一
郎
は

助
け
船
二
艘
を
用
意
し
て
、
粒
浦
・
八
軒
屋
辺
り
に
遣
わ
し
た
。

　

念
の
た
め
に
領
主
関
係
を
整
理
し
て
お
く
と
、
備
中
の
う
ち
窪

屋
郡
で
は
、
軽
部
・
柿
木
・
真
壁
・
古
地
・
平
田
・
子
位
庄
・
川

入
・
四
十
瀬
・
白
楽
市
・
水
江
が
岡
山
藩
領
、
埋
川
・
四
十
瀬
新
田
・

福
井
・
吉
岡
・
笹
沖
・
白
楽
市
新
田
が
鴨
方
藩
領
、
福
島
・
大
島
・

渋
江
・
田
之
上
が
生
坂
藩
領
、
酒
津
・
中
島
・
浜
・
倉
敷
・
倉
敷

新
田
・
安
江
・
沖
が
幕
府
領
、
羽
島
・
五
日
市
・
二
日
市
・
加
須

山
・
亀
山
・
有
城
が
旗
本
戸
川
氏
帯
江
知
行
所
、
日
吉
庄
・
大
内

が
旗
本
長
谷
川
氏
溝
杭
知
行
所
、
八
王
子
は
長
谷
川
氏
と
岡
山
藩

の
相
給
、
都
宇
郡
で
は
二
子
・
宮
崎
が
帯
江
知
行
所
、
早
島
・
中

帯
江
・
西
田
・
高
須
賀
・
金
弾
が
旗
本
戸
川
氏
早
島
知
行
所
、
前

潟
・
高
沼
・
沖
新
田
は
早
島
と
帯
江
の
相
給
、
箕
島
は
旗
本
花
房

氏
高
松
知
行
所
、
妹
尾
は
旗
本
戸
川
氏
妹
尾
知
行
所
で
あ
っ
た
。

備
前
国
児
島
郡
は
、
八
軒
屋
・
粒
浦
・
天
城
・
藤
戸
・
興
除
新
田

を
は
じ
め
全
て
が
岡
山
藩
領
で
あ
る（

９
）。

次
頁
に（
ｅ
）「
洪
水
絵
図
」

を
載
せ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　

１　

洪
水
と
堤
切
口
関
留

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
五
月
二
七
日
か
ら
六
月
二
日
ま
で

は
大
雨
で
あ
っ
た
。
新
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
ア
暦
）
の
七
月
六
日
か
ら

一
〇
日
に
あ
た
る
か
ら（

（1
（

、
梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
だ
ろ
う
。
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藤
戸
村
の
汐
入
川
石
橋
堤
を
守
る
た
め
に

植
松
村
な
ど
他
村
か
ら
も
加
勢
が
多
数
集

ま
っ
て
き
た
。
堤
の
上う

わ
お
き置

を
高
さ
三
尺
（
約

九
〇
㎝
）・
長
さ
一
五
〇
間
（
約
二
七
〇
ｍ
）
に

わ
た
っ
て
築
き
、
高
松
山
後
堤
に
も
一
尺
（
約

三
〇
㎝
）
程
上
置
を
し
て
水
が
溢
れ
る
の
を
留

め
た
（
ａ
）。

　

倉
敷
で
は
安
江
村
の
堤
が
切
れ
る
と
翌
朝

に
洪
水
が
押
し
寄
せ
、
本
町
は
無
事
で
あ
っ

た
が
、他
の
町
は
床
上
ま
で
浸
水
し
た
。帯
江
・

早
島
も
床
上
ま
で
浸
水
し
た
の
で
、
興
除
新

田
と
の
境
堤
を
切
り
落
と
し
て
水
を
流
そ
う

と
百
姓
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

興
除
新
田
側
も
切
ら
せ
じ
と
防
ぐ
。
両
者
の

に
ら
み
合
い
が
続
い
た
が
、
夕
方
に
は
ま
す

ま
す
増
水
し
、
自
然
に
濁
流
が
境
堤
を
越
え
、

箕
島
も
興
除
新
田
も
水
浸
し
に
な
っ
た
（
ｃ
）。

（
ｅ
）「
洪
水
絵
図
」
に
は
各
地
の
浸
水
が
【
表

１
】の
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。安
江
村
・

四
十
瀬
村
辺
り
に
は
大
川
か
ら
石
が
大
量
に



- 114 -- 115 -

流
れ
込
み
、
砂
も
三
尺
程
堆
積
し
た
。

　

帯
江
と
興
除
新
田
と
の
境
堤
に
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
難
渋
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

武
一
郎
の
父
の
祐
太
郎
は
藤
戸
村
と
植
松
村

で
船
二
艘
を
借
り
受
け
、
加
子
を
雇
っ
て
救

助
に
向
か
わ
せ
た
。
夕
方
四
時
頃
か
ら
新
田

の
人
び
と
を
高
松
山
や
天
城
山
に
運
び
揚
げ
、

夜
通
し
救
助
に
あ
た
っ
て
い
る
（
ｂ
）。

　

妹
尾
で
は
東
用
水
大
手
堤
に
多
数
の
人
が

出
て
、
長
さ
一
七
〇
間
（
約
三
〇
六
ｍ
）
ほ
ど

を
四
、五
尺
（
約
一
・
二
～
一
・
五
ｍ
）
も
築
き
上

げ
て
防
い
だ
た
め
、
洪
水
の
侵
入
は
ま
ぬ
か

れ
た
。
撫
川
知
行
所
か
ら
も
六
〇
人
程
が
加

勢
し
た
。
興
除
新
田
の
内
の
東
畴
も
妹
尾
村

の
防
ぎ
方
が
よ
か
っ
た
の
で
、
無
難
で
あ
っ

高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
（
早
島
町
所
蔵
）

表１　「洪水絵図」に
　　　みる浸水
　村名 水深（尺）
倉敷新田 8
八軒屋 8
粒浦 8
二日市 5
亀山 7
有城 6
五日市 5
中帯江 6
金弾 6.6
宮崎 6
西田 6.5
早島 7
前潟 5～7
沖新田 6～7
箕島 6～7
註）（ｅ）より作成。
　　1尺は約30㎝。
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は
出
な
か
っ
た
。
こ
の
席
で
武
一
郎
は
「
御
普
請
夫
役
元
請
」
を

命
じ
ら
れ
、
善
福
寺
に
留
ま
っ
た
（
ａ
）。
こ
の
日
安
江
村
で
は

幕
府
領
村
々
か
ら
人
夫
が
動
員
さ
れ
、
普
請
が
始
ま
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

七
日
曇
天
。
備
中
側
の
水
位
は
昨
日
よ
り
五
、六
寸
（
一
五
～

一
八
㎝
）
も
増
し
た
（
ｂ
）。
翌
八
日
よ
り
普
請
に
取
り
掛
か
る
こ

と
に
な
り
、
普
請
奉
行
太
田
弥
三
左
衛
門
の
指
示
で
明
日
の
夫
役

は
二
五
〇
人
と
触
れ
出
し
た
（
ａ
）。

　

八
日
晴
天
。
四
十
瀬
切
口
の
普
請
に
取
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
へ

郡
奉
行
福
田
甚
左
衛
門
が
出
張
し
て
来
て
、
倉
敷
代
官
お
よ
び
手

代
衆
と
切
口
関
留
め
方
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
。
福
田
は
村
々

を
見
分
し
た
後
、
暮
頃
に
曽
根
に
来
て
大
庄
屋
の
祐
太
郎
に
、「
備

中
小
瀬
戸
辺
り
の
水
を
吐
か
せ
る
こ
と
は
、
幕
府
領
だ
け
で
な
く

岡
山
藩
領
村
々
に
と
っ
て
も
た
め
に
な
る
こ
と
だ
。
興
除
新
田
の

境
堤
を
切
り
払
わ
な
け
れ
ば
岡
山
藩
は
「
得え

が
っ
て

勝
手
」（
自
分
勝
手
）

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
倉
敷
代
官
と
も
内
々
相
談
の
う
え
の
こ

と
だ
か
ら
、
境
堤
を
切
り
払
い
、
な
る
だ
け
備
中
の
水
を
興
除
新

田
に
引
き
受
け
流
す
よ
う
に
」
と
命
じ
た
（
ｂ
）。
四
日
以
来
境

堤
を
め
ぐ
る
両
者
の
に
ら
み
合
い
は
続
い
て
い
た
。

　

こ
の
時
の
福
田
と
倉
敷
代
官
の
遣
り
取
り
を
伝
え
る
の
は
、
小

川
真
澄
の
「
安
江
村
四
十
瀬
村
洪
水
御
記
録
」
で
あ
る（

（1
（

。「
興
除

た
（
ｄ
）（
ｅ
）。

　

四
日
夕
方
に
は
岡
山
藩
役
人
の
先
発
隊
が
着
き
（
ｂ
）、
倉
敷

代
官
所
の
手
代
衆
も
洪
水
直
後
か
ら
安
江
村
切
口
に
出
張
し
て
、

夫
役
出
し
方
な
ど
の
指
示
を
行
っ
て
い
る
（
ｄ
）。
代
官
藤
方
彦

四
郎
は
三
日
か
ら
酒
津
村
・
安
江
村
に
出
張
し
、
四
日
に
は
岡
山

藩
領
分
の
大
庄
屋
西
原
村
友
太
郎

（
（1
（

と
も
掛
け
合
っ
た
。早
急
に
杭
・

明
俵
を
用
意
し
、
幕
府
領
・
藩
領
の
区
別
な
く
人
夫
を
出
し
て
普

請
に
取
り
掛
か
り
た
い
の
で
、
藩
役
人
が
出
張
し
次
第
相
談
し
た

い
と
伝
え
て
い
る（

（1
（

。

　

五
日
晴
天
。
朝
七
時
頃
、
武
一
郎
は
高
松
山
の
出
張
所
か
ら
自

宅
に
帰
り
、
自
前
の
米
で
粥
を
用
意
し
て
、
小
屋
掛
け
し
て
い
る

興
除
新
田
の
者
に
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
に
は
藩
役
人
の

指
示
で
興
除
新
田
沖
堤
を
切
り
払
い
、
洪
水
を
沖
の
干
潟
に
流
し

た
（
ｂ
）。

　

六
日
曇
天
。
岡
山
藩
郡
目
付
金
光
清
右
衛
門
が
出
張
し
、
興
除

新
田
四
か
村
の
見
分
を
始
め
た
（
ｂ
）。
四
十
瀬
村
善
福
寺
に
大

庄
屋
・
名
主
衆
が
集
ま
り
、
四
十
瀬
切
口
の
関
留
に
つ
い
て
相
談

し
た
。
急
い
で
関
留
め
る
こ
と
に
誰
も
異
存
は
な
い
が
、
古
地
村

で
高
梁
川
が
東
西
に
分
か
れ
る
口
を
留
め
な
け
れ
ば
、
四
十
瀬
切

口
を
関
留
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
結
論
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過
ぎ
に
汐
入
川
の
葭
草
刈
り
を
行
っ
た
（
ａ
）。

　

一
一
日
晴
天
。
朝
七
時
頃
武
一
郎
出
勤
。
明
日
の
夫
役
を

一
四
〇
〇
人
と
触
れ
出
す
。
こ
の
日
か
ら
幕
府
領
村
々
と
岡
山
藩

領
村
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
大
川
の
中
に
為か

わ
せ替

川
を
掘
り
始
め
る
。
川

中
に
溜
ま
っ
た
砂
場
を
掘
り
下
げ
、
少
し
で
も
水
行
を
よ
く
す
る

た
め
だ
。
こ
の
普
請
は
一
五
日
ま
で
続
く
（
ｃ
）。

　

一
二
日
晴
天
。
翌
一
三
日
に
四
十
瀬
切
口
の
関
留
を
す
る
た
め

に
夫
役
二
〇
〇
〇
人
の
触
れ
出
し
を
行
う
よ
う
に
福
田
か
ら
指
示

が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
村
々
へ
の
人
数
を
割
付
け
た
。
し
か
し
、

安
江
村
の
関
留
用
意
が
で
き
な
い
の
で
、
し
ば
し
延
期
し
て
く
れ

る
よ
う
に
と
倉
敷
代
官
か
ら
岡
山
藩
役
人
に
連
絡
が
あ
り
、
夫
役

を
一
二
〇
〇
人
に
触
れ
直
し
た
（
ａ
）。

　

一
三
日
晴
天
。
昼
頃
倉
敷
代
官
か
ら
手
代
が
遣
わ
さ
れ
、
一
両

日
中
に
は
と
て
も
用
意
が
出
来
な
い
の
で
切
口
関
留
を
一
六
日
ま

で
延
期
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
岡
山
藩
役
人
と
し
て

は
迷
惑
に
思
っ
た
が
、
強
い
て
の
断
り
な
の
で
了
解
し
た
（
ａ
）。

　

一
五
日
晴
天
。
大
庄
屋
中
間
の
寄
合
で
、
四
十
瀬
村
切
口
の
水

尾
留
加
勢
人
足
を
延
べ
二
万
人
と
し
、
一
万
二
〇
〇
〇
人
は
備
中

か
ら
、
八
〇
〇
〇
人
は
児
島
郡
か
ら
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
児
島

郡
の
人
足
は
最
寄
り
の
村
々
か
ら
出
す
が
、
藩
か
ら
支
給
さ
れ
る

新
田
は
本
来
公
儀
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
岡
山

藩
の
た
っ
て
の
願
い
で
、
替
地
ま
で
し
て
岡
山
藩
領
と
し
た
も
の

だ
。
そ
の
際
に
は
古
地
水
吐
き
の
障
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

条
件
で
あ
っ
た
。今
境
堤
の
切
り
払
い
に
不
承
知
と
言
う
の
な
ら
、

替
地
も
差
し
戻
す
べ
き
だ
」。
代
官
は
こ
う
主
張
し
た
と
い
う
の

だ
（
（1
（

。「
得
勝
手
」
と
い
う
批
判
は
こ
う
し
た
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
に
は
福
田
も
反
論
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。

　

福
田
に
言
い
含
め
ら
れ
た
祐
太
郎
は
、
早
速
興
除
新
田
の
名
主

と
相
談
し
、
中
畴
と
曽
根
で
一
か
所
ず
つ
五
間
（
約
九
ｍ
）
程
境

堤
を
切
り
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
晩
方
早
島
・
帯
江
両
知
行
所
の

役
人
と
と
も
に
両
沖
新
田
か
ら
手
伝
い
夫
一
二
〇
〇
人
ほ
ど
が
現

れ
、
岡
山
藩
の
金
光
も
手
先
五
〇
人
ば
か
り
を
召
し
連
れ
て
立
ち

合
っ
た（
ａ
）。
境
堤
の
切
り
払
い
は
夜
一
〇
時
頃
ま
で
掛
か
っ
た
。

そ
の
後
も
祐
太
郎
は
取
り
締
ま
り
の
た
め
船
中
で
夜
を
明
か
し
て

い
る
（
ｂ
）。

　

一
〇
日
も
晴
天
。
武
一
郎
は
元
請
小
屋
に
出
勤
し
、
翌
一
一
日

に
夫
役
一
三
〇
〇
人
の
触
れ
出
し
を
行
う
こ
と
を
決
め
る
。
福
田

か
ら
「
村
方
葭
野
を
刈
り
取
れ
ば
洪
水
の
水
吐
き
に
よ
い
の
で
、

刈
り
取
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
指
示
が
あ
り
、
大
庄
屋
に
断
っ
た
う

え
で
、
浦
田
村
・
笹
沖
村
お
よ
び
藤
戸
村
か
ら
人
夫
を
出
し
て
暮
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一
九
日
晴
天
。
こ
の
ま
ま
で
は
切
口
の
関
留
は
難
し
い
と
の
こ

と
で
倉
敷
代
官
所
と
岡
山
藩
の
役
人
が
相
談
し
、
上
流
古
地
村
前

の
高
梁
川
が
東
西
に
分
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
東
川
を
関
留

め
て
西
川
ば
か
り
に
流
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
。

そ
の
こ
と
を
湛
井
村
の
者
に
頼
む
た
め
に
人
を
遣
わ
し
た
（
ａ
）。

そ
の
後
、
西
川
沿
い
に
領
地
の
あ
る
岡
田
藩
お
よ
び
丹
波
亀
山
藩

玉
島
役
所
の
役
人
と
掛
け
合
い
が
行
わ
れ
た
。
問
題
の
場
所
は
宝

暦
年
中
の
出
入
裁
許
状
で
双
方
か
ら
小
石
一
つ
も
入
れ
て
は
な
ら

な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
緊
急
大
変
の
事
態
な
の
で
水
尾
留

が
済
み
次
第
す
ぐ
に
取
り
払
う
と
い
う
約
束
で
関
留
に
合
意
し
た

（
ｃ
）。
四
十
瀬
の
再
切
れ
所
は
、
ワ
ク
関
を
作
ら
な
け
れ
ば
留
め

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
、
ワ
ク
・
小
石
俵
・
古
高
瀬
船
四
、五
艘

を
用
意
し
た
（
ａ
）。

　

二
〇
日
晴
天
。
湛
井
村
の
者
を
雇
っ
て
、
朝
九
時
頃
か
ら
東
川

の
関
留
に
取
り
掛
か
り
、
正
午
頃
に
は
完
了
し
た
。
四
十
瀬
切
口

も
相
当
に
減
水
し
た
の
で
明
日
水
尾
留
を
し
よ
う
と
倉
敷
の
役
人

と
相
談
し
て
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
午
後
二
時
頃
よ
り
上
流
奥
辺
で

夕
立
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
夜
に
は
必
ず
水
か

さ
が
増
し
、水
下
村
々
が
難
渋
す
る
に
違
い
な
い
。
水
下
名
主
四
、

五
人
が
相
談
し
、
只
今
か
ら
関
留
に
取
り
掛
か
り
た
い
と
金
光
に

賃
米
一
人
一
日
一
升
二
合
に
加
え
て
余
内
（
助
勢
）
に
銀
札
一
匁

五
分
ず
つ
を
児
島
郡
全
体
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ａ
）。

　

一
六
日
晴
天
。
暁
五
時
頃
に
高
張
提
灯
を
立
て
て
倉
敷
代
官
所

お
よ
び
岡
山
藩
の
役
人
が
出
張
。
夫
役
人
足
一
八
〇
〇
人
も
追
々

集
ま
り
、
六
時
過
ぎ
か
ら
水
尾
留
に
掛
か
っ
た
。
人
足
を
九
〇
〇

人
ず
つ
交
替
で
働
か
せ
、
仮
関
で
八
、九
分
は
関
留
め
る
こ
と
が

出
来
た
。
し
か
し
、
仮
関
の
中
程
八
間
（
約
一
四
・
四
ｍ
）
分
は
深

さ
四
間
（
約
七
・
二
ｍ
）
程
も
掘
れ
込
ん
で
い
て
関
留
め
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
見
物
人
が
一
万
人
程
も
集
ま
っ
た
（
ａ
）。

　

一
七
日
晴
天
。
武
一
郎
は
朝
六
時
に
普
請
場
所
に
出
張
。
砂
場

為
替
川
の
掘
り
浚
え
が
不
十
分
と
の
こ
と
で
、
人
夫
を
大
勢
出
し

て
川
尻
ま
で
掘
り
割
り
を
行
っ
た
。
仮
関
の
切
れ
込
み
に
杭
を
打

ち
込
ん
だ
。
福
田
は
午
後
二
時
頃
か
ら
汐
入
川
の
小
瀬
戸
堤
の
切

口
で
帯
江
知
行
所
の
役
人
と
協
議
し
て
い
る
（
ａ
）。

　

一
八
日
晴
天
。
再
度
関
留
を
行
う
た
め
に
朝
九
時
頃
に
夫
役

三
五
〇
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。
八
間
程
残
っ
て
い
た
掘
れ
込
み
を

八
、九
分
程
関
留
め
た
と
こ
ろ
で
再
び
五
間
程
が
切
れ
、
い
ろ
い

ろ
手
当
を
し
た
が
、
大
川
か
ら
の
流
れ
込
み
が
強
く
関
留
め
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
日
も
水
尾
留
と
触
れ
て
い
た
の
で
、

見
物
人
が
一
万
人
程
も
集
ま
っ
た
（
ａ
）。



- 118 -- 119 -

切
口
へ
出
張
、
大
庄
屋
の
善
十
郎
も
同
行
し
た
（
ａ
）。
小
瀬
戸
堤

の
切
り
払
い
に
つ
い
て
倉
敷
お
よ
び
岡
山
藩
と
帯
江
方
と
が
対
立

し
て
い
た
。
早
島
か
ら
も
帯
江
方
に
加
勢
が
出
て
防
備
す
る（
ｅ
）。

結
局
談
示
合
い
の
末
、
小
瀬
戸
堤
の
切
り
払
い
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

　

二
二
日
曇
天
。
武
一
郎
は
、
藤
戸
・
中
畴
両
村
の
御
用
が
大
変

な
た
め
、
こ
れ
以
上
は
元
請
役
を
務
め
ら
れ
な
い
と
、
大
庄
屋
善

十
郎
に
連
絡
し
た
（
ａ
）。
そ
の
た
め
彼
の
「
洪
水
日
記
」
に
堤

普
請
の
詳
し
い
情
報
は
書
か
れ
な
く
な
る
。

　

二
四
日
晴
天
。
二
一
日
に
切
り
払
っ
た
小
瀬
戸
の
関
留
を
延
期

し
て
く
れ
る
よ
う
に
倉
敷
お
よ
び
岡
山
藩
か
ら
帯
江
方
に
申
し
入

れ
て
い
た
が
、
帯
江
方
が
一
方
的
に
切
口
を
関
留
め
た
。
倉
敷
・

岡
山
方
役
人
が
掛
け
合
い
の
た
め
に
出
張
す
る
と
、
帯
江
・
早
島

の
者
二
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
竹
鎗
を
持
っ
て
集
ま
り
、
倉
敷
手
代
衆

に
小
石
を
打
ち
投
げ
た
。
岡
山
藩
役
人
も
騎
馬
で
駆
け
付
け
、
天

城
役
所
か
ら
も
鉄
炮
鎗
弓
を
持
っ
て
加
勢
の
用
意
に
入
る
。
そ
う

こ
う
す
る
う
ち
に
帯
江
役
人
が
小
瀬
戸
切
り
払
い
を
申
し
出
て
、

早
速
切
り
払
っ
た
た
め
減
水
に
な
っ
た
。
祐
太
郎
も
小
瀬
戸
に
出

張
。
浦
田
か
ら
彦
崎
ま
で
の
児
島
郡
村
々
か
ら
持
ち
船
数
十
艘
が

小
瀬
戸
に
集
め
ら
れ
、
大
混
雑
で
あ
っ
た
（
ａ
）。

　

二
七
日
曇
天
。
夜
一
〇
時
頃
ま
で
に
四
十
瀬
水
尾
留
が
完
了
し

直
接
願
い
出
た
。
金
光
も
「
至
極
尤
も
だ
。
関
留
の
用
意
が
出
来

次
第
自
分
も
出
張
し
て
取
り
掛
か
ら
せ
る
」と
の
返
事
で
あ
っ
た
。

暮
四
時
頃
か
ら
倉
敷
お
よ
び
岡
山
藩
の
役
人
が
立
ち
合
っ
て
水
尾

留
を
行
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
大
夕
立
に
な
り
、
雨
は
そ
の
ま
ま
降

り
続
い
た
が
、
夜
通
し
堤
筋
内
側
に
仮
関
を
設
け
る
工
事
を
行
っ

た
。
安
江
村
分
の
内
一
五
間
ほ
ど
も
岡
山
藩
側
が
受
け
持
ち
、
土

俵
は
安
江
村
が
提
供
し
た
。
真
夜
中
過
ぎ
の
二
時
頃
ま
で
に
長
さ

一
〇
〇
間
・
巾
八
間
・
高
さ
一
間
程
を
築
き
立
て
た
が
、
雨
は
ま

す
ま
す
激
し
く
な
り
水
か
さ
も
増
し
、
仮
関
を
一
面
に
越
し
て
仮

関
も
危
う
く
な
っ
た
。
四
十
瀬
堤
際
三
〇
間
に
莚
巻
を
し
て
防
ご

う
と
し
た
が
、
仮
関
の
二
尺
も
高
く
出
水
が
押
し
寄
せ
た
の
で
、

や
む
な
く
仮
関
中
程
四
〇
間
辺
り
を
切
っ
た
。
そ
の
た
め
水
下

村
々
は
再
び
水
底
に
な
り
、
さ
ら
に
安
江
村
で
一
か
所
・
四
十
瀬

村
で
二
か
所
仮
関
を
切
り
込
ん
だ
。
辺
り
に
は
関
留
夫
役
が
大
勢

出
て
大
混
雑
、
夜
通
し
篝
火
を
た
い
て
大
変
で
あ
っ
た
。
武
一
郎

は
元
請
と
し
て
篝
火
の
割
木
や
諸
道
具
の
世
話
を
し
て
一
晩
中
大

忙
し
で
あ
っ
た
（
ａ
）。

　

二
一
日
午
後
か
ら
晴
れ
る
。
村
々
か
ら
触
出
し
通
り
に
夫
役
が

集
ま
っ
た
が
、
昨
日
か
ら
の
大
変
の
た
め
先
行
き
が
定
ま
ら
な
い

の
で
、
五
〇
人
ば
か
り
を
残
し
て
村
へ
返
し
た
。
金
光
は
小
瀬
戸
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の
五
日
に
は
沖
堤
を
切
り
払
っ
た
た
め
、
七
日
か
一
〇
日
後
に
は

水
が
引
い
て
い
る
。
な
お
、日
笠
家
の
「
見
取
絵
図

（
（1
（

」
に
よ
れ
ば
、

沖
堤
の
切
り
払
い
は
一
八
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
図

に
よ
れ
ば
、
八
日
の
帯
江
・
早
島
方
と
興
除
新
田
と
の
境
堤
の
切

り
払
い
は
、
最
終
的
に
は
五
か
所
で
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。

　

村
か
ら
の
被
害
届
は
大
庄
屋
を
通
じ
て
郡
奉
行
に
提
出
さ
れ

た
。
岡
山
藩
で
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
八
月
二
七
日
に
洪
水

の
被
害
状
況
を
幕
府
老
中
阿
部
正
弘
に
報
告
し
て
い
る（

（2
（

。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
田
畑
の
損
亡
は
二
七
七
一
町
七
反
三
畝
二
三
歩

（
一
町
は
約
一
ha
）、
石
高
に
し
て
四
万
一
〇
七
六
石
一
斗
九
升
六

合
。
洪
水
の
高
さ
は
平
水
よ
り
一
丈
三
尺
（
約
三
・
九
m
）。
流
家

一
軒
、
潰
家
一
七
四
軒
（
本
家
・
納
屋
・
土
蔵
と
も
）、
半
潰
三
四

軒
、
水
浸
一
九
六
二
軒
。
大
川
（
高
梁
川
）
堤
の
破
損
四
一
か

所
、
長
さ
延
一
一
八
六
間
半
（
約
二
・
一
三
五
七
㎞
）、
用
悪
水
川
堤

の
破
損
は
一
〇
五
九
か
所
、
長
さ
延
一
万
三
八
七
七
間
半
（
約

二
四
・
九
七
九
五
㎞
）で
あ
っ
た
。
人
や
牛
馬
の
死
亡
・
け
が
は
な
か
っ

た
。
人
び
と
は
急
い
で
高
台
に
避
難
し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
洪
水

へ
の
心
構
え
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
岡
山
藩
で
は
秋
の
年
貢
収
納
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
一
二
月
二
六
日
に
改
め
て
洪
水
に
よ
る
損
高
を
幕
府
に

た
と
の
注
進
が
福
田
の
も
と
に
届
く
（
ａ
）。

　

晦
日
晴
天
。
こ
の
日
ま
で
に
四
十
瀬
切
口
の
仮
関
が
成
就
。
そ

の
後
本
堤
の
普
請
に
取
り
掛
か
る
（
ｃ
）。

　

七
月
朔
日
朝
晴
、
時
々
雨
。
四
十
瀬
助
夫
を
八
〇
〇
〇
人
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
そ
れ
で
は
不
足
で
、
あ
と
四
〇
〇
〇
人
追

加
の
要
請
が
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ま
で
は
間あ

い
ぎ
ん銀

を
一
人
に
つ
き

一
匁
五
分
ず
つ
児
島
郡
か
ら
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
後

は
備
中
分
か
ら
一
人
に
つ
き
一
匁
を
出
す
と
い

う
。武
一
郎
は
や
む
を
得
な
い
と
承
諾
し
た（
ａ
）。

　
　
　

２　

被
害
・
普
請
夫
役
・
救
恤

　

七
月
二
日
曇
天
。
武
一
郎
や
重
立
っ
た
名
主

が
大
庄
屋
善
十
郎
と
相
談
。
黒
石
組
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
被
害
届
を
出
す
こ
と
に
し
た
。
洪
水

か
ら
一
か
月
経
っ
て
い
た
。
午
後
に
な
っ
て
毛

付
の
様
子
、
浸
家
潰
家
・
堤
道
橋
の
破
損
を
見

分
し
、
注
進
書
を
調
え
た
（
ａ
）。
他
方
、
祐

太
郎
に
よ
れ
ば
、
興
除
新
田
四
か
村
の
状
況
は

【
表
２
】
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
ｂ
）。
村
中
全
て

の
家
が
水
浸
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
洪
水
翌
日

表２　興除新田４か村の被害状況

註）（ｂ）より作成。

村名 家数・一統水浸 潰家 半潰 洪水高 浸水期間
西畴 109 軒 6 軒  　5 尺  6 月 4 日～ 13 日
曽根 195 軒 6 軒  　5 尺  6 月 4 日～ 13 日
中畴 185 軒 2 軒  　3 尺 5 寸  6 月 4 日～ 10 日
内尾 190 軒 3 軒 2 軒 　3 尺 5 寸  6 月 4 日～ 10 日
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し
て
二
七
・
八
％
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
持
ち
直
し
た
稲
毛
も
あ
っ
た
が
、
水
腐
の
多
く
は
不
熟

で
あ
っ
た
。
そ
の
上
九
月
二
日
の
大
風
で
痛
み
は
さ
ら
に
広
が
っ

た
。
新
暦
で
は
一
〇
月
七
日
、
台
風
の
被
害
だ
ろ
う
。
日
付
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
九
月
に
改
め
て
「
荒
畝
徳
取
」
の
願
い
が
村
か

ら
出
さ
れ
る
。
徳
取
は
年
貢
を
徴
収
せ
ず
百
姓
の
取
り
分
と
す

る
こ
と
。
代
官
の
査
定
に
よ
る
「
下
り
米
」
と
と
も
に
【
表
４
】

に
示
し
た
（
ｂ
）。
村
か
ら
の
願
い
の
七
〇
％
程
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
元
々
の
物
成
高
の
一
〇
・
四
％
に
当
た
る
。
先
の
当
荒
と

合
わ
せ
て
三
八
・
二
％
が
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に

藤
戸
村
で
は
、
こ
の
時
に
高
に
し
て
六
七
石
二
斗
六
升
七
合
、
物

成
に
し
て
三
四
石
七
斗
七
升
一
合
の
徳
取
を
願
い
出
て
い
る（

（2
（

。
藤

戸
村
の
村
高
は
五
三
六
石
三
斗
だ
か
ら
、
一
二
・
五
％
に
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
そ
の
後
の
年
貢
の
徴
収
状
況
は
分
か
ら
な
い
。
被
災

状
況
か
ら
す
れ
ば
十
分
な
取
実
が
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
当
荒
や
荒
畝
徳
取
の
ほ
か
に
免
下
げ
（
年
貢
率
の
低
減
）
な
ど

も
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
が
、
村
で
は
年
貢
納
入
に
難
渋
し
た
。
一
一

月
に
な
っ
て
、
村
々
か
ら
年
貢
上
納
の
た
め
の
拝
借
銀
願
い
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
福
田
は
、
一
一
月
二
六
日
、
郡
方

に
も
貸
し
付
け
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
村
方
の
身
元
宜
し
き
者
か

報
告
し
た（

（2
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
損
高
は

一
二
万
五
一
三
六
石
九
斗
二
升
一
合
、
朱
印
高

三
一
万
五
二
〇
〇
石
の
三
九
・
七
％
に
あ
た
っ

て
い
る
。

  
話
し
を
七
月
の
武
一
郎
に
戻
す
。
九
日
に
郡

奉
行
か
ら
「
作
物
水
腐
皆
無
地
所
」
を
書
き
上

げ
て
一
七
日
ま
で
に
出
す
よ
う
指
示
が
あ
っ
た

（
ｂ
）。
そ
の
た
め
武
一
郎
は
一
五
日
に
「
無
毛

地
願
上
」
の
「
清
帳
」
二
冊
を
調
え
、
大
庄
屋

に
提
出
し
た
。
興
除
新
田
四
か
村
の
帳
面
は
翌

一
六
日
に
郡
奉
行
福
田
甚
左
衛
門
の
と
こ
ろ
へ

直
接
出
さ
れ
て
い
る
（
ａ
）。「
水
腐
皆
無
」「
綿

作
痛
ミ
」
は
合
わ
せ
て
一
六
二
町
一
反
、
畝
数

に
し
て
六
一
・
二
％
に
あ
た
る
（
ｂ
）。
代
官
に

よ
る
見
分
は
二
〇
日
か
ら
二
五
日
に
掛
け
て
行

わ
れ
た
（
ａ
）。
以
上
の
内
容
を
【
表
３
】
に

示
し
た
。
実
際
に
「
当
荒
」（
当
年
限
り
の
荒
と

し
て
年
貢
が
免
除
さ
れ
る
）
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、

村
か
ら
願
い
出
た
「
皆
無
」
分
の
畝
数
に
し
て

四
六
・
一
％
。
こ
の
結
果
、
当
荒
分
は
物
成
に

表４　興除新田４か村の荒畝徳取

註）（ｂ）より作成。

 村名  願い（石）a  結果（石）b  b/a（%）
 西畴 22.025  14.532  66.0 
 曽根 24.986  13.824  55.3 
 中畴 22.827  16.976  74.4 
 内尾 42.128  32.410  77.0 
 計 111.966  77.742  69.4 

表３　興除新田４か村の田畑損亡状況

註）（ｂ）より作成。当荒分は小数点３桁以下を四捨五入した。

 村況 7月15日書上 当荒下り 
 畝数（町）  物成（石） 水腐皆無（町） 綿作痛ミ（町）  畝数（町）  物成（石）
 西畴 51.0  136.94  15.0   14.89  39.80
 曽根 140.7  400.32  80.4   30.48  84.26
 中畴 40.4  116.09  35.2  3.2  23.06  65.43
 内尾 32.8  94.42  14.5  13.8  6.27  18.30
　計 264.9  747.77  145.1  17.0  74.70  207.79

村名
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次
に
普
請
人
夫
の
動
員
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

先
に
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
洪
水
直
後
か
ら
多
く
の
村
人
が

人
夫
と
し
て
出
動
し
て
い
る
。
ま
ず
最
初
は
藤
戸
の
大
橋
を
守
る

た
め
に
村
人
が
駆
け
付
け
た
。
そ
の
骨
折
に
対
し
て
藩
の
樋
方
か

ら
翌
嘉
永
四
年
五
月
二
五
日
に
褒
美
と
し
て
銭
が
遣
わ
さ
れ
て
い

る
。
内
訳
は
、
藤
戸
村
二
一
人
に
三
貫
文
、
串
田
村
二
一
人
に
二

貫
五
〇
〇
文
、
林
村
五
人
に
六
〇
〇
文
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

六
月
八
日
か
ら
は
四
十
瀬
村
切
口
関
留
の
た
め
に
多
く
の
人
夫

が
動
員
さ
れ
る
。
武
一
郎
は
そ
の
元
請
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
細

か
く
帳
面
に
記
録
を
と
っ
た（

（2
（

。
そ
の
内
容
を
【
表
５
】
に
ま
と
め

て
み
た
。
た
だ
し
武
一
郎
は
二
二
日
に
元
請
を
辞
退
す
る
の
で
、

二
〇
日
ま
で
の
数
字
し
か
分
か
ら
な
い
。
触ふ

れ
だ
し出

は
各
村
・
組
に

動
員
を
指
示
し
た
数
、
仕つ

か
い
ふ夫

は
実
際
仕
事
に
集
ま
っ
た
人
夫
数
。

一
五
日
に
動
員
数
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
本
格
的
な
水
尾
留
を

開
始
し
た
一
六
日
か
ら
は
予
定
通
り
の
人
数
が
集
ま
っ
て
い
る
。

備
中
も
児
島
郡
も
か
な
り
遠
方
か
ら
も
人
夫
が
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
各
村
で
は
自
村
の
住
民
を
派
遣
す
る
の
が

基
本
で
あ
っ
た
が
、
な
か
に
は
請
人
に
頼
ん
で
人
夫
を
揃
え
て
も

ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
後
の
七
月
の
こ
と
だ
が
、
味
野
村

で
は
七
二
人
の
触
出
し
が
あ
っ
た
の
に
、
村
内
か
ら
は
出
る
者
が

ら
借
上
銀
を
出
さ
せ
る
よ
う
大
庄
屋
に
指
示
し
た
。
大
庄
屋
は
村
々

で
相
応
に
暮
ら
し
て
い
る
者
を
呼
び
集
め
て
福
田
の
要
請
を
伝
え

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
村
で
小
前
（
零
細
な
百
姓
）
の
上
納
を
助
け
合

う
の
に
手
一
杯
で
、
と
て
も
借
上
銀
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

大
庄
屋
中
は
借
上
銀
の
赦
免
を
願
い
出
た
が
、
福
田
か
ら
は
改
め

て
強
い
要
請
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
結
局
一
二
月
二
二
日
に
児
島
郡

か
ら
合
わ
せ
て
銀
札
三
七
貫
二
〇
〇
目
の
借
上
銀
が
払
い
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
訳
は
、田
之
口
村
組
銀
札
一
二
貫
五
〇
〇
目
、

黒
石
組
三
貫
目
、
西
田
井
地
村
組
九
貫
二
〇
〇
目
、
八
軒
屋
組
五

貫
目
、藤
戸
村
組
二
貫
五
〇
〇
目
、新
藤
戸
村
組
五
貫
目
で
あ
っ
た
。

こ
の
借
上
銀
に
よ
る
拝
借
の
全
体
状
況
は
分
か
ら
な
い
が
、
黒
石

組
で
は
無
利
息
で
三
貫
目
を
借
り
受
け
て
い
る
（
ｂ
）。

　

年
貢
以
外
に
も
藤
戸
村
で
は
洪
水
関
係
の
入
用
が
銀
札
二
貫

一
三
二
匁
七
分
掛
か
っ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
七
月
四
日
に
割
り
付
け

ら
れ
た
も
の
だ
（
ａ
）。
そ
れ
以
外
に
も
、
一
一
月
二
〇
日
に
割

り
付
け
ら
れ
た
通
常
の
村
入
用
が
二
貫
三
〇
四
匁
三
分
四
厘
あ

り
（
（2
（

、
合
わ
せ
て
持
高
一
石
あ
た
り
九
匁
一
分
の
負
担
に
な
っ
た
。

前
年
嘉
永
二
年
の
村
入
用
は
銀
札
一
貫
七
一
九
匁
一
分
一
厘
、
一

石
あ
た
り
三
匁
三
分
掛
か
り
で
あ
っ
た
か
ら（

（2
（

、
三
倍
近
い
負
担
増

で
あ
っ
た
。
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備
中
国
浅
口
郡

備
中
国
窪
屋
郡

備
前
国
児
島
郡

表５　岡山藩領村々から動員された四十瀬村大川堤普請夫役の人数

註）日笠家文書2425-5。数字はすべて資料のまま。仕夫計で〔　〕の数値は計算上のもの。村名の＊は鴨方藩領。
     四十瀬新田村の＊は埋川とも。川入村の＊は八王寺とも。

 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日
西阿知 40 72 94 21 28 84 16 26 114 86 33 20 78
西阿知新田  9           
亀山   64 8   6 8 28 24   
西原 37 38 15 16 36 31 30 67 138 167 71 39 55
道口   110 31   74  85 43   
富    48  6 14 20 23 23   
下竹     19 9 27 13 27 26   
占見     40  29 14 33 32   
上竹     64 20 16 20 32 20   
益坂      3 8  17 17   
地頭上      26 5      
地頭下      35 6  7 7   
浅原  27 9 3 7   8 28 18 5  4
広江  9 37 34 40 21  1 29 25   
生坂    31 15   14 49 48 11  12
西坂    25 16  24  48 45 13  4
渋江 35  28  35 20 32  53  21  53
田之上   37 30 30 23 33  41 45 30 25 45
三田    12 15  16 12 16 12 4  2
川入 10  5 6 5  7 6 7      *8      *3  3
八王寺  4 2  3    4    
黒崎  21 9 9   9 6 11 14 4  3
福島  35 20 7  5 4  25 19 7  8
中田  15 12 7   13 9 22 16 5  2
松島  34 21  36  39 25 33 32 10  8
大島 8 12 21 7 8  17 3 16 9 6  1
平田 25 36 6 11 13  41 5 33 34 10  7
別府  28 21 12 12  7 9 17  4  3
吉田  9 5 7 3  10 3 7    2
子位庄 22  66  143  31 9 54  10  10
水江 22 21 16     23     126
白楽市 21 40 40 29 54  38  57 52 25  71
四十瀬 5 21 24 13 38 42 32 34 41 53 63 28 70
埋川*  24           
四十瀬新田*  81 　　*43     *26     *49      *9     *41     *51   *118   *105     *70     *15     *90
白楽市新田*  46 21 26   6 23 41 36 32 15 29
吉岡*  22  6 6 4 6 2 19 19 14  13
笹沖*  24 11  6  8 12 46 28 13  12
福井*  34 31 12 31 5 20 17 40 41 20  29
粒浦            9 10
浦田  39 31 30 21 21 15 18 21 20   37
黒石  10 6          
粒江  38 7 23 20 15 18 23 30 25   
藤戸  29 30 40 12 15 13 11 28 23   
天城         26 28 8  
串田  30 30 17 17 9 8 6 12 12   
曽原  30 30 10 10 11 7 3 10 10   
福田  47 57 37 12  31 6 31 16   
福田新田  55 75 51   16 16 44 34   
宇野津          14   
尾原           9  
木見  34 34 29 18 18 3      10
林  50 50 50  20      37 
福江  35 15 8 12    19 19   
彦崎  57 57 37 22 15 9  10 13   
植松  35 34 24 16 12   8 6   
矢尾   13 7 6  8 5 7 3   2
呼松        17 11    
迫川          27 29  
片岡          45  17 
川張          33 19  12
宗津           8 19 
用吉            24 46
宇藤木            3 20
御料沖村 54            
礼介請         208 249   
雇人     869      215 111 116
　仕夫計 279 1093 1235 800  〔869〕 479 872 545 1814 1678 772  〔347〕  〔903〕
触出し人数 250 1980 1980 1300 1430 1905 1800 1640 1835 1776 630 310 300 
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間
銀
は
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
救
恤
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
武
一
郎
は
洪
水
直
後
の
五
日
か
ら
粥

施
行
を
行
っ
て
い
る
（
ａ
）。
こ
う
し
た
炊
き
出
し
は
当
座
は
ど

の
村
で
も
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
も
小
屋
掛
け

が
続
く
と
、
村
で
は
極
貧
者
を
育
む
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
一
三

日
、
興
除
新
田
四
か
村
は
直
接
に
郡
奉
行
福
田
お
よ
び
郡
目
付
金

光
に
救
米
の
願
書
を
提
出
、
福
田
は
一
五
日
に
願
い
の
通
り
救
米

一
一
〇
俵
（
内
尾
・
中
畴
・
曽
根
が
各
三
〇
俵
、
西
畴
二
〇
俵
）
を
遣
わ

す
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
他
方
黒
石
組
で
は
、
用
捨
麦
（
夏
の
麦
年

貢
の
一
年
延
納
）
を
六
月
二
七
日
に
願
い
出
て
許
さ
れ
て
い
る
。
年

貢
に
充
て
る
麦
を
当
座
の
食
料
と
す
る
た
め
だ
。
内
訳
は
浦
田
村

二
石
五
斗
九
升
三
合
、
黒
石
村
五
石
一
斗
二
升
、
粒
江
村
一
一
石

六
斗
四
升
三
合
、
天
城
村
二
三
石
九
斗
三
升
六
合
、
藤
戸
村
一
石

三
升
七
合
、
計
四
四
石
三
斗
二
升
九
合
で
あ
っ
た（

（3
（

。
武
一
郎
は
七

月
四
日
に
こ
れ
を
藤
戸
村
内
の
極
貧
者
へ
割
り
当
て
て
い
る
（
ａ
）。

　

鴨
方
藩
領
分
で
は
、
六
月
一
〇
日
に
郡
奉
行
片
山
繁
治
が
廻
村

し
、
笹
沖
御
蔵
か
ら
囲
籾
一
四
七
俵
を
水
災
七
か
村
貧
者
に
遣
わ

し
た
。
さ
ら
に
七
月
に
鴨
方
御
蔵
か
ら
囲
米
一
五
〇
俵
を
救
米
と

し
て
遣
わ
し
、
一
〇
月
に
は
大
島
組
村
々
か
ら
米
四
四
俵
八
升
、

な
か
っ
た
た
め
、
中
田
村
利
平
に
一
人
五
匁
で
請
負
を
頼
ん
で
い

る
（
（2
（

。【
表
５
】
に
「
礼
介
請
」
や
「
雇
人
」
と
あ
る
の
は
、
元
請

と
し
て
雇
用
を
頼
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

七
月
一
八
日
、
四
十
瀬
御
普
請
夫
役
一
万
七
〇
〇
〇
人
分
の
賃

米
が
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。【
表
５
】
の
六
月
二
〇
日
ま

で
の
仕
夫
計
が
九
五
六
七
人
、
七
月
か
ら
は
間
銀
の
方
式
が
変
わ

る
か
ら
、
こ
れ
は
六
月
末
ま
で
の
分
だ
ろ
う
。
夫
役
米
は
一
人
八

合
、児
島
郡
分
は
六
八
〇
〇
人
、米
五
四
石
四
斗
で
あ
っ
た
（
ｂ
）。

当
初
は
一
升
二
合
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
藩
か
ら

渡
さ
れ
た
の
は
そ
の
一
部
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
本
堤

の
普
請
は
遅
く
と
も
七
月
二
八
日
ま
で
に
は
終
わ
っ
た
よ
う
で（

（2
（

、

二
九
日
に
武
一
郎
は
四
十
瀬
切
口
御
普
請
助
夫
役
人
数
の
取
り
調

べ
を
命
じ
ら
れ
、
八
月
朔
日
か
ら
五
日
ま
で
夫
役
着
到
帳
の
引

き
分
け
（
村
別
集
計
）
を
四
十
瀬
村
善
福
寺
で
行
っ
て
い
る
（
ａ
）。

こ
れ
が
七
月
分
で
、
改
め
て
賃
米
が
支
給
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、【
表
５
】
に
は
興
除
新
田
か
ら
の
動
員
が
見
え
な

い
。
興
除
新
田
は
新
田
内
諸
所
の
普
請
に
当
た
る
た
め
、
別
扱
い

に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
祐
太
郎
の
（
ｂ
）「
諸
御
用
留
帳
」
に
よ

れ
ば
、
新
田
五
か
村
で
延
べ
八
一
三
〇
人
の
夫
役
が
動
員
さ
れ
て

い
る
。賃
米
は
藩
か
ら
支
給
さ
れ
る
一
人
一
日
一
升
二
合
の
み
で
、
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（
ｄ
）
勇
之
介
「
洪
水
記
録
」
に
み
え
る
民
間
の
扶
助
を
【
表
６
】

に
ま
と
め
て
示
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
領
主
や
民
間
か
ら
の
救
恤
に
も
拘
わ
ら
ず
、
被

災
地
の
食
料
難
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
取
実
の
な
い
田
で
は
稲
に
見

切
り
を
付
け
て
、
裏
作
に
雑
穀
や
豆
類
を
植
え
て
救
荒
作
物
と
し

た
。
そ
の
う
ち
秋
粟
・
黍
は
相
応
に
稔
っ
た
が
、
蕎
麦
・
豆
類
・

胡
麻
な
ど
は
不
作
で
あ
っ
た
（
ｄ
）。

　

年
貢
収
納
を
終
え
る
と
、
零
細
な
百
姓
は
再
び
食
料
に
事
欠
く

よ
う
に
な
る
。
岡
山
藩
は
一
二
月
九
日
に
、
藤
戸
村
を
除
く
黒
石

組
六
か
村
に
救
麦
七
〇
〇
俵
を
遣
わ
し
た（

（3
（

。
ま
た
、
明
け
て
嘉
永

四
年
二
月
に
は
、「
捨
て
置
い
て
は
饑
餓
に
及
ぶ
」
と
し
て
、
備

中
の
軽
部
村
・
柿
木
村
・
中
嶋
村
・
渋
江
村
・
白
楽
市
村
・
田
之

上
村
・
四
十
瀬
村
に
救
麦
七
九
四
俵
が
下
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
い
ず
れ

も
前
年
の
洪
水
で
直
接
被
災
し
た
村
で
あ
る
。
同
じ
二
月
、
藤
戸

村
名
主
武
一
郎
は
、
洪
水
に
よ
る
凶
作
お
よ
び
諸
色
高
直
の
た
め

麦
生
い
立
ち
ま
で
取
り
続
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
、
村
内

一
八
軒
家
内
八
三
人
の
極
貧
者
の
救
済
を
願
い
出
た
。
こ
の
願
い

は
聞
き
届
け
ら
れ
、
三
月
二
三
日
に
麦
四
〇
俵
が
藤
戸
村
に
御
救

い
と
し
て
下
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
さ
ら
に
四
月
朔
日
に
岡
山
藩
は
、
全

領
で
扶
食
に
難
渋
す
る
者
が
増
え
て
い
る
と
し
て
、
極
貧
者
救
米

西
原
・
大
島
両
組
か
ら
麦
五
一
俵
二
斗
七
升
五
合
が
救
米
合
力
と

し
て
差
し
出
さ
れ
て
い
る
（
ｄ
）。

　

地
域
の
富
裕
者
に
よ
る
食
料
の
提
供
も
行
わ
れ
る
。「
塩
田
王
」

と
言
わ
れ
る
味
野
村
の
野
﨑
武
左
衛
門
は
、
六
月
一
六
日
に
塩

六
七
九
俵
を
供
出
、
二
四
日
に
は
水
災
村
々
の
救
済
の
た
め
に
米

一
〇
〇
俵
を
差
し
出
し
た
（
ａ
）。
同
じ
頃
粒
江
村
宗
太
郎
は
黒

石
組
の
村
々
に
扶
助
米
二
〇
俵
を
差
し
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
浦

田
村
半
俵
、
黒
石
村
三
俵
半
、
粒
江
村
八
俵
、
八
軒
屋
村
四
俵
半
、

天
城
村
三
俵
、藤
戸
村
半
俵
、の
よ
う
に
割
賦
さ
れ
て
い
る
（
ｂ
）。

表６　勇之介「洪水記録」にみる民間の扶助

表７　去戌年洪水難渋人助力者褒賞

註）（ｄ）より作成。

註）本文註（26）より作成。

 扶助者 扶助内容

児島郡味野村野﨑武左衛門 黒石組7か村へ米100俵
 興除新田4か村へ塩400俵
児島郡小川村清兵衛 米10俵
児島郡粒江村宗太郎・秀蔵 米23俵
児島郡藤戸村大庄屋義兵衛 米50俵
児島郡西田井地村組合 草藁代銀札同田ノ口村組合 
児島郡黒石組合水損無之村 組合内水損村々へ草藁
御野郡田中・米倉・上伊福組合 興除新田4か村へ草藁4500束
備中生坂村定七郎 西原村組4か村へ米30俵
備中西原組合中 同組4か村へ米9俵
備中西原村名主多喜介 田之上・伯楽市村へ麦15俵

 褒美 褒賞者

反物・料理 赤坂郡2人、上道郡2人

酒・飯 備中2人、児島郡5人
 児島郡味野村野﨑武左衛門
銭3貫500目 備中西原村・西阿知村12人
銭600目 児島郡粒江村1人

銭10貫目 同郡吹上村・味野村
  　　　田之浦村・下津井村29人
銭20貫目 上道郡西大寺村20人
銭5貫目 赤坂郡周匝村・黒沢村10人
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綜
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
村
々
の
間
で
利
害
が
対
立
す

る
こ
と
も
多
い
が
、
他
方
で
は
用
水
・
悪
水
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
日

常
的
に
利
害
の
調
整
や
協
力
が
行
わ
れ
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
地
域
で
突
発
的
な
災
難
が
起
き
る
と
、
日
頃
は
隠
れ
て
い

た
矛
盾
が
一
気
に
溢
れ
出
る
。
嘉
永
三
年
の
洪
水
は
そ
の
典
型
的

な
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
安
江
村
・
四
十
瀬
村
の
大
川
堤
、

汐
入
川
の
小
瀬
戸
堤
や
葭
場
、
帯
江
・
早
島
と
興
除
新
田
と
の
境

堤
な
ど
が
利
害
調
整
の
必
要
な
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
所
に

は
双
方
の
村
人
が
竹
鎗
や
鉄
炮
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
り
、
一
触
即

発
の
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
回
避
す
る
の
は
領
主
役

人
の
役
割
だ
。
嘉
永
三
年
の
場
合
も
、
岡
山
藩
と
倉
敷
代
官
所
、

帯
江
・
早
島
知
行
所
の
役
人
が
た
び
た
び
出
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に

談
合
し
て
妥
協
点
を
見
つ
け
出
し
解
決
を
図
っ
た
。
そ
の
経
緯
は

本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
特
に
安
江
村
と
四
十
瀬
村
に
ま

た
が
る
大
川
堤
の
関
留
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
倉
敷
代
官
所
と

岡
山
藩
と
が
協
力
し
て
進
め
て
い
る
。
安
江
村
切
口
関
留
の
明
俵

は
岡
山
か
ら
倉
敷
代
官
所
に
提
供
さ
れ
た
。
余
力
の
あ
る
岡
山
藩

領
分
か
ら
幕
府
領
分
の
普
請
を
助
力
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
ｄ
）。

　

た
だ
し
、
非
常
時
の
措
置
を
直
ち
に
「
先
例
」
と
す
る
こ
と
に

村
人
た
ち
は
慎
重
で
、
お
よ
そ
二
〇
年
後
の
明
治
二
年
洪
水
で
も

と
し
て
三
〇
〇
〇
俵
を
遣
わ
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
救
米
は
児
島
郡
に

三
五
〇
俵
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
れ
が
田
之
口
村
組
・
黒
石
組
・
西

田
井
地
村
組
・
八
軒
屋
村
組
・
新
藤
戸
村
組
に
各
六
〇
俵
ず
つ
、

藤
戸
村
組
に
五
〇
俵
と
分
け
ら
れ
た（

（3
（

。こ
の
う
ち
藤
戸
村
組
分
は
、

曽
根
・
中
畴
・
内
尾
が
各
一
一
俵
、
西
畴
九
俵
、
東
畴
八
俵
に
割

賦
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

嘉
永
四
年
六
月
一
一
日
に
は
、前
年
の
洪
水
時
に
難
渋
人
へ
米
・

麦
・
銀
札
・
薪
な
ど
を
助
力
し
た
者
が
「
寄
特
」
と
し
て
藩
か
ら

褒
賞
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
褒
美
は
、
米
麦
拾
俵
・
銀
札
六
〇
〇
目
以
上

を
助
力
し
た
者
に
郡
会
所
で
反
物
と
と
も
に
料
理
・
酒
・
飯
が
下

さ
れ
、
そ
れ
以
下
の
者
へ
は
合
力
米
麦
一
俵
に
対
し
て
銭
二
〇
〇

文
が
下
さ
れ
た（

（3
（

。
そ
れ
を
【
表
７
】
に
ま
と
め
た
。
こ
の
内
に
は

先
に
述
べ
た
野
﨑
武
左
衛
門
も
粒
江
村
宗
太
郎
も
含
ま
れ
て
い

る
。
民
間
か
ら
多
数
の
寸
志
合
力
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ

う
。
藩
と
富
裕
者
の
救
恤
に
よ
っ
て
困
窮
者
は
被
災
後
の
難
渋
を

凌
い
だ
。

　
　
　

３　

洪
水
と
地
域
社
会
―
む
す
び
に
か
え
て
―

　

高
梁
川
の
河
口
部
は
盛
ん
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
所
で
、
領

主
関
係
も
幕
府
領
・
岡
山
藩
領
・
同
支
藩
領
・
旗
本
知
行
所
が
錯
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い
る（

（4
（

。

　

こ
う
し
た
双
方
か
ら
の
批
判
の
な
か
で
、
役
人
た
ち
は
自
領
民

を
説
得
し
、
相
手
と
の
妥
協
点
を
探
り
な
が
ら
、
結
果
的
に
は
痛

み
分
け
の
形
で
事
態
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。「
得
勝
手
」
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
た

と
お
り
だ
。

　

他
方
、
双
方
の
領
民
も
洪
水
時
に
は
領
主
の
別
を
超
え
て
助
け

合
っ
て
い
る
。
白
楽
市
村
の
住
人
七
四
人
は
倉
敷
の
教
善
寺
や
観

龍
寺
に
逃
れ
、
陣
屋
か
ら
の
粥
施
行
を
受
け
た（

（4
（

。
早
島
知
行
所
の

片
山
本
太
郎
の
家
に
も
近
隣
の
者
数
百
人
が
避
難
し
、
炊
き
出
し

を
受
け
て
い
る
（
ｄ
）。

　

嘉
永
四
年
三
月
一
八
日
、
去
年
の
洪
水
に
大
川
筋
堤
切
口
仮
水

尾
留
な
ど
に
骨
折
っ
た
と
し
て
、
幕
府
領
村
々
へ
銭
七
〇
貫
目
、

私
領
村
々
へ
三
〇
貫
目
が
倉
敷
代
官
所
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
（
ｃ
）。

他
方
、
岡
山
藩
か
ら
は
、
同
年
五
月
に
、
洪
水
の
節
に
種
々
取
扱

い
に
努
め
た
礼
と
し
て
、
倉
敷
村
大
橋
平
右
衛
門
他
一
人
、
庭
瀬

藩
安
原
貞
八
郎
他
三
人
、
蒔
田
知
行
所
池
上
辰
治
他
一
人
、
そ
し

て
惣
社
本
町
中
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
品
物
が
贈
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
領

分
の
違
い
を
超
え
て
領
主
と
村
や
町
の
人
び
と
が
協
力
し
て
災
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

同
じ
よ
う
な
事
態
と
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
特
に
小
瀬
戸
堤
や
興
除
新
田

境
堤
を
め
ぐ
る
対
立
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
双

方
の
全
て
の
人
が
納
得
し
て
従
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、「
遺
恨
」

が
残
る
こ
と
も
あ
っ
た
。（
ｅ
）「
高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
」
は
、

早
島
御
崎
宮
（
現
鶴
崎
神
社
）
の
神
職
太
田
梅
園
が
洪
水
の
記
憶
を

子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
だ
。
こ
の
図
の
各
所
に
は

多
く
の
書
込
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
太
田
の
個
人
的
な
感
慨
も
記

入
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
早
島
役
所
の
対
応
を
「
此
の
時
数
十

艘
之
船
御
用
意
、
人
は
勿
論
牛
馬
迄
残
ら
ず
御
救
ひ
有
り
て
、
十

日
養
育
有
る
事
、
御
仁
政
之
至
り
な
り
」
と
讃
え
る
一
方
で
、
岡

山
藩
役
人
に
つ
い
て
は
、「
古
人
ハ
仁
義
ヲ
前
ト
為
ス
所
、
備
前

ハ
仁
義
ヲ
知
ら
ず
、利
ヲ
利
ノ
前
ト
為
ス
異
風
国
な
り
」と
か
、「
恥

を
知
ら
ず
」「
人
面
獣
心
の
所
行
、
心
外
の
至
り
」
な
ど
と
、
口

を
極
め
て
非
難
し
て
い
る
。
現
場
の
遣
り
取
り
で
は
太
田
の
言
う

よ
う
な
恨
み
が
残
る
こ
と
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

児
島
領
民
と
岡
山
藩
役
人
と
の
間
に
も
齟
齬
は
あ
っ
た
。
平
松

勇
之
介
は
、
役
人
の
取
向
き
の
善
悪
、
普
請
の
巧
拙
に
つ
い
て
は

「
風
説
区
々
」（
領
民
の
な
か
に
は
色
々
な
意
見
が
あ
っ
た
）
と
述
べ
て

お
り
（
ｄ
）、
小
川
真
澄
な
ど
は
郡
奉
行
福
田
甚
左
衛
門
の
他
領

役
人
と
の
交
渉
姿
勢
を
「
手
鈍
」
と
か
「
手
弱
」
と
か
批
判
し
て
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（
３
）
日
笠
家
文
書
2
4
2
5
―
4
「
嘉
永
三
年
戌
六
月　

備
中
安
江
四
十

瀬
両
村
大
川
堤
六
月
三
日
夜
洪
水
ニ
而
切
込
御
普
請
中
日
記　

元
請
名
主

日
笠
武
一
郎
」。

（
４
）
同
1
4
5
4
「
嘉
永
三
戌
年　

諸
御
用
留
帳　

日
笠
」。

（
５
）
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵
。
難
波
家
は
窪
屋
郡
下
庄
村
の
庄
屋
を

務
め
て
お
り
、
同
村
は
当
時
幕
府
領
で
あ
っ
た
。

（
６
）
平
松
勇
之
介
は
児
島
郡
粒
浦
村
判
頭
。
こ
の
史
料
は
現
在
所
在
不
明
。

小
野
敏
也
が
複
写
し
た
も
の
を
黒
瀬
英
樹
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
勇
之
介

に
は
「
洪
水
心
得
方
」（『
日
本
農
書
全
集
』
第
六
七
巻
所
収
）
と
い
う
著

作
も
あ
る
。

（
７
）『
早
島
の
歴
史
３
』
史
料
編
付
図
、
早
島
町
、
一
九
九
九
年
。
も
と
帯

高
の
片
山
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
同
種
の
絵
図
が
早
島
町
個
人
蔵
と

し
て
伝
わ
る
。
ま
た
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵
亀
山
家
文
書
に
も
同

種
の
絵
図
が
あ
り
、『
新
修
倉
敷
市
史
４
』
付
録
絵
図
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
）
前
掲
註
（
１
）『
日
本
農
書
全
集
』
第
六
七
巻
所
収
。
小
野
「
解
題
」

に
よ
れ
ば
軽
部
村
江
口
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。

（
９
）
日
本
歴
史
地
名
大
系
34
『
岡
山
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
。

（
10
）
野
島
寿
三
郎
編
『
日
本
暦
西
暦
月
日
対
照
表
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、

一
九
八
七
年
。

（
11
）
畑
和
良
「
真
備
町
域
に
お
け
る
江
戸
時
代
～
明
治
初
年
の
水
害
治
水
史
」

『
倉
敷
の
歴
史
』
第
30
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
12
）（
ｃ
）
は
柿
木
村
・
軽
部
村
で
の
破
堤
を
「
二
日
夜
半
」
と
記
す
。

（
13
）
西
原
村
友
太
郎
は
四
十
瀬
村
・
白
楽
市
村
・
田
之
上
・
渋
江
村
な
ど
の

大
庄
屋
（
西
原
村
組
）。

（
14
）
日
笠
家
文
書
2
4
2
5
―
2 「
嘉
永
三
年
戌
夏
ヨ
リ　

備
中
四
十
瀬
村

安
江
村
大
川
堤
切
込
洪
水
書
上
并
酒
津
村
之
内
十
明
安
江
村
堤
普
請
助
精

一
条
手
扣　

藤
戸
・
中
畴
名
主
日
笠
武
一
郎
」。

　

そ
れ
よ
り
先
の
嘉
永
三
年
一
一
月
八
日
、
郡
奉
行
福
田
が
備
中

と
児
島
郡
の
村
々
に
対
し
て
倉
敷
郷
宿
楢
田
屋
紋
之
介
へ
合
力
銀

三
貫
目
を
遣
わ
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
（
ｂ
）。
楢
田
屋
は
岡
山

藩
領
の
村
々
が
倉
敷
代
官
所
や
倉
敷
村
役
人
な
ど
と
折
衝
す
る
便

宜
を
図
る
窓
口
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
楢
田
屋
の
居
宅
が
洪

水
で
水
底
に
な
っ
た
。
郷
宿
の
屋
敷
は
代
官
所
西
門
前
に
集
ま
っ

て
い
た（

（4
（

。 

や
や
地
高
で
あ
っ
た
代
官
所
で
も
浸
水
し
た
建
物
が

あ
り（

（4
（

、
そ
れ
よ
り
低
い
辺
り
の
町
屋
で
は
床
上
ま
で
浸
水
し
て
い

る
（
ｃ
）。
こ
う
し
た
助
け
合
い
は
非
常
時
な
ら
で
は
こ
と
だ
が
、

そ
れ
も
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
故
で
あ
ろ
う
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
は
、
時
に
は
反
発
し
合
い
な
が
ら
も
、

談
合
と
調
整
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
一
致
し
て
危
機
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
続
く
嘉
永
四
年
の
復
興
過
程
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、

別
に
紹
介
し
た
い
と
思
う

（
（4
（

。

　

註
（
１
）『
新
修
倉
敷
市
史
４
』
近
世
（
下
）、
倉
敷
市
、
二
〇
〇
三
年
、『
早
島

の
歴
史
１
』通
史
編（
上
）、早
島
町
、一
九
九
七
年
、小
野
敏
也「
解
題
」『
日

本
農
書
全
集
』
第
六
七
巻
、
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
八
年
、
黒
瀬

英
樹
「
高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
を
読
む
」（
上
）（
下
）『
広
報
は
や
し
ま
』

二
〇
一
九
年
六
月
・
七
月
号
、
な
ど
。

（
２
）『
岡
山
大
学
所
蔵
近
世
庶
民
史
料
目
録
』
第
１
巻
、
岡
山
大
学
附
属
図

書
館
、
一
九
七
三
年
。
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（
31
）
前
掲
註
（
20
）
に
同
じ
。

（
32
）
池
田
家
文
庫
Ａ
１
―
3
0
2
「
嘉
永
四
辛
亥
年　

留
帳
」。

（
33
）
日
笠
家
文
書
1
4
5
5
「
嘉
永
四
亥
年　

藤
戸
・
中
畴　

諸
御
用
留

帳　

日
笠
武
一
郎
」。

（
34
）
前
掲
註
（
32
）
に
同
じ
。

（
35
）
西
尾
家
文
書
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
2
6
7
「
嘉
永
四
亥
歳

正
月
吉
辰
日　

諸
御
用
留　

吹
上
村
名
主
幸
十
郎
」。

（
36
）
日
笠
家
文
書
1
4
5
6
「
嘉
永
四
亥
年　

諸
御
用
留
帳　

日
笠
」。

（
37
）
前
掲
註
（
35
）
に
同
じ
。

（
38
）
前
掲
註
（
32
）
に
同
じ
。

（
39
）
倉
地
克
直
「
明
治
二
年
東
高
梁
川
洪
水
と
地
域
社
会
」『
倉
敷
の
歴
史
』

第
30
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
40
）
前
掲
註
（
16
）
に
同
じ
。

（
41
）
前
掲
註
（
27
）
に
同
じ
。

（
42
）
前
掲
註
（
32
）
に
同
じ
。

（
43
）
倉
敷
の
郷
宿
に
つ
い
て
は
、
山
本
太
郎
『
近
世
幕
府
領
支
配
と
地
域
社

会
構
造
―
備
中
国
倉
敷
代
官
役
所
管
下
幕
府
領
の
研
究
―
』清
文
堂
出
版
、

二
〇
一
〇
年
、
に
よ
ら
れ
た
い
。

（
44
）
大
橋
紀
寛
家
文
書
別
１
―
19
―
Ｇ
―
２
「
嘉
永
三
年
庚
戌
之
記　

敬
簡

斎
」。

（
45
）
倉
地
克
直
「
嘉
永
四
年
の
東
高
梁
川
堤
普
請
と
地
域
社
会
の
動
向
」『
岡

山
県
立
記
録
資
料
館
紀
要
』
第
16
号
、
二
〇
二
一
年
。

〔
付
記
〕
史
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
利
用
者
支
援

グ
ル
ー
プ
お
よ
び
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
の
皆
さ
ま
、
早
島
町
戸
川
家

記
念
館
黒
瀬
英
樹
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
く
ら
ち　

か
つ
な
お　

岡
山
大
学
名
誉
教
授
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
15
）
同
前
。

（
16
）森
田
平
三
郎『
倉
敷
雑
記
―
資
料
と
学
習
の
記
録
―
１
』丸
善
出
版
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
。

（
17
）
興
除
新
田
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
杉
本
史
子
『
領
域
支

配
の
展
開
と
近
世
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
に
よ
ら
れ
た
い
。

（
18
）（
ｅ
）で
は
二
度
目
の
大
雨
に
よ
る
小
瀬
戸
堤
の
切
り
払
い
を「
一
九
日
」

と
記
し
て
い
る
。

（
19
）
日
笠
家
文
書
3
9
9
4
「
嘉
永
三
年
戌
六
月
三
日
洪
水
ニ
而
窪
屋
郡
安

江
村
四
十
瀬
村
大
川
堤
切
込
御
料
領
水
災
村
々
見
取
絵
図
」。

（
20
）
池
田
家
文
庫
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
Ａ
１
―
3
0
1
「
嘉
永

三
庚
戌
年　

留
帳
」。

（
21
）
同
前
。

（
22
）
日
笠
家
文
書
9
1
9
「
嘉
永
三
年
戌
九
月　

藤
戸
村
徳
取
願
上
帳
」。

（
23
）
同
1
6
5
6
「
嘉
永
三
戌
年
七
月　

諸
入
用
割
賦
帳　

藤
戸
村
」。

（
24
）
同
1
6
5
3
「
嘉
永
三
年
戌
十
一
月
廿
日
割
後
ヨ
リ　

村
諸
入
用
并

足
役
米
共
割
賦
帳　

藤
戸
村
」。

（
25
）
同
1
6
4
8
「
嘉
永
二
酉
年
十
一
月  

諸
入
用
銀
札
割
賦
帳  

藤
戸
村
」。

（
26
）
同
1
4
5
5
「
嘉
永
四
亥
年　

藤
戸
・
中
畴　

諸
御
用
留
帳　

日
笠

武
一
郎
」。

（
27
）
同
2
4
2
5
―
5
「
嘉
永
三
年
戌
六
月　

備
中
四
十
瀬
村
大
川
堤
洪

水
ニ
付
切
込
御
普
請
夫
役
触
出
し
并
御
仕
夫
留
手
扣　

元
請
名
主
藤
戸
村

日
笠
武
一
郎
」。　

（
28
）
荻
野
家
文
書
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
7
2
1
「
嘉
永
三
年
戌

十
二
月　

児
嶋
郡
味
野
村
諸
入
用
割
帳
」。

（
29
）（
ｃ
）
で
は
「
七
月
中
ニ
者
御
料
・
備
前
領
と
も
悉
く
御
普
請
出
来
」

と
あ
る
。

（
30
）
日
笠
家
文
書
2
4
2
5
―
2
2
「
天
城
御
屋
敷
払
麦
両
組
打
合
」。
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て
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）、「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
り
倉
敷

市
に
合
併
さ
れ
、
現
在
で
は
明
治
二
二
年
以
前
の
旧
村
名
（
お
よ

び
倉
敷
ハ
イ
ツ
）
が
倉
敷
市
の
大
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
一
〇
年
段
階
の
世
帯
数
は
七
一
二
、
人
口
三
四
四
九
、
面
積
六
・

六
四
八
㎢
で
あ
る（

２
（。

　
　
　

１　

文
書
の
来
歴

　

当
室
が
所
蔵
す
る
歴
史
公
文
書
の
う
ち
帯
江
村
に
関
係
す
る
資

料
群
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
八
つ
あ
る
。
そ

の
う
ち
①
④
⑤
⑥
⑦
（
以
下
、
資
料
群
名
は
①
～
⑧
で
表
記
す
る
）
は
、

昭
和
二
六
年
に
帯
江
村
が
倉
敷
市
に
合
併
さ
れ
て
以
降
に
、
業

務
上
の
必
要
か
ら
市
役
所
本
庁
の
各
課
に
引
き
取
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
以
降
、
順
次
当
室
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

は
じ
め
に

　

倉
敷
市
は
、
明
治
以
降
、
多
く
の
市
町
村
が
合
併
を
繰
り
返
し
、

現
在
の
面
積
・
人
口
に
ま
で
、
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
。
昭

和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
段
階
で
み
る
と
、
現
市
域
に
は
三
〇

に
の
ぼ
る
市
町
村
が
存
在
し
て
い
た（

１
（。

歴
史
資
料
整
備
室
（
以
下
、

当
室
と
記
す
）
で
は
、
そ
れ
ら
の
市
町
村
が
作
成
し
た
文
書
を
歴

史
公
文
書
と
し
て
収
集
し
公
開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う

ち
帯
江
村
に
関
す
る
文
書
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

帯
江
村
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
実
施
さ
れ
た
「
明

治
の
大
合
併
」
に
よ
り
、
羽
島
村
・
二
日
市
村
・
加
須
山
村
・
有

城
村
・
亀
山
村
・
帯
高
村
の
六
か
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
。
当

初
は
窪
屋
郡
に
、
明
治
三
三
年
以
降
は
都
窪
郡
に
属
し
た
。
や
が

　
　
　
　
　

帯
江
村
役
場
の
公
文
書
に
つ
い
て

山　

下　
　
　

洋

資
料
群
紹
介
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役
場
の
時
期
（
明
治
四
年
～
二
二
年
）、
帯
江
村
役
場
の
時
期
（
明
治

二
二
年
～
昭
和
二
六
年
）、
倉
敷
市
帯
江
支
所
・
出
張
所
の
時
期
（
昭

和
二
六
年
～
三
〇
年
）
に
分
け
て
み
る
と
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
な

割
合
と
な
る
。
羽
島
村
な
ど
六
か
村
に
分
か
れ
て
い
た
近
世
期
か

ら
戸
長
役
場
時
代
に
か
け
て
の
文
書
が
全
体
の
三
分
の
一
と
、
相

当
量
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
一
六
年
以
降
に
連
合
し
て
窪
屋

郡
第
四
部
戸
長
役
場
を
構
成
し
て
い
た
六
か
村
が
そ
の
ま
ま
帯
江

村
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

　

以
下
、
本
資
料
群
中
の
特
徴
的
な
資
料
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹

介
し
た
い
。

　
　
　

２　

文
書
の
内
容

【
議
事
関
係
】

　

明
治
二
七
年
か
ら
昭
和
二
五
年
に
至
る
村
会
の
議
事
録
・
議
案

書
な
ど
が
、
ほ
ぼ
経
年
的
に
残
っ
て
い
る
（
①
②
）。
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
、村
の
歴
史
を
た
ど
る
う
え
で
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
。

【
戸
籍
関
係
】

　

明
治
一
〇
年
代
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
の
寄
留
（
本
籍
は
動

か
さ
ず
住
所
の
み
変
え
る
こ
と
）
に
関
す
る
資
料
が
、
ま
と
ま
っ
て
残

さ
れ
て
い
て
（
②
50
―
５
―
43
～
50
―
７
―
２
）、
住
民
の
移
動
状
況

移
管
さ
れ
た
。
最
も
点
数
の
多

い
②
お
よ
び
③
は
、
昭
和
二
六

年
以
降
の
ど
こ
か
の
段
階
で
、

市
立
図
書
館
が
こ
れ
を
歴
史
的

な
資
料
と
し
て
収
集
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
他
の
合
併
町
村

の
文
書
も
含
め
、
そ
う
し
た
図

書
館
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
は

特
筆
に
値
す
る
。
そ
れ
ら
は
、

平
成
一
八
年
と
二
二
年
に
当
室

に
移
管
さ
れ
た
。こ
の
よ
う
に
、

合
併
さ
れ
た
市
町
村
の
文
書

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ

て
分
散
し
、
そ
れ
が
再
び
当
室

に
集
ま
る
と
い
う
事
例
は
他
に

も
多
く
み
ら
れ
る
。

　

次
に
、
文
書
の
総
点
数
（
冊
・

袋
単
位
の
数
量
）
は
一
一
八
六
点

で
あ
り
、
そ
の
作
成
時
期
を
近

世
期
（
明
治
四
年
以
前
）、
戸
長

表１　歴史資料整備室が所蔵する帯江村役場の公文書

注）資料群名に（一部）とあるのは、その資料群の一部に帯江村の文書が含まれるという意味で、その点数は
　 帯江村の文書に限った数である。

①旧帯江村議事録・用水事務関係綴 1 190 - 〇 〇 - 総務課
②旧帯江村役場文書 50 922 〇 〇 〇 〇 倉敷市立中央図書館
③郡役所達書他 68 3 - 〇 - - 倉敷市立中央図書館
④野取帳類（一部） 75 49 - 〇 〇 - 管理課
⑤管財課より移管文書（一部） 83 16 - - 〇 - 管財課

⑥ 104 2 - 〇 - - 総務課

⑦各課から移管文書（一部） 109 1 - - 〇 - 財務部
⑧購入資料（一部） － 3 - 〇 - - 古書店より購入
  1186 6% 28% 65% 1% 

旧中庄村文書・旧加須山村文書・
水島関係図面（一部）

資料群名 点数 移管元作成時期
近世 戸長役場 村役場 支所・出張所

資料群
番号



- 132 -- 133 -

１
―
13
―
15
）。
そ
れ
ら
の
用
水
に
関
す
る
資
料
が
、
近
世
か
ら
戦

後
に
至
る
ま
で
一
八
〇
点
に
お
よ
び
、
本
資
料
群
の
最
大
の
特
色

と
い
え
る
（
①
②
）。
そ
れ
は
水
に
苦
労
し
た
土
地
柄
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
特
に
村
の
中
央
を
貫
流
す
る
浜
川

（
八
ヶ
郷
定
水
川
の
余
水
）
に
関
す
る
資
料
が
多
い
。

【
学
事
関
係
】

　

小
学
校
の
施
設
整
備
に
関
し
、
明
治
二
五
年
お
よ
び
昭
和
一
二

年
の
校
舎
建
築
、
昭
和
一
四
年
の
奉
安
殿
建
築
に
つ
い
て
詳
し
く

判
明
す
る
（
②
50
―
25
―
28
～
34
な
ど
）。
ま
た
、
戦
前
・
戦
後
の
社

会
教
育
に
関
す
る
資
料
も
み
ら
れ
る
（
②
50
―
32
―
２
・
５
）。

【
兵
事
関
係
】

　

敗
戦
時
に
お
け
る
焼
却
命
令
に
よ
る
も
の
か
、
兵
事
文
書
の
数

は
非
常
に
少
な
い
。
た
だ
、わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
日
中
戦
争
期
（
昭

和
一
二
～
一
六
年
）
の
戦
死
者
・
戦
病
死
者
関
係
書
類
に
は
、
各
戦

没
者
の
死
亡
通
知
か
ら
遺
骨
の
出
迎
え
、
村
葬
、
遺
族
扶
助
、
靖

国
神
社
へ
の
合
祀
な
ど
の
状
況
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
（
②
50

―
27
―
19
）。
ま
た
、
戦
時
中
に
戦
意
高
揚
の
た
め
に
上
映
さ
れ
た

ス
ラ
イ
ド
の
実
物
や
（
②
50
―
27
―
27
）、
戦
後
に
占
領
軍
か
ら
の

戦
没
者
忠
魂
碑
の
移
転
命
令
に
対
し
て
村
長
が
憤
り
を
記
し
た
文

章
な
ど
も
み
ら
れ
る
（
②
50
―
27
―
28
）。

を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
明
治
三
〇
年
代
か
ら
昭

和
一
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
朝
鮮
半
島
・

北
海
道
な
ど
へ
の
移
民
状
況
が
分
か
る
資
料
も
あ
る
（
②
50
―
５

―
39
～
41
）。

【
産
業
関
係
】

　

帯
江
村
農
会
に
関
す
る
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
（
②
50
―
18
―
１
～
21
）。
大
正
期
か
ら
昭
和
前
期

に
か
け
て
発
動
機
の
導
入
や
藺
草
栽
培
の
奨
励
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
て
、
地
域
的
な
特
色
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、

都
窪
郡
農
会
が
経
営
し
て
い
た
都
窪
実
業
公
民
学
校
（
大
正
五
年

に
都
窪
郡
農
業
補
習
学
校
と
し
て
設
立
）
の
関
係
書
類
も
あ
る
（
②
50
―

26
―
１
）。

　

そ
の
他
、
明
治
一
六
年
の
羽
島
村
の
銅
山
開
坑
の
資
料
や
（
③

68
―
1
―
3
）、
昭
和
七
年
の
倉
敷
・
茶
屋
町
間
の
鉄
道
省
営
バ
ス

路
線
開
通
の
資
料
（
②
50
―
27
―
33
）
も
見
受
け
ら
れ
る
。

【
用
水
関
係
】

　

昭
和
一
五
年
の
段
階
で
、
帯
江
村
は
「
帯
江
村
外
一
ヶ
町
浜
川

（
旧
五
ヶ
村
）組
合
」「
帯
江
村
外
一
ヶ
町
浜
川（
旧
六
ヶ
村
）組
合
」「
六

間
川
用
水
組
合
」「
三
番
川
用
水
組
合
」「
八
ヶ
郷
番
水
組
合
」「
八
ヶ

郷
用
水
組
合
」「
高
梁
川
東
西
用
水
組
合
」
に
加
盟
し
て
い
る
（
①
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17
・
⑥
104
―
１
―
２
―
２
）。
ま
た
、
そ
う
し
た
感
染
症
対
策
と
し
て

設
置
さ
れ
た
隔
離
病
舎
の
建
築
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
（
②
50
―

16
―
14
・
50
―
23
―
31
）。

　

大
正
七
年
の
米
騒
動
に
あ
た
っ
て
は
、
米
穀
の
廉
売
な
ど
を
行

う
た
め
に
「
厚
生
会
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
事
務
日
誌
な
ど
に
は

一
連
の
状
況
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
（
②
50
―
15
―
１
～
４

（
３
））。

【
庶
務
関
係
】

　

役
場
日
誌
が
、
明
治
四
〇
年
か
ら
昭
和
三
〇
年
ま
で
、
ほ
ぼ
経

年
的
に
残
っ
て
い
る
（
②
50
―
30
―
15
～
50
―
31
―
32
）。
記
述
は
さ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
村
の
歴
史
を
た
ど
る
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

基
礎
的
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

役
場
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
二
年
の
市
制
・
町
村

制
施
行
時
や
昭
和
二
二
年
の
地
方
自
治
法
施
行
時
に
作
成
さ
れ
た

文
書
台
帳
な
ど
が
あ
り
（
②
50
―
14
―
14
・
26
）、
現
存
す
る
文
書
と

の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
他
、
昭
和
二
四
年
に
村
の
報
道
委

員
会
を
組
織
し
て
広
報
の
発
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
資
料
や
、

昭
和
二
六
年
の
倉
敷
市
へ
の
合
併
後
に
お
け
る
市
の
職
員
労
働
組

合
関
係
の
書
類
綴
な
ど
に
は
（
②
50
―
16
―
９
・
10
）、
戦
後
民
主
主

義
の
風
潮
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

【
災
害
関
係
】

　

嘉
永
三
年
・
明
治
二
年
・
一
三
年
の
高
梁
川
洪
水
に
関
す
る
資

料
が
含
ま
れ
る
。
特
に
、
嘉
永
三
年
水
害
後
の
困
窮
者
扶
助
に
つ

い
て
の
記
録
は
詳
細
で
あ
り
（
②
50
―
１
―
58
～
63
）、
明
治
一
三
年

水
害
後
の
東
高
梁
川
修
堤
連
合
会
の
決
議
書
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
そ
の
事
業
の
詳
細
が
判
明
す
る
（
②
50
―

28
―
８
）。
ま
た
、
明
治
二
年
水
害
時
の
倉
敷
川
小
瀬
戸
堤
の
防
御

に
関
す
る
資
料
は
、当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
（
②

50
―
１
―
53
）。

　

そ
の
他
、
大
き
な
旱
魃
の
あ
っ
た
大
正
一
三
年
と
昭
和
一
四
年

の
夏
場
に
お
け
る
高
梁
川
の
酒
津
取
水
樋
門
地
点
の
水
位
グ
ラ

フ
な
ど
も
興
味
深
い
（
②
50
―
30
―
13
）。
役
場
日
誌
に
も
、
大
正

一
三
年
の
旱
魃
や
昭
和
二
一
年
の
南
海
地
震
に
関
す
る
記
述
が
登

場
す
る
（
②
50
―
30
―
27
・
50
―
31
―
21
）。

【
衛
生
・
厚
生
関
係
】

　

明
治
一
二
年
・
一
九
年
は
大
き
な
コ
レ
ラ
の
流
行
が
あ
っ
た
年

だ
が
、
そ
れ
が
当
地
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
加

須
山
村
の
状
況
は
詳
し
く
判
明
し
、
コ
レ
ラ
封
じ
の
た
め
に
同
村

に
勧
請
さ
れ
た
木
野
山
神
社
の
神
輿
が
周
辺
の
村
々
に
招
か
れ

て
い
る
様
子
な
ど
も
う
か
が
え
る
（
②
50
―
４
―
11
・
50
―
16
―
15
～
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お
わ
り
に

　

戦
後
七
五
年
を
経
て
戦
争
体
験
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
だ

が
、
昭
和
三
〇
年
前
後
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
を
知
る
人
さ
え
も

今
や
少
な
く
な
り
、か
つ
て
の
「
帯
江
村
」
や
「
藤
戸
町
」
と
い
っ

た
自
治
体
は
、
歴
史
的
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
同
時

に
、そ
う
し
た
旧
町
村
の
役
場
文
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
旧
漢
字
・

旧
仮
名
・
候
文
と
い
っ
た
字
体
・
文
体
、
あ
る
い
は
用
語
を
経
験

的
に
知
る
世
代
も
急
速
に
減
り
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る

意
味
で
旧
町
村
の
役
場
文
書
は
「
古
文
書
」
と
化
し
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。
ひ
い
て
は
、
そ
れ
を
整
理
・
公
開
す
る
機
関
の
側
に
お

い
て
も
、
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
十
分
に
認
識
し
、
利
用
者
の

便
宜
に
か
な
う
体
制
を
整
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

注
（
１
）
合
併
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
八
号
四
八
ペ
ー
ジ
の
図
を
参
照
。

（
２
）『
昭
和
十
年　

岡
山
県
統
計
年
報
』
昭
和
一
二
年　

岡
山
県
。

（
３
）『
新
修　

倉
敷
市
史　

12　

史
料　

近
代
（
下
）・
現
代
』
二
〇
〇
一
年
、

九
〇
七
～
九
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
や
ま
し
た　

ひ
ろ
し　

倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
）　　
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藤
原
仲
麻
呂
政
権
が
七
五
九
年
に
発
動
し
た
新
羅
征
討
計
画

は
三
年
を
目
途
に
戦
争
準
備
が
整
え
ら
れ
、
七
六
二
年
末
か
ら

七
六
三
年
初
頭
に
新
羅
へ
進
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
出
兵
が
現

実
味
を
帯
び
た
七
六
二
年
と
い
う
年
は
伊
勢
神
宮
や
、
神
功
皇
后

が
新
羅
を
服
属
さ
せ
た
伝
承
を
も
つ
香
椎
廟
へ
の
奉
幣
が
行
わ

れ
、
極
め
て
緊
迫
し
た
国
内
情
勢
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
か

か
る
時
期
に
備
中
国
出
身
と
考
え
ら
れ
る
下
道
朝
臣
黒
麻
呂
が
隠

岐
国
司
（
守
）
と
し
て
任
官
し
て
い
る
の
は
、
い
か
な
る
理
由
で

あ
ろ
う
か
。
官
位
は
外
従
五
位
下
で
あ
り
、
地
方
豪
族
に
与
え
ら

れ
る
外
位
称
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
備
中
国
下
道
郡
に
本
貫
を
お
く

下
道
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
司
の
職
掌
は
国
内
の
行
財
政
、祭
祀
、司
法
、軍
事
等
を
掌
り
、

郡
司
を
指
揮
し
て
徴
税
や
国
内
の
公
文
作
成
を
行
う
な
ど
、
国
内

を
統
括
す
る
権
限
を
も
ち
、
隠
岐
国
の
場
合
は
七
二
四
年
に
配
流

地
（
遠
国
）
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
国
司
が

執
務
す
る
国
府
は
島
後
の
周す

き吉
郡
（
古
代
の
国
府
所
在
郡
）
に
あ
る

甲こ
う
の
は
ら

ノ
原
遺
跡
が
有
力
候
補
地
で
あ
り
、
国
府
近
く
の
西
郷
湾
に
面

し
た
大で

い
じ
ゃ
ご

将
軍
遺
跡
に
一
軍
団
が
置
か
れ
て
い
た（

１
）。

　

下
道
朝
臣
黒
麻
呂
と
隠
岐
国
の
動
向
を
表
１
に
よ
っ
て
整
理
す

る
と
任
期
の
約
二
年
六
ヶ
月
の
間
に
は
、
渤
海
か
ら
帰
国
す
る
船

の
漂
着
や
流
罪
人
の
収
容
な
ど
が『
続
日
本
紀
』に
記
載
さ
れ
、「
藤

原
仲
麻
呂
の
乱
」
後
の
人
事
に
よ
り
七
六
四
年
に
転
出
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

赴
任
早
々
、
差
し
迫
っ
て
急
を
要
し
た
の
が
新
羅
征
討
計
画
へ

表１　 下道朝臣黒麻呂の関連年表

正月　下道朝臣黒麻呂　正六
位上から外従五位下に
進階

４月　下道朝臣黒麻呂　隠岐
国司（守）に任官

10月　王新福（渤海使）を送っ
た船が帰国の途中で隠
岐島へ漂着する

12月　葛井連根道が隠岐国へ
流される

９月　藤原仲麻呂の乱後の処
置として第六子の刷雄
が隠岐国へ流される

10月　船親王が隠岐国へ流さ
れる坂本朝臣男足が隠
岐国司（守）となり下道
朝臣黒麻呂は解任され
る

２月　下道朝臣黒麻呂　越前
国司（介）に任官

天平宝字

神護景雲

4 760

6 762

7 763

8 764

2 768

元号 年 西暦 関係者の動向

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

ア
ラ
カ
ル
ト

　
　
　

下
道
朝
臣
黒
麻
呂
の

　
　
　
　
　
隠
岐
国
赴
任
に
つ
い
て

松　

尾　

洋　

平



- 136 -- 137 -

て
い
る
。
山
陰
道
節
度
使
を
例
に
と
れ
ば
管
下
に
因
幡
国
、
伯
耆

国
、
出
雲
国
、
隠
岐
国
、
石
見
国
、
長
門
国
を
置
き
、
主
な
施
策

と
し
て
①
兵
器
や
牛
馬
を
売
却
す
る
こ
と
、
及
び
国
外
へ
移
動
さ

せ
る
こ
と
の
禁
止
。
②
野
営
具
や
兵
器
の
修
理
。
③
百
石
以
上
を

積
載
で
き
る
船
の
建
造
。
④
籾
や
焼
塩
な
ど
の
食
糧
の
確
保
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
七
三
四
年
の
「
出
雲
国
計
会
帳
」
に
よ
る

と
出
雲
国
と
隠
岐
国
の
連
絡
に
烽と

ぶ
ひを

設
置
し
て
通
信
試
験
を
行
う

な
ど
、
軍
事
訓
練
や
武
具
製
作
も
行
わ
れ
た
。　
　

　

こ
う
し
た
施
策
に
加
え
備
辺
式
（
七
三
三
年
）
や
、
警
固
式
（
西

海
道
）
と
呼
ば
れ
る
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
導
入
さ
れ
た
事
に
注
目

し
た
い
。
大
宰
府
の
警
固
式
を
参
考
に
北
陸
道
諸
国
に
作
成
が
命

じ
ら
れ
た
縁
海
警
固
令
（
七
八
〇
年
）
に
よ
る
と
、
正
体
不
明
の

賊
船
が
現
れ
、
上
陸
し
た
場
合
に
は
付
近
の
住
民
が
応
戦
し
、
賊

発
見
の
報
を
う
け
た
国
府
で
は
軍
の
編
成
や
集
合
場
所
、
応
戦
の

方
法
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
山
陰
道
節
度
使
が
解
散
し
た
後
に
も
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
防
衛
体
制
が
引
き
継
が
れ
国
単
位
で
機
能
す
る
よ

う
に
な
っ
た
点
で
あ
る（

３
）。

そ
の
た
め
、
下
道
朝
臣
黒
麻
呂
が
隠
岐

国
へ
赴
任
し
た
年
に
は
す
で
に
防
衛
の
枠
組
み
が
備
わ
っ
て
お

り
、
し
か
も
七
六
一
年
一
一
月
に
東
海
道
、
南
海
道
、
西
海
道
の

の
対
応
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
天
平
以
来
、
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
た
日
本
と
新
羅
の
外
交
関
係
の
軋
轢
が
根
底
に
あ
り
、
唐
の

安
史
の
乱
（
七
五
五
年
）
に
よ
っ
て
洛
陽
と
長
安
の
都
が
相
次
い

で
陥
落
し
、
皇
帝
が
蜀
に
逃
れ
る
な
ど
唐
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ

ア
の
世
界
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
事
に
遠
因
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
際
情
勢
の
変
化
を
好
機
と
と
ら
え
渤
海
と
の
軍
事

同
盟
を
基
軸
に
征
討
の
機
運
が
高
ま
り
、
新
た
に
編
成
し
た
節
度

使
（
軍
事
行
政
官
）
を
新
羅
へ
進
出
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
渤
海
は
北
か
ら
日
本
は
南
か
ら
新
羅
を
挟
撃
す

る
構
想
を
も
ち（

２
）、

当
時
大
宰
府
に
い
た
吉
備
真
備
ら
に
よ
っ
て
行

軍
式
（
戦
争
計
画
書
）
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
戦
時
体
制
は
節
度
使
が
新
羅
へ
進
出
す
る
一
方
で
、
日

本
海
側
の
防
備
を
固
め
る
た
め
山
陰
道
諸
国
と
対
馬
嶋
、
壱
岐

嶋
、
長
門
国
、
肥
前
国
に
長
大
な
防
衛
線
を
布
く
こ
と
に
あ
り
、

隠
岐
国
も
そ
の
一
角
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
新
羅
領

に
接
し
、
本
土
か
ら
も
離
れ
て
い
る
隠
岐
国
は
、
対
新
羅
の
最
前

線
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
い
ち
早
い
防
衛
体
制
の
構
築
が

急
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
史
と
し
て
七
三
二
〜
七
三
四
年
に
は
新

羅
と
の
軍
事
的
緊
張
に
よ
り
天
平
期
の
節
度
使
が
山
陰
道
、
西
海

道
、
東
海
・
東
山
道
に
派
遣
さ
れ
、
軍
事
動
員
の
整
備
が
行
わ
れ
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大
宰
府
で
作
成
さ
れ
た
行
軍
式
を
基
に
、
西
海
道
節
度
使
と
し
て

新
羅
進
出
の
準
備
を
進
め
つ
つ
、
古
代
最
大
の
山
城
で
あ
る
怡い

と土

城
を
築
城
し
て
い
た
。「
辺へ

ん
じ
ゅ戍

の
不
安
四
ヶ
条
」（
七
五
九
年
）
に

み
る
大
宰
府
の
防
衛
に
関
す
る
主
張
は
、
博
多
大
津
や
壱
岐
嶋
、

対
馬
嶋
等
の
要
所
を
百
隻
以
上
の
船
を
置
い
て
不
測
の
事
態
に
備

え
る
事
を
第
一
条
に
挙
げ
、
ま
ず
は
前
線
と
な
る
島
嶼
と
海
上

ル
ー
ト
を
強
化
す
べ
き
こ
と
を
上
申
し
て
い
る
。

　

同
族
で
あ
る
吉
備
真
備
と
下
道
氏
の
動
向
は
、
一
見
、
別
の
行

動
軌
跡
と
見
え
る
が
、
実
は
新
羅
征
討
計
画
へ
の
参
画
を
藤
原
仲

麻
呂
政
権
か
ら
託
さ
れ
た
事
象
と
し
て
連
動
し
て
お
り
、
そ
の
一

つ
が
隠
岐
国
の
防
衛
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

註
（
１
）『
隠
岐
国
分
寺
』
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
。

（
２
）
酒
寄
雅
志
『
渤
海
と
古
代
の
日
本
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

（
３
）
五
十
嵐
基
善
「
古
代
山
陰
地
域
に
お
け
る
対
外
防
衛
の
展
開
」『
出
雲

古
代
史
研
究
』
第
二
八
号
、
出
雲
古
代
史
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
。

（
４
）
石
井
正
敏
「
初
期
日
渤
交
渉
に
お
け
る
一
問
題
」『
史
学
論
集
対
外
関

係
と
政
治
文
化
』
第
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
つ
お　

よ
う
へ
い
）　　
　
　
　
　

節
度
使
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
山
陰
道
諸
国
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
臨
戦
態
勢
へ
引
き
上
げ
た
こ
と
を
意
味
し
、
国
司
が
防
衛
体

制
の
点
検
や
、
国
府
・
港
湾
の
警
備
、
軍
団
の
訓
練
等
を
一
層
強

化
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
た
最
前
線
と

な
る
隠
岐
国
の
地
理
的
環
境
か
ら
み
れ
ば
国
内
の
動
揺
を
鎮
静
化

さ
せ
る
役
割
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

今
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
七
六
一
年
十
月
に
遣
渤
海
使
に
任
命

さ
れ
た
高
麗
朝
臣
大
山
が
渤
海
側
の
出
兵
を
確
認
す
る
た
め
、
翌

年
の
四
月
以
降
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
藤
原
仲
麻
呂
政
権
が
戦
争

の
行
方
を
左
右
す
る
軍
事
連
携
の
成
就
を
注
視
し
て
い
た
時
期
と

下
道
朝
臣
黒
麻
呂
の
隠
岐
国
赴
任
時
期
と
が
重
な
る（

４
）。

　

こ
う
し
た
特
殊
事
情
か
ら
み
て
当
期
の
隠
岐
国
司
に
は
平
時
の

行
政
官
と
い
う
役
割
の
外
に
、
島
嶼
防
衛
に
お
い
て
軍
事
的
能
力

を
発
揮
で
き
る
人
物
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
下
道
朝
臣
黒
麻
呂
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
彼
の
履
歴
を
み
る
と
「
藤
原

仲
麻
呂
の
乱
」
後
に
北
陸
道
の
越
前
国
司
（
介
）
に
補
任
（
七
六
八

年
）
さ
れ
て
い
る
。
越
前
国
は
三
関
の
一
つ
で
あ
る
愛あ

ら
ち
の
せ
き

発
関
を
擁

し
、
対
外
的
に
も
新
羅
や
渤
海
へ
の
脅
威
に
備
え
る
な
ど
国
司
に

は
独
自
の
軍
事
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

隠
岐
国
で
防
備
が
固
め
ら
れ
て
い
た
頃
、
同
族
の
吉
備
真
備
は
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之
カ
衝
ニ
当
リ
位
置
ノ
選
定
敷
地
ノ
買
収
ヲ
終
リ
江
川
本
県
工
師

ニ
設
計
ヲ
委
嘱
シ
敷
地
ノ
地
均
シ
工
事
ヲ
了
シ
用
材
ノ
購
入
建
築

工
事
費
ノ
請
負
契
約
ヲ
終
リ
漸
時
建
設
ノ
歩
武
ヲ
進
メ
ツ
ゝ
ア
リ

（
以
下
略
）」
と
あ
る（

（
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
庁
舎
の
建
築
は
、
大
正
四
年
に
大
正
天
皇

御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
そ
の
設
計
を
県
工
師
江
川

三
郎
八
に
委
嘱
し
た
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
造
成
工
事
、
材
料
の

発
注
、
請
負
契
約
ま
で
終
え
て
い
る
事
か
ら
、
大
正
四
年
に
着
工

し
た
の
だ
ろ
う
。
計
画
は
滞
り
な
く
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
岡
山
県
か
ら
次

の
よ
う
な
打
診
を
受

け
て
い
た
。
大
正
四

年
五
月
二
十
七
日
の

町
会
に
お
い
て
、
議

長
よ
り
「
本
県
庁
ヨ

リ
交
渉
ア
リ
タ
ル
役

場
新
築
材
料
ト
シ
テ

八
浜
水
産
試
験
場
不

用
建
築
物
ヲ
払
下
ヲ

受
ケ
ル
事
ノ
可
否
ヲ

　

昨
年
、『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
号
に
、
旧
倉
敷
町
役
場
庁
舎

の
設
計
者
小
林
篤
二
に
つ
い
て
執
筆
し
た
。
同
庁
舎
に
外
観
が
酷

似
す
る
旧
琴
浦
町
役
場
庁
舎
（
写
真
１
）
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た

と
こ
ろ
、
倉
敷
市
が
所
蔵
す
る
琴
浦
町
の
史
料
に
、
庁
舎
の
設
計

を
県
へ
依
頼
し
た
事
や
、
設
計
中
の
県
と
町
の
具
体
的
な
や
り
と

り
、
ま
た
、
大
正
天
皇
即
位
の
御
大
典
事
業
で
あ
っ
た
事
に
つ
い

て
も
記
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
町
役
場
庁
舎
の

建
築
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
し
た
い
。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
児
島
郡
の
田
之
口
村
と
鴻
村
が
合

併
し
て
、
琴
浦
村
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、

琴
浦
町
へ
と
昇
格
し
、役
場
庁
舎
を
新
築
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
。

建
築
場
所
は
、
二
つ
の
旧
村
の
境
目
で
あ
る
児
島
下
の
町
、
現
株

式
会
社
脊
板
本
店
ビ
ル
が
あ
る
場
所
に
決
ま
っ
た
。

 　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
事
務
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
本
年
御

大
典
ノ
記
念
事
業
ト
シ
テ
町
役
場
ノ
新
築
ヲ
計
画
シ
七
名
ノ
委
員

写真 1　旧琴浦町役場庁舎
『琴浦町勢要覧』昭和 27 年度版より転載

　
　
　

琴
浦
町
役
場
の
建
築
に
つ
い
て

山　

﨑　

真
由
美
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ゆ
る
江
川
式
建
築

（
（
（

で
、
外
観
意
匠
に
は
、
ク
ロ
ス
の
入
っ
た
ハ
ー

フ
テ
ィ
ン
バ
ー
や
腰
板
等
の
特
徴
が
確
認
で
き
る
。同
事
務
所
は
、

そ
の
後
県
庁
に
移
っ
た
た
め
、
こ
の
事
務
所
棟
は
不
用
建
物
と

な
っ
た
。
建
築
し
て
十
年
を
経
て
お
ら
ず
、
活
用
先
と
し
て
、
新

し
く
庁
舎
を
計
画
中
の
市
町
村
に
、
県
が
払
下
げ
を
打
診
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
琴
浦
町
に
は
断
ら
れ
た
が
、
大
正
五
年
十
月
七
日
、

同
試
験
場
の
建
物
は
、
同
郡
宇
野
町
（
現
玉
野
市
）
へ
移
築
さ
れ
、

宇
野
町
役
場
庁
舎
と
な
っ
た（

（
（

。
八
浜
か
ら
宇
野
で
あ
れ
ば
約
七
キ

ロ
、
距
離
も
近
く
好
都
合
で
あ
る
。
思
い
が
け
ず
、
八
浜
の
水
産

試
験
場
の
移
転
に
つ
い
て
の
経
緯
も
知
る
事
が
で
き
た
。

　

戦
前
は
、
公
共
建
築
を
建
て
る
際
、
県
へ
の
設
計
依
嘱
が
選
択

肢
に
あ
り
、
江
川
三
郎
八
や
旧
倉
敷
町
役
場
を
設
計
し
た
小
林
篤

二
ら
の
県
技
師
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
独
自
の
様
式
と
意
匠
を
持
っ

た
県
技
師
の
仕
事
は
、岡
山
の
近
代
建
築
の
一
つ
の
流
れ
を
作
り
、

県
下
へ
洋
風
建
築
を
普
及
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
琴
浦
町
の
新
庁
舎
建
築
の
話
へ
戻
そ
う
。
町
会
書
類
綴

に
は
様
々
な
寄
付
願
も
綴
ら
れ
て
い
た
。
同
六
年
に
は
、
町
民
か

ら
、
役
場
敷
地
内
に
植
え
る
「
松
」「
桜
」「
楠
」「
柏
」「
ヒ
ワ
」

等
の
樹
木
が
多
数
寄
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
児
島
電
業
株
式
会

諮
ル
」
と
議
案
が
あ
り
、「
本
件
ハ
水
産
試
験
場
不
用
建
築
物
ヲ

払
下
ヲ
受
ケ
ズ
シ
テ
役
場
新
築
ノ
使
用
書
ヲ
下
付
方
申
請
ス
ル
ニ

決
ス
」
と
決
議
し
て
い
る（

（
（

。

　

つ
ま
り
、
八
浜
（
玉
野
市
）
に
あ
る
水
産
試
験
場
の
不
用
建
物

を
払
い
下
げ
る
の
で
、
庁
舎
建
築
に
使
用
し
な
い
か
と
県
か
ら
提

案
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
元
の
新
築
へ
の
想
い
が

強
か
っ
た
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
町
会
の
決
議
を
も
っ
て
打
診
を
断
っ

て
い
る
。
結
局
、
琴
浦

町
役
場
庁
舎
は
、
江
川

工
師
の
手
に
よ
り
、
大

正
六
年
三
月
二
十
一
日
、

総
建
坪
三
百
三
十
余
坪
、

総
工
費
一
万
円
、
木
造

二
階
建
の
洋
風
建
築
で

「
新
築
」
さ
れ
た（

（
（

。

 　

岡
山
県
水
産
試
験
場

の
事
務
所
棟
は
、
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、

児
島
郡
八
浜
町
に
完
成

し
た
（
写
真
２
）。
い
わ

写真 2　絵葉書　岡山県水産試験場　個人蔵



- 140 -- 141 -

て
い
る
。

　

註
（
１
）「
大
正
四
年　

琴
浦
町
事
務
報
告
書
」『
大
正
五
年
町
会
書
類
綴　

琴
浦

町
役
場
』
倉
敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文
書
115
-36
-7
。

（
２
）「
大
正
四
年
五
月
廿
七
日
村
会
々
議
録
」『
自
大
正
元
年　

至
〃
四
年　

町
会
決
議
録　

琴
浦
町
役
場
』
倉
敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文

書
115
-36
-3
。

（
３
）
大
正
五
年
三
月
二
十
三
日
付
『
山
陽
新
報
』。

（
４
）
江
川
式
建
築
と
は
、
江
川
三
郎
八
の
設
計
し
た
建
築
様
式
の
特
徴
を
、

特
に
兼
ね
備
え
て
い
る
建
築
を
い
い
、
江
川
が
設
計
し
て
い
な
い
場
合
も

含
む
。

（
５
）
大
正
五
年
十
月
七
日
付
『
山
陽
新
報
』。

（
６
）「
大
正
六
年
三
月　

寄
附
物
件
受
納
の
件
」『
大
正
六
年　

町
会
書
類
綴　

琴
浦
町
役
場
』
倉
敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文
書
115
-36
-9
。

（
７
）〔
相
撲
興
行
ノ
件
ニ
付
許
可
願
〕『
大
正
四
年
町
会
書
類　

琴
浦
町
』
倉

敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文
書
115
-36
-6
。

（
８
）「
大
正
四
年
九
月
廿
三
日
村
会
々
議
録
」『
自
大
正
元
年　

至
〃
四
年　

町
会
決
議
録　

琴
浦
町
役
場
』
倉
敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文

書
115
-36
-3
。

（
９
）「
大
正
六
年
三
月
十
六
日
町
会
々
議
録
」『
大
正
六
年　

町
会
書
類
綴　

琴
浦
町
役
場
』
倉
敷
市
所
蔵
市
議
会
事
務
局
か
ら
移
管
文
書
115
-36
-9
。

（
10
）
註
（
３
）
に
同
じ
。

（
や
ま
さ
き 

ま
ゆ
み　

ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
一
級
建
築
士
）　　
　
　
　
　

社
の
寄
付
と
し
て
、「
花
シ
ェ
ー
ド
」「
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
」
等
が
あ

り
、
新
庁
舎
を
華
や
か
に
飾
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
会
議
録
に
よ
る
と
、
大
正
四
年
八
月
三
十
日
、
三
十
一

日
の
両
日
、
新
庁
舎
敷
地
に
て
相
撲
興
行
が
開
催
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

同
年
九
月
二
十
三
日
の
会
議
録
に
は
、「
本
村
役
場
敷
地
々
固
メ
ト

シ
テ
本
村
民
日
笠
長
次
郎
相
撲
興
行
ノ
村
税
免
除
ノ
事
ヲ
諮
ル
」

と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た（

（
（

。
相
撲
は
日
本
古
来
よ
り
神
事
と

し
て
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、
地
固
め
と
し
て
税
免
除
を
求

め
て
い
る
点
が
面
白
い
。
尚
、
こ
の
議
案
は
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　

新
庁
舎
の
落
成
は
、
同
六
年
三
月
二
十
一
日
、
余
興
と
し
て
三

日
間
の
演
劇
興
行
が
あ
り
、
町
民
も
祝
賀
行
事
を
楽
し
ん
だ
よ
う

だ
（
（
（

。
午
前
十
一
時
に
始
ま
っ
た
式
典
と
祝
賀
会
は
、
午
後
五
時
ま

で
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
山
陽
新
報
の
記
事
が
伝
え
て
い
る（

（1
（

。

　

江
川
式
建
築
の
調
査
を
す
る
う
ち
、
思
い
が
け
ず
琴
浦
町
の
公

文
書
か
ら
江
川
三
郎
八
の
名
前
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
こ
の
史
料
は
、
水
産
試
験
場
事
務
所
棟
を
め
ぐ
る
県
と
の
や

り
と
り
、
記
念
の
相
撲
や
演
劇
興
行
、
御
大
典
記
念
事
業
と
、
町

の
様
子
や
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
る
史
料
で
あ
っ
た
。
市
内
に
は
他

に
も
、
意
匠
が
類
似
す
る
建
築
が
ま
だ
あ
り
、
今
後
も
史
料
を
紐

解
き
な
が
ら
、
新
た
な
江
川
式
建
築
の
発
見
に
繋
げ
た
い
と
考
え
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令和元年度歴史資料講座
　歴史資料整備室では，平成 30 年度に引き続き，
所蔵資料を活用し，倉敷市域の歴史や歴史資料に
ついての理解を深め，歴史資料整備室の活動を広
く知ってもらうため，歴史資料講座を開催しまし
た。ライフパーク倉敷市民学習センターと共同開
催し，会場はライフパーク倉敷で行いました。
　毎回，受講者から講座の内容等に関連する質問
が出されました。アンケートでも，「災害にあわ
れた生々しい話が聞けてよかったです。被災公文
書救出，修復のためこんなにもたくさんの機関や
人が関わっていることがわかり，胸が熱くなりま
した。感謝です」「近所が江戸時代に水害を受け
ていることを知り，改めて危険性と治水・護岸の
大切さを知ることができました」「資料に基づい
ているので緊迫感を覚えた」「水害に向き合う地
域の工夫にふれていることがすばらしい」「（00 年
たっても“自然対人間”や災害を忘れてしまう“人
間の性”というのは変わらないのが悲しい気もし
た」「歴史資料の救出や修復にボランティアの力
が大きく寄与していることに驚きました」など，
様々な意見が寄せられました。

   【会場】　ライフパーク倉敷中ホール及び視聴覚ホール

■第１回目　倉敷市における被災公文書救出と修復の取り組みについて　　　　　　　　
開催日時：令和元年１０月　６日（日）１４：００～１６：００
講師　　：山本太郎（総務課歴史資料整備室）
参加人数：２３人

■第２回目　近世～近代初頭の水害と高梁川西岸地域　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時：令和元年１１月３０日（土）１４：００～１６：００
講師　　：畑　和良（総務課歴史資料整備室）
参加人数：５３人

■第３回目　明治１３年の高梁川水害について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時：令和元年１２月　７日（土）１４：００～１６：００
講師　　：山下　洋（総務課歴史資料整備室）
参加人数：５５人

■第４回目　西日本豪雨と被災歴史資料の救出・保全　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時：令和２年１月１１日（土）１４：００～１６：００
講師　　：上村和史（岡山史料ネット事務局長）
参加人数：１２人
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報　告

玉島乙島守屋家文書調査報告会２
　歴史資料整備室では，所蔵する玉島乙島守
屋家文書の整理を進めていることを機に，文
書から分かることを報告するために，平成
２９年度に引き続き，玉島乙島守屋家文書調
査報告会２を真備支所１０１会議室で開催し
ました。計７４人が参加され，報告会終了後，
希望者を対象に史料解説を行いました。
　アンケートでは，「今まで研究のない水谷氏
時代の支配の実態が今後明らかになりそうと
いうことで非常に興味深いです」「いつも様々
な，大量の文書の中からおもしろい切り口で
資料をご紹介くださりありがとうございます」

「このような説明の場を開いていただき，とて
も嬉しく，いつも拝聴させていただいており
ます」「寄贈者が臨席されており，それをご紹
介いただいたことがよかったです」「文書を実
際に調査されている方々から直接に講演をい
ただき，貴重な経験でした」「近世前期の史料
が多くあるようなので，それを用いた研究を
採り上げてもらいたいです」「過去の歴史資料
の発掘で，現代の日本人が置き忘れた心を掘
り起こしていただいたらと思う」など，様々
な意見が寄せられました。

【開 催 日 時】　令和２年２月１日（土） １４：００～１７：００
【会　　　場】　真備支所１階１０１会議室 
【講師・演題】　

備中成羽藩・松山藩水谷氏支配時代の法度 山本太郎（総務課歴史資料整備室）
庄屋役をめぐる悶着（もんちゃく） 定兼　学（岡山県立記録資料館長）
両氏宮「本願主」としての守屋氏 別府信吾（元倉敷市史編さん委員会委員）
玉島紡績頭取・川口淵蔵の「北越紀行」 山下　洋（総務課歴史資料整備室）

【参 加 人 数】　７４人
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水
損
公
文
書
の
修
復
処
置

　
　
　

は
じ
め
に

  

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
り
倉
敷
市
真
備
地
区
で
は
甚
大
な

被
害
が
生
じ
た
。
多
く
の
人
々
が
復
興
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
に
お
け

る
水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
に
つ
い
て
報
告
す
る
。『
倉
敷
の
歴

史
』
第
二
十
九
号
・
第
三
十
号
で
令
和
元
年
末
時
点
ま
で
の
経
緯

を
報
告
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
そ
れ
に
続
く
令
和
二
年

一
月
か
ら
の
動
向
を
報
告
す
る
。
な
お
、
水
損
公
文
書
の
修
復
処

置
は
、
平
成
三
十
年
十
月
に
設
置
し
た
「
倉
敷
市
水
損
公
文
書
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

一　

真
空
凍
結
乾
燥

　

水
損
し
た
公
文
書
の
う
ち
、
歴
史
的
に
重
要
で
カ
ビ
被
害
が
著

水損公文書保全に関する体系図（平成３０年１０月現在）

報　

告
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た
公
文
書
を
コ
ン
テ
ナ
に
戻
し
、
三
六
コ
ン
テ
ナ
を
常
温
ボ
ッ
ク

ス
車
で
歴
史
資
料
整
備
室
へ
輸
送
し
た
。
同
時
に
岡
山
中
央
冷
蔵

か
ら
輸
送
さ
れ
た
公
文
書
を
メ
ッ
シ
ュ
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
替
え
て

真
空
凍
結
乾
燥
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
凍
結
か
ら
乾
燥
工
程
が

終
わ
る
と
の
連
絡
を
受
け
た
の
で
、
三
月
三
日
、
整
備
室
職
員
が

セ
ン
タ
ー
へ
出
張
し
、
処
理
後
の
乾
燥
し
た
公
文
書
を
コ
ン
テ
ナ

等
に
戻
し
、
約
二
四
コ
ン
テ
ナ
分
を
常
温
ボ
ッ
ク
ス
車
で
歴
史
資

料
整
備
室
へ
輸
送
し
た
。
福
岡
市
在
住
の
全
史
料
協
会
員
で
あ
る

児
島
ひ
ろ
み
氏
も
三
月
三
日
に
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
さ
れ
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
　

二　

水
損
公
文
書
の
修
復
処
置

　

令
和
二
年
一
月
か
ら
も
、
水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
は
前
年
に

引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
派
遣
労
働
者
が
週
三

日
、
一
日
三
時
間
、
二
人
ず
つ
で
作
業
し
、
整
備
室
職
員
も
作
業

し
た
。
国
土
調
査
課
の
地
籍
図
の
処
置
は
令
和
元
年
末
で
終
了
し

た
の
で
、
令
和
二
年
は
真
備
支
所
別
棟
二
階
で
水
損
し
た
真
備
支

所
市
民
課
所
管
の
公
文
書
の
処
置
か
ら
開
始
し
た（

（
（

。
令
和
二
年
一

月
十
六
日
、
真
空
凍
結
乾
燥
済
み
の
公
文
書
三
六
コ
ン
テ
ナ
が
セ

ン
タ
ー
か
ら
輸
送
さ
れ
る
と
、
室
職
員
が
学
校
園
・
図
書
館
・
遺

し
い
公
文
書
約
六
〇
コ
ン
テ
ナ（

（
（

は
、
真
空
凍
結
乾
燥
に
備
え
て
平

成
三
十
年
八
月
か
ら
岡
山
市
の
岡
山
中
央
冷
蔵
株
式
会
社
で
冷
凍

保
存
し
て
い
た
。
令
和
元
年
十
一
月
六
日
に
岡
山
中
央
冷
蔵
か
ら

冷
凍
ボ
ッ
ス
ク
車
で
輸
送
さ
れ
た
水
損
公
文
書
約
三
六
コ
ン
テ
ナ

分
を
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
メ
ッ
シ
ュ
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
替
え
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
大
型
真
空
凍
結
乾
燥
機

で
乾
燥
を
開
始
し
た（

（
（

。
凍
結
か
ら
乾
燥
工
程
が
終
わ
る
と
の
連

絡
を
受
け
た
の
で
、  

令
和
二
年
一
月
十
四
日
、
整
備
室
職
員
が

岡
山
中
央
冷
蔵
に

残
さ
れ
た
約
二
四

コ
ン
テ
ナ
分
の
水

損
公
文
書
の
ポ
リ

袋
を
は
が
し
、
冷

凍
ボ
ッ
ク
ス
車
に

よ
り
福
岡
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー

へ
輸
送
し
た（

（
（

。
翌

十
五
日
、
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、

処
理
後
の
乾
燥
し

冷凍公文書の入れ替え作業
（令和２年１月１５日，福岡市埋蔵文化財センター）
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書
の
整
理

（
（
（

を
行
い
、
目
録
を
作
成
し
た
。
十
二
月
に
は
、
処
置
し

た
水
損
公
文
書
の
殺
菌
・
殺
虫
の
た
め
に
業
者
委
託
に
よ
り
ガ
ス

燻
蒸
を
実
施
し
た
。
令
和
二
年
度
の
処
置
に
参
加
し
た
延
べ
人
数

は
二
〇
九
人
、
処
置
し
た
公
文
書
は
五
一
四
点
（
約
一
〇
万
四
千
枚
）

に
な
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

ま
と
め
に
か
え
て
真
空
凍
結
乾
燥
済
み
の
公
文
書
の
処
置
を
し

た
過
程
で
気
づ
い
た
こ
と
を
記
し
た
い
。

　

ま
ず
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
、
洋
紙
と
和
紙
で
扱
い
や
す

さ
に
随
分
差
が
あ
る
と
感
じ
た
。
戦
後
の
洋
紙
は
よ
く
乾
燥
さ
れ

て
お
り
、
紙
ど
う
し
の
固
着
は
少
な
く
、
全
体
に
簡
単
に
頁
を
め

く
る
こ
と
が
で
き
た
。
臭
気
も
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
し
、
劣
化

は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
土

地
台
帳
等
に
み
ら
れ
る
和
紙
の
文
書
は
よ
く
乾
燥
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
四
辺
の
汚
れ
が
激
し
か
っ
た
の
で
裁
断
し
て
か
ら
頁
め
く

り
を
行
っ
た
。
洋
紙
よ
り
も
固
着
の
度
合
い
が
強
い
が
、
竹
べ
ら

な
ど
を
用
い
て
め
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
袋
と
じ
の
文
書

は
、
袋
と
じ
の
内
側
よ
り
も
外
側
（
字
の
書
い
て
い
る
面
ど
う
し
）
が

強
く
固
着
し
て
い
た
。
臭
気
は
強
か
っ
た
。
カ
ビ
な
ど
の
た
め
劣

族
年
金
・
土
地
関
係
の
文
書

（
（
（

に
仕
分
け
し
た
。
そ
し
て
学
校
園
の

公
文
書
か
ら
処
置
を
開
始
し
、
そ
れ
が
終
了
す
る
と
土
地
関
係
の

文
書
に
移
行
し
た
。
乾
燥
し
た
公
文
書
の
頁
め
く
り
を
し
な
が
ら

カ
ビ
や
泥
を
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
取
っ
た
り
、
頁
の
間
に

入
り
込
ん
で
い
た
夾
雑
物
を
取
り
除
い
た
り
し
た
。
土
地
関
係
の

文
書
は
四
辺
の
汚
れ
が
激
し
か
っ
た
の
で
室
職
員
が
四
辺
を
切
り

落
と
し
て
か
ら
処
置
し
た
。
令
和
二
年
三
月
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
労
働
者
派
遣
は
終
了
し
た
。
令
和
元
年
度
の
処

置
に
参
加
し
た
延
べ
人
数
は
四
七
四
人
、
処
置
し
た
公
文
書
は

三
七
九
〇
点
（
約
一
〇
万
三
千
枚
）
に
な
っ
た
。
読
め
て
保
存
で
き

る
段
階
ま
で
修
復
処
置
し
た
学
校
園
の
公
文
書
は
三
月
六
日
に
各

学
校
園
へ
返
却
し
た
。
ま
た
、
遺
族
年
金
の
公
文
書
は
内
容
が
個

人
情
報
で
あ
る
た
め
、
歴
史
資
料
整
備
室
で
は
処
置
せ
ず
二
月
三

日
に
真
備
保
健
福
祉
課
へ
返
却
し
た
。

  

令
和
二
年
度
に
は
、
整
備
室
職
員
が
土
地
関
係
の
文
書
の
処
置

を
継
続
し
た
。
人
材
派
遣
会
社
か
ら
の
派
遣
労
働
者
が
、
四
月

十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
は
週
三
日
、
一
日
三
時
間
、
二
人

ず
つ
、
八
月
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
週
五
日
、
一
日
三
時

間
、
一
人
ず
つ
作
業
に
加
わ
っ
た
。
頁
め
く
り
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
七
月
十
七
日
に
一
応
終
了
す
る
と
、
八
月
に
は
土
地
関
係
の
文
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註
（
1
） 

学
校
園
の
文
書
、
真
備
図
書
館
の
文
書
、
遺
族
年
金
の
文
書
、
真
備
支

所
の
土
地
関
係
の
文
書
等
で
あ
る
。
一
コ
ン
テ
ナ
は
二
〇
×
四
〇
×
六
〇

セ
ン
チ
程
度
で
あ
る
。

（
2
） 

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
回
公
文
書
の
メ
ッ
シ
ュ
コ
ン

テ
ナ
へ
の
入
れ
替
え
や
大
型
真
空
凍
結
乾
燥
機
へ
の
設
置
、
乾
燥
機
の
運

転
、
乾
燥
機
か
ら
の
取
り
出
し
、
コ
ン
テ
ナ
へ
の
戻
し
な
ど
で
、
宮
井
善

朗
所
長
・
比
佐
陽
一
郎
係
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。

（
3
） 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
岡
山
中
央
冷
蔵
で
冷
凍
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
水

損
公
文
書
は
す
べ
て
搬
出
し
た
。
長
期
間
に
わ
た
り
保
管
し
て
い
た
だ
い

た
姫
井
善
果
会
長
を
は
じ
め
岡
山
中
央
冷
蔵
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

（
4
） 

真
備
町
の
条
例
・
規
則
、
議
案
綴
な
ど
で
あ
る
。

（
5
） 

真
備
支
所
で
保
管
し
て
い
た
土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳
・
地
籍
調
査
票
等
、

真
備
地
区
の
旧
町
村
の
農
地
委
員
会
の
文
書
等
で
あ
る
。

（
6
） 

真
空
凍
結
乾
燥
す
る
た
め
に
土
地
台
帳
等
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
い
た

の
で
、
も
と
の
よ
う
に
復
元
し
た
。

（
文
責
は
山
本
太
郎
〈
倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
副
参
事
〉）　　
　
　
　
　
　

化
し
て
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。

　

昭
和
戦
前
期
に
作
成
さ
れ
た
家
屋
台
帳
等
に
み
ら
れ
る
和
紙
と

洋
紙
の
中
間
的
な
紙
質
の
文
書
は
、
固
着
の
度
合
い
も
臭
気
な
ど

も
、
和
紙
の
文
書
と
洋
紙
の
文
書
の
中
間
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

洋
紙
な
ら
ば
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
放
置
し
て
の
自
然
乾

燥
、
あ
る
い
は
単
な
る
熱
乾
燥
施
設
で
も
十
分
に
処
理
が
可
能
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
労
力
や
費
用
の
削
減
の
た
め
に
も
、
そ
の

研
究
は
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
和
紙
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
吸
取

紙
を
は
さ
ん
で
風
を
当
て
る
な
ど
の
手
作
業
も
し
く
は
真
空
凍
結

乾
燥
で
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
よ
う
に
思
っ
た
。
今
回
真
空

凍
結
乾
燥
の
有
効
性
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
存
在
・

財
産
・
権
利
を
証
明
す
る
公
文
書
の
重
要
性
、
水
損
し
て
も
あ
き

ら
め
な
け
れ
ば
修
復
で
き
る
こ
と
、
多
く
の
組
織
・
機
関
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
そ
れ
ら
の
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
と
も
こ
の
体
験
を
、
文
書
保
存
や
修
復
処
置
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。（
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
成
稿
）                                                     
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平成３０年７月豪雨による水損公文書処置経緯

平成３０年７月豪雨が倉敷市を襲う

小田川などが決壊，大規模な浸水被害

歴史資料整備室職員が真備支所へ復帰

真備支所１階の書庫にあった土地台帳等を歴史資料整備室職員が廃
棄から救う

水損公文書（土地台帳等）の冷凍保存準備作業（九州大学大学院生が
ボランティア）

水損公文書（真備支所・教育委員会）を岡山中央冷蔵で冷凍保存（約
60コンテナ）

倉敷市水損公文書保全プロジェクトチーム設置

真備中学校体育館の清掃（ボランティアによる）

国立公文書館・岡山県立記録資料館・全史料協・岡山史料ネット・国文
学研究資料館へ支援依頼文発送

岡山県立記録資料館による全体のプランニングとマネジメントの指導

岡山県立記録資料館による処置の実地指導

真備中学校体育館・美術室・図書室で水損公文書（各学校園と真備支
所）修復作業（市職員とシルバー人材センター労働者派遣）

真備支所３階歴史資料整備室内で国土調査課の地籍調査票・地籍簿・
地籍図，真備支所市民課の水損公文書修復処置（歴史資料整備室職
員・ボランティア・シルバー人材センター労働者派遣）

岡山中央冷蔵で冷凍していた水損公文書を福岡市埋蔵文化財センター
で真空凍結乾燥

真備支所３階歴史資料整備室内で真空凍結乾燥後の公文書の修復処
置（歴史資料整備室職員・シルバー人材センター労働者派遣・人材派遣
会社の労働者派遣）

真備支所３階歴史資料整備室内で修復処置した真空凍結乾燥後の公
文書の整理，目録作成（歴史資料整備室職員・ボランティア・人材派遣会
社の労働者派遣）

修復処置した真空凍結乾燥後の公文書の殺菌・殺虫のためのガス燻蒸
（業者委託）

平成30年7月5日～7日

平成30年7月7日

平成30年7月24日

平成30年7月27日

平成30年8月3日～9日

平成30年8月10日～
令和2年1月14日

平成30年10月

平成30年11月19日・21日

平成30年11月29日

平成30年12月7日

平成30年12月11日

平成30年12月12日～
平成31年3月18日

令和元年6月18日～
令和2年1月20日

令和元年11月6日～
令和2年3月3日

令和2年1月21日～
7月17日

令和2年8月5日～
8月27日

令和2年12月7日～11日



　

　

- 148 -- 149 -

　
　

新
刊
紹
介

間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子

　
『
奈
良
時
代
・
吉
備
中
之
圀
の
母
夫
人
と
富
ひ
め
』

　
　
　
　
　
（
吉
備
人
出
版　

二
〇
一
九
年
十
二
月
）

　

①
吉
備
真
備
の
祖
母
の
骨
蔵
器
（
矢
掛
町
東
三
成
出
土
）。
②
白し

ら
か髪

部べ
ひ
と
と
み
ひ
め

登
富
比
賣
の
墓
地
買
地
券
（
倉
敷
市
真
備
町
尾
崎
出
土
）
③
吉
備

真
備
の
母
の
墓
誌
（
奈
良
県
五
條
市
出
土
）。
本
書
で
は
、
主
に
こ
の

三
点
の
考
古
遺
物
を
め
ぐ
っ
て
、そ
の
真
偽
や
製
作
さ
れ
た
経
緯
、

三
人
の
女
性
の
人
物
像
な
ど
に
つ
い
て
、
緻
密
な
考
証
と
大
胆
な

推
理
が
縦
横
に
展
開
さ
れ
る
。

　

筆
者
夫
妻
（
忠
彦
氏
は
二
〇
一
七
年
逝
去
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
調

査
・
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
真
備
町
や
総
社
市
な
ど
が

二
〇
一
八
年
の
西
日
本
豪
雨
で
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
た
め
、
二

人
の
思
い
と
し
て
「
こ
の
本
を
災
害
の
地
に
贈
り
た
い
」
と
筆
を

執
っ
た
と
い
う
。「
人
は
誰
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
歴
史
を
作
っ
て

い
る
」
と
い
う
信
念
と
と
も
に
、
本
書
が
現
在
と
未
来
を
生
き
る

多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
希
望
の
灯
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

※
お
問
合
せ
・
ご
購
入
は
、
書
店
・
吉
備
人
出
版
（
℡
０
８
６

―
２
３
５
―
３
４
５
６
）
ま
で
。
定
価
一
、八
〇
〇
円
＋
税
。　

『
林
源
十
郎
商
店
物
語
』

（
吉
備
人
出
版　

二
〇
二
〇
年
三
月
）

　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
林
源
十
郎
商
店
が
創
業
三
六
〇

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
林
源
十
郞
商
店
の
後
身
で
あ
る

株
式
会
社
エ
バ
ル
ス
が
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
創
業
か
ら

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で
の
林
源
十
郞
商
店
の
歴
史
を

ま
と
め
た
書
物
で
あ
る
。
元
社
員
が
ま
と
め
て
い
た
原
稿
を
ベ
ー

ス
に
、
故
太
田
健
一
氏
ら
依
頼
執
筆
者
と
エ
バ
ル
ス
編
集
委
員
が

分
担
し
て
大
幅
に
加
筆
・
編
集
し
た
。

　

歴
代
の
林
家
当
主
ご
と
に
人
物
像
と
事
績
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
八
代
当
主
の
林
孚
一
は
林
家
の
中
興
の
祖
と
さ
れ

る
勤
王
家
で
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
幅
広

い
交
友
関
係
を
持
ち
、
明
治
期
に
は
役
人
と
し
て
地
域
の
た
め
に

尽
力
し
た
。
ま
た
、
十
一
代
源
十
郎
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
奉
し
、

林
源
十
郎
商
店
の
発
展
に
貢
献
す
る
か
た
わ
ら
、
常
に
裏
方
に
徹

し
、
社
会
福
祉
と
地
方
文
化
の
向
上
発
展
に
尽
力
し
た
。

　

カ
ラ
ー
写
真
や
図
版
も
豊
富
で
、
資
料
集
も
充
実
し
て
お
り
、

地
域
史
に
と
っ
て
も
貴
重
な
書
物
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

※
お
問
合
せ
・
ご
購
入
は
、
書
店
・
吉
備
人
出
版
（
℡
０
８
６

―
２
３
５
―
３
４
５
６
）
ま
で
。
定
価
二
、三
〇
〇
円
＋
税
。
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『
高
梁
川
東
西
用
水
組
合
１
０
０
周
年
記
念
誌
』

（
高
梁
川
東
西
用
水
組
合　

二
〇
一
九
年
三
月
）

　

か
つ
て
東
西
二
派
に
分
流
し
水
島
灘
に
注
い
で
い
た
高
梁
川

は
、
倉
敷
市
域
を
は
じ
め
と
す
る
下
流
の
耕
地
を
潤
す
一
方
、
激

し
い
洪
水
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
水
害
を
克
服
す
る

た
め
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
河
川
改
修
が
開
始
さ
れ
、

東
高
梁
川
は
廃
さ
れ
て
川
筋
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同

時
に
、
東
西
高
梁
川
両
岸
に
十
一
か
所
設
け
ら
れ
た
個
別
の
取
水

樋
か
ら
導
水
す
る
用
水
体
系
も
再
編
さ
れ
、
取
水
口
を
酒
津
一
か

所
に
統
合
、
そ
こ
か
ら
農
業
用
水
を
受
益
地
へ
平
等
に
分
配
す
る

目
的
で
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
高
梁
川
東
西
用
水
組
合
が
設
立

さ
れ
た
。

　

こ
の
高
梁
川
東
西
用
水
組
合
の
沿
革
を
ま
と
め
た
本
書
で
は
、

用
水
体
系
が
現
在
の
か
た
ち
に
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
計
画
変
遷
・

難
航
し
た
関
係
地
域
間
で
の
調
整
の
過
程
が
、
詳
細
な
図
と
客
観

的
な
叙
述
で
明
快
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
る
。
笠
井
堰
・
酒
津
取
水

樋
・
配
水
池
な
ど
の
構
造
的
特
質
や
文
化
財
的
価
値
、
受
益
地
の

都
市
化
に
伴
う
用
水
の
使
途
や
住
民
と
の
関
係
性
の
変
化
に
も
触

れ
ら
れ
て
お
り
、
参
照
価
値
の
高
い
一
冊
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

※
非
売
品
。
倉
敷
市
立
図
書
館
で
閲
覧
可
。 　
　
　
　

新聞報道された歴史資料整備室（令和２年）（抄）

年月日
令和 2年 2月 11 日

令和 2年 5月 15 日

令和 2年 5月 25 日

令和 2年 6月 10 日
令和 2年 7月 12 日

令和 2年 7月 19 日

令和 2年 12 月 4 日

令和2年12月30日

新　聞
山陽新聞朝刊

山陽新聞朝刊

山陽新聞朝刊

山陽新聞朝刊
山陽新聞朝刊

山陽新聞朝刊

毎日新聞朝刊

山陽新聞朝刊

記　事
歴史資料整備室　総務課内に新設　20年度組織改正
100年前大流行「スペイン風邪」乗り越えた岡山県　
倉敷の行政文書、日記から探る
「倉敷館」設計者明らかに　県建築技師　小林篤二　
史料に署名
「倉敷の歴史」30号刊行　江戸以降の水害紹介
「滴一滴」（『倉敷の歴史』第30号で地域の水害史特集）
近世　真備・川辺地区囲った神楽土手　「輪中がモデ
ル」に新説
倉敷チボリ公園・公文書　歴史資料扱いに　情報公開
　対象外れる
先人の経験　防災活用を　水害地震ＨＰで資料公開
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■
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
二
号
投
稿
要
領

　
『
倉
敷
の
歴
史
』
へ
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。
第
三
十
二
号

へ
の
投
稿
は
、
左
記
の
要
領
に
沿
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

一　

部　

門

①　

論
文　

倉
敷
市
域
に
関
す
る
歴
史
研
究

②　

ノ
ー
ト　

倉
敷
市
域
の
歴
史
研
究
の
中
間
時
点
で
の
報
告

③　

史
料
紹
介　

倉
敷
市
域
の
歴
史
に
関
す
る
諸
史
料
の
紹
介

④　

郷
土
史
家
紹
介　

倉
敷
市
域
の
歴
史
に
関
す
る
郷
土
史
家

の
紹
介

⑤　

ア
ラ
カ
ル
ト　

倉
敷
市
域
の
歴
史
に
関
す
る
話
題

二　

分　

量

　
　

各
部
門
の
分
量
の
限
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①　

論
文　
　
　
　
　
　
　

一
五
頁
程
度
（
上
限
一
八
頁
）

　

②　

ノ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　

八
頁
程
度
（
上
限
一
〇
頁
）

　

③　

史
料
紹
介　
　
　
　
　
　

八
頁
程
度
（
上
限
一
〇
頁
）

　

④　

郷
土
史
家
紹
介　
　
　
　

八
頁
程
度
（
上
限
一
〇
頁
）

　

⑤　

ア
ラ
カ
ル
ト　
　
　
　
　

二
頁
程
度
（
上
限　

三
頁
）

　
　

い
ず
れ
も
、
註
・
表
・
図
・
写
真
な
ど
を
含
め
て
の
分
量
で
す
。

三　

書
式
・
用
紙

　

原
稿
用
紙
は
、
専
用
の
も
の
を
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整

備
室
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
場
合
は
、Ａ
４
判
の
用
紙
を
縦
に
使
い
、

一
行
二
五
字
×
二
○
行
×
二
段
に
縦
書
き
で
印
字
し
て
く
だ
さ

い
。
印
刷
原
稿
と
と
も
に
電
子
デ
ー
タ
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

イ
ル
で
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
誌
の
頁
単
位
の
組
版
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

本
文
（
13
級
）　

一
行
二
五
字
×
二
○
行
×
二
段
（
縦
書
）

　
　

註　

  （
11
級
）　

一
行
三
○
字
×
二
七
行
×
二
段
（
縦
書
）　

四　

投
稿
の
手
順

　

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
予
定
掲
載
部
門
、
予
定
題

目
、
予
定
頁
数
、
要
旨
（
二
○
○
字
～
四
○
○
字
、
ア
ラ
カ
ル
ト
は

一
○
○
字
～
二
○
○
字
）
を
倉
敷
市
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
宛

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究

会
で
執
筆
の
承
認
・
不
承
認
の
協
議
を
行
い
ま
す
。
予
算
の
制

約
に
伴
う
全
体
の
頁
数
の
制
約
等
の
た
め
、
必
ず
し
も
執
筆
い

た
だ
け
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承

く
だ
さ
い
。
原
稿
締
切
は
令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
で
す
（
翌

年
三
月
発
行
）。

　

原
稿
は
完
全
原
稿
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
校
正
時
の
修
正

は
御
遠
慮
願
い
ま
す
。
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歴
史
資
料
整
備
室
日
誌
（
抄
）

	

二
○
二
〇
年

■　

令
和
元
年
度

（
令
和
二
年
）

　
　
　

～
３
・
３　

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
水
損
公
文
書
の
真
空
凍
結
乾
燥

１
・
６
～
３
・
30　

水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
作
業
（
歴
史
資
料
整
備
室
）

１
・
11　

第
４
回
歴
史
資
料
講
座
（
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
）

２
・
１　

玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
調
査
報
告
会
２
（
真
備
支
所
）

２
・
20　

市
町
村
職
員
文
書
保
存
研
修
会
参
加
（
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
）

３
・
31　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
30
号
発
行

■　

令
和
２
年
度

４
・
３
～
８
・
27　

水
損
公
文
書
の
修
復
処
置
作
業
（
歴
史
資
料
整
備
室
）

６
・
８　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
31
号
編
集
会
議

６
・
11　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
へ
講
師
派
遣

７
・
６
～
10　
「
真
備
の
記
憶
」
写
真
展
（
真
備
支
所
）

８
・
１　

収
蔵
庫
の
ガ
ス
燻
蒸

８
・
５　

認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
説
明
会
出
席
（
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
）

８
・
７　

第
34
回
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
会
議

９
・
18　

市
域
の
災
害
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開

12
・
７
～
11　

水
損
公
文
書
の
ガ
ス
燻
蒸

12
・
15　
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
31
号
編
集
会
議

五　

採　

否

　

提
出
原
稿
の
採
否
や
掲
載
の
順
序
な
ど
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
う
え
決
定
し
ま
す
。
不
採
用
に
な
っ
た
り
、
書
き
直
し
を
お

願
い
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

六　

校　

正　

初
校
は
、
執
筆
者
に
校
正
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

七　

備　

考

　

原
稿
は
市
民
向
け
の
内
容
で
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

他
と
の
二
重
投
稿
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。
図
・
表
な
ど
は
お
お

ま
か
な
掲
載
場
所
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。
註
は
、
末
尾
に
ま

と
め
て
通
し
番
号
で
付
し
て
く
だ
さ
い
。
刊
行
物
に
は
発
行
所

と
刊
行
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
・
図
版
等
の
掲
載
許

可
は
執
筆
者
の
責
任
で
お
取
り
く
だ
さ
い
。
投
稿
さ
れ
た
原
稿

や
写
真
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
控
え
を
御
用
意
く
だ
さ
い
。
掲
載
原
稿
の
転
載
は
、
原
則
と

し
て
刊
行
後
一
年
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、転
載
に
あ
た
っ

て
は
倉
敷
市
の
承
認
を
得
て
く
だ
さ
い
。

八　

送
り
先　

〒
七
一
○
―
一
三
九
八　

倉
敷
市
真
備
町
箭
田

一
一
四
一
番
地
一　

倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
総
務
課
歴
史
資
料

整
備
室
宛　
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■
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
号　

正
誤
訂
正

                                    

誤　
　
　
　
　

正

二
二
ペ
ー
ジ　

上
段　

左
か
ら
５
行
目　

ふ
た
た
び
四
十
瀬
村

→
ふ
た
た
び
四
十
瀬
新
田
村

二
六
ペ
ー
ジ　

上
段　

（0
～
（（
行
目　
　

四
十
瀬
村
→
四
十
瀬
新
田
村

四
七
ペ
ー
ジ　

上
段　

（（
～
（（
行
目　
　

下
道
郡
長
→
下
道
郡
書
記

　
　
　
　
　

コ
ラ
ム

　
　
　

物
語
る
石
造
物

　

私
た
ち
は
主
に
古
文
書
と
呼
ば
れ
る
、
和
紙
に
墨
で
書

か
れ
た
記
録
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
歴
史
と
い
う
も
の
を

描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
道
標
、
道
祖
神
、
記
念
碑
な

ど
の
石
造
物
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
石
造
物
も
歴
史
を

物
語
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
寺
社
に
は
境
内
に
並
ぶ
玉
垣
や
灯
籠
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
倉
敷
市
周
辺
地
域
の
沿
岸
部
の
寺
社
の
こ
れ
ら

に
は
、
と
て
も
特
徴
の
あ
る
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
す
。
例
え
ば
児
島
・
由
加
神
社
、
下
津
井
・

祇
園
神
社
、
玉
島
・
羽
黒
神
社
な
ど
に
は
、
山
口
・
石
川
・

秋
田
・
徳
島
な
ど
各
県
の
旧
国
名
と
人
々
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
実
は
こ
れ
ら
は
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
海
運
及

び
商
品
流
通
を
物
語
る
資
料
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
着
目
し
た
研
究
も
本
誌
に
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
第
４
・
５
・
９
・
（0
号
な
ど
）。
各
寺
社
参
拝
の
折
に

は
こ
う
し
た
石
造
物
に
も
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
在
間
）

コ
ラ
ム
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編
　
集
　
後
　
記

▽
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
一
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
御
執
筆
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
短

期
間
で
の
御
執
筆
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
御
許

可
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。『
倉
敷
の
歴
史
』
も
三
十
一
号
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
方
の
御
支
援
・

御
鞭
撻
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
と
も
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
号
に
は
、
平
成
二
十
九
年
度
と
令
和
元
年
度

に
開
催
し
た
玉
島
乙
島
守
屋
家
文
書
調
査
報
告

会
で
の
報
告
を
ふ
ま
え
、
守
屋
家
文
書
特
集
を

収
録
し
ま
し
た
。
守
屋
家
文
書
は
質
量
と
も
非

常
に
豊
富
な
の
で
、
時
期
的
に
も
内
容
的
に
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
豊
か
な
も
の
に
な
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
論
文
二
編
、

資
料
群
紹
介
一
編
、
ア
ラ
カ
ル
ト
二
編
、
報
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
今
ま
で
未
解
明

の
歴
史
に
光
を
当
て
る
力
作
で
す
。

▽
市
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
自
然
災
害

に
関
す
る
歴
史
資
料
の
画
像
・
翻
刻
・
読
み
下
し
・

意
訳
・
解
説
を
歴
史
資
料
整
備
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
す
る
取
り
組
み
を
令
和
二
年
九
月
か

ら
行
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。
御
覧
の
う
え
御
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
た
め
、
資
料
展
示
会
・
古
文
書
解
読
講
座
等

の
事
業
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
感
染
症
対
策
を
と
っ
た
う
え
、
災
害
に

関
す
る
歴
史
資
料
調
査
報
告
会
は
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
市
民
参
加
が
で

き
る
事
業
は
、
感
染
症
の
動
向
を
見
な
が
ら
な

る
べ
く
実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

▽
倉
敷
市
水
損
公
文
書
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
水
損
公
文
書
の

処
置
に
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

処
置
し
た
公
文
書
は
い
ず
れ
も
市
民
の
存
在
・

権
利
・
財
産
や
学
校
の
歴
史
等
に
か
か
わ
る
重

要
な
文
書
で
あ
り
、
公
文
書
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

▽
真
備
支
所
三
階
に
あ
る
総
務
課
歴
史
資
料
整
備

室
は
、
保
存
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
よ
り
一
層
利

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
閲
覧
室
を
新
設
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
一
度
御
来
室
く
だ
さ
い
。

▽
『
倉
敷
の
歴
史
』
は
、
倉
敷
市
文
書
館
（
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
）
研
究
会
が
編
集
し
て
い
ま
す
。
編

集
実
務
は
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室
に
て
行
い

ま
し
た
。

▽
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
三
十
二
号
で
も
、
原
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
投
稿
要
領
に
も
と
づ
い

て
ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　
（
山
本
・
山
下
・
大
島
・
畑
）

倉敷の歴史

令和３年３月 31 日
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